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， ・ J レに
ｾ大阪ガス

暖冷房と給湯のシステムに自動風呂のついたブリオール・オート

ひろがる快適な暮らしのシス

テム。魅力的な繍末機を自由

に組み合わせて、便利で気持

ちいいマイホームをどうぞ。

。 お ま か せ / 自 動 風B

ボタンひ t つであ'1品はり、あとは適 i晶・

適i，iキープ機能で. l E し泌も; n いだきも

すべておまかせ、の{ 出利でかしこい

全自動風呂。

@ や さ し い 温 水 エ ア コ ン

温水だから 、安全性も消潔きも 211:01.0

? イコ ンによる自動過!較できめニまか

い快適な峻冷房がえられます。さらに

デラックスタイプでは除 il t . 機能もより

光'Je。さわやか冷房も a巴いのまま 。

@ コロン/ と床暖房

お部屋全体をやさしい 11 だまりの暖

かきでつつみこむ床暖M。家自主みんな

が集まるリビングにピッタリです。

。いいお湯タップリ. ゲ

給i品能力はヒ' ッグな16 ｾｊ 。 キッチンは

もちろん、シャワー- 洗1m所とゆ t りの

お泌をお使いくださ t 、。

@ 気分サッパリ、温水サウナ

家族それそ‘れで楽しめる刺激の少ない

迫赤外線式。'{j スペース. ' { j エオ、の

ヘルシーなサウナです。

。ふーんわり. 浴室換気乾燥機

浴室がそのまま便利な乾燐市に。

雨の日や復でも ふっくらお洗たくもの

が乾きます。

。 お 風 呂 が「お 帰 り な さ い。J !?

峻冷房やお風呂わかしも外出先から

屯訴でON' OF F 白111 1" 1  (j ニ。「たf:

¥'  a: o j が気持ちい い、 ホームオー ト

メ- y ョン対応。( テレコントロール

ユニットが)JIJJ 孟必主要です。)

。 プ ラ ン 例

. 1 篭峻冷f;T} ・3ヵ所給i品・J ' J 動胤1，¥

・2 議暖房{ うち1童は喧層配管のみ}

機械|則係価物 551. 8001'J

( 当社希望小舟価格ですJ

施 ｬ Ｚ￯ｾ例 ＳＲＶＮＶＰＰ ド ｬ

鍔判明野場開況に日

合計 878. 4001'J 

( 右のシステム図と端末慣の制時制日 )

内容、群銅については、お問い合わせ下さ い. 1

曹関.m改築をお考えのか

フリオールをお忘れなく。

フリオールにして

よかった、と思う日が j貰料踊京が

きっとやってきます。

お過はり

追いだき配管 ーー・ーーーーー

冷蝿配菅 ・・・・・・・・・ー・

Ｍ・・ｉＨｉｊｊ￸ ｊ 医概岨 ｅｉｉｉｊ 四ｾｩｩｉＺ［［ｉ _ _  

ｐｒ 旧 ｒｾ
Ｎ ｘ ＧＱ＿ ￀ＷＧｊ ［ｴ ＭＩｯ オート町貰附お ｲｾ ｉＮ｜ＮｧＭ わ叫 ー 〒臼 ｬ 大阪市東 区平 野 町 Ｕ Ｍ Ｑ 大阪 向車部…プ リオールオート係正Ｈ Ｇ TEL. 06-202-2221  暖冷房・給湯& 自動風巴システム



日本建築協会会告一一一一一

4 第34回工高生デザインコンクール

入選者発表

ｾ宣計課題Ｚカフェテリアのあるポケットパーク

司会員の受賞

日本建築協会主催による昭和63年度の標記コ ンクールの入選者が、

下記のとおり決定いたしましたので発表します。

なお、入選作品は昭和64年 1 月号に掲4車いたします。

このたび、下記会貝の万々がそれぞれ表彰を受けられましたので、

ここに誌してその栄誉 をお慶び申し上げます。

- 応募作品数/ 99点- 応募校数/ 18校

学年名校

. . " .  

十名氏

3 年大 分 県 立 大 分 工 業 高 等 学 校久武回図

大 阪 市 立 工 芸 高 等 学 校

品

目IJ
3 年

大 阪 市 立 都 島 工 業 高 等 学 校

: l i .  

Eコ
回

3 年

入 選

藍盤主立

入 選

憂 秀 賞

修

必弘、

，y 高

暢 夫 (鮒片山鉄工所)

五阿男 (元 |英l丙大学教佼 )

末 男 (元 大木処設( 附)

嘉 治 ( 森村金属附)

昭 二 ( 竹 林 塗 装 工 業 附)

重 信 ( 附 間 組 )

幸 一 ( 柴田上地建物附)

友 夫 ( マルコマ附)

3 年大 分 県 立 大 分 工 業 高 等 学 校民知児里子河選入

2 年上同子法原11 

3 年

大 阪 市 立 都 島 工 業 高 等 学 校 3 年

3 年群 馬 県 立 前 橋 工 業 高 等 学 校治林11 

記

重 j 庭

型f 々村

山 本

森 村

竹 林

岡 村

柴 田

鈴 木

勲三等瑞宝章

勲同等瑞宝ｾ

勲阻害事端玄米

勲五等瑞宝章

政 綬 褒 T雲

監E 綬 褒 7吉

武 綬 褒 章

賞 綬 褒 章

大阪府立西野凹工業高等学校成手Ij内河11 

問。
原、凹11 

3 年
上同

jこ

玲山込11 

3 年横 浜 市 立 鶴 見 工 業 高 等 学 校之康塚飯11 

定 員

福 ヨ |

お土産

お願い

( 1 ) 出席者名簿を作成しますので申込の際に氏名 勤務先をお知 らせ下さい。

ＨＲＩ 申込者で ＱＲ 月 Ｖ 日までに欠席の述絡がない場合は会貨 の ご負 ｎ をｾＮｲ ｩ います 。

(3)当日は参加証で受付し、たしますから必ずご持参願います。

共 催 ( 初日本建築協会( 紛大阪府建築士会 ( n ) 大阪建築上事務所

協 会 ( 的新日本雄築家協会近畿支部

( 初日本建築学会近畿支部 ( 的大阪建設業協会

材料協会 ( 的建築業協会関西支部

400名

張望書長品が当たります。( 寄贈品を含む )

参加者全員に進呈

"， '88建築関係団体合同懇親会ご案内

( 再掲)

関西建築界の恒例行事である懇親会を、本年も建築関係同体合同

で開催することになりました 。 多数の建築関係者が集い、親交を深

めます。

何卒ご参加下さいますようご案内申し 上げます。

( 初日本建築

4 建築関係 8団体合同新年交礼会

( 再掲 )

昭和64年 1 月 4 日 附 午 前 2 時 - 31待

大阪コクサイホテル 8 階宴会場 ( 大阪市東区内本町)

2，500円 ( 申込者で当日欠席されても会費をいただきます )

12月12 日までに会資を添えて最寄りの同体にお申込下さい。

時

場

費

込

日

会

会

申

昭和 63年 12月14 日 制 午 後 6 時 - 7 時30分

太 1' 1: ; ] 図ダイヤモ ン ドホール

( ビュ ッフェ ・スタイルのノ マーティー)

大阪市都島区網島町 9 - 10  屯話 06( 356)  1111 

( 京阪京総駅より西へ徒歩 10分・市バス東野田より徒歩 5 分 )

8 ，000円 ( l]J] に多額の補助があります )

・ご面倒ですが会伎を添えて申込期間中( 1 1月11 日- 12月

5 日) に共催同体事務局までお越し下さるか、現金送金に

てお原Rいします。

・申込者には懇親会参加証をお渡しします。

賛協
時

場

日

会

貸

h .  

:z:t 

1  建築と社会/ 1988年 11月号



話題建築を聞く 第 5 回

ダイキン ｏｓａｋａｾ アトリオ 一 品修氏・描悦雄氏に聞く

日 時 昭和63年 12月10日仕) 14: 00- 17 :oo(含 、見学 1 時間)

場 所 ダイキン OS A K A アトリオ( 大阪市東淀川区小松5- 5- 2)

※ 阪急、京都線「上新庄駅J 東へ徒歩約 15分

生活空間としての集合住宅のもつ合理性は、高〈評価されて

きましたが、査を然と横に広がる廊下やパノレコニ一、縦に伸びる

階段やエレベーターの典型的な直線配列を脱却して、最近はく

つろげる憩いの場が求められる傾向にあります。 しかし、現実

にはスペースの制限とコストの制約が大きな壁となっています。

「ダイキン OS A K Aアトリオ J を取り上げました。

そこで、住む人のプライパシーを尊重しながら隣人とのコミ

ュニケーションを保つことのできる集合住宅とは、をテーマに

近代的な集合住宅のなかに、野外パーティーもできるアト リ

オ( 光庭) を取り入れて、ランダムな乱れのなかにも、住居と

しての機能と生活の快適さを揃えた住宅が建てられました 。地

域環境と調和しながら都市景観をつくり出す造形を、現地 で見

学を兼ねて 、企画者団端修氏と設計者丹田悦雄氏を囲んで語り

合いたいと思います。

計画の特色

1 プラ ンナーとアーキテクト

による共同作業のひとつの

事例ー→プランニングチー

ムとアーキテクトチームの

編成と相互交換的共同作業。 一 一 一 一

2. 変成治経にある市街地の中

で先将位 ・モデル性をもっ

. m令住宅の型を探すこと

→一戸建て型・長屋型 ・共

同住宅型の三つの手法を複

雑に絡ませて、高次の型〈大

阪型立体長昼〉をみつける

ことができたと思われる。

3 集まって住まうこと、その

住み良さの意味を再考する

- 丹図悦雄氏

1938年神戸に生まれる。

京郎大学研究品位及び7 ィン

ランド、イギリスにて都市設

計を' 下」九

建築実務 日独設計

税. ( : 1 : ; 、丹田工房( 旧空間工房)

主宰

2  

ダイキン O S A K Aアトリオ A ダイキン O S A K Aアトリオ B

大阪市東淀川区小松 5 丁目 5 ー 2 大阪市東淀川区小松 4 丁目 11- 17

2 縄住専 住居

R C造 4 階 R C造 4 階

1804.  160m'  1083.837m'  

1261. 819 741. 297 

3109. 160 1670.718 

1 階 1239. 160 713. 370 

2 階 896. 231 475. 476 

3 階 670. 066 308. 175 

4 階 303. 852 173. 697 

参 加 賞 会只 1，500円、一般2，500円( 学生: 会員 1，000円、一般1，500円)

定 員 30名( 予定)

申込方法 ハガキか F A X または電話で12月5 日( J ] ) までに日本建築協会事業諜

( 干530 大阪市北区梅田 1-1 大阪駅前第 3 ビル21階 F A X 0 6-348-0634 

ft 06-348-0635) へお申込みください。

1ft し名( 話題建築を聞く一「ダイキン OS AK Aアトリオ」企画者団端修

氏・設計者/ 丹田悦雄氏に聞く) 、氏名、会員 ・一般の別、勤務先、参加

証送付先、電話番号をお知らせ願います。

業追って参加鉦をお送りします。なお、申 込者多数の場合は抽選にて決定します。

ことー→街路型アクセス+

路地型アクセス一一光庭一一

広〈聞かれた L D K一一ト

ランクルーム一一一自由参加

型のアトリエとサロン一一一

全戸 +10%の屋内型パーキ

ングの完備などを実現し、

且つ全{ 主戸が異なった平面

織成をもっ。

4. 社宅のあり方を再考するこ

と一ーバ主み手の相互関係を

開放的なものにすること、

施設づくりを通じて企業か

ら町へのプレゼント( 景観

形成、 B由設開放など) を用

意すること。

( 田端修 ・丹田悦雄)

. 田 端 修 氏

1939年京都に生まれる.

京都工芸繊維大' 芋及び京都大

学大学院にて建築、侃市計画

を学ぶ.

著書に「町なかルネサンス J

( 学芸出版社) ほか

現在、大阪芸術大学助教授

正

• 



<4l1li '89世界デザイン博覧会・建築デザ

イ ン 競 技 一 日 本 建 築 協 会 後 按 ー

ひと ・夢・デザインー- t l s市が奏でるシンフォニー ( Dr e a m、

Desi gn、Humani t y- The Ur ban.  Symphony) をテーマに '89世 界 デ

ザイン博覧会が、 1989年 7 月15 日- 11 月26 日の問、名古屋市におい

て開催されます。

会期中の 7 月29 日- 8 月10 日の閥、メイン会場の白鳥センチュリ

ープラザ l 階デザイン常設ギャラリーで、世界に向かつて、建築の

デザインを表現するコンペ案を展示することになりました。来るべ

き世界である 21世紀のある時期を想定して、野に地に地底に、海上、

海底、宇宙に自由な空間を提案して下さい。

応募要領

. テーマ

もあなたの風と光と水の城は 0

・主旨

' 89名古屋で行われる世界デザイ ン博に 、数々の卒業が計画されてい

ます。その一環として上記テーマで設計競技を行います。

、風。、光。、水H は、われわれ人類にとって必要不可欠な要素であ

ると同時に、情緒的にも大きな影響力を持っています。しかし未来

という不確定な時点において、この三つの要素はわれわれとどのよ

うな関係を持つようになるのでしょうか。未来のある時点において、

あなたにとってのホ風M 、光" "7]<1，ノのうち一つ以上の要素を、水域。と

いう概念の中に構築して下さい。、城。は既成の概念や形にとらわれ

る必要はありません。あくまでも自由に恕定して下さい。

・応募資格

建築士、全世・界のあらゆる分野' のデザイナー ・技術者 ・学生などが

個人またはクルーフ。て、応募がて帆きます。

. 日程

1989年 5 月31 日 応募締切

1989年 6 月 中 旬 審 査

1989年 7 月29 日一 8 月10 日 展示

1989年 7 月29 日 ( 予定) 表彰

・tt 金 総 額500万円( 税を含む)

抜優秀賞 1 点 tt 状と賃金200万円

優秀賞 l 点 賀 状 と 賞 金100万円

デザイン特別賞 2 点 賀状と賞金 50万円

奨励賞 若干点

- 応募作品徒出先

( 初愛知建築士会世界デザイン博コンペ係

干460 : i ' ，r' ; 屋市中区栄4. 3 26 昭和ピノレ 5 F  T E L  ( 052)  261  1451 

・応必締切 1989年 5 月31 日( 水)

送付の場合は当日消印有効、持参の場合は午後 3 時まで。

・応、主主提出方法

応募作品および封告A を一括して提出。

封書の中に住所 ・氏名( フリガナ) ・述絡先電話番号 ・作品返却の要

・不を記入した紙 ( B 5  ) を封入して下さい。

( 注) 徒出作品には氏名、 H百号あるいは目印となるようなものは記入しないこと。

審査団を構成

・審査員( 審査団を構成)

制世界デザイン博覧会協会より推薦 l 名

( 初日本建築士会連合会より推薦 2 名( 著名建築家)

( 紛愛知建築士会より推薦 1 名( 建築家)

世界デザイン会議運営会より推薦 1 名( テザイナー)

日本建築協会会告一一一一

. 発 表

審査結果は応募者に通知し、( 初日本建築士会連合会会誌「建築士J

( 紛愛知建築士会会誌「愛知の建築J 等の各誌上で発表します。

・提出作品

中判ケント紙あるいはそれに類する厚紙 ( 594mmX  841mm)  4 枚以内

でデザイン意図を自由に表現して下さい。鉛筆、盤入れ、着色、青

焼き、写真貼付等は自由とします。なお、各葉の組み合わせなど表

現は自由です。

( 注) パネル化やカバーを付けることはしないで下さい。

- 質疑

課題に関する質疑応答はしません。規定外の問題は応募者の自由想

定とします。

・応募作品の返却

選外作品に限り、返却希望者のみ 9 月以降着払いで返送します。

・著作権

本設計競技の応募集の著作権は応募者に帰属しますが、主催者がこ

の事業の趣旨にもとづいて、会誌に掲載、図書出版または展示のた

めに用いる場合、応募者は無償でこの使用を認めるものとする。

- 注意事項

応募作品は、未発表作品に限ります。審査に関しての不服請求は受

付けません。このコンペテイションに使用する言語は、日本語、英

語に限ります。

・作品の保管

主催者はその管理と輸送に万全の注意を払いますが、天災その他の

不可抗力による事故 ・f貝{ 努等については責任を負いません。

4砂主催

( 初日本建築士l ! [ 合会、( 的愛知建築士会

. 後 援

制世界デザイン博覧会協会、世界デザイン会議運営会、朝日新聞社、

中日新聞社、日本経済新聞社、建設省、通商産業省、愛知県、名古

屋市、( 初日本建築協会、( 他日本建築学会、刷新日本建築家協会、( 初

日本建築上事務所協会連合会、 N H K テレビ 、C B Cテレビ、東海テ

レビ、名古屋テレビ、テレビ愛知

4 大阪まちなみ賞展( 大阪都市景観

建築賞) 一第 8 回大阪まちなみ賞・フォトコン

テスト入賞作品展示会一一 日本建築協会後援

大阪まちなみ賞入賞作品 ・フォトコンテスト入賞作品パネル展示

がつぎのとおり開催されます。各会場とも入場無料。

・第 1 会場 建設交流館・ 1階ギャラリー ( 大阪市西区1U，，!!i'2 1 2 )

とき 1988 . 11 . 2 5幽 - 11. 28伺) 911寺- 1711寺( 日附白川官)

・第 2 会場 大阪府立文化情報センター ( 北区中以: ，3- 218住友中之品ピノL石F)

とき 1988 . 12 12(月) - 12. 17LU1011寺- 2I n 寺( 上附は 17時まで)

主催 大阪府 ・大阪市 ・( 的大阪府建築士会

後援 建設省 ・大阪府市長会 ・大阪府町村長会・大阪21世紀協会 ・

大阪建設業協会 ・大阪建築士事務所協会 ・，建築業協会関西支

部 ・新日本建築家協会近畿支部 ・日本主主料倶楽部

協tt 日本建築協会・日本建築学会近畿支部 ・日本建築材料協会 ・

日本建築総合試験所 ・大阪空気調和衛生工業協会・大阪建築

防災センター・大阪住宅センター ・大阪デザインセンター ・

大阪屯業協会 ・大阪都市協会・総合デザイナー協会

なお、まちなみ1: t 入賞作品は、本誌12月号インフォメーション欄

で紹介する予定です。
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一 一 一一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 図書室だより

9 月 1 日から資料公開を制度化しましたが、

10月までの利用状況は、右のとおり です。

所蔵図書のお知らせ( 定期刊行物)

閲覧

閲覧+ コピー

計

- 新建 築

巻 年 号

23 ' 48 2+3 

25 ' 50 1- 7，9 - 12  

32 ' 57 1- 12 

34 ' 59 3，5、8 - 12

35 ' 60 1、2、6- 8、11

36 '61 3- 5 

37 ' 62 7、10

39 ' 64 1- 6，8 - 12  

40 '65 1- 10、12

41 '66 2  

42 ' 67 1- 4，6 - 12  

43 ' 68 1- 8，1Cト12

44 ' 69 1- 9、11、12

45 '70 1- 12 

46 '71  1- 12  

47 '72 1- 5、7，9、11

48 ' 73 1，3- 6、8- 12

49 ' 74 1- 5、10、11

50 ' 75 1、3- 12

51 ' 76 1- 8、10- 12

52 '77 1- 6、8 - 11

55 '80 1- 12  

56 '81  2- 12 

57 '82 2- 12 

58 '83 1- 4，6、7、9- 12

59 '84 1- 6，8 - 12  

60 ' 85 1- 4、6 - 12

61  '86 1- 8、l ひ- 12

62 ' 87 1- 12  

. 都 市 住 宅 ( 廃刊)

年 号

' 68 5( 創刊 ) - 12

' 69 1- 11 

員

人

会

3

十

人

日

5

5

叩

利用資料

建 築 と 社 会- 6 人 、 関 西 の 建 築 家5 0 - 1 人、

建 築 雑 誌 ー 1 人 、 住 宅 関 係 ー l 人 、 建 設 統 計

月報他- 1 人

' 70 1- 12 

' 71 1，2、4- 6、8 - 12

' 72 1- 6，8- 12 

' 73 1- 12 

' 74 1- 3、5- 12

' 75 1- 3，5- 7、9- 12

' 76 1- 12 

' 77 1- 4，8 - 12  

' 80 1- 12 

' 82 1- 12 

' 83 1- 12 

' 84 1- 3、5- 10、12

' 85 1- 12 

'86 1- 12 

. 建 築 筏術

年 号

'61  1- 9、12

' 68 2- 6，8、1Cト12

' 69 1- 8、10- 12

' 70 1- 10、12

' 71 1- 12  

' 72 2- 8、10-匂12

' 73 1- 11 

' 76 3- 12 

' 77 3- 5、7 - 12

' 78 1- 12  

' 79 1- 12  

' 80 1- 12  

' 82 1- 12  

' 83 1- 12 

' 84 1- 12 

' 85 1- 4，6- 9、11

' 86 4- 12 

' 87 1- 12 

. 建 築知 識
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叶
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マ
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7

7
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3

3

3

3

3
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m

0
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喝

屯

マ

マ

7

7

7

7

7
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3

3

3

3

「建築と社会」誌、・特集一覧

4  

その他

2 人

4  

6  

'81 1- 12 

'82 1- 5，8- 12 

' 83 1- 12 

' 84 1- 12 

' 85 1 - 9、11、12

' 86 2- 12 

'87 1- 2、4- 12

. 近 代 建 築

年 号

' 54 8、10、12

'55  2- 5、7- 12

'56 1、3- 5、8 - 12

'59 1，2、6、8- 12

' 60 11、12

' 67 1、4- 11

' 68 1、3- 12

' 69 1- 4，6 - 10、12

' 70 1，3- 12 

' 71 1- 5、7、8、11、12

' 72 1- 10  

' 73 1- 5、7 - 12

' 74 1 - 3、6、7、10、12

' 75 1、2、5、7- 9，11、12

' 76 1- 12  

' 77 1- 5、7、8、10 - 12

' 78 1- 12  

'79  1- 11 

' 80 1- 3、5- 12

'81 1- 12 

' 82 1- 12 

' 83 1- 7，9- 12 

'84 1，3- 11 

' 85 1- 12 

'86 1- 12 

' 87 1- 12 

' 85 3 - 12  

' 86 1- 12 

' 87 1- 9、11- 12

. 建 築文 化

年 号

' 51 1- 12  

' 52 5，6、7- 10、12

' 53 1- 12  

' 54 1- 4，8 - 10、12

' 55 2 - 12  

' 56 1 - 4，6 - 11 

' 57 1- 12  

' 58 1- 12 

' 59 1- 12  

' 60 1- 12 

' 61 1- 12 

' 62 1- 12  

' 63 1- 12 

' 64 1- 3，5- 12 

' 65 1- 8、10- 12

' 66 1- 12  

' 67 1、2、4 - 10、12

' 68 2- 4，6- 11 

' 69 1，3 - 12  

' 70 1- 4，6 - 12  

'71 2 - 12  

' 72 1- 8、11、12

' 73 1，3 - 12  

' 74 1- 4、6、8、9、11、12

' 75 1- 12  

' 76 1- 12  

' 77 1- 12 

' 78 1- 12 

'79 1- 12 

' 80 1- 7，9- 12 

• a  +  u  

年 号

' 72 2- 12 

' 73 1- 12 

' 74 1- 9、11、12

' 75 1- 12 

' 76 1- 12 

' 78 1- 12  

' 79 1- 12  

' 80 1- 12 

'81  1- 12 

'82 1- 12 

' 83 1- 12  

' 84 1- 12 

' 85 1- 12 

' 86 1- 12 

' 87 1- 12 

・建築画報

年 号

' 74 1  

' 75 2- 4，6 - 12  

' 76 2- 4、6、8、9、11

' 77 2、4 - 12

'78  1- 3、6- 9、11

' 79 2 - 12  

' 80 2、3、5- 10、12

'81 2、3、5、6、B、9、12

'82 2- 4、6- 9、11、12

'83 1- 8 

' 84 2、4、6、7、9

' 85 2、3、5、9、10、12

' 86 2、4、5、7、10、12

' 87 2、4、7- 10、12

昭和 ＵＵ 年 ｾＶＳ 年

$ 印 は次号

巻

亨回7  

l  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12  

80年代の都市

.  .  .  
今 後 の

- 揖27回青年技術
設 計 の た め

昭和55年
と飽築ーまち

- 今後の省エネ - 量近の銀行建聾 住 宅 の 建築行政と 最 近 の 都市景観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の
E  

(61集)
づく りの歴史

Jレギーの趨勢 - 安井建聾設計事

耐 久 性 法 規 防 水 工 法 施 設 の 設 備

外 装

- 酬にとっマノ

の 新 耐 震

と展望 - 建 築 金 物 務所作品集

アメニティ まちづくり

吹 付 仕 上 材 ンヨノ 畠創主宅 設 計 法

昭和56年

中 国 の 論 文
.  

台所まわり

シーリング

災 害 と 法 一 都 市 住 宅 一
- 建聾物と凪ーデ 住宅・都市聾個公

間 仕 切 壁 の

障害者の主主

職 能 論 一 北 京 の

ポートピア

の 計 画 安 全 な 環 境 住 ま い 手

ザイナーのとめ 団ー関西における
第 28 回

(62集) 材 の 知 識
畠市聾個をゆH

性 能 評 価 青 年 技 術 者

らしやすい

都 市 計 画

'81 
と 設 備 をめざして からの発想、 - 日建設計作品集 した軒公団の世割 環 境 と設備

医 療 施 設 一 都 市 景 観

.  
Ｎ Ｊｾ本にみゆすま - 第29図 苛

昭和57年 新 た な 商 業 省 エ ネ ル ギ

地域医療と

建 築 と

まちなみ美

大 阪 市 庁 舎 音とホー J レ 大 ス パ ン 昭 和 設 計
いとまちづ〈り 年 技 術 者

風 土 ・ 空 気

(63集) 空間の展開 ー と 関 口 部 品 質 管 理 ( 第 l 期) 建 築 精 造 作 品 集

- オー，エムーホ - 地 方 の 庁
と 人 間

設 備 計 画 観 へ の 誘 い テル日航ピル 舎 建 築

.  
マ イ コ ン の

.  
計画における

大 阪 駅 と 東 海 の 将 来 オフィス ・ プレストレスト Ｍ 革淵 ｂ 青年 ｕｾｪ
昭和58年 関 西 の

建 築 へ の

多様化する 建 築 と
コミュニケー

維持管理と
II 

集 合 住 宅

(64集)

建 築 文 化

品 質 管 理
ションとプレ

ターミナ Jレ

設 備 更 新

と 文 化 を インテリア (鉄筋) コノクリ

- 大阪埴国跨文化

と 生 活 音

を 考 え る 利 用

運 動 施 設

ゼンテーション ピ Jレ 考 え る の 変 革 ー ト 柵 造 スポー γ ホー .. 

昭和59年

21世紀への関

関 西 の 超

ピJレのリ 7 レ
建設産業と

住 環 境 と

-・ 京開(まとア釦ち商パ発釈の業ン南活ピテ空性口ィ化間再ル)  

消 防 設 備

みどりとそ

高申告化社会

- 第31回青年

光 応 用 シ ス
西ー魅力ある y シュー内外

ロ ポ y ト れをとりま 床 の 幡 工 法

技 術 者

(65集)
まちづくりを 高 層 ビ Jレ 装補修J主術と

法 制 度 のポイント と生活空間
- ディテール

テ ム と 建 築

問う一一一一一一 現状と発展ー 開 発 〈 人 々 の思: ! ! "

- 自由措式へ
情 報 化 を ホールーそ 建 物 の 表 情 - 建築と水の

- 接 合 - 村里子雄吾

昭和60年

大 阪 湾 物 語

東 海 の 現 在 のitt ー建策

れが生みだ

大 阪 国 際 見
演 出

都 市 と 健 康

の ー 断iit

第 32 回

軍安井武雄 め ぐ る 建 築 一 最 近の外 - 日建設 計

(66集) と 近 未 来 - 趣集物的基

壁 材 料

本 市 新 会 場
- 神戸研究学

ス ポ - ':; 青 年 技 術 者

喧を考 える - 都市事情 す 文 化 一 閤 都 市 作 品 - 東 海 特 集

昭和61年

これからの住空 屋 恨 ー そ の
- 現代デザイン インテリジ

自治体営繕

- 建築防災

21世車Eの{ 主 - 開 発

C A D - オ フ ィ ス

第 33 回

インテリ 7 ・ィ

間一都市型集合 デザインと

ーポストモダ
ェントピ J レ

その応用と 空 間 の

(67集)

ニズム叩年

の 建 築 ・

と 法 クステノ ンョン

住宅にみる 素 材

- これからの

設 備 計 画

と 公 共 建 築

- 大阪市庁舎

居 と 設 備 - ツイン 21

展 開 t帯 成

青 年 技 術 者

とリ ニュー7 ル
防 水 工 桂

昭和62年 創立70周 年 躍 動 す る

- 保管・貯

室 内 の 行 政 建 築 家 シティホテ 宝 塚 の

- 建物と街並

第 34 回

入 浴 物 語 腐 食

蔵 施 設

駅

み の 傍 点

(68集) 記 念 号 東 海 へ
- 大 阪 府 立

仕 上 床 の 可 能 性 ル の 設 備 街 づ く り
- 昭 和 設 計

青 年 伎 術 者

体 育 会 館 作 品 集

- 軟弱地盤
. ，量闘に h け

中 園 地 方 の - 第 35 図 - 夢をのせる

昭和63年

と 基 礎

る工cc とリ 建 物 の 外 装 21世 紀 へ の

市11 振

超 高 層 住 宅 集 合 住 宅 の

w年 技 術 者 愉 送 設 備ホ テ ル 物 語 フレ γ シュ 都 心 居 住 展望とひろし

(69集) - 文化と伝統 - 東畑建築事 ' ) 7レγ シュ

ま の 街 な み

照 明 を 考 え る リフレ y シュ

. 800号記念 Ｎ ｾ良質テレビ
一東海特集

務所作品集

4  
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建 築 工 事 金 属 製 品 の

株 式 『 圃 園 田 量 、 ，

会社- ' - _圃' . - '

・本社一一一一一一一大阪市西区南堀江2-13-22

干550 ｦｩ ＰＶ ＨＵＳＲｬＳＷＳ Ｑｾ＠ FAX( 533l 3747 

. 大阪ショールーム一一一大阪市西区京町堀1寸7-16

干550 ｦｩ ＰＶＨＴＴＳｬＶＶｾ＠ FAX( 443l 6640 

. 東京営業所 ショールーム 東京都江東区白河2・9-5

干135 ｦｩ ＰＳＨＶＳ ＰＩ ＲＸ ＱＱ ｾ＠ FAX( 630l 2816 

. 名古屋営業所一一一名古屋市東区筒井町1- 14-9

干461 ｦｩ ＰＵＲＨＹＳＵｬＶＰＲＱｾ＠ FAX( 935l 6023 

建

築

の

こ

こ

ろ

伝

わ

る

確

か

な

製

ロ

聞

を

L F  ... ｾ・回開
ｅ 訂 ｔ ヨ ヨ「何耳 ヨ ｾ 守、



吾妻をかたちに|

{冒頭と劃造の l 薗士通

富 士 通

• 

プランは立体化すると分かりゃすくなりますL

建築は、 L 、ま ｅｃ Ｈｾ［ｻｾｾｾ こグＩ の時 代 。設計 、施工にあたり、施 主 に的確なアドバイスがで

きるコンサノレテイング能力が求められます。そこで大きな力を発揮するのが、富士通の

C A D/ C A Mシステム。建築専用の設計支援システム I CAD/ B L Dは、 企画設計、パ

ース作成から意匠設計 ・構造設 計・設備設計の実施設計までを一貫サポ ート。さらに

図面の検証 ・ 計 測まて Ｚ豊富な機能を用意 してｾ ，g; 丸 施主の希望に合わせて建築計画

を様々な角度から立体化。最適なプランを具体的に、 短期間で提案することカ f できます。

建 築 可 能 空 間 図 空 鯛 ダ ク ト 平 面 図

F A C O M6 2 4 0  

ク' ラフィッ?

テ'ィスプレイ・

サ フ'システム

建築には、富士通CAD
建 築 段 骨 十 支 嫌 シ ス テ ム

I CAD/B L D  

建 築 作 図 の 精 密 化 、 構 造 解 析 シ ス テ ム と の 連 動 、 路 計 算 の

自 動 化 な ど 、 言 宣 言 十 品 質 の 向 上 と 期 間 短 縮 の た め の 一 貫 し た

言貴重十支援システムて1 ユ 段 針 変 更 に も 柔 軟 か つ 正 確 に 対 応

し、省 力 化、 機 準 化 はもちろん、営業，舌動も強力に支繊しますL

建 築 施 工 図 専 用 シ ス テ ム

DR E S S Y/S D  

情 造 定 義 ・ 情造 配 置 ・自 動 作 図 ・仕 上 げ の 各 徴 能 に よって 、

建 築 現 場 で 使 用 す る 継 体 施 工 図 な ど の 図 簡 を 効 率 的 に 作

成 す る シ ス テ ム で 可 九 専 用 プ ロ セ y サ に 組 み 込 ま れ て い ま す

か ら、即 日 機 動、操 作 も 簡 単で 抗

，{ ソコン C A Dシ ス テ ム

A UT OC A DTM 

富 士 通 の パ ソ コ ンF M R シ リーズ ( 60 / 5 0) で 、 汎 用 C A Dな

み の ， 先 練 さ れ た 機 能 が 手 軽 に お 使 L 、、、ただけますユ

ホ ａｕｔｏｃａｄ™ はオ ートディスク株式会社の登録商揮で荒本 シ ス

テムは 富 士通ヒ・ジネスシステム附で取リぬ っ て ｌ 唱す ｾ ( お問い合わ

せ はf t 03- 58牛 0231市 場 開 発 部 ま で)

宮 士 通 棟 式 会 社 句 算 機 販売 惟 道 部 干100 東 京 附 千 代 田 区 丸 の 内 1- 6 - 1 宮 (0 3) 2 16- 3211聞 大 阪 支 J苫 干5 3 0 大 阪 市 北 区 堂 島 1- 5 - 17 宮 (0 6) 3 4 4- 110 1附

ω スの全開制。富士通C A Dシス子h
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ウム、米年 1 J l に開催 ' 7 レ y シュマスト」発表とセミナー IJf Jf ill ，tl'¥ Ｑ 回公共生ＮｉＡ ｾ､ｴ 決定 Ｎ lfiJ 際イE
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志賀町民センター

設 計 監 理 徳 岡 昌 克 建築設計事務所

施 工 戸 田 建 設 大 阪 支 庖

8  挫 策 と社会 / 1988年 1111 り

志 ｴｾ IUTl己センターは、 J R  WJi l S紋杭1; 盟駅の西1H1J、 れた 。 ここでは 11汀花の怖をモチーフとした床以様

占い町並みを残す簡j苫街の北* 端に位置し、既設 等によ っ て，忘 ｴｾ Ｑｉ円の ｾＡｨ n性を表現している 。

の町民グラウンド 、町民体育館とともに住民の文 保健センターは 、諸室をータIJ に自己tnすることで相

化、スポーツ、健康づくりの拠点となることをめ

ざして計画された 。

計画に当たっては、尚応街の町並みと一段低くな

っている町民グラウンド及び体育・ fiHとの|長] j主づけ

にfa : t J : し、また当施設が保健センターと小劇場と

五i 1 f 給よく、また 相互利用可能なプランとし、中

廊下のト ップライトや ιl '庭からの十分な保光によ

って、 19J るく i，'h紫な手刷会L を出すよう心がけた 。

5  0  Ｐ の ｉｾｉ 定席をもっ劇場ホールは、 Ｗ 干楽や ｩ 出 ｪ 主 ｉ ｊ

等の ｬｩ Ｑ ＱＡ 止ｾ .f IJ  J t J はもとよリ、保健センターと有機的

の桜合施設となるため、その複合のメリ ント、す に| 刻j 1 f づけることによ って、地域保健柄到J の似を

なわち相互利用の可能性と諸室のj ! l i 給性の良さを 大きく広げることがJUJ 待されている 。

11，( : 大阪に生かすよう心がけた 。 外在 ｉｴＰｾＱ 丘 ｉ Ｈ￬ ｩ では、釧板切 Ｉｩ 昼似を述統させ、大出

周辺住毛地への日 ;J 診のμ 轡も考慮し、西11!1J に劇場 似て'fs うことで、琵琶湖lへと尾似を延ばす比良の

ホール、来f J ! IJ に低} 習の保健センターというゾーニ 山並に呼応する {ljl ぴとリズムをもたせることをね

ングを行 った。 それらを南北に細長いエントラン らっている 。

スホールでつなぐことにより 、 2 つのゾーンが明 この施設が、泣かな白書位に閉まれた志賀町の人々

快に区分され、またホワイエ、エントランスホー の他政な心と身体の育成に省一与し、この町の文化

ル、集団指導室を一体的に 利用した企画展示を可 と健康の象徴として水〈税しまれる存イ1: となるこ

能にしている 。同時に商! 苫街と町民グラウンドと とを断 っている 。

いう性絡の主主なる場所がこのホールを介して結ば Ｈ 佐々木ｬ￭ｉ ￭ 夫 Ｏ 徳 ｼ 吋 ｬ ｬｬａｌ ，建築設計 ・ ｊ ｾ 務所 Ｉ

。



南面立面図 I  :  500 

i  i i i j  

l栢1( t I ディテール l軒両f ! ! 1υl l:げ
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10 建築 と 社 会 ＯＱ ＹＸＸ Ｇｾｬｬｮ ¥j 

所 在 地 滋 賀 県 滋 賀 郡 志 賀 町 大 字 高 城 12

敷地面積 4，140. 54 m
'  

建築面積 2，069. 46m'  

延床面積 2，536. 88m'  

情造規模 RC( 一 部S) 、3F

工 期 昭 和62年 6 月~昭和63年 3 月

最 寄 駅 J R湖 西 線 和 運 駅

撮 影 島 修 一

1  ，昔平面図 1 :  800 



}; I則ホールより IJJi，i;ホールを噌む

11 



毎 日 新 聞 摂 津 工 場

設 計 監 理 大 林 組

施 工 大林 組

外観1軒凶 l師

この建物は、新鮮なニュースをより早くという目

的のため、計画されたサテライト工場であり、印

刷lから発送まで、すべてコンビューター制御lによ

る最新鋭のインテリジェント印刷工場として建設

された 。

建家は敷地形状に合せて東西に長〈配置し 、内部

レイアウトは無人化された印刷部門を北1J11J に、 ej:，

務室及び厚生施設はすべて南fltlJ に配置して係光

眺望等の居住性を配慮した。

外装はシンプルて、上品なデザインをねらい、償: i A

: ぞにより水平線を強制した。内外装共、グレーの

濃淡を基調としたカラースキームて¥全体的にお

ちついた風俗ある統一! 惑が表現できた 。

生産機械の色彩は、内装のグレーとの調和を考え、

明るく親しみやすい空間となるよう、斬新なワイ

ンブル一色とし、場内全体の労働環境にも配慮し

た。 ( 神道 j告/ 大林組1)

12 姐 築 と社 会/ 1988.'f- 11 n  ｾｩ＠

墨 雪下一『雪

暗 転 岨 暗室

量 虐作 ヨ足場

2 階平 面 図 1100 

リ ー ル場

紙

、r一一一一一一 一一一一首

.  

④ 

ーど、，y'

l  階 平 面 図 1  1100 



所 在 地 大 阪 府 祭 津 市 東 一 津 屋 2 0 - 6  

敷 地 面 積 5，206. 41 m'  

建築面積 2，999. 97 m'  

延床面積 9，099. 69附

構造規模 5 、4F 、P2

工 期 昭 和62年 11 月一昭和63年 9 月

最 寄 駅 J R京都線千里丘

f置 影 名 執 一 雄

13  



ヴVラ・久野喜

設 計 監 理 徳 岡 工 務 庖

施 工 徳 岡 工 務 庖

@  

14  住援 と社会/ 1988'1' 1111 ¥; 

所 在 地 富 田 林 市 久 野 喜 台 1 - 2 2ー 12

敷地面積 2，159. 85m'  

建築面積 750 . 41 m'  

延床面積 1，340. 25m'  

構造規模 R C、2F

工 期 昭 和62年 8 月 一昭 和63年 4 月

最 寄 駅 南 海 高 野 線 狭 山 遊 園 駅

撮 影 島 修 一

.. 



自国林市の狭山遊園に近いなだらかな丘陵地にこ

の集合住宅は主立つ。

，建築主との訴しあいの 中て¥所謂マンショ ンと い

う、形態を避け、小さな 「村」 をつくることを、

もくろんだ。

n--uということと、全戸数が20戸ということを、

配慮して、色々なタイプの住居をつくることを避

け昔日付の共通性をもたせ、メンテナンスの容易さ

と、品質の隊保を心働けた。 この械な前提に必ず

市内より中庭を噌む

き各部屋に光と風が入ることは、もちろんのこと たが、比較的、ゆ ったりとした計画となり、年を

とし、特に南函する三室は、間仕切を鐙具にして 、 絞るごとに 、木々 の緑が増して建物と、周囲の街

取りはずせば、 - : i 1 l の部屋となる様、入居者の生 路とがとけあう僚にな って、一つの街並とな って

i ; ，; に、フレキンピリティーをもたせた。 くれることを期待した。

そして、敷地の形状を出来るだけ生かし、地勢に 現代の社会構造の '1' で、住居は似り の住ま いとな

さからわず、建物を位置ずけ、各戸夫々の ｈ ｾ 立性 ることが多いが、たとえ仮りの住まいとな って も、

を々隠しながら配位することにより、全体として 、 この{ 主EIt 筑が、思い出のあるものになることを望

単純な、くりかえしとなることを避けた 。 んで、内部および外部空間に気を自己った。

怨ペイ率36%( 40% XO 9) ときびしい条件ではあっ ( 吉氷 民/ 徳岡工務庖 )

全 isf

15 



蛋 白 工 学 研 究 所

設計監理 日建設計

施 工 大 林 組

外観 I EI M

本研究所は、 J主総技術研究円? ，'l' 化法に法づき設立 ては、ハイテ ックかつハイクリーンな研究f;υi l を 執務宅 IIIIJ には、フロアヒーテイング設11mの J:' こカ

された) J i 昔話技術研究促進センターによる初年度プ 安全かつ隊突に俗 ｩ 足すると共に、研究 ｴ￮ｬ こｼ身の ｾｽｦ ーペ ッ トリli J 1 とすることで、室のE起用性と肘住性と

ロジェクトとして、通産省と tl': l:l 1数社との111] でま 究所における日常生活 ラポラトリーライフ をri':j めた点。陽光と紋と屋外での話らい坊とをも

とめられた、 j此先端のバイオテクノロジーの) J i 礎 lこil 到し、と快適性とを与えるい、わゆるヒュ- - ; > つ lリl るい光庭を中心とした、いわ ゆる「三枚下ろ

技術HfJ 発研究所である 。 ンファクターの 充実した ) '1: 1:11づくリに屯点を泣 し」の災験ゾーン名宝の配置。心思! 的に安定感を

敷地は、紙深い下型丘陵に位i丘し、先に往i設され いた 。 与える泣かなカラースキーム等々に、その工夫の

た大阪バイオサイエンス研究所が隣地に位置する 1911 えば、研究只のコミュニケーションスペースと 一部を上げることができる。

という立地条件下にある 。 して、実験 ・研究宅とは全〈独立した手囲気を持 次代のバイオテクノロジーを ｊｉｈｉｾＨｉＨｊ に Ｕｖ 長させる

本研究所における研究には、いわゆる物里II 化学 つ空間を、 21滑に向) CJドの食立として象徴的に配 研究成米が数多 く発表され 、世界にI i i たる ili (1 工

尖l検の他に、 j此新鋭のコンビ ューター画像解析技 世した点がまずヒげられる 。他に、研究執務己主と ザ: 研究所が別々発泌されていくことを心から祈念

術 ( C A  0 ) が駆使される 。従 って設計にあたっ 実験室とをガラススクリーンを介して一体化し、 する。 ( 与 浦 野 久/ 1: 1処{払jj' 大阪本 U )

一。

④ 2 階平函図 0 5  10 I 5m 

16 姐築と社会/ 1988年 IIfj 号



所 在 地 大 阪 府 吹 田 市 古 江 台6- 2- 3

敷 地 面 積 7，770. 32m'  

建 築 面 積 2，886 .49 m'  

延 床 面 積 7，336.91 m' 

構 造 規 模 RC 、 3 F

工' 期 昭 和62年 7 月一昭和63年 8 月

最 寄 駅 阪 急 千 里 線 山 田 駅

撮 影 名 執 一 雄 他 口 尚 俊

エントランス 食 堂

実験室 研究執務室

17 



18  控築と社会/ 1 9腿年 11 月号

Gal l er y 

まち・建築・ひと

賃貸物件は 、時間貸しの空間

賃貸物件の設計にいたっては、不確定要素が盛り沢山、ここから生

まれてくる空間は、最大公約数でまとめられている 。 これが、空間

を提供する側される側とも満足のいかぬところである 。

木賃アパートを営む施主から、要望が一つ出された 。今までの経験

で築きあげられた賃貸経営の概念から出たものである 。

「住まい手を選びましょう J 。

つまり、不確定要繁を全て確定要素にしてしまう 。 そのためには、

こんな人がこの時代にお住みI頁〈事を設定( 限定) してしまう 。

よくある事に「今はいいが、老いたらチヨットネェ ・. J . などと言

う解らぬ未来の事は備に置いて、現在、最も良好なものを選択させ

てしまう 。状況が変化すれば、また新たに最良のものを選ぶ 。 これ

が可能なのが、賃貸であるはず 。

ここまでになるには、土地家屋に資産価値を根強くいだくわが国で

は、もう少し時間がかかりそうである 。 しかし物質的に頂点にほぼ

たつしている現在、次の高品質化をはかるには、そんな、インサイ

ドストーリーが心要ではないだろうか? ( 大森一彦)

設 計 ad- I abo 大森一彦

施 工 大 森 建 設

所 夜 地 大 阪 府 吹 回 市 五 月 ケ 丘 南 14

敷 地 面 積 241 . 8 m'  

建 築 面 積 126. 1 m'  

延 床 面 積 472. 4m'  

情 造 規 模 R C壁式情造・ 4 階建

工 期 昭 和62年 3 月~周年 10月

大森一彦

1959 大阪に生れる

1981 大阪工業大学卒

1978 一色建築設計事務所 ( - ' 83)

1983 US A 中南米大陸漫遊

1985  archi tect depart ment  l aboratory設立

企 画 編 集 作 品 作 風 小 委 員 会 王 崎 良 和

彼 影 松 村 芳 治
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- 写A と概要をどしどしお送り下さい。

凡仰IJ : a  所 伝I也 b. 敷 地 l耐 I't c.  ｩｬｬｾｦ Ｈｦｩ ｈｴ＠ d.  l延 床 面 総 e. 情 泣 脱 校 エ ｊｾＡ g  紋若手駅

2179 滋 賀 県 立 小 児 保 健 医 療 セ ン タ ー

Z宣 昔十: 滋 賀 県 土 木 部 建 築 標 ・日 本 段 計 事 務 所

施 工 : 大 成 建 段 ・駒音建設. J V

a  .  j必!'i ｾ ｉ ， ｾＧＺｦ 山 ､ｩ 守山町

b.  12. 863. 14 m 

C .  4.492. 77m( 本館)

d.  9 ‘ 021. 20m ( 本館)

e.  RC、 B 1、 3 F  

f . 1I 11利614二9 J  J  -1I({f 1162年 I I JJ

g .  ｊｒｾｗ 止 ｩ 直線守山駅

2182 伊 東 ビ ル

段 計 : 伊 線 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 大 林 組 名 古 屋 支 庖

a.  r，，' i Wdi 'I' [文栄 3 - 2401 - 6  

b.  255. 59m 

c.  222. 51m 

d.  1，391. 57m'  

e.  SRC 、 6F

f . lI (l 利 62年 7 J J - 1I 11利63年 5 JJ 

g  地 下 $:l. r，械 紛 失f品目I駅

21 85 ソ ニ ー 広 島 第 2 ビル

段 計 : 竹 中 工 務 庖

施 工 : 竹 中 工 務庖

a  広 1:.' ，oI i 中 区 中 山 町 2 ー I I

b  .  864. 48m 

c.  708. 85m 

d.  5，669.  32m'  

e.  SRC、 8 F 、 P 1  

f  昭 和62年 6 J ! - 昭和63年 6 JJ 

g .  ｯｉ ｩｉａｊＯｻ ス‘ド干 ｬｬｾｾｬ ｩｉｉ ｬＩ￭ｪ

2180 福 岡 市 斤 舎 行 政 棟

段 曹十 菊 竹 ; 育 訓 建 築 段 計 事 務 所

施 工 鹿島建訟(大林、フジ夕、漫沼、住左、橋誌、岩崎)

a.  ＱＱ ，｜Ｑ刈ｲＡ ｩｲｪＧ 央 ｉ 更パ ｾｉ ｉ I  - 3481也

b.  14. 290m 

c.  3. 319 m 

d  .  49. 464m 

e.  SRC、 B 2 、 15 F 、 ρ l

f . 1I 11利60年 IOJ J - 1I 11相63
i
1'- 5  J !  

g  地下鉄 l サ線天神駅

2183 天 満 2 丁 目 ビ ル

2宜 計 松 村 組 大 阪 本 庖 1 級 建 築 士 事 務 所

施 工 . 松 村 組 大 阪 本 底

a  大阪市北! J <: ki 出'J 2  46 

b. 127. 55m 

C .  106. 91m 

d.  753. 19m 

e.  S 、 8 F  

f . 1I 11制162iJ三 7 JJ -1I (l 有163
i
1'- 5  JJ 

g.  Ｉ也ドＤＺＱＮ谷町 ｔｾ ・ ｊｪｾｗｩ パ ｬ 前総朝日

2186 第 2 藤 田 ビ ル

段 署十: エ ム ・ケ イ設 計 事 務 所

施工 ｾ 富士工大阪支庖

a  人ー阪 dn; 主川区以三11i 15 ー 15- 4  

b .  660. 67m 

C .  355. 63m 

d.  1，979.  73m 

e.  S 、 6 F 、 P 1  

f . 1I 11干1162
i
ド9 J J -II! { 制1634三6 J! 

ｧＮ 地下鉄 ｩ 割 ｉＧＺｾ［ｾ 筋線以 三 ＡｊｩＡＡＡＩＱＨ

218 1 中 伝 毛 織 本 社 ビ ル ・ 倉 庫

設 計 伊 蔵 建 築 段膏十事務所

施 工 大 林 組 名 古 屋 支I吉

a  愛 知 県 尼i崎市三条T11159- 62

b.  3，702. 97m'  

c 本U ピJ レ 668. 02m :  Ｚ￭ｾｩｯｉＨ＠ 660.  51m 

d.  11 3，137. 64m'  11 1，207. 95m'  

e  本社ビ l レRC、5F fi) ，路、 2F

f . lI (l 利62年 6 J J -II(l 利63年 5 J! 

g.  ｊｒｾ Ｎ｛ｩ ｉ ，止道線 ｌｇＱＡ［Ｍ Ｇｴ 江駅

2184 九州| 寺内本社

段 普十 E宜計事務所ジェ ネ ラJ レドラフティング

施 工 奥 村 組

a.  1I，¥lo'f.j  oI i 博多区 t' .i HJ ( I ) i j 4 - 31 - 5  

b.  1. 781. 04m 

C .  1  .395.  75m 

d.  10. 045. 43m 

e .  SRC、BI、8 F、 PI(-l i IIRC、S)

f . lI l'. 引160
iplOJ J  -1111有163年 6 JJ 

g.  J R鹿 児 山 本 総 帥 !f，J¥J(

2187 大 倉 建 設 ジ ャ ン ホ 伊 良 湖

役 計 . 安 井 建 築段 計 事 務 所

施 工 : 大 林 組 名 古 屋 支l吉

a  愛知県仇t RI出向t R田f ) ぐ j-:rl' 山' j ' ;山113'15 i  

b.  10. 000. 08m 

c.  1. 871. 6Im 

d.  3. 095. 04m 

e.  RC、 3 F  

f . 1I円和62年10J J -II(1千1163年 6 JI 

g.  ｾｾｾｊ 止パス ・ 在人ホーム入 ＱＱ パス， .. ;; 

21  



- 大先輩にきく

竹内さく

インタビュー会場とさせていただし、た大阪駅前第 3 ビルの建築協会へ

お越しになった竹内先生( 以下敬称略) は、席につかれるなり約一時間半

精力的に話続けられた 。 その言舌ぷりは 61 年間の教壇暮しに裏打ちされた、

聞く者を魅きつける誠実な話ぷりだった 。それは自分の眼で見、耳で聞き

真実を身をもって確かめるという信念によって培かわ れた、教育者竹内

さくのすべてから発信§ れるものに違いない。

1  . 生 い た ち

竹内さくは、 ｾ｜Ｎｊｍ 尚 ｲ jll: i  Ut! . J 本 ド 良 八 ・とくの次! J . . . として

ボ打lidi Ｑ 、以 Ｑ ＩＨＨ こｾ ｊＺＮまれた 。 ＱＱ 釘Ａと ＢｾｉＯ Ｎ ［ ｬｉｾ Ｇノ ｊ Ｂγ ー校を小業し、 8  _，j ・年 |

で LI 本氏: { .大イc下 '-1-'の州i の iX' tめで、 |礼ぶH ! ; C学校ぞ; : ilu.f' 1に 入 っ

た。 !l di の 下 紙 に r J自立女ザ二校からきたため英語の力が羽くて| 本!

って いる 。 お さ く は そ ん な 円 に 作 わ さ な い た め 同 ぶ 社 に 入 れ て

やりなさし、 。 こ れ か ら は 尖 析 が 大 切I)J 。とあったからだったが、

無試験だったので存んで入学してみると、他の生徒は岐に! . AJl-f

を知っている. f ' i が多く、結局竹内は! A : ，ilf に 興 味 を 持 つ こ と が で

きなかった 。 他の" 炊のうまか っ た 子 と 二 人だけ英文科に進まず、

竹 内 は 11本! ; ; f - 大日'Ii 純 家 政 学 部 に 人 'γ: した 。

2 . 教 師 の 道 へ

11 ＮＮＮｪ ｾ久Ｚ {  大 家 政 午 t11S を 年 3だしたが、 11，( 1<) ) に枕いた教r . 'li の 峨 は

数 γＺ と物Ｎｦｬ ｬＡＮ であ っ た 。 これは、 ｉ ， ［ｊ 心社化 γＺ 校ＱｉＮＧｦ代からＮｊＺＱ ｉｾ 数系を

叫 立 と し て い た の を 比込んで、 1，; ]. む社 118代 の 数 乍 の 先 '1三のお 111:

zhRで j1(パヒ，:':j' ;S'; !J.." I 校に品目介されたものだ った 。 一年 半 後 家 出 の

行li 介 で ー 11 単純したが、や1'('; !J:.." γ:1見r' ，'，ij ごす !J:. ' r i1l¥にl:I... j q ，( ( ) 、の

tIi 介で Ilj. 枕 峨 し た 。 ここでも、1 < ，初は数'γ: を 教 え た が 、 同 僚の 9J

'1'1・の数'γ: 数日 'Ii との教え ti の j♀い・・・・リJ "I' I: 教r: 'li は 、 生 徒 の Wf，る I'J午

ｾｉＧＯ［＠ I;.:，，{' 阪; 教.. ＱｕＮｾｦｾ＠
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、ないとはｾ［ ｉｪ に ｊ ＧｉＡ ，ｩＨ， ｬ￬ｦｬＨｪ な ＱＧｕＧ ｉ｜を

教 え よ う と す る の に 対 し 、 竹 内

は必要な［ｪｦ ｬｩ ｪｊｾを笑用的に ＱＴ 平リ効

く 教 え る こ と を 優 先 し た 。 そ の

結 * 、 男 性 教smは綿第. J 三を多〈

:1
1

1す の に 比 べ 、 竹 内 は 内 ん ど 及

第 さ せ る こ と が で き た 。・・・・・・ は、

数 午 教 室 内 の 々 え J ' j を多少と

も変えるブJ とな っ た。 そうこう

するｼ人 ｪ 、 院長の ｉｬｾ めによって家

政 も 教 え 始 め た 。 元 米 が 、 家 政

' 予の教よ- ! S{: . ，i' lエであ る か ら 不 利 下

な? ヰはないのだが 、家 業 だ っ た

1923 ｾＭ｜Ｍ J J f A l : 廷でしみ抜きの慨しさを肌

l床で感じて主11 って い た の で 、 数 学 や 物 足Eの先生になるときは、

生 徒 の i狗でしみ抜きの実験で失敗する懸念のないことをト' 千んだ

位 j立で、↑ l't れ る に つ れ 家 政 学 教 師 へ の 傾 き は 悩 ま っ た 。 そ ん t""

en、竹内平IJ文 と 粘 附 し 二 女 を 授 か っ た 。

3 . 家 政 学 住 居 専 攻

神 戸 女 学 院 専 門 学 校 に 家 政 科 が 昭 和 4 年 に 新 設 さ れ る と 、 竹

内 は 前 わ れ て 向 等 女 学 青11か ら 移 った。 大 正 か ら 昭 和 の 初 期lに か

けて、食物利は花形であった 。 ミネラルという耳新しいｾＮｾや、

次々と発凡されるビタミンに、食物を専攻する教自i I i は多数てがあ

った。 51}'!'!: の研究将や数日i 1i も い る 食 物 学 界 で 抜 き ん lI'， る こ と は

型It し い と 考 え た 竹 内 は 、 住 J，.[ Hこ1I 1.tを li'1け た。 当11寺のf::i:: J，'; '，.，'削坐は、

男性の講師が家の挫て万やl ' 可洋，辿築l . t を教えるばかりで、家出

の主Y " ; f ，に必要と思われる{ 主まい万という観点での講義が1! 小、こ

と に 気 付 い た 。 女 子 大11年代の，' t I. r: 'li に相 談し質問を得た竹内は、

当 時 の 女 学 院 長 デ フ ォ レ ス ト を 説 科 し ( 主 肘 学 の 講 座 を も ら う こ

と に な っ た 。

し か し 、 い ざ も ら ってはみたものの、タ: (- )¥:11. 千代のノートは

I'¥:j i下 位 築 史 が主 て ¥ さ っ ぱ り 1" 分 が 11 さ し た も の に は 役 立 た な

かった 。 ｼ本 ｼ っ ていたところ、チ Ｇ Ｑ Ｑｉ Ｎ Ｇ ｩｦ￬ ｯ んでいた ｾ ｪＧ ｕ 先の近くに担 ＱＧ Ｑ ;  

，'，'，'，等J て' ! ) ' { ? 校( や1'1; Ｉぐ下 ｟ ｛， γＺ 白 ｬ￭ の ｉｪ￭ｪ 身 Ｉがあり 、 Ｇｐ ｅＮ ， ｾｉｉ 以犬人

が同，ぶ社の光市で・tll ，: i Rにの っ てくれた 。 結 * 、 山 'i': III 校 以 の こ

好意を持て臼等工業の問、識をさせてもら った。当 時は大 Ｇγ こや ｉＧｾｾ

等工業は男の. ! } ; q " 1という時代だったから、女子の学生は全 1'，11ぶし

と い え ど も 竹 内 の 前 に は 仙 台 に 二 人 あ っ た だ け と い う ぷ だ っ た 。

工EJ 犯の 'γ ソ|三と い う の で は な か ったが、' ，]; : 人が体育を教えるとい

う ｈ 寺代だ っ たのだから、ｾ，Ｇ，Ｇｪ ー ｬ 区久ーめん』ｽない Ｇγ 校に人リ込んだ の

だ か ら 次 日 を 集 め た に j主いない 。 !J:' γ:1淀l乏の !JJ 立的な1hI ， ) ) がれ卜

ら;/L、 J叉j たのn I I イ予をつけて 三 年 川 j泊った。先生や，，' { : 生も|仏ブ) (1り

で、 ｩ 主宅のぷ ｡ｬＮｩｾｬ ｾｐｩ なとは下 Ｑ ぶってもらったり、台所の作り ｊｪ

な ど は 併 を 指 導 し た り し た 。 三年 I::J の_ i U 山県似の大、ドを終 f し、

μ: 7 : 院の{ 主肘 の IIII/J川'Ii に が 念 す る こ と に な った。 向等工$ . ;・終 f 後

も、当 H年の教主主任の長持! 先生や町， j 也 先 生 と お つ き あ い さ せ て



ｲｮ し、て、ｾＮＡＺｻＺ会などに述れて Ｑ i ってもら った。往きた| 励会が会 1-1

を必決しているというぷも! l I'I 先' 1=. から 11[ 1 き、人会を巾込みに行

った。 会11: が} ' ，' 岡宏氏て" 'i" ll 1 ' ，を) ' ，' 問アンハンといわれていた 。

';vJ 11 ピ ル テ イ ン ク に 協 会 が あ って 、 北 浜 に 移 る 以 Iji jーだ った。 入

会を ｊｦｩｦ をする行 ｦ￺ えると ｾＨＧｉＧ ｉＺ会以は ｉｪ￭ｪ 例がないので 相 談するか

らと、その場ーでの人会は必められなかった 。 l引きに入会は/ 兵認

さ れ た が 、 ま だ ま だ 当 1I;' f - はそんな 11; ' f代だ ったのだろう 。 京 都 大

乍 の Jj 品J 1二先生にもお挫てになられた wもを J ド』止させていただい

た り し た 。先 生 }'j とのふL学にあちこち同行し、更に似1 ' 1に 比 l丘

し に 二 度 三 皮 と 行 < rl' 、本物を知らねばならないこと、 1'1分 で

そ れ を か み し め る こ と 、 と い う 信 念 が 立 泌 さ れ る よ う に な っ た 。

加えて、点突を教えることの大切さを改めてi ' l 1 ' . 1 : した 。

4  海 外 へ

j 去の門百l 転 勤 で 終 戦 ま で の 二年 IIIJ を I"J ，.J で 過 し た 。 この二 年

ｉｉｉｊ が唯 一 、 教職をお ｦｾ れた ｭｊｬ ｬｉ ｊ である 。 ｼ処 ｬ 阿に Ｇｨ ，［ると、小林昭心

久: (-"{': ｉ［［ｴ に ｩ 叱 ｾￎ ｬｘした 。

if叫 I，"I( で米 n した i品川教 ' (n1Si 問ホームズは、 !J:: [-(7)，:':j 等 教 育

を従 ＱＱＢＱ ，する ＧＱＧ て｜ 一 般の大学の女子へのｼ井 ｪ 校と、 Ｑ ，Ｚ主米 ｾＱＯｉＢｙ ｦＺ校

だ った μ: r 校をタ: f' 大 と し て 拡 充 す る こ と を ' ，'.;必;J.aえした 。 1li

に J 亡の !J.: ｾ ｉｩ 卒業 Ｇ Ｑ ＭＮＮ を組織して、 ｪ ぐ γＺ Y"'; 人協会を 3没」之させ、後1 . 1干

の f iJ ぷと !.('I'I ，教 fi の li ，] 1: を，i ! - ることを推めた 。

相I' r のアメリカ符I Ｇｊ｜ Ｎｦｩ￮Ｈ から竹内に突然Ｇ，ｬＡＺ ｬ￬ ，ｾＮがあ っ た 。 当 ｉｌｾＧ は、

ｩｦ 叫 ｉ ， Ｇ ， ｰ ーからのＧ，ｬＡＺ Ｎ￬ｬｩ といえば、ｾリ ｴｩ 良い ｉｬｬｾ Ｑｊ、大慨は ｊ 忠いぷだ っ た

ので' ，' - i!liお つか な び っ く り で11¥ li ，]し、た 。 大 'γ :( l'，a人 l励会の l鋭利I文

部の設立す1' ，1Jiii 委 Ul えの依籾lであ った。 当11. ' f 、給料は統; j ，IJ を受け

ており、 ltj ，1; 一 つ民うにもイミ如立な打線で、断わろうとしたと

ころ、進民i : l F から 11占| 人的に j主総' f t 令も制! . i i l l して下さるとの 111 し

，'1'，て 1断わる筋イ干し、カぜなくづ l' 立けてしま った。 そ ん な j' yl;t カずあ

ったねか、 II({ 手1125. i ! 三にナショナルリーダーという| 五| を代ぶして

ア メ リ カ を 視 察 す る と い う 制 度 が :-1' ，米 る と 、 そ の 派 ill 団のひと

りに選は・れた 。 選任されると当! 々日には tU発 と い う あ わ た だ し

い ス ケ ジ ュ ー ル だ っ た が 、 波 米 の 機 会 を 仰 て 約 4 ヶ) J 問、 その

うちの 1 ヶ) J  IInは オ ハ イ オ 大 学 で 研 修 を 受 け 、 あ と は ア メ リ カ

作 地 の 家 庭 な ど を 見 乍 で き た 。 戦後とはいえ、よ寸雄社会の残像

が色泌〈残る臼本から転じた竹内のＱｉｬＡＮに、ｪＭＩｊｦＮが ｾＮｉ そくずれ、芝生の

広 が る 庭 や 、 文 化 的 な キ ッチンはま っ た く の 天 l'li lに 見 え た 。

ア メ リ カ ら し さ と い う の は 1 0 - 2 0 ) j 人仙ーの地 } j 小布Il di が一 得

良 < '1司った 。 三 1] li ¥j くらいホームスティして食 'F を 共 に し 、 小

，γ: 校 内 PT Aに 辿 れ て 行 ってもら ったりする 。PT Aが 伎 の 811、子か

らあ って 犬 Yi'; で行〈 。 本で生11 って い る ぷ I(II だ け の ア メ リ カ と の

j主 い に つ く ず 〈 行 ってみないと I:IJ らないと、本物を生11 る 必 史I'Je

を以 j立身をも って! 必じた 。 以 米 ア メ リ カ の そ の 後 の 発 展 杭i的や、

他 ｉ ｟ ｅｉ のｾ・ ｨ Ｇ ￭Ｇ が主 ＱＱ 1) た か った の で 機 会 を 1，;J っていると、1I ( { . f ; 1I 36年

ょうペコ< P-Jのt ¥' ち tUしカずできるようになり、品* カずあ っ て 3 ケ ) J

半 か け て ア メ リ カ ・ヨーロ ッパその他を巡ることヵ、できた 。 そ

の 後 も ア ジ ア 名 IJ i I ' 北 欧 ・'1" 1状・米欧 な ど を 機 会 あ る h に巡り

少 き 、 住 ま い } j の研究をよ11ね て き た 。

タ 性 だ と 名 ITI を巡りながられJ な こ と が あ る と の が。 パスに古川

々来リ令わせた| 持の Yil; 人から JIJ を か け ら れ て 、 何 し て る ・3誌の

ｾＢＺＧｦＺ をして担 っ ている ・ じゃあ我が家においで、と，［汚が ｬｦｦｩ むこ

とカずあるらしい 。

j!i:ヒ:t Iは i": 伴' 1 'が|百l じようにな ってきてつまらなし、 。 11 本 だ っ

て lTは 、 お 金 持 の2誌は j-)j( が，:': j く て 嵯 が 比 え な か った。 そ れ が11企

; J i ' では嵯が比えるようにな ってきている 。 これもアメリカナイ

ズの一 例 と 感 じ て い ら っ しゃる 。 j-Mの li ，] うにアメリカが比える 。

5 . 時 代 の 流 れ と 流 れ な い も の ーー人生観

戦 後 、 先 駆 J寺 の 努 力 に よ り 家 政 学 が 雌 立 さ れ 、 家 政'γ: 会がれIj

」之されて、多くの家政学研究の jぷ) I . l : が報特されてきた 。 アメリ

カ で19世紀末に家政' 字: ができた引は、衛生問題に 中 心が あ っ た

よ う で あ る が 、 そ の 後 文 lリj が進んでヨ雇用主義に似さした家嵯 l人j

のＧｾｬｬＺ総平 Ｑ Ｑｭ な どに ｉｉｴｾ カぜ ｬ￭ ， ｝ ｾ＠ 、たようである 。

しかし収イ1: は 、 ア メ リ カ で は 家 政 乍 と い う H乎び1 ' ，さえも脱し

て、 Hu man Ecol ogy とか Home Ecol ogy とかと 4ふされている大

中 も あ る よ う だ か ら 、 当 初 物 と 人 IIIJ 生 活 を 関 係 づ け る 所 か ら 発

していたのが、社会と家嵯' 1 = . i汚の i見j係 を 問 う 学 問 と な って き て

い る よ う で あ る 。 時 代 や 文 化 の 変 巡 に j主れて学問も惟移し、 1111i

{ 位置l I . も変わる 。 しカか、し人川のイ小本》正;υ'1性|

ものは恨イ本記てでで、. . は決して変わら弘なe いと J々 予える 。 行 い 頃 (i:) ，';"γ: を 始

め て か ら ，Ij 典 文 学 の '1' の (J:) 日} 飢について訓べたいと JよLって い た 。

た。

l lX: j! i : ょうやく、その II ，¥'II IJ をよょっけられるようにな って、 r f，.t然

小」、 r ｽｪ 丈記」、「ルツ記 ｊＨ キリスト教の ＱＱＱ ［ｪＧ ＺγｾＧＭＺＧＮ .'  i:  )、「父こんな

こと」 ・「おとうと J ( 、ド 11 1文) 、「秒、の '1主的 J ( ソーロー ) などをふ'.j

べ て き た 。 どの- - 1 . : をぷじんでも込l いいたるところは、 1'1分 の お か

れた境遇に誠心，JJ)t，u: ぶ つ か っていくことであり、キIIT-. にと っ て

よかれかしと思いやる心、 Ｈｴ ｾ 心のく っ つきあいが ＱＱＺ のしあわせ

を も た ら す も の だ と い う こ と で あ る 。

60年 川 教n，ji を続けられたのは、うそを教えてはし、けないとの

札.1，ｾ、から、本物を保し続けたことが ｪｊ となり、 ＡＧｾｾＯｌ 、のｽ，ＡＮＧ、い ｪ 立り

を ' 1主従に{ ムえようとしたことである 。 ([./L、の勝利lは い つ の 11. '1'1に

でも宣伝わらないということでしょう 。

牢

L七身の竹| 人l 先 '1三はふ「i し終えると、さして l肢を 1111げるでもなく

城 災 と 立 ち ょ ら れ た 。 お，; 吊を 11fJ き終えた花、 J 七には 、 本 物に，'H会

え た と い う 充 実 し た 11日:jJ，止法とさわやかさが伐 っ た。

北 村 ぷ一 ( 制 集 fE以 ・k 処，没，i I - ) 記

たけうち さく

1899 京百Ilrli ｾ ｉ ＧＮ まｩｌ

l悶91げ7 1，日ι E

l円92幻l 日4本トト恥 1;:え( (-J大正'学、下F 削附j;純l陀型3家主政ρ学(:却ff!) 千̂「 来

I，'J 年 俗 化 尚 '1J-!l:' 了校教諭 011 当 数γ. ・物. I' I! )

1923  神戸女ヅ院内 't，; !J:' γ 百JI 教諭 011 吋 : 数 ? ・家・l与)

1929 1  .. ]γ: 院が I"J 百114h行動品川j ( -111 吋: 料J l I¥j

1933 I，i ]' {:院が I"J '下校家政件" ，v ，r " lj ( 1940 教 j:;' )

1947 小林』?J 心 1;: (-，下院¥' j . I "1ρ 川主 41・'ij'; 'f}J 品目111

J 950 ｉ ， ［ｊγＺ 院 ｾｬｬ ｊＺ文件数以制ｩ［ＨＺ

I，;J 年 T! 'I; 山千I ; : O' ，(J YI 大学教j:;' (ー 1975)

このI i ¥J 、 ［ｊ［ ｊ ｊｸＺ ＧＧｻＺＱ 申 ｉｾｊｊ 制大 Ｇγ ( '64 - '67) 、山主 "，'..1;: ( 人ー，γ

( '68- '72) 、' 1' ＨＭＱ 主 ｉｾ｜ Ｈｊ ｙｊ 大小 Ｈ ＧＶＵ Ｍ ＧＸＳ Ｉ 、 ｉｉｉｉ ｕ， γＯ ー ｉＧＺＧｉｾ｜ｕｙ ｊＩＨ

，"(: (  ｉ ， ｩｾ＠ UJ )  ( ' 74- ・81 Ｉ 、の ＴＱＢｩｪＧ［ｬ￭ ｽｊ，，ｾ，ｲＮ ｬｬｪ ( J つとめる

1963 j'i，i>l l県 教 育 功 労 fi' ぷ 杉 1979 不正f ，必公文化会( J IJ i L

30悶 年 ぷ 杉 1984 U 本家政学会功労' L ' t

主 な 著 書

ro，まいと作らしの 12 ヵnj( 例 厄 社 ) ・rl慨，，1I. Ｎｾ圧政主党 ｊ

( J七符 ) .  r わが探究のJ .HII・j ( IJ] '1，，'11刷 : Hf h)
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窓仕様

窓 寸 法 / 1824(  W )  X  1250(  H  )他

仕 上/ 電解発色

硝 子 / 外 。 熱 線 反 射 6 '%，

内 磨 網 入6. 8'%，

引{-I;: ik築に安求される窓 HFl i l部は、自然の光とl瓜を収かに保り入れた快適な 11:宅問を削る こtに

あります。 また Ｑ 布 ｉ ｉｉｾ ， に主ｬＡ物全体の 美 観にも大きな ｦ 支持 Ｑ ｉ をもっています 。 しかも、ヂ ｩ エオ、Ｏレギーの立場

からは、刈 L、|断熱'11が、快適空 間としての光の コントロールや防汗、克にはメ インテナンスに手 11¥1 が

かからない点など、 ＧｘＨ こｦＡｦｾ々なファクタ ー があります 。

エノレミン窓はこれらファクタ ーの全てに肖信念もってお応えて》ます。セ気汚染や騒7干のひどL 、地域

や、防法ーや桜容の地域て、も建物の 中には快適さをお約束しま丸

製品はカ、ラスやブラインドの組込みまで全て ""[i;/)/I e度、しかも施工も、円1 ' 1ーの宍任施工ですので二

次: 心してお任せ いた だ け ま 丸 建 物 の グ レードアッフ。lこエ ノレミン窓をお役立てくだちい。

二祝日'if-のI / r J にベヰ、シアンブラインドをl人l泌させたい| 転| 祈熱窓の工作ミン窓、は、スエーデンで| 持l発され、 全11上界て! 王

倒的信頼析ｾｽ色、る Ｑ Ｇ ｛｜ Ｑ 際 ｩ ｬｨ です 。 わが ｉｅｉ では、吋付が Ｑｉｬｻ利 ＳＹ ｓ Ｑ 三 に技術導入し、 ＱＱ 本の気似 ｉｾＮ｜ 1: に合うように改良し

たI' III JYj( I{J な窓として、全|王13，8001'1
0

] ; ) ＱＺ の雄物に ｪ Ｚ［ｩ Ｑ Ｑｊされてｾ ，;1:す。

「罰l 日本工Jレ三コ甘・3 三J 株式会社

11=司t : : : 司 l 本 社 干 101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 ト 11 -

11 ..J L.  11 大 阪 支 底 干 550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 ト 7- 9

11 - 11 札 幌 営 業 所 干 0 6 0 札 幌 市 中 央 区 大 通 西4- 6

、ｾ 福 岡 事 務 所 干 8 1 2 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 南 1- 2 - 3



港令コーナー
ｪ 古市 ｬ￬ｬ 也区と 目 ｉ ｾｾ［ 伊丹 ｊ 也区では、

① ｲ， ｬｩｾＱ Ｑ￬や例人サービスＤの ｊｔｬ￬ 主にｦｊｾする白 ＱＱ 分は

ｈ 告とし、 ｉｈｉ 口中 ｍ のｾ以上は入 ｮ およびショーウ

インド一等のディスフレイのために Hl いること。

② 他 の周注に供する部分は、2 j : 符以 1: または地

編 集 委 員 会 法 令 分 科 会

2 3 1  

階とし、その人 IJ に供する百11分は HiJ 11 の% 以 F と

アメリカにおける民間建築活動の規制・誘導策(その 2 )  

すること 。

などが義務づけられている 。 なお、 l 防部分の歩

行Ｎｦ￭朋 ｪ 泊目指、Ａ市 ｾＱ Ｑ￬、レストランの川に供する部分

等については、 iぷl而wに:n入しない ( ただし 、そ

の上| 以は 5，000ft
2

) こととしている

7 J l 号に '11 きつづき、今回は、業務ピルIJfl 発に

対し厳しい組制を実施しているサンフランシスコ

市の規制 ・誘導策について紹介する 。

さらに、ピ y ツノ〈ーグ市とワ y ントン D. C で

のユニークな施策は、 12J - l 号にご紹介する( ' 定で

ある。

サンフランシスコ市

(1)  業務ビル床面積総量規制と景観誘導

三大業務ビルの立地tfl J制lを図るため、ダウ ンタ

ウン内の業務ビルに対しては、 I"J こう 3 年 Il l I 、床

Uli .h'[ を年間95万ft
2

までしか認めないとする $ 務ビ

ル床面総総量規制( 床而加が 5 Ji 日未満のill 物、

同IJH発公社等によるものなどを| 徐 < l が1985年10

)  11 7 日から行われることになった 。 この" から l

年ごとの1ft，認JUI 悩1が設定され、その JUIi :il ごとに ill

築ホ認されるピルが選定されることになっている。

1;;'1発者が一定期限までに承認可] ，ii'l を行 うと、 市当

局は、 l品i発による経済成長と住宅 ・交I l U ・公共サ

結果的に、住築1ft，認がラえられるのは、単純な (4)  都心部における住宅建設促進策

ｾｴｩｾ 建築ではなく、変化に ｾ［［ｪ［ んだ立 ＱＨ Ｑ｝をもっ彫刻 r.l 1心部の業務ビル開発は、住屯をとりこわして

的な形状のill 築て¥色 E測も圧迫感の少ない明るい ，j _ 住て伴えられる場合が多いことや新築ピルによる

トーンのものが一般的となっている 。 ｊ ｴ ､ｊＺ ｉｊ ， ｗＺ が ＧＱ Ｇ Ｈ，低所 ｾｾｦ I，- J f I 住宅の必裂 '1' 1ーを '1三み 出すこ

(2) 建築物の形態規制 とから、デベロッハーはそのための f (jll をすべき

ダウンタウン内の他物の 1，止dam-JJ さは、地区によ であるという 均lltl で、 1981年 4 )  1、全米て市j めて、

りお ｩ ・ ｾＺｾＵＵＰｦｴ から ＸＰｦｴ まで、 きめ細かく定められて ［ 業務ビルｾ設にＨＧｊ￳う住宅千 ｉ ＺｩＧＨＮＦｾＺ 務若別Ｈ刊制ｼ制削刷 ｈ川州 ＱＱ ，瓜皮 Ｑ広Ｚ ( OI I P P )  

いる。 その際、初『市I i : l 対i止t程鋭j見tの飢 1，')り:;.1;

商配己慮もなさ tれ1 ている 。 f6ビルの処? l を行う場介、それによ止令 った1正定を

① 金融地区をM も向〈、サンフランシスコ的に 処 ｅ 没または修復するか、代わりに佐官Ｉ，ｾ令等にＭ

lul けて徐々に低くする 。 定の金古fi を支払うことを義務づけるものである。

② 他の高層を la. める地区は、できるだけ l王から 1985年ま でに、 35の業務ピルフロジェクトがこの

縦れて設け、起伏のある街の地形の特徴を行i なわ Hil l J . 支の適用を受け、 4222戸の住毛が他，泣きれたが、

ないようにする 。 その l人l 訳は 558戸が開発者の II( 桜，辿，llt によるもの

③ ゴールデンブリ ッジ やベイブリ y ジからのス であり、伐りが法令への拠出令による ill ，没扱助で

カイラインを巧l邑する 。 ある 。

また、例々の往物では、山層処物の圧迫感をや 1985年、こ の制度を改正 ( OAH P P という) し、

わらげるため、一定の ｉＺＧｾ さ以上の部分について‘ Ｑ＼ 住戸数の ＶＲＥ 以上は ＧＱＢ 低所 ｾｾＡＧＭｩＧｩ 問でなければなら

面の最大長さを定めており、さらに一定地成では、

ービスとのバランス、マスタープランの M的 ・万 ベース部分、ローワータワ一部分およびア ッハー

針に寄与する度合い、オープンスペース等のデザ タワ一部分の 3 つの部分に分けて故大平而長さを

インの質、応用に対する杉料、立地の適何、必袋 規制している 。 このほか、街路への日当たりの改

! 交の高い用途か告かなど幅広い観点から干在住し、 善をし圧迫感の緩和を図るため、街路沿いの外情

公聴会を経て、建築* 認を与える ill 物を決定する 。 内さと道路中高に応じて、 一定正月さ以上をセ y トパ

このi品位で、ダウンタウンプランの '1' では悦災さ ックさせたり、 I l Uりによ っては街路からの迎角を

れたが、計画粂例の中で織り込めなかったつぎの 定めたりしている 。

ような・ ｉｾｲｴｩ も十分に指導されることになる 。 こうした形態規制lによリ、先制IJ の繊細な雄物の

① 雄 物 の 際 部 は 、特徴ある j形態のも のとし、祝 シルエ γ トを fjll り出すこととしている 。

党的におもしろい建築形態とする 。 (3) アメニティを高めるための方策 OHP Pにより建設 された住宅

②新しいビルは周辺建物のファサードのパター アメニティの重要なｾぷであるオープンスベー ないとした 。 この OA HP P の適用を' 叉・けたものは

ンと調和するものとする。 スについては、佐物のJ f j i盆が住宅、公共地設およ 1986年末現任 6 フロ ジェクト、生み: J ｾされる住戸

③ コーニスや出窓などの控築的装飾を設けた内 び% 以上が府指li である場令を除き、，i J ! ; 築に当たり、 数は、 831戸となっている

い建物との調和を図る 。 その床而般に応じたオーフンスベース ( 1 - 2 %)  また、ダウンタウンの一般向業地区、および繭

④ 外唯は明るいトー ンのものとし、反射性の材 の設遣を義務づけている。このオープンスペース 業後背地区内で中低所得者間住をを処 s没する場合、

料は位えめに使用する 。 ， 立 、 敷 地 内 ま た は 敷地の境界から 900 ft 以内 のダ 谷約半の算定に当たり、住宅部分を床 luj.fl'!に n入

サンフランシスコ市のダウンタウン

ウンタウン地区に設け、そのデザインは、ダウン しないこととする一般の容. f l '[ ; K - ナス制度も実地

タウンプランの「オーフンスペースの '1]' イドライ している 。 さらに、ダウンタウン内で{ 主屯を取り

ン」に法づいて指導されることになる。これによ こわしたり、住宅を非住宅へ朋途変記する場合、

るとオープンスペースを 11 タイプ( フラザ、アト 評可を裂することとし、都心部の人 11 .w1を凶 って

リウム、眺蛍テラス、歩道沿いオープンスペース いる 。

等) に分額し、そのそれぞれについて、大きさ、

位置、アクセス、 ｊ［ｴ ｬｬｬ，ｾ 9 項目に|剥してJ . l i ijl ，を設
*  

け、良好なものとなるよう指導している 。 サンフランシスコ市では、このほか、 T D R ( 1羽

また、床面積が25，000ft
2

を超える主tt 物を往築す 発権の移転) 制度により歴史的住築物の保存を図

る場合、建設貨の 1 %分の i芸術作 If，'i ＨＯｍｾ 五 ｉｊ 、レリ ることや、開発に際し託児所住設や公共交辿機| 長l

ーフ、壁面、装飾的噴水等) をそのオープンスペ に対する負担j 金の義務付けなど、ユニークなえJ ，I ，i I，11

ース等に設けることも J主務づけている 。 目先導策もあわせて尖施している 。

さらに、街のｾ続性とにきＧわいを健保するため、 ( 大阪市計画局開発計画限/ 広江雅樹)

建集と社会/ 印刷ニIIJJ り 25 
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人工芝生

:t: 118 :tt 121 

』 旭 化 戚 レ オ 加 ⑧

ぷ 阪 和 工 業 株 式 会 社

:t: 100 

商品規格

穴掘れ

水溜り

を解消

サ イ ズ %

500 x  500 x  45" 

大阪本社 〒660 尼崎市大庄中通 3 丁目 86番地

TEL: 06( 418) 5626， ( 418) 0155 

FAX:06( 419) 6739 

尼崎工場・三国工場・四国工場



新建材紹介コーナーNo.160
日本建築協会建材委員会|

砂土と一体 化 された自 然的人工芝生

人工芝生 デビ口ン

阪 和工 業 株 式 会社 大阪本社 〒660 / 10. 剛山U: 小泊 3 J i  186岳地

T E L06- 4 18- 5626 FAX06- 419- 6739 

尼崎 υＮ ｾ .  '=: 111  ｛ 場 ・ ｊｬ ｱ ｲｲｾ [ 1，品

- はじめに

天然、芝は欲しいが包- 理が出米ない、 u坊のメリ込

み、草取、肥料、 i放水、 !.l.t が首H 、人の 出 入が多

いと断圧て千f たない等々環境紋化には大変な時tiiJ

とうj プJ が必要となる 。

デピロンは、その欠点をすべ て解消した新しいタ

イ7 ・のM込式 人工 芝 で、地rl'から柴片のみを IL jJ し

天然芝と |百l じ僚に造りあげ、来} ' ，が地中の水分を

l吸収し! 日Lざわり 、風合いが、 * もk 然芝に近い芝

て¥また 柴片基盤が、枕木桃 成にな っており ヒか

らのイ'Jiill や衝幣を l吸収分散させる構造とな ってい

るため、ハードな使用にも耐え 、I也耐の 凹，"，防 止

機能もも っている 。

i見.(f デピロンは 1主J 公庁においては、公園の維持包・

里 ｉｉ 製 品 として図 ｊ Ｈ ｊｩｾに組込まれ、， γＺ 校関係では ｚ 筑

波野村ii に、住宅関係ではも っ とも n然らしい芝と

，'o'Ffilli され、全11，1的に倣 il 止されている 。

このように今回紹介するデビロ ンは、従米の人

ｺ では ｈ ｾ せなか っ た非常に Ｑ Ｇ Ｑ 然な ｬ 瓜合いをも っ た

ものであるため、 :h'dl' - I交お下に取 って、 IIIL ざわ

リを[ 1'(1 認されることをおすすめしたい。

- 特 長

l 天然芝生の j瓜令い

ｾｊｉ ， Ｍ が ｬ 倣 水性あるぷ 村 Ｈ レオナ ＶＶ Ｉ であり、 ｊｬ つ

土の 1' 1" に組込まれているため適 l立' に水分を含み

自然、に近い風合い感触が似 たれる 。

2  i差水性に{ 従れる

骨l 状) ，1 ; 鈴で砂土と一体化した f，Yi 成であるため雨

水i放水等を容易に J也'] ，に以i重させる 'Jみが LU米る 。

3. J也耐の凹凸を解消

Ｑｊｩｾｾ が枕木 構 成であるためぷｻＮＺｩ Ｇｬｬ を線 Ｑ Ｇ， Ｚ ｩｩｬｬ ( こ受

けとめることが出来、 1街般を受けても安定した

I也童話がfl} られる 。

4 流上防止

ｻ可Ｈｪ｜Ｇｦｊ也では刊Ｇ，Ｇ Ｈ Ｎ本法君主をｦｬｖ ､￭Ｇ ｬ きに リ Ｑ Ｉｾ［Ｑ 設する ・ Ｑ Ｇ［ によ

りik 1ーを 防 ぎ、ぷ Iflii fiC ＱＧ Ｎは泌 Ｑ Ｇ ， て Ｇ ｩＡ ｾＺｪ 位すること

によりょの i/iUL fii ちを 止める

5 耐 久t ' 1に 優れている

1700デニールの特殊ナイロン糸を使用して い る

ため耐i指紋、必tl 坐粍に {山 L 、かつ上中に埋設し

た桃成であるため劣化 しにくい 。

( 公園プランコ振下で 5 - 6 年の実紡 )

6 敷 設地鈴

i!frii¥' の土のI也鍛で敷設でき、特別な改良を必要

としなし、 。 西川純一/ 建材委員

- 従来 人工芝との屋外施工 比較

デピ ロン(納 込 式 ) 従米人工芝 ( ジュータン式 )

風合い I  J也'] 1の水分を適度に吸収するため自然| 人工的

に近い |  

透 水 性 I  i'I 然i垂水 I  jtl 7KLi.I 米ない (担! 水j宵が必要 )

地面 の 凹凸防止 | 民} ' ，' 必 然 が枕 木状で、1" 1，"，が: 1¥ない | コンクリート必然が必嬰

耐 久 性 I  1700テ' ニールの太い糸( レオナ66) 佼 }TJ I 普 辿

で、両 ｈ 街幣、而 ＮｴｊｦＮ ｴ 粍にＨｾれている

( 公開ブランコ振下で 5 - 6  spの実紙 )

地 盤 | 土のままで良い | コンクリート法務が必要

照返し | 上1' 1' の水分が」再発されm¥i l 6 しが少ない | 夏場焼け付いてコンクリート 上 と|可じ

法 面 の流土防止 I  jI 118で15: #  121で25.，1+ 1014で40・O K I 出米ない

衛生的 | 上が呼吸出米るため. ' ，1.1: カビが先生しな | 黒カビ発生する

い、又虫もわかない | 虫が沸〈

上 の ｉ 也ｾｾのため自然に ￬ ｬ￭Ｚい | クッシ ョン 材を使用しないと町い

地 1' 1

'

アースで、発生しない | 発生する

砂土と一体のため延焼しない 1 1m工 必 裂

ハイルは l以似性があるため illl i'， j  Lしに | ジュータンと 同 じ

くく、成米した汚h はif，Eれ務ちる榊ii t

とな っている

500 X  500 ( 1 ピース ) 述結式

水がすぐ づ| き、 l皮J i J !I . ¥米る

:H米る

クッシ ョン性

静電気

難燃性

汚 れ

サイズ

雨あがり後の使用

湿地帯の解消

ロール式

乾くまで i史月J !I '，. ;i とない

出来ない

標準施工断面図 敷設断面図

芝生薦片

層

圏

層

1

U

土

砂

砂

砂

I
U

砂

真

施工例

1. 床造り 2 製品を並べる

施工方 法

7 完了

jι .. I  

要 望 ｾ 引ず ｭ ｄｬ ｈｾ Ａｕｊ ｭｦｵｬｄ τ
ザ : // / / ，' / ‘ / /，ょ/ h ' / / //，'.・"〓F 主 Ｇ 庁一ＯＯ Ｏ ｾ ＯＧ ＧＭ［Ｏ ＯＯＮｾＭＷ Ｏ ＯＮ ＧＷＯ ＯＮ Ｏ /  ｾ＠

芝生業片

施工例
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坑2

・c__ 間 無F艮

太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイルのわずかな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリズムの中の陰影、

タイノレ一枚 一枚がまるで、、意思をもっているかのように語りかけてくる。

TOTOエクステリアタイル。

T O T Oエクステリアタイル

カタログをご希望の方は、 干530 大阪市北区曽線崎2- 3- 7 栂新第一生命ビル東館東陶機器側大阪支社までご請求ください。n 06 (364) 1181 



i ニュース … 一 旦 竺 巴d

コンクリート圧縮強度試験の

荷 重 値 自 動 読 取 装 置 の 製 作

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 吹 田 市藤 白台5- 8ー1 干565

電 話ー ( 06) 872- 0391 F A X''' ( OS) 872- 0784 

業務時間・・・平日 : 9  :  ｏｏ ｾ ＱＷ＠ :  00 

土曜 : 9  :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  00 

はじめに
おわりに

当試験所では、日々多くのコンクリート円柱供試体について圧縮

強度試験を行なっている 。 この試験はコンクリートの品質色: l' l¥ .  

検査のために必要なものであり、受託試験に際しては迅速に、しか

も正雌に行わなければならない。当試験所では、本所および大淀、堺、

京都、加市川の 4 分室がこの受託業務を1 I l 当しているが、その g式l験

の受託総件数は昭和62年度には約15 Jjf '1二( 1 件につき 3 本の供試体)

に達しており、省 1J 化のためにも" 式験を li ili1J 的に行うことが望まし

し、。

当所堺分室では、昭和57年度にコンクリート全自動圧縮試験装; n

を導入し、この試験の向動化に成功している。しかし、同装置は購

入 価 絡が高〈、かつ大きな設置面般をｾする等の問題点があり、こ

れを全所に碍入することを防隊させている。

今回これに代わるものとして、パソコンをベースに同試験j刊の術

亙読取装置を製作したのでここにご紹介する。これは同試験の会所

的な全自動化への新たな第一歩である。

装 置 の 概 要

ノド装泣は既存の圧縮試験機1 I .IJ 御盟主の指針の回転をロータリーエン

コーダーを mいて読み取るもので、 図ー 1 にその概要図を示す。 {(. I!

御館指針の回転角度はロータリーエンコーダーによって屯気ノ幻レス

列に変換される。パルス数と 4TiI 虫11立とは比例関係にあり、パ/ レス数

を数えれば1' ，:fII!11立が読み込めることになる。屯気ノ勺レスはきわめて

高 iさに発生するので、カウント月J 1  C を用いてこれをカウン卜する 。

ただし、何重値は 4友利の途中で微少変動するので、リバーシブルア

ップダウンカウントとする必要がある。この圧縮試験で読み取りた

いのは故大何重他であるから、 IlilWi 't 'カウント値を継続して読み込

み、その最大11立のみをモニタリングする。仰豆値がピークを過ぎ低

下し始めたことがわかれば、最大1 ' ，:1 屯11([ を応力度に変換し、この結

果を試験報告書用紙に自動的に印 r'( する。

装 置 の 精 度

本装置の{a:i 豆値検出粕 j支は、ロータリーエンコーダーと指針刺! と

の接続部の工作粕度により左右される。カッフリングを介して凶iお

の軸合わせが適正に行われたものの較正l副総を 図 - 2 に示す。当試

験所では、ロータリーエンコーターを指針制l延長紬上に取り付けた

状態でＨ財Ｉ日本海事協会の検定を受け、試験機の性能に ［ｩｴｾ 響がない

ことを硝: 認している。

荷重の最小読み取り値はロータリーエンコーダーの分解能によっ

て決定される。 1 回転当たり 200011司のバルスが発生するロータリー

エンコーダーを用いて 50t f レンジのイI，:f . i l l 他を計測する場合、最小" 先

み取り M: l i 50t f / 2000 =  25kgf となる。

本装置は制御盤の指針の回転f訟を読み取るためのものであるから、

コンクリートの圧紛強度試験だけでなく、荷重値を読み取る必要の

ある他の試験にも広〈応用できるであろう。それらについては、別

の機会に発表したい。

なお、本計ilJl J 回路の入手、利用については 、側旭システムのご協

力を得た。必要な場合は下記に問い合わせて頂きたい。

研究員 西村宏昭

問い合わせ先 : (附llll システム Tel  06- 447- 7971 

〒550 大阪市西区京町制3 3  30 

品同1虫邸Li通凪副{信3 宮第¥2  ビJルレ6ω01号

f抑卯11 当 .  ，向 ｦ勾 Ｕ別Ａ仰問出阿 ｈｾ 臼 ｾＱ 彦

パルス手1)

J l Mf l  

図ー1 荷量続取り 装置概要図
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披 露宴

およそ儀 礼は ナ ン セ ン ス の 怜 録 台 ゆ え 、 承 知 の上 で演じ、 観 る の が 大 人 の 振 舞 い 。 と は い え 、 キ ャ ン ド

ルサ ー ビ ス と か 、 互 い の 税 へ の 花 束 附 呈 と か の 滑 格 な 手 JI阪 が 披 時 宴 に 仕 組 ま れ た の は 何 時の頃からか。

キ ャ ン ド ル サ ー ビ ス は そ の 元 祖 た る ス ト リップ シ ョ ー を 述怨 さ せ 、 花 束 云 々 は 義 理 の 綾 子 の 必 泌 を 、 ま

ず 手 始 め に 花 束 で 誤魔 化 そ う と の 塊JJ 旦 か 、 い ず れ に せ よ お 初 き し た 人 前に l爆けるものでもあるまし、。

ｉ｜ｾ＠ .i1Il り の 煤 附 人 の 後 拶 に よ れ ば 、 二 人 の う ち い ず れ か は 長 子 で あ り 、 ! 1X は 長 男 長 女 の 租l介 せ も 碓 笑

に地 えている 。 近年 は税を 盟 国 し山米る恒子供ーが居ないから、 13日らくどのペアもがいずれかの、 H寺には

双 方 の 籾 の 世 話 に 直 面 す る 。 荒 い 二 人 は そ れ ぞ れ に 仕 事 を 持 って f を 育 て 、 税 達 は 何 H寺までも長生きす

る 、 そ の 幸 福 な 姿 も 、元 気 な 人 だ け が 生 き ら れ る 級 住 の 日 本 の社 会柿 造 と 、 そ れ を 反 映 し た 生 活 空間 構

造 か ら す れ ば 誠 に も っ て 党 束 な い 。ー } J の '1日 前 ・転 勤 、 誰 か が 病 む 、 ポ ケ る 、 そ う し た 至 極 当 然 の 孫 し

の 変 化 に よ っ て さ え 家 族 の 生 活 は 危 始 に 瀕 す る 。

きらびやかな宴の! 市の 片 IIIJ ¥て Il ! ' f れの息子 ・娘 の た め 自 ら の 左 後 を 犠 牲 に し 、 大 き な 出費 に 耐 え つ つ 突

然の新しい税戚関係に戸! さ って い る 、 そ れ ぞ れ の 税 遥 の 胸 の う ち は ま た 綾 織 で あ る 。 ス ポ ッ トライトを

浴 び る 新附 の二 人 には 、! 日] もなく生じる- l 5;i' Jl. の 面 倒 に 未 だ リアルな 必 い を 馳 せ ら れ な い 。 ( K . F )

大 阪 ら し さ っ て ?

設計を 始め て IHI も な い 頃 、 大 阪 を 訪 れ た 時 に 印 象 に 残 った の は 、 オ フ ィ ス ピ ル だ っ た と 思 う が 、 外壁 の

クレーの色 令 い の 、実 に よ く 練 ら れ た色 調 と 、 フ ァ サ ー ドの: 容のプロポーションの美しさだった 。 J l1 窓

から眺めていると、そうした挫物がひとつだけではないことにれやれ、た 。 点 京 の 多 く の 挫 物 が そ う で あ

る よ う な 、 い わ ゆ る 生 っぽ い 色 を し た 挫 物 が 少 な い の で あ る 。 : 容は 、特 に ポ ツ 窓 が 美 し い と 思 っ た。 そ

の頃J . ! ミ京では余り目にしないプロポーションであ っ た か ら 、 特 に 公 に な っ たのだと思う 。 こ の こ と を 大

阪の ｈ 氏に訴したところ、彼は ・ｉＧ ｾも無げ ‘ にｲｉ Ｚ ｩＡにどう火をあけるか、それしかおまへんやろ ｕ と 言っ た 。

こ れ に は 返 す 言葉 も な か っ た。 彼 は 、 美 し い プ ロ ポ ー シ ョ ン を 探 る こ と こ そ 、 設 計 で は 大 切 な:' JI-で、 関

西 で は そ れ に 全 力 を 傾 む け て い る の だ 、 と い う こ と を 言 い た か った に 泌 い な い 。

以 米 、 組 物 の 色 と窓、を注主主して 凡 ているが、 11立近は大きな雄物は、 バー: 京と大 |仮のi♀いがなくな っ て き た

ように 思 う。 そ れ は 、 設 計 事 務所やセ、ネコ ンが 、 オ ー ル ジ ャ パ ンでイ上 'F を す る に つ れ て 、 次 第 に 西 も- *

も ￎｕＮ ざ り 令い、よく言えばＮｴ ｾ ｊ ｾ 丘な、恐＼ ; 1' えばイ|占|性 の な い も の に な っ て き て い る か ら か も し れ な い 。 そ

の こ と が 大 阪 ら し さ を 失 う こ と に な って い な け れ ば 良 い の だ が ーー 。 ( K . T )

き め

肌 理

幼 い 頃聞 か さ れ た 話 の 中 で 、 年 ' 1"百j じJ肢を泊ている 1 人の 子供 の ぷ が 印 象 に 伐 っている 。 その j己は 、 府

たきり雀だと忠われ、持の同十141を* めていたが、 ヨドを移 った後、そ の ); (j 主は、その子が一番 好 き な |百l じそ

の JJ h1を やIJ I'l 'i も持 っていたと，141、つようになる 。 それは ーwxであ った。 その訓 は 多 く の お を彩、に祈 って く れ

た。 本当のやぜいたく H は、 必 ずしも 他 人にすぐ分かるものではあり f !} ないし、兵尖は 、向 から lりl らかに

なることも旦 ｉ ｕｉ ｊ 平された 。 それから久 ＧＱＭ Ｑ Ｚ が下 ｬ Ｑ に討をつかう訂作もｪＺ Ｇ ｉ ｕｲ ｊ 平 Ｚｉ ｾ 米 て 米 た し 、 処 築 設 計 の 分 野 に

踏 み tjJ し て 、 そ の 同 じ ベ ー ス に 立 ってフ ェ イルセーフの，な l床 も 理 解 す る こ と が山来た 。

挫 築 家 や 計同 家 は 、 ク ラ イ ア ン 卜 か ら 従 示 さ れ た 与 件 や テ ー マ を II:l. j是 さ せ る 'Jcに 止 ま ら ず に 、 袋 ポ さ れ

な い 所 に こ そ ク ラ イ ア ン ト を 支 え る 大 切 な キ ー ワ ー ド が 隠 さ れ て い る し 、 そ の 配 慮 を ク ラ イ ア ン ト は 求

めていると 思 う。 自 に 見 え る と こ ろ に 創 作 立 欲 を 発 押 す る の み な ら ず 、 日に 見 え な い と こ ろ に 対 す る 計

阿 上 の 配 慮 や 納 ま り の 完 壁 さ 、 そ れ は 11 に 比 え な い 美 し さ と い う 思 い や り の 追 求 の 大 切 さ で あ る 。 そ れ

は、 ｈ 寺を総て 、 成いはいざという ｉｫｾ 干に、又、挫物を解体する時にはじめて迎 ｉｉｊ Ｑ Ｈｯされることかもしれない 。
き の

この ｽ ｾ ｉ ，いや り 深い ｊ ｉｊｌ 埋 の 制 かさが 佳 築家や 計四 家の責任感の 現 われであると 思 う 。

〈建 築 資 任 に つ い て ) ( S .  M )  

建 物 の 寿 命

* 近 の 尚 J立 な 技 術 力 を 誇 る 建 築 物 が 次 々 と i誕 生 す る か た わ ら で 、 と つ くの汗に l耐周年 1¥民を過ぎたような

挫 物 に 、 な お 何 が し か の 耐j刊を 求 め て 、 そ の 検 討 を 求 め ら れ る ケ ー ス が あ る 。 例 え ば 、厳 し い 使 用 部-"JI

に耐えて約 ＷＰ 年の年月を経た栄木造工場 ー では、勿論、 室 戸 ｦ￬ｊ 瓜や同ｾ ifi j:J 也五などの大災害も経験しており

雄 物 を み る |浪り如何 に も 左 併 を 感 じ ら れ る 。 こ の 建 物 の小 昼トラスは今日のようではなし、 。圧 縮』、4に は

角 木村 を、 リ|リ長村 には鉄筋ボノレトが iリl維 に 使 い 分 け ら れ て い る に も か か わ ら ず 、 材 'MI 交点 のくい j♀ い が

大きし、 。 ク レ モ ナ 法 で 解 く に は 大 い に 公 が ひ け る 。 また長年の似 川 で 、 機 械 や 配 管 な ど の 位 置 が 変 わ り、

トラス存 ｉ ｓ ｦｾ の取 り はずされたままの ｪ Ｚｩ￬￮ｍ もある 。 木 ｭ ｳ の腐食や ｾＧｉ ｉ Ｎ ｾ Ｚ による傷みもひどい 。 それでも挫物

は 、 今 日 ま で1耐え て き た 。 これは厄々 、1'，:riTi と し て 作用す る 符 の 機 械 装 i丘や配信: などが 、長11 らずま11らず

のうちに 桃ｊＱｴ ｦｾ をも 兼 ね 備 えるようにな っ ているのかもわからない 。

こ う し た 有 機 を 凡 る に つ け 、JJ I . 代位築技術の粋を駆使したような挫物が、この早い時代の流れに、今後

ど の よ う に そ の 寿 命 を 全 う し て 行 く の だ ろ う か 、 考 え て み る と い さ さ か 気 に な る こ と も あ る 。 ( H. K )



特 集 ・ 第35回 青 年 技 術 者

長 谷 部 朔 郎

青年技術者選衡も、今回で35回を数えました。本誌800号記念特集 ・座談会でもお分かりの通り、過

去青年技術者として入選され、建築界をリードされている方が、多数輩出されております。それだ

け、この企画も立霊で、: i ! [ 統する価値があります。

人を選ぶこと、それは、作品を選ぶ以上に慎重を WI さねばなりません。応募者のほとんどは、各組

織ですでに厳選された方々であり、その作品 ・業主えの質は高〈、選衡は難航しました。選衡中、組

織の中の同一プロジェクトに参加され、同じ役者11 を来たされた経歴があることが分かり、対象外と

したケースもあります。 B 資料の充実が必要です。また若くて、作品が少なく、未知数の方、プレ

セ' ンテーション技法に凡おとりのある方は残念ながら選外としました。再度の挑戦を期待します。

入選された方も、これはーステ ップです。明日の建築界をリードされるよう、先輩方に負けずに村

進して下さい。

今回の選衡結果はつぎのI l I l りです。

選術委員長

青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会 総 評

松 川 敏 正

(竹 '1' 工務応)

三 木 啓 正

( 安井建築設計 '1' 務所)

見 城 辰 哉

(h'l 水建設)

石 倉 秀 敏

(竹中工務応 )

岡 本 隆

( 日挫設計)

万 野 正 明

( 大股組)

青 井 和 男

(: W: 畑主II 築事務所)
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宮E 只

設計部門 12点と応必数は多か ったが、大組織・大規悦建築がほとんどで、入選も大組織所属の設

計者にかぎられてしまった 。 それも組織の色濃いものが多〈、設計者の考え方や将来展望が lり] 硲に

示されたものは少なかった。また本人がとくに民献した部分や力 i誌の生かされたところが明確にさ

れたものは少なく、それぞれの作品にどこまでかかわったかは推 il!l lせざるを待なかった。 小 さくて

も設計者のすべてが表現された、未完でも未米性を絡めた背年技術者の応募が待たれる 。

構造部門 N 氏一一- MK Oマン ションでは均等小ス パンでない超高層 R C 造の構造計画等、従来の技

術にプラス α をつけた試みが随所にみられる創立工夫の人である 。 I 氏一一梅田センタービルでは

J  R に固まれた困難な敷地で短工Jtll . ローコストを白指して超高層ビルの構造面で新しい万1") を 示

した笑カのある人である 。 F 氏 一 一Intex大阪では相官をシンプルにユニ ッ ト化し、骨組膜構造等空

間を生かすセンス溢れる人である 。 いずれも本人の努力が伝わる内容で応募していただき、それを

選んだ。

設備部門 応募 4 1' 1二のうち、 S 氏は地味で絞維な作業をともなう建築設備のリニューアルに挑戦し、

既築ビルに新しい設備の1ill i1u立を filJ り出すという栄敢な設計姿勢がみられ、好感がもてた 。 あと 3 イ牛

は、地工サイドの，f I ， ＧｴＱ ＱｾＺ＠ J A liii からの応募であ っ たが、 K 氏の生物研究所など苦労の多い現場経験の

突がi を評価した。今回は4 { ' ドとも脚光をあびるような作品ではなく、どちらかといえば地辺で背労

を多とする分聖 ｬＧ からの ｉ ，ｴＮ ｾｬ であ っ たが、今後この ｽｪ 而からの提案 ・ 参加を多〈期待する意味で意義

カずあったといえる 。

施工部門 S 君一一 大規棋で複雑な形状の建物を、厳しい指定工JY l 内に完成させるための工 'J : i . 計画

に前向きに取り組んでおり、 S R C造の特徴を生かして二段打ち工法を取り入れ、これを尖現する

ために効来的で経済的な欽fi 中II i 強方法について綿密、な検討を行っている 。地工法の開発 ・改 善 が 要

求されている時代にあって、今後の活躍が期待される 141年技術者である 。 M 君一一生産性の IUJ上 が

求められている現布、建築技術者の作業所業務を OA化を通じて改善することは時代に即したテー

マてーある 。数多くの作業所支緩ソフトの開発を行うとともに、これの効来的な運用を図り、そのプ

ロセスを通じてシステムのレベルを高め、広〈笑| 祭に活用されている状況を笑現しており、開発か

ら運用に至る- : i ! [ の柄動と努力は注目に値する。なお一層のt首脳を JUJ 待したい。

計画部門 最近は、民活の放に来った卒業コンペが花盛りである 。 そのせいか、今年の計阿部門の

応募者 4 人のうち 3 人までのず4工業コンペの当選者で r'i められていたので、かなりレベルの日いもの

であった 。 そのなかで、 S 氏の、神戸ハーパーランドの計画案は山色のできぱえであ った。 ，]¥業 コ

ンペに一層の例性が求められるなかにあ って、この当選案では刈|占|性' を港の再生に求め、海水を

引き入れた連河をめぐらせたり、天井の高い力、レリヤの採用によ って、大量長特徴のある楽しい 計 画

となっている 。計阿茶の作成作業が膨大となり、ク、ルーフ・て、の仕 'J'; が多くなるなかでも一層例人の

資質が強〈求められる 。 S 氏は大きな組織のなかにあっても、例性を生かし続けられる有望な i'r年

建築家として自信を持 って推せんする 。

青年技術者選衡委員会

委 只 長 長 谷 部 朔 自1¥

( 日砂、ゥジ ングy ステム刷 HJ)

辻 野 純 徳

Ｈ 浦辺政 ｾｴ 耳妹都役 Ｉ

上 回 信 也

( 日;也t主::1*阪第二4協 所JJJ 怖! A)

大 海 - :i! t  

( 神戸市住宅供給公社調州立)

佐 々 木 広 年

Ｈ 竹中工務府開発 ｾ Ｍ ｦｩｩ 何本青山， ＱＱ ＨＴＮＺ郎氏 Ｉ

井 上 笠

( 大阪大下教授)

其 塚 達 夫

Ｈ 束剛潔ｾ Ｉ 務所 ｉ｛ｘ 締役大阪， Ｉ 場所 ｍｉ 附ｊ，ｴ Ｉ

日 中 民 来 j合

( 安4凶諜: m: Jt' J務所前向古11民)

南 部 武

Ｈ対神 ＱＱ ノド ｊｾｪ［Ｆ ＧＱ 附 ｬ 以 ｬ 正Ｉ

尾 崎 充 宏

( 竹中工灘間京初支防長)

金 田 宏

( 大t**Jl本! 万札喋ヨ:務部II! 当部長)

角 晴 輝

竹中工務l市)

志 水 史 典

( 大林組)

描総晦川、1.1

佐 々 木 正 人

(竹中工務的 )

古 閑 幸 雄

大林ｾ｛ｬＩ

三 木 敏 則

(竹中工務的)

設備苦 ｉｾ 門

施工苦11門

計画部門

/1 

/1 



夙川学院短大附属幼稚園

| 聖母学院小学校

コスモポリタン

大阪庖 協和ビル
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松 川 敏 正

'1
1
1'1111 1I !1干11291

1'- 111120 IJ 

lti 終' ' 1:
11止 H円相55i

l' .N'! ; 大γ' :k'I' : PλL?61f'先

件主ｾ， ｾＮγ 咋 ｉ 文 ｉｈ

某務付 '1，'、 竹中 l.f jl1. 'i 大阪4叫¥il; 1: ul'im II{{ 制l

5511八付、現( 1 に七る

;11 "'d1品ルl I ll 't，';;F. i 大同H MJJflll i<1

コスモホリタノ製北大Wu' i

Ｇ｜“ ｉＺｾ Ｇｴｾ λ 小 Ｂ［ＺＺＱ 主

!品 I11 ビル

ｉｉｊｊ､ｩＧｉＺｾｲ Ｇｪト ｩ ビル

"11出生命ビル、土十1 . ｾ存故 ＱＧＱ

す い せ ん の ニ と ぱ 井上宣延

u.t¥ ｾ＠ ｬｦｴｹ ，ｾｾ を ￴ｦＨ ね、人 一日の ｾｉＧ ， ｾｩ 心

と執念で取りくみ、住築 i や 社 会

の多品Eなニーズをコンセ 7 トから

' よ地まで、 - l ' l したストーリで( i ll

リこんでいる

今 後 む 、 人 1:¥1愛と純粋1 ' 1を大切に

し、! ¥主主主と技術の必践のうえ、 1; ・

品にますますl符きのかかることに

大きな !YIi .Yヵ、むてる

展望 われわれをとりまく税代化築の流れは、 11: 会の悩 11/[ l J L の多隊

1' 1ーととむに、彼怖、' f ，由主に分かi . l てIJIUl ている .ikul . であると思いま

す ＱＱＱ 今の ｴ ， Ｇｪ 骨 ｬｦ ヒトｼ会の渦の ＧＱＧ で、ぷ λ れやクライアント｛主、 ｾｦＧ み

の如何にかかわらず . t 民自)j かの討しれを .W.II直せさるをえない状況にあ

ります その小にあってら不変の夫をしつm告は、そこに佐川する

人ととむに '1:. き続けています

布、の 8 i l'- II¥Iの位捻の作品 Lt . 、数多くの人との U¥会いの市なりであり

ました 以山の人との ｮｾｾｴ｜Ｎ 、をｩｊＱｪじて、 ｩｬｬｾ 長は人 ｈ ｜ｊ愛にむとづくこ

とをはめて d n遣しました 住築には、人の心までをむ包みこむｾ Ｎ ｾｾか

さと夫しさを持たせつつ、行lidj への働きかけを持たせたい、と .1]"一え

ています

これからの往築を十民会する在、にとって、 ＧＱＧ［Ｚ［ にトぷＱＧ Ｑ ーと技術を ｊｾＡｾ さなか

ら、変わらぬ: f ，'iNI と夫しさをボめ紘けたいと思います



|  星和プラネタウン千里南 l  

| 大阪ガスアイデアル住宅 l 広島市西区民文化センター等複合施設 I  
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三 木 啓 正

生年月日 日円相30年 2) 13 U  

以一終小限 II!{ 制154i F ，;(/:11大' ' { : 大' } : 院」プ'i: 研' 先

件。ま 1: ，，'IH'，' ill ｾ，，［ＺＺ＠ ｾＧｩ 攻修了

x; ij... II{{ 和5.1il' 'i< !I :ill ｾ長 .. 主..1"1>務所入社、

大阪事務所.. 止，;I.maVJ .fi5

{乍 1111 社E

JItヶ ri: 郎di 地 1f1 j蝉d，、i. Ji ! ヶ丘凶: ヰ館他)

以制17 ' ラネタウン r"I' ，相 射下b巨のまち」

大阪ガスアイデアル! t ' i ;

日生ニュータウン_ x ，山ず; 街並..11由i

II 布lフラネタウンT - 'I'.I 相 反 H Eのまち J

R 川周辺枠制椛氾1

日f t l 7 ラヰタウンT - ' 1 ' 1相「乙 !cl.'!i のまち j

ｬ 広向 ､ｩ 同区 ＱＨ 文化セノタＭｾ似合施 ｂ 没

大阪市 ｎｉ 也灰総ｻＷＭｾ， ｾｦｦｬｬ ｬＱ ｬＧｬｬｬｩｩｩ 凋 Ｑｴ

すいせんのこと( ; 1 : 機 山 誠 -

ｩｬｬ 築ぷ ｊ のなかで、 ￭ｬｬｾＺＧ は大変 ｩｦＨ

梨な分l ' f である ｮ 治 ＨＱｾＩ￭ｍｗＩ と向

品質のＮｾボがつねに，課題になる。

三本 ｾｴ は、入社以米この分野で ｩＸ

M してきた 'il なる，立，; 1' { ，. て' な〈、

lよい悦切で取リ組んでおり、わが

社の fUl;' ，改，. 1 - のエキスパートであ

る. i金i L t . 、資質に IUll 年がかけられ

る.

青年技術者としてのことば 仙報はあふれ、問1": 総例' 1' 1化の情け戸

のもとに、川市! 日のように追い立てられる 時とすれば、やみくむ

に例竹. 化た、多般化たとあおられて、その% になって伽，1' 1' 1: の切り先

リをする 例性的なっ ｾｉＺＺｉ を一つひとつ自 ＱＩＱＩ あげて、、〈、工場 ｌ あれば、

' 主的行の主体刊ーをづ| き H¥す ι 坊もある いずれにしろ ' Ul i が納まっ

てはじめて生きた往物となり、自I¥，] i となる

自I¥di の未米は iJ . として 11)1 るくはない とくに生活 I( J I から比ると、よJ也

| 問題という大きな貯に行〈千を IUまれることが多い しかし '['.i 吊に

十:Jl，，"i し、むしろ主体的に変化を裂しむこと、そしてその烈しみ )j の

例刊・か、健康体としてのr . J ldi ｜ｬＡ ｾｲｲ のＡ点ＡｦｩＯ ＩＩｊ にな っていくに迎いない。

強烈11 j : ・デザインへの. ¥! : 止、よリも、コンセ 7 トの' 九段に li ，) けての厳怖

さか、ぷ" 十組織での犯の今の役' ，1;1) である ｩｬＡｾを変化するｲＮｊ｜，｝ ￮ のＡ瓜

ｪ ， ｴ のなかに ｩ 立 ｩ 世づけ、 ＧｉＺＮｩｬｩ の ｪｾｪ としての討 Ｑ｜ ，｝［を自 ｉＱ ることヵ、必姐であ

ると与えている



C町 助 恥 輔 副

韓国シティーエア

ターミナル ム

毎日新聞

大阪本社 b

住友銀行

泉北とが支庖 q

チイアモンド

リゾートハワイ マ

き 宮 田 町 樋

===， 
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岡 本 隆

昭和28年 10月7 日大阪府堺市に生まれる

昭和51年 3 月 京都大学工学部建築学科卒業

昭和53年 3 月 京都大学大' 下院修士課粍終了

昭和53年 4 月 日建設計入社

昭和58年 6 月

UCser ke1eyW' 、j' ; M.Arch JfRl!1 

I1i' H1l 59年 9 月 J

昭和59年 10月 日建設JI 大阪本社に復職

11p，布162年 10月 設計制i設計主管、現在に至る

・m当作品

只尿市民払l 位センタ一、山間メモリアルビノレ、

住友銀行泉北とが支11:号、 11: 1:: ，県庁束館、レナ

ウンエキシピンヨンセンタ一、 4年同貿易セン

タ一、純国シティーエアターミナル、ダイヤ

モンドリゾートハワイ( 工 '1' 中) 、毎日新聞大

阪本社( 設計 中)

すいせんのことば 小角 亨 こと( ; f 111止の通う建物を作りたいと願っています。建物にとっての

国際的視野のもとに、柔軟な創造 血液とは、そこに生活する人間です。全身をくまなくめぐる llI l 液が

力と、あくなき執苅心によって、 人の体に生命をともすように、建物が建ち上がったとき、その隅々

対象のテー? をさぐり、組み立て、 にまで人々の活気があふれ、その建物を生きたものとするーーその

細部までゆるがせにしない。 ような人と建物との関係であってほしいものです。そのためにはま

海外留学で、現場てず〉作品の数こ ず作る IIIIJ の、隅々にまでJI1l の通 った物づくりを、と心がけています。

そ少ないが、JUJ待する人である。
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万 野 正 明

生 年 FI 日 l昭和29年 7 H  3 日

h土終ρl:ijt lI (lftl48年 堺 di 立工業高等小校ill 築

科卒業

:!I'; 以 11(" 初48年大林組l入社、 J)L(，: 、本的

ill 築 E泣，， 1- ::(1 2 部 勤 務

11円相61!p 1  JJ 米同: 1¥11，( MM S  A  

フロジェ 7 トに参加1)

f1:M，車l UE

lI {i 相59' 1 トヨタカローラ樹海部 Ｒ 阪仰 ｉ［Ａｾｉｉｊｊ 官業所

附和61年 近 鉄 ' j ( k阪線抗本. I I { 合

ｍｾｉｓａＨ 止 ＱＧＱ 晶ｊＧｊ動 ｉｉＨｉｾｻ . / ( ; 本社ピル) ，， 11向

町i制62年北地銀行J 1 t k 阪I 山

トヨ F オートヤサカ 1亀山、i 止所

内初1'(10- 創刊I也司13 次コンベ ( I 草食 )

11(" れ163' 1' トヨ F オート ヤサカム，J'I-. ，-l，所

大阪トヨタL ' IJt b' " アベノンヨールーム

すいせんのニとぱ 山田雅範

他築に ｎ して Ｇｉ［［ｾＮ に正面より向かい

ｻｾい、熱のこもった創作 Ｚｭ ￬Ａ｜がＮｨｉＮ

られる. トヨタカローラ南似岸和

ｉｉｉ では大阪ｲＮｾ di j; tllI. ill 祭賞百¥5 闘

を受' f t しており、 i庄は12かな自IJj 主

性とそれをまとめ七げていく持ち

I刊の料i りとて¥クライアントの要

望をt ' I 分の内で消化し、形にして

いる。

青年技術者のことば 現代位築の流れは，色、ビ y チ で 、 変 化 を し つ づ

けているように忠わt L る 近代位築の中に J ' Ht L てしまったアメリ

カでは、、、 7 イケル ・グレープス" らがIInえているポスト ・モダニズ

ムの出J きがあリ、 tl - 1' でも才'1'" 、処築家述が今までのi1i: fl : i l l 築の様式

を変えようとしている。

このような ｩｗ 屯とした状況のけ Ｇ で、外比 ＨＱ 甘な、形態。 ｻｊｾ 変化 ｦＡ けにと

らわれずに、なぜ、そのような変化が '1ミまれてきたのかという本質

を孔きわめて、アイデンティティのある作品を ili っていきたいと忠、

います.



天理市文化センタ一

大阪府柔道整復師会館

ミズノ四国営業所

京都市消防局本部庁舎
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告 弁 和 男

生年月日 H自制28年 12月 9 日

J u終・下I! }l 昭和 ＴＷ 年大阪市也部品工Ａｴ ｲｲｾ 等学

校控築科卒1 -

1; 歴 l昭和47年* 両llill 策事務所入所

JJI.イ1: に去る

作品経鹿

ミズノ千里ビル

大阪国際見本市街会場

大阪府柔道艶 i証附会館

京郎市消防局本部庁合

天思市文化センター

公立学校共済組合岡山術的所( 刷改築}

近畿電気工 Ｇｉｾ 相歌山支 ｭ

ミズノ四国営業所

すいせんのことば 岡田 章之

理性と感性の結品体である挫築。

がに当た って、 Ｃｩ［ｾＧ にこのｦｉ Ｆｪ ./'，-のノ〈

ランスを ｾｲ り、時には、いずれに

ifi きを泣くか・。

彼の天性である位感の i2' えと、 4也

みなくf J ' tみ豆ねてきた実務総験に

より、美しい結品がI f r i と咲くこと

をU在1J している。

青年 技術者のことば ill 築のもつ感性でもある、、ロマン勿に触れ介

う作品を然増し、 till 作活動を行うものである 高度な情報化社会の

中で忘れつつある、人々の � ｴＮ ｩ ，ｲ［から生まれるべく ｉｉｾ かな心、 ｩ 並び心

を大切に巧え、主 ￟ 築のもつフォノレムの美しさ、人 ＱＱ ｜Ｑ ＮＱ＾Ｑ境の快ｾＧｦＧ Ｑτ へ

のiii (，' !¥を噌むものと巧えている。

設 ｾ ｉ ーの裂しさ、ドイぴは、Ｂｴ ｦＧ 下 ＨＱＹ Ｈ， ＱＭ 阿論でも ＱＱ｜ ｴｩｬｬｦｬＨＩ ふｩＱ ｾｲ づくリでもな

く、 B血主およびill 築づくりに燐わる人達との諸らいの中から生まれ

る人1¥¥1性に触 IL介いながらの i Ori gi naリな、ものづ〈リへの li.j 1二心

と，1i! I，われる。

純粋というコ柴を車II l りに、ドl 分自身の未熟さを知りつつ% 、いもの

をつくろう H という熱き心lこより、我が人生に悔いなきょう他築の

即、'，IX を見つめたいと考えている。



弁天町プロジェクト(コンペ案)

肥後橋シミズビル

大同生命大山保養所
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見 城 辰 哉

生年月日 UI! 相30年 4 Jl 20日

政終学! l J i Ｇ，ｾ船凶大学理工Ｇ下部主ｉＡ築乍刊 Ｈ 昭

手U53年平l _ ; )

Z  !lJi 11'/水li¥. :l n式会社設計部 ( 昭和53

年-. f J I . イL に去る )

作品 ｮｦｦＮｾ

肥後t品シミズビル

弁天町プロジェクト ＨＡ ｉ Ｈｾ コンベｻ量死来 Ｉ

析大阪伐ビル

高知大1..1生命ビル

大 ＱＮ ［ ｊＧｴ 命大山 ｦＧｾ 長所

{也

すいせんのことば 腰縁遠郎

今必峻工した肥後十品シミズビ J レて¥

企1111j から弘旦nまでそのデザイン I1 、

コーディネイト )1 を発1 o ! ( し、新鮮

なデザインで実用的なインテリジ

エントピルを完成させた。

また IIj '年の弁天町 7 ロジェクトコ

ンベの当選奈のデザインを担i 当し

た ｉＺ， ｫｾ により今ｼ口 Ｑ 封 ＧＰＱ 均したい

青年技術者のことば 内; 后鉱火、円高の彩符もあり、 ill 築をとりま

くE震度は、ますますその繁忙 ・俊雄化の様を示しております

この中で、 ill 築における工業化 . i，t産化は、必然的に今まで以上に

設計内王子に反映されることになり、ともすれば機能的、 r: 字的な綴

1留さを ili; J < するあまり、車内* として表れるデザインは、どこか弘か

みのない、硬質なフォルムになる可能性もあると々えられます。

デザインにメンタルな部分に，添える人| 日l性が加味できないものか、

つまり、論尽によるデザインに人I l II 性によるデザインを融制l させる、

これが似の技，; 1 におけるテー? であります。

{乍 1) 下のメ y セージをツール( デザイン ) を媒介として使い予に伝

えようとする) J i 本的安勢を忘れてはならない、こうした思いを胸に、

繁忙の中、努 )j してゆきたいとJ j ' えております



梅田センタービルの構造設計

た接合法について極々検討し、耐力確認笑験によ

り最も合理的な接合法を選定した。

繰回センターピルは、 J R 大阪駅の北東約 650

m の、西側を束海道本線、来官IIJ を大阪環状線には

さまれたー函 lこ、* 知的で? 快適なビジネス環境の実

現。をテーマとして最先端のテクノロジーを内蔵

したインテリジェントビルを目指し計画された 。

ほぽ敷地全体にわたってJ広がる低層 練音11と、そ

の中央部に吃立する高層糠苦11とにより椛成されて

おり、高層際部の基準階の平面形は 1 辺4 8 mの正

方形から相対する一組の ｾｉｊ｜ 角古 ＱＱ を長さ Ｑ ＲＮＸｭ 幅 ＶＮＴ

mの L 字型に切り欠いた形で、中央官11に19. 2m角

のコアを自己している。

高層線音11は、鉄筋コンクリート椛巡の基礎梁を

除き地下および地上とも主体桃造を鉄骨造とし、

ラーメンによる外周架構とプレースを含むラーメ

ンのコア架椛か らなるダブルチュープ桃造を採用

した。これらの架椛を主布h2 方向に関して全階対

称に配置することによ って振れ変形を極力押さえ、

とくに外周架織をチュープ構造の特色である立体

効果をより高めるために柱を 3. 2 m ごとに密に配

置した 。柱 梁 ・プレースの断面決定に際しては、

外周およびコア架椛を述結した立体解析を行 う前

に、 簡略化した予備検討モデルを用いて同架桃を

合成したときの等価せん断剛性が回線剛性にほぼ

等しくなるようコアと外周架械の適正な剛性配分

を検討し、以後の詳細な立体解析モデルの初期値

所在地大阪市北区中崎西 2丁目 4 - 12  

規 t土地下 2階 ー地上32階 応 座 l 階

主要用途 '1>務所、 l苫舗、多目的ホール

而 級 建 築 聞 械/ 3，766m' 延床 iriiH! / 80，088m'

高 さ 軒 高/G.L. + 125 .4501 最問問さ /G，L. + 134. 70m

榊進傾別地上階/ 鉄骨造

地下階/ 鉄骨造及び鉄筋コ ンクリート造

I也 業場所打ちコ ンクリート fl!! 底抗、 i主絞J也下! 笠

鋼管コンクリート合成杭

工 期 昭 和60年 3 月~昭和62年 3 月

とした。立体解析モデルについても、 2 方 向の主

事rtl に囲われた 4 分の l の骨組を切り出し、適正な

岐界条件を設定して、できる |操りシンプルなモデ

ル化とコンピュータの効率的利用を心街けた。

高層線苦11における外周とコア問の床桃造には鉄

骨小梁とコンク リート床j振とをスタッドボルトで

一体化した合成梁構造を採用し、長大ス パンに 対

する適正な面外剛性と両架構聞の床面内剛性を確

保するとともに 、低層棟音11 1 階床上のサイトプレ

ファプ工場での大型パネルを製作し鉄骨建方と並

行して組み立てる省人化工法を採用した 。高層棟

音11と低j音機昔11 とは基礎梁を除いて 地 下 1 階、 1 階

にエキスパンションジョイントを設け、構造的に

明確に分離させた 。

一方、低層和I ! 昔日は大部分が地下 1
1皆だけて、構成さ

れており、当敷地では地下水位が高いため、地下

の附高を低減し、基礎底を浅くして、水圧による

浮き上が りの防止を図るべく、フラ ッ トスラブ構

造を採用した 。 また耐震要素として地下外壁や防

火区画期の内壁を積極的に利用し 、内柱を長Wl 鉛

l丘有iill により設計した。この内柱の池工にあたり

計画上、梢J ' l ; 柱工法が採用されていたが、従来の

仮設鉄骨情点柱にかえて、施工上より合理的な本

設のプレキャストコンクリート柱体を採用した。

この位体とフラ ッ トスラブとの応力伝達を考慮し

交ｾ来、材、 Ｑ レ
戸一一「 長スバンJ 叶、j レ

基礎構 造については、一柱一本の場所打ちコン

クリート拡底杭とし、杭先端を C L  - 2 7 - 3 6 rn の

天満砂障壁層 ( N値 50以上) に支持させた 。 なお杭

の支持カは支持層下古11の洪積粘性土層の圧管沈下

を考慮、して決定した 。先端径が最大 3 .6 rn の大口

径杭を採用していることを考慮して、基礎梁の応

力解析は、杭を ｾｬｩｬ 性支ゑとした絡 子梁架 椛 モテソレ

を用いて行い、鉛直沈下iit の差異による骸竿p . に留

意している 。4ヲtの而，tb'.f . 耐風設計は、設計用層せ

ん断力に対して許容応力! 度設計を行い、上部構造

の保有水平耐力 i侍に対応して極限水平ほ抗力の検

討を行った 。 また表層 の砂質J也鍛の液状化に l刻し

ても検討を加えた 。 また建物外周部の杭について

は山止め支持併用の連続壁とソイル往および鋼管

コンク リート合成杭を交互に配列した位亨IJ 新との

二種類で榊成した 。

本建物の設計方針は、市建物の図有の粂14ニに見合

った既存の|井l発技術を展開すること、あるいはこ

れらの技術を組み合わせて複合化することにより

建物全体の構造体をより合理的に組み立てていく

ことかと設定した 。 また高層建物の設計過程では

膨大な情報古i を取り扱わなければならない 。 これ

らの情報の意味するところを的確に知り、適切な

判断を下せるよう 、構造体をできるだけ シンプル

化するよう心姉けた 。 以上 2 つのことを念頭に世

き、、沿故知新" の村事l' で技術の探究に努めたい 。
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石 倉 秀 敏

生年月日 ai'l布128年 7 Jl 3 日

最終学廃 11白布J54年京郎大学大学院修上J ' J ! ，f ! f .

修了

;業務総鹿 H目制154年竹中工務m入社

昭和 ＵＷ 年大阪本応 ｊ 幻 Ｑ 部構造ｾ

作品経庭 ( 椛泣 )

悔u，セン 7 ーピル

円応教本部五法1見1

福山小品ビル

六叩アイ ランドンティ f¥41ihiJ也iflj l曜

日本ン エーリング厚生 ¥JIl

日本{ j O'i 己"才、 J レ協 1，;1111介k . 阪主所ピル

・発表論文

rk. 胤|良剛J I ，; 艇を持つ榊i立物系への人 ) J 機捕に つい

てJ . 日本挫築"'t': 全太学学術A 抑制概出 U{f 相59年お

よびU別手[ 161年

すいせんのニとぱ 久徳敏治

探究心が強〈研究熱心である彼は

i血i 1&するあ らゆる仕事に対して納

得のいくまで取り組む姿勢をくず

きない。長年にわたり士宮ってきた

専 門知1織を武総に 、技術開発に対

して来敢に臨み、ここに紹介する

プロジェクトで見ー1:>開花させた 。

今後の ｴ 首脳が ｊｾ ｉ 待 できる背年であ

る。

青年技術者としてのこと( ; 1 : ｩｬｬ 築はＧ，Ｚ［ｾＮに社会を ｬ 映す鋭であり、複維

に分化したものを統合し、そのJ，，l: i直化をめざすことにより成り立つ

とされる。人々は nらの忠、いを .1 " セージとして建築にこめてきた。

椛造設計も日J主' に情報化された現代社会を反映し、新材料の日目先、

コンビュータの発達による解析技術の向上、地工技術の IIl J上などの

技術革新により新しい世界がml かれているが、多織化の進む rl] 、統

合化 ・最適化における) ' j 向性をよL極め維くな って いる 。

先人たちは、{ c1r .ill. ・外力 ・材料等の不確定要. f I ; . を含む柿iti 設計に対

して、限られた解析下法の '1' 、単純明快なモデル化を行い、ディテ

ールに細心の注意. を払 って脱在のt Nt @技術 を築き 上げて きた。私も

建築、とりわけ構造設計に俄わる桁として、 nらの力学的感覚を l経

くとともに、やわらかな心を持ち、先人たちのメ ッセージを敏感に

受け取り、1 ' 1らも作品をi I f j じてメッセージを送り出していきたい。



超高層 R C造 (仮称) M K Oマンションの構造設計

高層 ・ 超高層のよ ｊｾ 務所建物が主に鉄 ｦｬＧ 造てＧある

のに対して、集合住宅の場合、強風時の綴れや遮

7守性などの居住性能の面から R C造、 S R C逃 が

用いられている 。大 地 災l時に建物に加わる入ブJ エ

ネルギーを百11材の迎性化によって吸収し、 Wf拐を

主主物のー苦11に集中きせず全体にほぼ均等に分散さ

せることで、超高層建物でも R C造で大地i ] : i ll 寺に対

して安全に、経済的に設計することは可能である 。

構造計画および構造上の特徴

総造形式は外周および中央官11吹抜け回り の 3. 25

m スパンの R C造ラーメン架総て村i成 さ れ る ダ ブ

ルチュープ梢造である 。 この構造形式により住

梁に拘束されない広い空間j が 得 られ、多機な( 主戸

脱線、 IH] 取りのバリエーションに対応可能となる 。

また、建物の全体l則性が通常のラーメン柿泣に i七

べ高〈、 I息災11寺および強風時の層間変位を小さく

jlfl さえることができる 。

架椛の崩 .t'll 機 構 は 、 梁 降 伏 形 の 全 体j剣域j杉とな

るよう設計した 。 この j前主題機織を保障するため 2

次 設 計 ( 終 局 強 度 設 計) において、鉄筋; 辻 、柱 の

制l力 比 、 耐 力 余 力 係 数 等 の 設 計 ク ラ イ テ リ ア を 設

け、者11材および建物の靭性向上に努めた 。

以下に本他物の椛造上の特徴を述べる 。

• X J 杉岡d筋梁; チューブを構成する梁は制スパン

梁となるため、 lfJ 断 i政城および十j' l f，lm製I政111の 恐

れがある 。 そこで、 X 形配筋梁とし !)!J 断 耐 力 を 高

め、付: i ril[lj 裂 磁 波 を 防 止 し 塑 性 率 4 以上の卜分な

籾性の確保を図 った。

・日拘束住，高層部下層の伎は高軸 11 を受けると

ともに 11帯住脚古11で塑性ヒンジが生じる可能性が

ある 。 このような位は十分な明断耐力および籾性

自EをU在保する設計は難しい。 そこで型枠- l Hfl の角

形鋼管をフープとして用い、内部コンクリートを

拘 束 す る 向 拘 束 性 と し た 。 ヒンジゾーンは内部に

卜字形のリププレートを入れ、拘束列IJ * を向めた 0

• Ｈ｟ｴｬｾ スラプ，外周チュープと内周チューブとの

聞 の 大 型 一 枚 ス ラ プ ( 9. 75mX 2 6 . 0m) は、主tt 物

の 軽 量 化 を 図 る た め i¥1J.f:去l P C 版とエスレンポイド

に よ る 中 空 ス ラ プ と し 、 矩 辺 方 向 に た わ み お よ び

fむ裂 防 止 の た め ア ン ポ ン ド P C銅線を配している 。

. 地中迎統』立体杭; チュープ梨柿のu下に J也'1' iili 

btl 笠休杭を fTi 状に配し、 I也i]:i ll 寺水平カに対して卜

分な問 ｉｪ 性と耐ブ ｊ を Ｈｉ，ｾ 保した 。

解析的検討

5単位解析 ( 1 次設計 ・許容応力 J交設計)

スラプの而内剛性を身慮した立体蝉性解析を行

い 、 柱 ・梁 の l 次 設 計 の み な ら ず 偏 心 率 や ス ラ プ

の面内野断力等についても検討した 。偏心率はM :

大 でX 方 向8. 6%であ った。

荷 重 増 分i去による静的弾塑性解析 ( 2 次設計 ・終

局強度設計)

チュープ構造の特徴である直交効来を解析に取

り入れるため、 l立交するフレームの交点の柱の鉛

直変形が同一であるという涜界条件を取り入れた

J疑似立体 ijlj!. 塑 性 解 析 を 行 った。終局時制力と j此

圧縮耐力の比は l点l[I j として 0. 6以下とし、 0. 6以 上

( N/  No=0. 63) となる肢については、構造尖験紡

来より判l力 比N/ No= 0.8以 上 で も 紡 銭 形 の 履 歴 性

状を示し、 ｾｊｉ 析磁波のようなｊｬ血性的磁波モードと

はならない高拘束位とし、十分な耐力、初j 七Eを(I，t

i呆した 。

地 震 応 答 解 析

耐袋安全性の確認のため、努断形多質点系，;Iji 塑

性応答解析、 ｾｉｩｩ ｾ 担性平而フレーム応答解析、明断

j例単塑性J戻れ応答解析により、建物全体、 j習のみ

ならず音 ＱＱ 材の大地政 ｩ 時の ｾｉｩｩ ｾ 盟性挙動から ， 怨物の面 Ｎｴ

ｾ性能を検討した 。一 次凶有周期は ｘ 方向 ＲＮＲＳＹ

4少、 Y :方向 2. 142.f少でhあ った。

I也混l I i IJ の入ブj レベルとして最大速度娠中日でレベ

ル 1 25k ine 、 レ ベ ル 2 40k ine とした 。 ただし、

';lji 塑性平而フレーム応答解析は 50k ine とした 。

その幸古来、 ｊｴ 立大応ｾｽＨｯｪ ｈ ｩ｝変位角はレベル ｬ て ＢｫＺＧｾ

1  / 300、レベル 2 で約 1 / 215 と、 R C ラーメ ン桃

造 の 建 物 に 比 べ 小 さ か った。 この結来を 1'{!'(I(Ji'li 塑

性 解 析 結 来 と 比 較 す る と 、 レ ベ ル 2 での宮11材 の 塑

性 率 は 最 大 で X ) i (l，) 1. 29、 Y 方 向 1. 32であ った。

50ki ne での引1[ 1['11性、1<而 フ レ ー ム 応 答 解 析 結 * で の

音11材の最大胆性本は X }J[If12. 01、 Y 方 向 1. 81であ

った。偏心による仮れ振動の彩響を検討するため

行 った明断 j例 'i[W1性採れ応答解析結果では、各フ

レームの最大応終 j臼IH] 変f立分布より X ) i (l il は1M心

の影響はなく、 Y 万ri 'l において偏心の; 拶寺中が山て

おり、これは偏心率の結果と相反している 。 ｉｉｾ 心

率 は 各 層 単 位 で1M心距離により算定したもので、

上下層の. i l l 心位; 丘のずれによる偏心を巧慮してい

ない。 したが って上下府の重心位置がずれている

ような雄物は 11，O心唱が小さくても豆心位置による

採 れ 振 動 の j白川iililMJJ 米 を々慮しなければならな

いことが分かる 。 以ヒの ｪｾ ｔｦＮ析結よｾはいずれも ＱＱ ｾ［ｾ｜＠

値を満足しており、耐ぷ安全性に優れていると判

断できる 。

海外の超高層住物をみるに、構造体を往築表現

F" ' 270 
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建物概要

国

所 イJ: ) 也大阪市町111::; 区中野町 5 ー 1- 449 

倣I也Iln!lt 15.86 J . 14m' 

主主築 lui flt 1，567. 88m'  

抵床 Im!lt 47. 159. 86m'  

内 さ +n:r， 129. 83m 松高郎両さ 135.81 m 

h'l l  造 鉄 筋 コ ンクリ ー ト巡

品L 1.民 地 下 1 ｾ昔、地上 ＴＱ 降、ｴＮｇ ｦｦｩｬ 隙

ト?

X 形配筋梁と高拘束柱 中空スラブのアンポンド配線

( 施工実験) ( 施工実験)

の要素として紛値的に取り入れ、 m造計Il lij と処築

計阿が- : 1 : えしたバランスの終 ったものが多い 。今

後構造百十両と建築［十回との新たな傍点を ｾｕｩ｜ し、

美しい構造体を全而に出した ｩ｜ｾ 化粧の ， 雄物を設計

したい。
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西 村 勝 尚

生年月日 昭相30年 1 JI 2 日

最終学歴 目白有155年3 月神戸大学大学院工学

研究件ill 築学専攻終 f

;(:; 庇 Jl l H1I 55年 4 J l 大林組入社、大阪空

iJ.I:工 '1レl' 務所、 ill &l 設計百1三郎、

ill 築設計百1阿部、 ill 築設J I.m六部

配属、 JJl，:(，:に号売る.

作 品 1 m 7 ローラ御彬111T'

第三松盟ピ J レ

三11:11 色神戸ピル

日本生命fJE松山(Ij'j ピル

MKO. . " ンンヨン

すいせんのこと( ; 1 . ' 金漂正明

学生時代、 i庄はサ ッカ一昔11でゴー

ノレキーパーを務めた 。このポジシ

ョンは地味ではあるが、迅i主な判

断力と不後不I t ll の村判明が要求さ

れる 。これによりほわれた魂が、

今に活きている 。

彼の榊ｬｊＱ ｾｾｉ Ｇ に対する』ド止な態度

と斜1密な解析7J には、全中両の信頼

が ; wする 。

青年技術者のことば 名分野での研究開発による技術の凶J 1二により

趨高層 R C造、空公! > i f，' I I 造、免以制仮締i主主II 物等の設計 ・ill i &が

可能にな っ た 。 そ の 反 ｉ 師、校 ｲｾｩ また社会的要求 が 多機化・惚雑化し、

各分' I ' f で呼 1"1化・分業化が余儀な くされている . 今後、さらにこれ

らの 多機化 目桜維化は iffi む。 しかし、 ill 築設計とは、このよ うな多

織化 ・限純化 した伎術および社会的要求を統合し、，] 1I，1.f日ある 11止iJ&解

を見出すことである 。

村iiEB没，Ht として、社会的要求および新しい技術に敏感であり、こ

れら の技術の部般に努め、その '1'から新たなテー? をJ ，J . tBし、常に

が ｦ たなもの へ チャレ ン ジすることにより往築設計上 の ｾ［ｒ に本会 ｩ で

対決し、応えたい 。その紡* 、人 II1J に松も深 くかかわり作う ill 築の

i1IJ i 1i に撹わ っている ー技術ifi として、 7 ロとして誇りある松内の，幻l

ｾ空 ｈｉｊ を自 ｉｊ［ 立できればやいである 。



インテックス大阪の構造設計

インテックス大阪は、 H召和60年にオープンした

45，OOOm'の展示床而秘を持つ国際見本市会場であ

る。建物は、 7 つの展示館群と、管理センターピ

ルと、それらに図まれた屋桜のある広場( インテ

ックスプラザ) の 9 棟か らなる。

本敷地は埋立地であり、杭基礎となることから、

建物の軽量化が大きく経済性を左右する。そのた

め、展示館を被う架構は鉄骨造として計画した。

一 般 展 示 館 ( 1  - 4 号館) の屋線折版を受ける

小昼組は、平面鋼管立体トラスとし、大梁はス パ

ン30 m- 1 2 mの平行弦鋼管トラス、柱は外側をコ

ンクリー ト被縦した鋼管コ ンク リート造とした 。

外周壁面に プレース桃面を 設け、耐震要素とした。

展示空間が空調される 5 号館は、屋根材を A L

C パネルとし、大梁はスパン 60mの H 形鋼を使っ

た平行弦トラス( : : ) 、肢は梁端部の固定度およ

1  1  

び岡IJ性の高い鉄骨・鉄筋コンクリート造とした。

中央の広場に架かる大屋線は、屋線材にガラス

繊維布を用いた高さ 31 m、スパン 4 2 mの骨組膜構

造とした 。

f也業は、 GL - 4 2 m 付近の天満層を支持層とし

た鏑管杭J也業とし、スリ ップ レイヤーコンパウン

ドを塗布し、ネガティプフリクションの低減に努

めた 。打設は、騒音 娠動の少ない中掘先端拡大

般国め工法によった。

インテックスプラザ

立体トラスの設計

各展示館の小屋組には、 30mX 3 0 mおよび36m

X 3 6 mの接合昔11に鋼板をプレス加工したポールジ

ョイントを用いた平而鋼管立体トラスを採用した。

形状は、 3 m IHl隔の平行グリンドの上弦面と、こ

れに 45・て? ・} 交する下弦面との重機商グリッドて十i'li

成する立休トラスである。一般の上下弦面とも平

行グリ y ドの立体トラスに比べて、下弦面の館i点

数が半減され、部材数も ￬ ，Ｎｾり、非常に経ＺｷＺ化がは

かれた。

この立体トラス} 惨状が持つ特長として、上弦材

と斜材で形成された四角錐が、水平力により、 図

のように不安定となり得る。この対策として、ト

ラス上弦而の外周音11を斜材ラチスにて主架椛に緊

結し、上弦I国の変位を拘束することにより、不安

定要因を取り除いた 。

立体トラスの周辺境界条件は、隣後トラスとの

i ! l ! 梁効果による応力の百しれおよび上弦材に比べて

座屈長の長い下弦材が引張状態であるように、隣

接ユニ ッ トとは、上弦材を緊結せず、単純支持と

なるようにした 。支持する下部架脱が鉄骨梁上あ

るいは間柱上であるため、各支 ｬｾ の鉛直変ｻ立が呉

なる 。 よって立体トラスの応力解析は ij'jl 性パネ支

持とし、さまざまなパネ支点条件のもとでも、各

一 一 下弦材

一一 一ー上弦材

一一一 ー斜材

部材が許容耐力内であるように断面を決定した。

また屋被折版は、上弦liii 点ポールに止められた

母屋材にて支持し、弦材に中 IUJ 桁亙のかからない

納まりとした 。

3 号館主トラスの設計

立体トラスを支持している主保持品は、 72mX 1 2  

m、高さ 15 mの空間に十文字に架けた交叉梁であ

り、弦材 ( 558 .8ψ ) と斜材 ( 267 .4世- 355 .6ψ) に

鋼管を用いた梁せい 3 mの平行弘トラスを採用し

た。柱は、長方形鋼管にコンクリート巻きした鋼

管コンクリートにて剛性を硲保し、柱脚固定j立は、

杭パネ支持による基礎の回転剛性により決定した 。

ここで設計時問題となったのは、伐材と斜材の

接合11' 11の耐力である 。弦材( 主管) と斜材 (: 支' 官) の

接合音11の強度設計は、 日本主建E築主学芥会『鋼t位1

計施工指針 . 同解説』 の ｋ 型分山岐主按 手令半苦剖部 ｉｉ ｾ許 ｔ 容耐力

式に恭づいて行つた。 しかし、この耐力式は 60φ

- 510世の主管を持つ按令部での笑験結栄にJ J i づく

式て、ある 。これに対し、本卜ラスは主位ー558. 8O、

支管267 . 4Oと大きいため、日本建築総合試験所に

て、笑大供試体による実験を実地し、設計時の而.t

力を宥していることを確認、した 。

インテックスプラザの設計

インテ ンクスプラ ザは、 42mX 7 2 mの平 l釘に、

高さ 31 mのヴオールト状の屋恨を架け渡してある。

屋線五材に透光性のあるガラス繊維布を用いた骨

組股構造として設計した 。骨組となる決構には、

3  rn グリ ッ ド、 3 mデプスの丞椛面平行グリ ッ ド

を半径21mのアーチ状に組み上げた rlll 面鋼管立体

トラス架椛を採用し、この架構を 12mtiI l隔に怨て

られた高さ 4. 5 mの鉄筋コンクリート迭の独立役上

の鋼製支ゑにて支持することにした 。

トラス梨柿は、 12m幅を 1 ユニ ットとした立イ本

架械として、応力解析した 。 また自主、暴風H寺、

地震時等の外力に対して安全で‘ ある ことはもちろ

んであるが、支持点である左布の独立柱の( 杭の

不同沈下や地震力によ って生ずる ) 鉛 l立方 IIl j およ

び水平方 IIl Jの変位遂にも 卜分耐えるように設計し

た。

柱は上古11架椛反ブJ を受ける片持柱として設計し、

柱脚曲げ応力は、基礎の回転 Jli] IJ 性にて処理した 。

ヨE面は、} i 5 【射状に組んだ平面トラスを係用し、

外1111J に取り付けたカーテ ンウオールが、追従でき

るように剛性確保に努めた 。

キャンパスを通した淡い光につつまれた、 t，Vi 造

骨量且架織の規則正しい繰り返しと、スケールの大

きさが、意底的にも十分耐え得る村i造美とな った

ように，思う 。
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大 阪 工 業 大 学 中 央 図 書 館

大 阪 府 光 明 池 逆 転 免 許 試 験 場

大 阪 国 際 見 本 市 新 会 場

大 阪 市 環 境.' 1 . > 業局住之江工場

'，'!:il! 駅 前 市 街 地 再 開 発 本 業

京r. 11身体隊答者スポーツセンター

田村野ｾＨ楠本社社屋

国 際 花 と 緑 の 博 覧 会 政 府 先
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すいせんのこと ti 徳田俗英

仕事に級密さをも ってじっく り取

り組む姿勢の '1' で、 12かな独自I j 性

が見られます。

インテ y クス大阪を設計から現場

原理までを経て創り上げて得たも

のが、幅の広さとなって加わり、

稲森君の柿造設計の中で大きく活

かされています。今後のがiil ，:がJUJ

f寺されます。

青年技術者のことぱ 建築技術の分業専門化が進み、より高度な

ものが要求される中で、コ ンビューター( 中でもパソコン) のハー

ド、ソフト両面の技術発達には、自党ましいものがあります。

英大な部材 ・釘'j c1j' 数を有する架摘であれ、少々絞維な榊泣 J- j - 阿であ

れ、コンビ ュー ターのおかげて' 、 1J づくで解くことが可能です。ま

た、与えられた条件により、 f れなりの解答がf斗られます。給米と

して、見るのもお っくうになる多祉のアウトプ ットが残りますが、

今や地i主計} l :1こは不可欠なものとなっています。これらの現実を見

るたびに、; j ; : 米手段である べき コンビューターがいつの間にかすべ

てになっているような錯覚を覚えると同時に、危徽Ａｾさえ党えます。

コンビューターのはじいた制11かな数値にとらわれず、大筋を比五6 と

さないように今後とも、柔な発:Wを持って 、ftYIi2e設JI に取り組んで

いきたいと思います。



大阪明治生命館設備改修工事の設計

現在は、 ｉｉｾｈ 日 ＴＰ 年代の高度成長期に建設された

ピルの多くが更新J t f l を迎えている。一万、高度情

報化時代の社会ニーズを背長にピルのイ ンテリジ

エント化への要請はますます強まり、とくに建築

設備のj I [ う役割lは大きくなっている。したがって、

設 備 改 修 工'f l - も単に『古くなったものを新しく取

り伴える j といった基本機能の阿復のみならず、

快適な環境、省エネ、省力化、さらに向 j交情報化

社会のインテリジェント化ニース・への対応も配慮

さi l たものて" なければならない。

当設 Ｑｾｩｬ｛ 攻修工Ｇｦ｜Ｎにおいては、インテリジェント

化対応として、電力結給の適正化、室内環境の前l

t の 2 .t，';i: に重点を自主いて、設備設計を行 った。

改修前の問題点

- 電力需給 現状における ffi l J 供給は、契約 ilI

1J 2000kWに対してデマンド 2000kIVを記録しており、

O A機総刷設苦手のニーズに対応する余裕がなく、

また、消資ｾＱｉ力 ＱＱＱ は Ｒ 月 ｪ 支と Ｗ 月皮の比が、 Ｑ ・

2. 25 と大きくなっている。なお、設備芥 i注内訳は

央監視装 i l l ( 当社技術開発 シンセリティ) を導

入し、運転 ・5十i)l IJ ・記録等の自動化を図った。ま

た、水一水熱交を介した l羽田路に改善し、搬送動

力の低減と自己I 'u;・の腐食対策を図った。

・二次i J l lJ 現状のテ' ュアルダクト ZE調 方 式 を 改

め、単一ダクト + V A V + F C U万式とし、ペリメー

タ負荷を F C Uで負担することにより送風量を低減

して大幅な般送動力の低減を図り、同時に室内環

岐の改善案とした。

・ O A 周配線ルート F C U+ 収納ユニット+ 調

艶ユニットの組み合わせのペリメータユニットを

開発し、 O A J : n の電源および的報回線ルートを組

み込み、各階に水平シャフト 3 方向、垂直シャフ

ト8 方向を機保した。

改修の成果

以上の具体的対策の剣11 * をまとめると、電力供

給において、設備容量が改修前2659kWから 1972k¥V

へと 2 6 %低 減 を 達 成 し た ( 図ー 1 )。

消費ｾＱｉ力量について改修後の実紋値で比較する

全手 ｈＱＲＶＵＹｫｗ のうち ＶＹＥ を釜高ｲＮｊｊｬｾ動力が， Ｑ￮ めてい 単位・千(kW) 26日 1972 

る現状である。

・ O A 用配線ルート O A機総J i ' I 設のニーズに

対応する配線ルートは、共，mffl l からテナント内へ

の配線ルートが不足しており、 .k
1

¥'1 コンビュータ

や端末機等の地設 ＱＱ 寺に、配線が ｾｋＺｈ となり、大変

繁雄になっている。

・室内環境 現. { E のテ' ュアルダクトによる空説j

H式は、夏季において室内出1ft がJ 二H しとくにペ

リメータで: : v ，. いというクレームが発生し、ミキシ

ングボックス周辺て丙は駁計11([ がi!.5 くな っている。

具体的対策

- 熱 源 熱 ￬ｬ ｦ， ｬ 容 ｩ 誌の ｗｉＱｾｾ を灰 ｬ りつつ、Ｇｩ｛ ＱＱｮ 町立

を 低減することを口燃にし、 ｾｉｉｾｊ ・ コンセント谷

川は処設省のインテリジェ ン トビル日出資J炉供をも

とに 20VA/ m2の負荷を空; l 1f . j ft {，:mn: にt ) : 入して、

現状の ＷＰＰｒｴ から ＸＲＰｒｴ にＮｬｩＢ ＱＧ［ｾｬ した。システムにつ

いては、 il' i'{ 't ;jL1  J のピークシフト、ランニングコ

スト 、イニ シャルコスト苦手の比較検討の結果、

(ドt幻川川川川lη印川jれ川1I

夜附イ#抗干許i 熱用タ一ポ; 冷令I凍点機 18ωORt X 1  

に設定した。なお、灯 ￬ｬｨ タンクは大阪市 ￬ｩＧ￭ｾｽｪ 局、

公 Ｇ ｉｉｾＺ 局、環境保健局と協議 の紡Ｊ，ｬｃｅ設 ｩｦｕｬｨ タ ン

クの松岡と決定した。

・蓄熱槽 人1'1ニ'l lC寄与ーの維持ti ・思! の i問題で利用さ

れていなかった夜間f . : . ' 熱運転を併IJ f. Jするため、' 1 " '

h 一一ー

単位 。千(kWh)

政l O

図 - 1 改修前後の設備容置比較

ii lf¥:rvJH 
l∞ 

0  

61 1  62，(  63:1 

図- 2 月JJIJ 電力消費量、改修後の伍畠

単位千 (kWh)
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時 刻

図- 3 時間別電力消費量の改修後の範晶→ 櫛 後 … 改 修 前

と、月別消費量はピークとなる 7 月l立の前年比て。

37. 5%低減の376，069kWh を達成した( 図ー 2 ) 。ま

た、一日の消費電力量においても、 7 月22 日の前

年比でも、 14時 で46 .3 %低 減 の 1，056kWhを達成し

た ( 図 - 3  )。

現. { E の契約電力は 2000kWから 1500kWとなり、基

本料金て' 年間約1000万円削減とし、しかも 400 klV 

経 J交の余裕が生まれた。一期工事として、 O A用に

200kVAの幹線を新設し、増設に対応している。

展望

成 J長を 表ー 1 に示す。上司や脇工 jll 当者の助言

を得て、設計当初の目標を上回る成果を達成した

と考えている。さらにデータの収集懸備をして、

今後均すであろう大規絞りノベーション工 'I¥. へ の

水平展開を図りたいと考えている 。

表 - 1

lJ'i 目 改 修 前 改 修 後 成 よp:

熱 容 :{;ll 700 R  T  820R T  ム 17%

iJ J ; ¥夜I i 目指熱 な し

1!J1回路にて

-l! i熱再開

禁ヨ砲

可 25% 

契約1 l l カ 2，OOOkW 1，500kW ... (年 Illl

1. 000万円 )

m 

Jl IHl 段 大

ＶＰ Ｑ ， ＴＴＴｫｗｾ＠ 76，069kWh ... 37. 5% 

m伐 11! ) J  

電力の余事1 i な し 400kW d.  400kW 

カ 11年1i I1 最 大

消 費 1lt ) J  

1，968kWh 1，050kWh ... 46. 3% 

設 Wi : 容 j;t 2，659kW 1，972kW v  26% 

全体20A0kVA||  

O A対応l I t iJ !，( な し 200kVA 7 ロアあた

給

分りf4E鍛ヵF斤 I  

ベリメータ

フロアあた

O A対応

な し
ユニ y トに

配線ル ート 水平 3 m;' j 

より目必車

AI U 8ヵ所

室 宅内 Ｑ 凶 ｉｾ 条件
夏 季 夏 季 クレームが

28- 29' C 26"C なくなる

内

ごキクシスン周グ

環 ポッ

V A Vに変

クレームが

事主
77 辺にてクレ

: aし! 溢i Yを

なくなる

上克

ームあ り

下げた

( 1: 1' . ) サンプリングは 56! . 62. 63の7 Jl 22 U とした.

おわりに

大 ｊｴＮ ｾｗＧＱ｝ 熱 ｩ 目 ｩ を扱うことの少ない世代のねにと

っては、本( 午は既存の活きたビルの改修というこ

とで、新築物ｻ牛より難題であった。現象のｾに多

くの婆凶が絞維に絡んでおり、上司のs)J :::i' ・指 導

のもとにそれらを解明していく作業は、私にとっ

て大いに勉強になった。温故知新のコ来のごとく、

現代の技術は多くの先人達の技術の jt.h'lであるこ

とが理解できた。今後はこの経験を生かして現代

の先端的技術、基礎的工学の知識の点の理解と修

得に努め、将来を見すえた設計のできる設備技術

者になれるように努力したいと思っている。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

角 晴 輝

生年} J 日 1Ii{f1l 33年 5 JJ 12日

最終'γ !lt II{{ 干1157年 3J J 早稲田大学理工学部

i J l 築' ( : 科卒業

1; !lt IIs .f1l 57年 4 JJ 竹' 1' 工務' 1'1 入位、現

ｻｉ 、大阪本日 ｦＮｬｬｴＮｈ 設設 ｦｾｩ ｪ，，Ｊに ｦ 正勝

f1:: ，H，絵日E 大阪純前大"{'50閃年記念品}

ｭ 辺製ｾ大阪物流センター

ニュー備後町ピル

明治生命卜三ピル

大阪IVI ｾｦ￬ 生命館ぷ ｬ 柑改修

藤 ｩｬｻｾ 品 中央配 送センタ一

川辺却処1 ' .5!<研修所

ニヱー，レf . ' i t . 品ホテル別館

すいせんのことば 井上良則 青年技術者としての言葉 高度情報化社会がいよいよ身近なものと

非常に地味で、難! 支の山i い線記リニ なり、建築のあり万は、この社会活動を具現化する場としての価値

ユーアノレ工ιr;; の設計に、データ分 も ｲｾＱ われるようになってきたＮ今後は建築の価値を決定する嬰ぷ技

析、問題点の1111山から意欲的に取 ｊｦｩ として、池築設備の ｎ う役 ＧｩｾＱ は一層大きくなると思われるＮ

り制組 ｬ み、ｽ見［ｊＮ Ｇｉｾ な設［計 Ｑ を行つた。ノ本ド このような H

設J訂1'1下三法は今後J則U切Jj待寺さ 1れL る多〈の に{ 偏凶ることな〈仁、 キ相j 会f性七、 t紙王『済丙↑で叩性T当笠i主i 、平利lリ11便史性、 意匠悩性Ｚｾ埼等庁ｾ［の人ｉｩ川 ＱＱ川 Ｑｉ を ｲ中ｼド Ｑ 心

リニユ一ア/ ルレ工 '1ι〉の設J訂u指官桝t燃車とな にした多 ｉ而師 ｦ的 ｬ内サ悦 ｉ ， ｉｾＧ点削 ｨう， ｉｾＺ，人川‘ uにこ立脚した技術者でなければならない。

ＱＩ 、そのＮ￬ｙＮ欲的なｻ上 Ｇ ｊ ｾ ｯＧｽＧＺりは将来 今後も食欲に幅広い知識を l吸収し、好奇心を持って多くの体験をす

を蝋望された設備技術者である。 ることに努め、バランス感覚を縫いたいと思う。

そして、大きな時 ｩ 況の中で物ー ｉｾ の本質を見失うことなく、将来を見

すえた設計のできる妓術名ーになりたいと与一えている.
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阪大微生物病研究会観音寺研究所・生物工学セ

ンター および培養棟の空調設備

私は今までに研究所建物を 比較的多〈担当して きなウエイトを占めるようになる。

きたが、ここでは、その一つである( 財) 阪大微生 とくに留: なした点は、バイオハザードクリーン

物病研究会観音寺研究所生物工学センターおよ ルームの室内部仕上材や、扉 ・点検口の形状、壁

び培養械について記述する。 ・天井口通音11の納まり等て¥これらに関しては十

生物工学センターは、逃一伝子市且み換えや制 IJ包融 分検討し、笑験の上、気管性の 向上 を図った。

合等を扱う研究施設で、 P 3 レベルのバイオハザ また、最ー終の設備試運転調整は時間 をかけて行

ード対策施設である。そして法養練は、生物工学 い、なかでもバイオクリーンルームの室圧は入念

センターで製造されたワクチンのほ養施設である 。 に調坐した。

これらの施設では、実験者や周辺地域を、巧えら 空調ダクト概略系統を、 図 ー 1 に示す。バイオ

れるあらゆる危険から守るための安全対策を施さ クリーンルームは、室内の空気を外部へ漏洩させ

ねばならない。 したがって、設計段階ではもちろ ないために、外気に対してｾ圧とするが、いかな

んのこと、施工段階における打ち合わせや細部に る条件下でも室内負圧を保つ必要がある。

わたる検討が必要不可欠である 。すなわち、現場 室内圧力に変動を与える要因としては、つぎの

においては、通常の品質、工程、安全管理等の: J f ものが巧えられた 。

務以外に、各実験設備の発注者1Jl1J 担当技術者やメ ・空調機や排気ファンの逆転、停止

ーカーとの打ち合わせ、技術的検討等が非常に大 ・瓜の Il日開

阪大微生物病研究会観 音寺研究所

CAV  

←→EA  

外 気

(【FrnAq)
E 皿II : HE P Aフィパグーユニ y 卜

OA. 一 今

図 - 1 空関ダクト系統図例

ll lFl 実11験11室||1|||| E量定 5 酢聞H，O

P=1∞%FS 

'85.8.9 15:  10-
， =180秒
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図 - 2 室圧関釜結果 例

- 安全キャビネ ットの運転、停止

・停電の際の、発電機起動および復11l

以上のすべての変動姿因に対して、室圧変動が

小 さく、{ 9: 1or} 1I与1:: 1が平くなるように、 V A Vの可

動i l i 1 i 聞の訓裕、差! 玉利重苦討の比例 'Mj: 、微分11在、. fl ' t

分{ 直の設定を行った。その調盤結栄例は 図 - 2 に

示す。

ほかに、大塚製薬( 株) 徳島工場第 8 研究所( 合

成化学尖験施設) 、(財) 阪大微生物病研究会飢脊寺

研 究 所 G MP施設工'J<; ( C  G MPに適令するクリ

ーンルーム地設) 等、研究地設のlli 物の ii 封 " ，地

工に悦わってきたが、これらの経験をよEねて! 進じ

たことを以下に記す。

近年、急、. i A な科学技術の進歩、生前 ; )<i 悼のレベ

ルアップに伴い、 i1'l Jの向上 が社会全般で進んで

いる 。実験地設では作業環境の改善、安全性の向

上、医薬品製造業て Ｇは 優良な医業品の ｾｪｪｩ を目的

とした G MPバリデーション等が導入されている。

建築設備は、研究所等の施設では、いわゆるハ

ード 1mを担うが、施設での作業内容、見111辺守ー ( い

わゆるソフト而 ) を 理解していなければf改良のも

のは望めない。設備的には、「品質1 j ; 理」を追求す

るにしたがって、さら に絞純化していくが、今後

はソフトの適正な注解とともに、 トータル Ｈｉｾｊ な設

備が必要になると巧ーえられ、微ブJ ながらわれわれ

も努力していきたいと思 ってい る。

1IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIItllllllllllllllllllllllllllllll11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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古 閑 幸 雄

生年月日 日目手1133年 9 月24 I1 

披終学歴昭和 ＵＸ 年 ＳＱＱ Ｊ 京大ＢｻＺ大乍院 ｩｬｬｾ

学専 JIIJ;.!品fol 修 f

1:; !!t 昭和58年 4} ] 大林制i入社、 J )HI: 、

大林車[ [ 本日i; "Ut Wi ;N"，l l.tfl) 勤務

作 1111経 歴 (財) 阪大微生物病研究会観Tr 宇田f

究所生物工 Ｂ￯Ｚ センタＭＦｬｆ ｴｾＮ 必快

大塚製ｾＨ株 ＩＱ 卓，［，ｾ工場ｗ， Ｘ 研究所

大王製紙(柄、)11¥身政

O!f) 阪大微生物術研究会観音守研

究所 G MP地，没

すいせんのことば 安田寿夫 青年妓術者の こと( ;f 主主物を人 IIIJ にたとえると、構造体が什俗、外

t I I . 背中の生物工学セ ンターでは 、 笠が皮 l内および皮下脂肪、臓総が設備機古語、 I血管が外的配柄、や1

'

続

引き ｩ 立し ｉｪ￭ｪ の笥 ｉ 人 ｬ 圧の ｾＺ｡ 在など凶 ー が自動制御およびI区気配線に相当すると巧ーえられます。れ純設備機

錐な Ｑ 乍ｾも ｮ らの努力で克服し、 告号、材料等は、大部分はメ ーカーの盟品であり、 ill 築設備投Jf とは、

立派に完成させたのは敬11日に値す

る。

ｩ 皮はどんなイ上 Ｇｊｾ に弁 ｉ しても、つ Ｑ

に以前日な態度で意欲的に取り組

んでいて、今後のｴＮ Ｑ Ｇ［ｩＯｾを大いにｊｴＡ Ｑ

f寺している 。

それらの品物を車U1み合わせてシステム化することです。機総本体は

高性能であ っても 、剥lみ令わせるとそのすばらしい機能を半分も発

揮できないのではなにもなりません。こ れらをイI 機的に、列1) )，苧よく

結びつけることがm裂です。

今後、技術の発展に 1'1' い、 ill ! l ' ; 設備はますます政雑多燥化し、研究

所等特殊な主主物だけでなく、他の一般住築においても屯ｾＩ阜が噌加

すると忠われます 。設 備設 ｾｴ 名・には、より幅広い知 ｬ 滋によるト ータ

ル的なシステムエンジニアリングが姿ボされると感じています。



施工管理支援システムの開発と運用

建築生産の最前線である作業所においても、パ 用方法を検討した結果から、各作業所での個別処

ーソナル ・コンビュータは 、そのハード、ソフト 理ではなく、本支庖での集 中処理とした 。 1 年半

の進展に伴い急速に普及してきた。しかし、定型 の試行を経て、本年年初より笑用化段階に入り、

の事務業務や技術計算、計 i!ll J管理等の分野ではそ これまでに多くの作業所で利用され、その効果が

の利用が進んでいるが、日常の施工管理業務に密 実証されている。その問、作業所との対応の中か

策したシステムの利用は 、 まだ数が少なく、その

絡に就いたばかりと 言え よう 。

現音11者ーでは この作業所業務の合理化、省力化を

支援するシステムのI l 日発および運用を担当してお

り、種々の施工包: 理支媛システムがすでに綴119J 中

である。ここでは、それらのうち、コンクリート

施工図作成システムと 1 0 カード就労管理システ

ムについて紹介する 。

コンクリート施工図作成システム

本システムは、ノマソコン、 A 1 判プロ ッタ一等

を用いて、作業所における総工計画・管理の基本

情報であるコ ンク リート施工図、平面図 ・断面図

の作成と、極体数泣の獄$ ' ) : を行うシステムである 。

いわゆる製図用の C A Dではなく、 3 次元のモデ

リング手法に基づいているため、任意位訟の断而

図を作成したり、指定範囲の型枠 ・コンク リート

数訟を桁算することができる 。さらに 、他のシス

テムと建物躯体データの受け波しも可能である 。

現昔11平ヰーでは、作業所業務を支援するとい う立場

から、また質問 、 列 ｉｊｾ 誌の而てＢ現実的なシステム ￬ｬｬｩ

らシステムのチェックや改普点をまとめると同時

に、より効率的な運用が図れるよう集中処理に合

致したシステムの具体的な仕様を作成し、実現化

してきた 。 このような業務を通じて、単にシステ

ム|羽発を行うことよりもむしろ 、実際のシステム

運用にあた って、詳細! な費用対効来、組織 ・体 ffii)

の検討、最終のユーザーである作業所への P R を

はじめとするシステム利用の徹底の努力等の難し

さ、重要性を実感している。

具体的には、 図に示す処理手11頂のように運用し、

会社的なエンジニアリング ・データベース構築の

流れの中で、見Ｚｦ￬Ｇ￭ｾ匝体ヰ ｾＱ 芥システムとのデータ連

動によるデータの作成、入力の省力化と、集中処

理による効率化を図り、作業所の省力化に効来を

あげている 。現在も、作業所のニーズを把握して、

改善を図るとともに、本システムのデータを利用

した次段階のシステムの開発を進めている。

1 0 カード就労管理システム

作業所における労務管理は、一般製造業に比較

して多数の協力会社、流動性の高い作業員を対象

コンクリー卜施工図作成システム魁里手)1頂

1 0カード就労管理システム実施状況

とする。また、その生産形態も労務集約的生産で

あり、労務管理のレベルによって、品質、原価、

工期、安全それぞれに影響をおよぽしている 。

本システムは、作業員の入退場時に磁気カード

を通すことで、例人の入退場情報を電算処理する

ことを可能とするものであり、また作業只の免許

. 資絡 ・住所等のデータベースとリンクさせるこ

とによって、従来のある業務は省力化され、ある

業務は管理レベルが向上し、さらに、今までには

得られなかった情報の処理を可能とするものであ

る。

本システムにおいては、ソフト、ハードの仕様

設定に始まるシステム開発と、実際の作業所への

将入 P R、説明および日常のシステム運用での支

媛を担当している。開発当初は、予期しなかった

ハードがらみのトラブルに悩まされたが、問題解

決への強い姿勢と、各作業所の担当者の協力によ

り一つずつ解決を図り、システムの改良を重ねて

きた 。本システムは、すでに 10数カ所の作業所で

綴{ 肋 lt であり、それらの笑紛を踏まえてさらに総

合的な作業所労務' 首選システムへと展開を行って

いる 。

今後の展開

初介した 2 システムのほかにも、工程符旦I l 支援、

工白)¥計阿図作成等のンステム化を担当しているが、

現段階ではどのシステムにおいても対象とする業

務のすべてを ';JL}): 化するものではない。 人の判断

とコンビュータによる自動化をうまくバランスさ

せ、また、一皮入力されている情報は他のシステ

ムのものでも簡単に利用できる、1 i i t 小阪の入力で

済むシステムとすることが重要と考える 。 そのな

l床からも、いわゆるコンビュータ盛でなく、実際

の業務内谷や運用に対する理解、知識を持つ立場

の役割がシステム化の成功のポイントとなろう 。

今後は、個別のシステムの設i直化だけでなく、

統令的なシステムとしてデータの共有化による効

よ! i : 等を狙って、施工管理支媛システムの1) 日発と運

用をさらに進めていきたい。
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三 木 敏 則

生年月日 昭和31年12月2 日

h士終学歴 昭和54年東京大学工学部ill 築学千}

卒 業

業 歴昭和 ＵＴ 年竹中工務 ｉｾｩ 入社、作業所

(ホテル日航大阪、尼崎中央病院

他) 、技術研究所を経て、

昭和60年7 月より大阪本m技術部

技術諜

昭和61年 4 JI より現職務を担当

現職務の コンクリート施工凶作成システム

主な拘当 1 0 カード純労包'J!l l;..- ステム

工位管理支緩システム

工白1"計阿図作成システム他

すいせんのことば 浅野満男

システム| 摘発に燐わる者に要求さ

れる資質は、開発にあた って は実

際の業務を熟知し利用者のニーズ

を帰り起こせることであり、運用

にあた っては粘り強い紛争11力で問

題点を活笑に解決できることであ

る。三木君はこれらの資質を十分

備えており、今後の期待を担う者

て・ある 。

青年技術者としてのことば 入社以来の10年間でJ マソコン、ワープ

ロ茅の O A機器は急迷に身近なものにな ってきた . それに 1半い、大

型計算機による榊泣解析や定 Ｇｾｾ Ｎｾ ｊ ｊＮ務処理だけでな く、日 常的な業務

でも簡単に利用できるようにな った。作業所における施工匂ー里I l 業務

についてもその例外ではなく、パソコンの普及とともに ＧＱｾ ［ｦＺￍￍ処理や

技術計算 苦手で利用され始めている 。

主に施工管理I l 分野の y ステムI開発と運用を抱当 しているが、いわゆ

るコンビュータ反ではないので、システム開発肉体以上に笑際の運

用をいかに軌道に乗せるか、すなわち本当に使える仕組み作りに重

点を遣いている 。その一方策として、設計施工の流れにそ った情報i

の共有化やシステムの統令化の必要性がますます高ま って きている 。

今後も、基礎となる主I ! 築技術者としての知識 ・能力の II.J 上を図りつ

つ、広い視野に立 って、施工管理業務の合理化に取り剥lみたい。



2固のコ支打工法による高層S R C造複合ビルの計画

断面変更によって性能を上げることは、建物の剛

性を変え、偏心への影響を与え、建物の崩壊メカ

ニズムを変えることから、好ましいとは言えない。

今回取り上げる住友生命新大阪ピル新築工事で

は、 2 回の二段打工法を採用することにより、厳

しい工桟条件を克服することが可能となった。

工程計画

今固め工事には、以下の特徴がある。

①地下 l 階、地上23階の高層 S R C造で、延床面

積が約60，OOOm' あり、用途がホテル兼事務所で、

かつ建物の形状が非常に複雑である。

②ｬＩ ｾ ｬ 工事と Ｒ 期工事に分かれており Ｈ 写真一 Ｑ )、

着工は輿なるが竣工が同時となっているため、取

り合いを考慮した級官、な工事計画が袈求される。

③軟弱地盤のため、ヒーピング抑止用の深い山惚

壁が必要で弘、地下工事の全体工期に占める割合が

大きい。

以上のことを考慮すると、従来工法では、 26. 5

ヵ月と非 Ｇｩ Ｍ ［ｾＧ に厳しい指定工期に間に合わない 。

そこで、施工計画段階から抜本的な工 'J';fi-十阿の

検討が必要となった。なかでも最大の懸案 'J . I. 項で

ある工ml 短縮計画では、逆打工法等も検討したが、

総令的に判断して、 2 回の二段打工法、すなわち

第 l 回は 71溶から 1111皆と 12階から 15階、第 2 回は

18階から 22階と 23階から E答昼躯体の同 l時焔工を tii

周することにした( 図ー 1 )。

記o ミ
2  3  4  

下 層 11 F笠|

上記の階を選定した理由は、第 1 田部分は、構

造的に低層部と高層部の分岐階であり、かつ鉄骨

補強が最ー小限で済むためであり、また第 2 田部分

は、最上階の23階の用途がホテルの展望ラウンジ

等で、仕上げのグレードが高〈、早期I厄体完了が

必要で・あり、かつ床のコンクリートを打設するこ

とによって雨仕舞ができ、下| 増の仕上工 'J ' ，: が早期l

に施工可能となるためである。

鉄骨補強の検討

S R C造の建物のコンクリート打設は、下階か

ら上| 渚へと進めるのが一般的であるが、二段打工

法の場合、階に関係なく自由に工総に組み込むこ

とが可能である。そのためには、本設で使用され

る鉄骨が、上階の先行打設されるコンクリート等

の自重を支持でき、かつ地袋カに対しても安全で

なければならない。

この建物の構造は、 11階以下の低層と 121港以上

の高層部分に分かれ、柱の鉄骨は、低層では一宮11

I !f! であるのを除き、すべて T 型または十字型に

なっているが、高層ではすべて l ! f ! で断面性能が

小さく、場合によ っては、柱を補強する必要があ

る。

しかし、建物の耐長性能上、柱 ・梁害事の部材を

5  6  7  8  

これらのことを考慮、して桃造的検討を行 った。

その結果、第 1 園部分では、最終コンクリートが

11階壁になることから、 11階の数少ない I 型断而

柱については、紺l長比が大きいため、仕口苦11 と取

り合わないよう縁を切 って T 型断崩になるよう補

強を行った。

第 2 回部分では、最終コンクリート打設が22階

笠となることから、当階と直下階である 21 ・22階

の柱の断面サイズをアップしたが、コンクリート

打設後は、 S R C造の柱として剛性に大きな変化

を生じてはいない。また工事中のJ也22カに対して

は、鉛直プレースをバランスよく配置した( 図 -

2  )。

施工計画

①型枠計画

砲枠工法として、吊り型枠工法等も検討したが、

高層かつ複雑な形状であることを考慮し、また作

業の安全性を最優先して、直下階に H 塑鋼・鋼製

パタ・足場板等による械台を設出し、校・墜・梁

!11枠は 、その上に支保工を設ける従米工法とし、

床J fJ 枠は仮設梁型枠工法とした。

② 打継部計画

柱・壁などの水平打継部には、応力の伝達性状

( 圧給 ・引張 ・せん断等) ・防水性 ・気篭: 性・耐

水性などが要求される。

中 層 12 F 床 112 F  113 F  114 F  115 F  116 F  1川 118 F  119 F  120 F  121 F  122 F壁|

水平打継昔日の地工法には、直接法・充ＮｉＺｪｾ法・注

入法の 3 筏 類 ( 図 - 3 ) があるが、今回は注入法

を探期した。いずれの工法も完全に施工された場

合には、上記性状の要求を満足することは、実験

により硲認されている。

よ 層 1  23 F 床 1 R  F  

後打コンクリートは、硬化収紛を少なくするた

め、 Ｑ 硬和 ｒ り配合を用い、充品ｾ不足とならないよう

入念に施工し、そのあと界前にエポキシ樹脂系按

AJ 斉IJ を注入した。

直 接 法 充 鴇 法 i主人法

lf 1f "  図- 3

おわりに

二段打工法採用に当たり、労務量のi I " / } ; : が憂慮

されたが、山幸" 1 ' 1み、山政1しを行うことにより解消

し、現在順調に工 'J . I . を消化し、竣工に向かつて一

路活i 1 f i している。
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宏 、 水 史 典

生年月日 昭和30年12月26臼

最終学歴昭和 ＵＴ 年京町 Ｑｉ 工ｾｾ繊キ ＱＱ 大学工 ｩｌｊ 許

ｩｦｉｾ証ｊＡ築工Ｚ｣ｬＢＧｦＺ科卒業

業 肢 11日制154年大林組入社

・日本生命 f，(r. s新阪急ホテル

. ll!l fヒ成守山工場

・" ? J レホ彦総工場

・川品織物滋賀工場

・ 大阪市中央 ｾｊｉ Ｇｩ ＧＶ ， ｬｪ 場食 ｉ 土 ｪ 市場

. 近江八愉市民病院

・京都タワー改修

. Ilflf晶ピノレ

以七の現場勤務の ij;:. n自制60年12

月工務課に配属、事L(i:l こ至る

すいせんのことば 藤井孝曇

志水君は、住友生命新大阪ビノレに

おいて、持ち，lij の熱心さと数々の

創立工夫で、この大競技で絞量jj;な

形状の建物を、非常に厳しい工JYI

で完成させるための施工計画をや

り遂げた。より一層の合理化、省

力化工法が要求される l時代にあっ

て、今後の活il ，が大いに JYI 侍され

る。

青年技術者のことば 大脳生理学によると、人間! の創造は無から有

は決して生まれないと言われています. 発泡! 法の原理は、人 11刊のHi' ，

の'1' の情報の因子を上手に配線でつないで、キH主な情報にまとめて

引き wすことにあると説いてあります。したがって、脳の '1
'

に卜分

な仙報の因子がなければ、良い発!l! が生まれることはありません。

現症の主主設業をとりまく環境は、激しい受注競争による経済性 ・安

全性と工Jtll 短縮の追求 、労務者の高骨骨化がもたらす労働生産性の低

下による省力化工法の開発、社会的要求による日1質の保証など、い

ろいろな問題をかかえています。しかし、その小で生き抜いていく

ためには、知忠の限りをつくして努力していくことカ'j j;l: も大切なこ

とでしょう。

ＱｾＧ 、発位、を生むため、脳の中に、施工技術者としての知議・経験を

.f1i えることがますます重要であると感じています。



神戸ハーバーランド地区商業・業務施設等

事業計画提案競技

所 花 J也 神戸市中央区点川崎 1T Uf 也

挫築而航 22. 935m'  

延床而W 199. 829m'  

情込・胤快鉄骨鉄筋コンクリート i主および欽ft 泣

地下 2 階、地1- . 30附、 t己記 H 告

王製用途商業、業務純. 没

術には人々の印匁に伐る‘ 附1 1 : " が必裂である そ

れは iil なる術の特徴ではなく、その ihのい日正史勿に

袋づけられ . そのiJ i のや Jif¥上" にあ ったfl!l 件ーでなく

てはならない さらに、自II r! i は II 然の '1'てそt きて

いる 。 その iJ i のリ也 j彩、海、山とい った 1' 1然 '}:.(，ki 、

環境、立地等と J七( 1 ' " する二とがi釘の例1 ' 1 : となる

テー 7 1 前日!f i"J" を巡らす 向浜地医は 「只J.I(

のil t.j r  J，';'{10 也J r メリケン波止場」をはじめとする

iTからの担II } i のi在lhの一戸l にI立伍する . 泌lhのイ

ノージの倣成、組水性宅 11りの形成とい った 観点か

ら、内附日11まで引き込まれた jlliiuJ を造り、 lhのシ

ンボ J レ宅IHJ とする.

テー 7 3 . 伐の沿i片の凶H ¥ 沿はかつては r! i l (

にIJ fJ かi L たむのであ った そして、その1圭1TJ 也の

沿mはシンボルである治とともに特使をとわぬ人

々の交流のj-J: j であ った。

ノ、ーノてーランドの伺性を創る

テー7 4 ガレリア、アトリウム

Ｈ印象的でか寸Ｎｾな内部公共的

モール、広場の Ｑｾ 計約

( J  R神戸駅からのアイスト ップと

してのエントランスアトリウム)

テーマ 5 高密度とヒュー7 ンスケール

の空間との栂和

( 謝礼牲をもっ高密度建物〈 日2 - 7  F >と

快適でにぎわいのある世ト郁空間)

外部空I I l I ( 運河)

( メリケンバー 7 へつながるウ方ーターフロント

プロムナード〈提案〉への視掛弛続性)

4  

テーマ 1 混可を巡らす

( 地区全体への広がリ〈提案>)  

テー7 2 超高層建物による

ランド ＷＭｾ 、スカイライン

(J 玄減、あるいω軽からの

眺望に配慮)

テー7 3 夜の港衡の演出

( 海に向かつて開けた.

きらめ〈夜の演出)

〈環境景観形成計画〉
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佐 々 木 正 人

生年月日 日目初28年 4 JI 19 fJ 

最終学歴 lI il 布152年東 Ji( 大' 7工"i; 部制i 市工学

科卒毘
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すいせんのことば 甚川正孝

彼は、入社以米大規模開発プロジ

ェクトに挽わる機会が多かった。

む! かな J I1，hj ) ) と説i務ブJ でも って、

土地利ITJ の日l主化と魅力ある環境

づくりに ｦｴ を ￬ｴ ぎ、地主 ・ ・ Ｑ ｾ ＺＺＡｉＧｩ主

・行 政 住民との E納税に大きくよI

献している .

このような彼こそ、将米の大成を

JUll 寺できる行年技術おであると高

(  ｾ干 Ｑ 倒しているＮ

青年技術者のことば r.! ldi は! 毘史の中を脈々と生き続ける . したが

って郎di は、歴史の1 ' 1'で、その街に l則わる人々によ って主体 的 に 評

価を受けるものであり、その時代、地成の社会 経済 ・文 化 と のl刻

わりあいの1 ' 1' で力強く生きぬいてこそ、人々の評価を得るのである。

現代の術づくりに携わるわれわれは、計画者として、 r  j也I設の歴史、

風上を生かした例性ある ｾ ｉ 闘の従笑」といった計画能力は内然のこ

と、外部空 I:J Jのm要性等時代の要求に別l した官民の境界にとらわれ

ぬ快適な外百 ＱＱｾ Ｑｩ Ｑ｝の形成努力 、 現代さらには将来の経済社会をその

街が Ｑ 三きぬいてし、くための各 ｾ Ｇ ｦ ｬ 吋 分野の人々との調強能力ほか 、 多

岐に ｪ 茂る ｪｪ ， ｜Ｑ 桜能力をも必姿とされている 。 そして、これらのｾ藤の

中 で 、 キ ｬ￭ リ Ｇｪｾｬ ( 一つの3十阿に 4雄前ri させていくことこそ、できあがっ

た後、そのmが臆史の 中 を力強く生きぬく; 1) となると思われる。

限りない能力を要求される1 ' 1'， J，止1専の努力を心掛ける 111・今である。
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「都市活性化のためのコンペンション施設- 設言fから運 営

まで>- J シンポジウム、来年1月に開催

第 1回櫛兵アーノ てンデザイン

国際コンペ公募

- コンペンション施設の立地と機能ーコ

ンベンションのトレンドと展望 C. H 

ロスキー ( ロスキー? : ; ワート&ネス7 方ーム代表)

. 幕張メ ッセの設計をめぐ って/ 級文彦

( 東京大学教授)

・コンペンション施設運営の成功のため

にー香港センターのケース等を中心に/

/  ンンョン& エクシ1

J  ロワリ- ¥ピンヨン総支配人 j  

. 全体討論 ・者11市活性化のためのコンベ

ンション焔設ー設計から運営まで/ 高尾

建博+ 講師会只

参加料 2，500同

懇親ノ マーティーは、 17 : 15- 18 ・30に大阪商工

会議所101号室で行われる 。参加料3，000円。

. 施設見学ツアー

と き II 1:1H164年 1 月24 日( 刈 9 :00- 14 :00 

集 合 9 : 00 大阪商工会議所 1 11皆ロビー

解散 14: 00 J  R 大阪駅

7 イドームおおさか

大阪国際交流センター

インテ ックス 大阪

1，000円( 昼食代、パス代含む )

見学先

コンペンション施設は都市前性化の中伎となる

ものだけに、その建設にあたっては 21世紀を展望

した万全の設計と優れた運営 Ij 攻略の確立が必須条

件となっている 。全国各地て" コンベンション関連

施設の授備が進められている折柄、大阪コンペン

ション・ビューロー( 会長 ・佐治敬三) ではこの課

題ーに焦点を絞って、設立 5 周年記念シンポジウム

を下記の内容で開催する 。参加申込は、大阪コン

ペンション ・ビューロー ( 干540 大阪市東区内木

町 僑 詰 町58ー 7 大阪商工会議所内 T EL. 0 6 -

944 - 6484 F AX.  06 - 944 - 6486) へ。

呈己

- シンポジ ウムと懇親パーティ

と き 昭 和64年 1 月23 日( 月) 9:30- 5 :00 

ところ 大阪商工会談所国際会議ホール( 7 階)

テーマ ・都市戦略とコンベンンヨンー内外のコ

ンベンション事前/ 高尾主I ! 博 ( 日本経済制「

IJ f J 社制集局編集委只 )

・コンペンション施設のプログラミンク

と設計ー フェニ y クス・センターの設計

をめぐって/ 久野和作 (工学院大学 l講師 )

2在千正貝

参加料

「フレッシュマス、ト J ( 吹付けタイル面の総合改修システム)

発表 とセミナー開催

ア - 7

7 ンション 12: 理会社の役' ，I!II と係わり方

( 州東京建物リサーチセンタ一 茂木紀久治

建物の耐久性に l刻する技術的動向

フジタ工業附技術研究所

フレ ンシュマストの説明

附セブンケミカル研究開発部 品袋省三

なお、 611寺より' ] 1 き続き、同ホテルにて恕親ノぞ

ーティを IlfHi J 1する 。

土問恭義

ここ数年米、 l吹付けタイル主主材使用の建築物の

改修が、年を追って増加の傾向にあるが、( 側セブ

ンケミカルは、この動向に対応したフレツンユ 7

ストを開発し、その発表を計画し、あわせてセミ

ナーを企図した 。

セミナ一、懇親ノ マーティともに入場無料。 ただ

し、( 附セブンケミカル大阪営業所 ( T E L 0 6- 448

5661 ) への rJ l し込みが必要。

金

ｾ＠

背ミ二

過

11 

提

車圭

茂木紀久治氏 京京地区では、マンン ヨンの管理組合を対象

に， "凋ft 診 断 地工匂= 理と多くのケーススタディをもち 、

管理II 組合対応、では第一人者.

三己

日前日63年 11 月28 日 間 午 後 3 時 - 611寺

東洋ホテル( 大淀の| 甘] ) T EL 06- 372- 8181 

l時

所

日

場

提出と

登録先

間合先
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一在来工法の基本と応用一

浅 野 平 八 ( 日本大学生産工学部講師) 31>・

東 敏 博 ( 水沢工務庖工事部所長) 官

任玉三ｾ 四六判・二色刷・ ＲＲＴ 頁・ Ｒ ， ＰＰＰ 円

手子づｾ

下 子 弓 どf

平 子 づ こp

「 最 新 の 文 明 の 利 器 を

導 入 し つ つ 伝 え る べ き

在 来 の 建 築 工 法 を 伝 承

し て い く 」 と い う 著 者

の 考 え を 基 に ， 今 日 ま

で の 基 本 事 項 を 整 理 し ，

改 め て 実 際 の 工 事 現 場

に 立 っ て つ ぶ さ に 検 討

し ま と め た 工 程 写 真

と 共 に ， 古 典 的 な 図 に

さ ら に 図 版 を 加 え 解 説.

- E軍i躍 翠 幽 週 圃

干6∞ ｳｩｦ Ｏｩｦ Ｕｲ Ａ Ｑ 下京区木獄屋総辿凶洞院ｾＨ人

n075-343-0811 掃作/ ，; ( 剖I 0-26789 
企画/ 日本建築協会

建築と社会/ 1988年 11月号

横浜市では、都市と建築をはじめファ ッション

など、幅広いデザインと関連する分野の交流と発

展を目的に、ヨコハマ国際テeザイン展並びに国際

デザイン会議の| 井Hlli を近い将来予定している 。

このヨコハ7 国際テ' ザイン展の準備事業として、

これからの都市のあり方を採り都市のデザインを

従案していくために、横浜の笑際の場所をテー 7

に笑施を前提としない国際コンペを行う 。

者11市をデザイ ンしていく多様な背景を読み取り、

多様な視点から提案を試みるために商問街、道、広

場、港等多様な場所とテー? をシリーズで取り上げ

る。 そして、その- ，阜の過程と成果は、ヨコハマ国

際デザイン展の重要な題材になるとともに、今後の

横浜の街のデザイ ンへ反映されていくものである。

テー 7 I建築から街の姿を考える・横浜馬車道」

もっとも横浜らしい馬車道商J開討のー阿、

神奈川県立博物館 ( 旧横浜正金銀行の保

存転用) に馬車道を挟んで而した約300坪一

( 1000m') の私有地の利用計画。

級 文 彦 (建築家東京大学教授) 委員長

江口 111:11'苦 ( 徽浜市郡市計同局長 )

高級志保彦 ( アーバンデサイ←ー神奈川太学教授)

長島 苧ー (主II 築家 アーバンデザイナー)

林 善意義 ( アーバンプラノナー)

主主原 id.k (アーバンプランナー)

六川 勝仁 Ｈ ｈｾ 111道術院街企阿委只長 )

最優秀 2 点 科 100万円( 税込)

優秀 2 Ｎ｜ＧＡｾ各 ＵＰ 万円、入選 ＱＰ 点名 ＱＰ 万円

応募要項のな図を汲んで、アーパンデザ

イン的視点に基づいた施設計問。表現方

法は自由。 広l
'
判ケ ント紙またはそれに類

する厚紙 1 枚 (600mmx  840mm ) 使用 。

応募登録締切/ 1989年 2 月20 日

応募締切/ 1989年 3 月15 日

審査は 1989年 4 月、発表 ・表彰は問 5 月。

体ｾ新建築社内「横浜アーパンデザイン国

際コンペ ＷＱｱｾ 局 ｊ Ｈ ｾＨｗ［＠ 03- 81ト7101 )  

横浜市都市計四局計画部都市デザイン室

( 干231 横浜市中区港orfl-I m訴 045-671-2023)  
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「建築と社会J 800号記念特集

巻 頭 論 文

「建築と社会J の 歩 み と 将 来 の 展 望/ 布I i 辺吉良太郎

復 刻 ・60年 前 の 先 達 の 提言

協 会 の 進 む べ き 途 と 雑 誌 の 執 る べ き 方 針 に 就 て / 池田 明

建 築 伎 術 の 進 むべ き み ち と 日 本 建 築 協 会 の 将 米/ 八 木 幸 次 郎

歴 代 制 集 委 只 長 よ り 800号 記 念 特 集 に 寄 せ て

一一一「建 築 と 社 会 J 600号 か ら 800号までの編集万針一一一

ｘＮｾｄｉ 家 Ｇｊｌ Ｏ 彦谷ＱＧ ＱＱ ーＯ 松村隆 三Ｏ 中村 ｲｰ ーＯ 片合住 ｴｴ 縦 Ｈ 故 ・ 前川Ａ場 ー の代思 ＩＯ

三 輪1( : ; ｨｊ Ｏ 航山誠 一Ｏ 井ヒ泌 Ｏ 長谷部世 ｾｉ fl ll  

座 談 会

ずT年 技 術 者 米 i杉者にみる 20年 の 歩 み

点 字 光/ 小角 ヤ/ 井上良 l l l ] / 必 純 正 俊/ 岡 m善 弘/ 述 必 剛 仕

エ ッセイ

「建築と社会」の 制 * を 娠 り 返 って/ 松 井up，光

ノ ド特集制 ｍ ｾ 幹， Ｉ ｾ会

点字光 Ｏ ｛ｉｊ ＧｉＧ ｉｦ｛人 Ｏ ｽｊｉｉ 必見続 Ｏ ｽｊｉｉｾ 長 Ｑｊ Ｏ 向 ｲｵ 光雄 Ｏ ｊ ｊ Ａｩ {I)I 犬



「建築と社会」の歩みと将来の展望

浦 辺 鎮 太 郎

協会は、大正 6 年( 1917年) 大阪で創立された 。初代会長の片岡安に始まり、竹腰健造、尾崎久助、東畑謙三、

塚本猛次、福田朝生 、佐野正ーと由緒正しい建築家が会長職を引き継ぎ、今日に及んで70有 1 年。一方、機関誌

の「建築と社会」もままに 800 号記念特集発行という fl 管くべきロングランを記録するに至 った。一名誉会員として

もご同慶に堪えない次第である 。

何故71年に 亙る 社会的激動WJ を生き残り、生き統けて来られたのかについて私の浅見を申し述べてご参考に供

したい 。

第ーは、協会が本来備えていた柔構造的体質に由来すると言うことである 。創立期には関西建築協会と称して

「建築技術家」が相集ま って大正と言う新時代の社会的要請に応え、また社会的活動を行うことを目標とした 。

「建築技術家」という 用語は現在使われていないが、その真意は片岡安 、建築技術家の社会に 対する責務。 ( r建

築と社会」大正 9 年 10月号) によって明白である 。

一一一社会の痛切なる要求と科学応用の旺盛なる時速に際会して、単に芸術的態度を以て之に臨み、悠々自適白

からの主観的意匠慾を満足せしむるのみでは、到底社会に対する責務を全うする所以ではない。…… 之を例示す

れば、最近のデパー トメント ・ストアの如き、大旅館の世nき、或は停車場の如き、更に進んで公営住宅の建設よ

り、者I1市計闘の促進とそれに{ 半う都市建築の改造の如き、其他それ等の内容を充実せしむべきあらゆる設備に関

する事項は、ーとして建築技術家の努力に侠たさるはないのである 。若し建築技術家は一位! の上品なる芸術家な

りと成り澄まして、社会の進歩と 1主要求に、後れながら '1Iきづられ行くような態度では、暴3E社会に対する責務

を空しふするものであると汀ふを妨げないのである 。

この片岡会長の現実認識が会員制に於いても現れて居り官庁、建築事務所、施工業、会社営持、学校に所属す

る有能にして指導的立場の建築技術家を総合させた 。東京帝大の同期生であり芸術家肌の武田五ーには耳の痛い

様な発言 であるがj支訟の大きい片岡安はよく武田五ーの長所をも活用して大阪のめぼしい公共建築 、民間建築に

於いて協力体制を取 って居る 。 また、この総合的な認識が協会をして排他的建築家集団たらしめなかった 。大阪

的精神風土に根ざしたこの様な柔構造がその後のいきさつを見ても有効に働いて居る様に思う 。

長寿の第二の原因は、機関誌の「建築と社会」という命名法に由来するかと思われる 。創刊当時は「関西建築

協会雑誌」 であ った。大正 8 年協会名を日本建築協会と改めた一 一関西から日本にな ったのはその名に値する仕

事 ( 後述 ) をしたからである 一 一機関誌名は「日本建築協会雑誌」である 。 この名称は日本建築学会雑誌には通

じるが、本来の体質から 言っ て、それにふさわしいものではない。 r建築と社会」と改名したのは大正 9 年以来

で、その当時はまことに新鮮な響きを持ったものとして会貝にも社会にも迎えられたことであろう 。

「建 築」 という用語は明治30年 ( 1897年 ) 以来のものであり、それまでは 「造家」が公式名手かであ った。 また

「宇土会」なる用語は明治時代は禁1tJ であ った。 その社会が大正デモクラシーの風i':VJ に乗 って広〈普及されたのは大

正 5 年 ( 1916年 ) 9 月11 日より年末にかけ朝日新聞に jilil l戎された河上峰の「貧乏物語」 に負うところが大であ っ

たと思われる 。 その告さ出しに 「アダムス氏の 『社会革命の理J ( 1913年 ) によると 1930年を待たずして現H寺の

社会組織は組本的にてん覆してしまうということが ・ー 」 とある 。大正 5 年と 言 えは、第一次世界大戦 ( 大正 3 年

4 8  担築と社会/ 19鎚年 II 月号



一 Ｍ ｾ正 Ｗ 年 Ｑ Ｙ ＱＴ 年一 Ｑ Ｙ Ｑ Ｘ 年Ｉ下にあり、関西建築協会発足の年にはロシアのロマノフ王制が滅び、ソ連政府が

それに代っているし、戦後はヨーロ ッパ芸術の大スポンサーでもあ ったドイツのホーエンツォレルン王朝、オー

ストリアのハ ップスブルク王朝も滅んでいる 。

この点では上記ア夕、ムス氏の予言は的中しているが、日本、殊に大阪、神戸に於いては、反対に軍需産業で繁

栄を極めていたのである 。儲かった金は不動産投資に担ったから建設業も賑わ っていた 。その反面、労働人口の

都市集 中が急的し、不良住宅を発生させていた 。

片岡安はこのH寺代1r 封を故も早〈認識して大正 5 年には早くも「現代都市之研究」を発表し、大正 6 年には協

会を創設して「都市計画法 J i 市街地建築物法」のIljll 定に向けて池凹抗 ( 大阪府 ) 、関ど ( 大阪市助役一一後に名

市長として御堂筋の開設を行なった。) 等と協力して大正 8 年 ( 1919年 ) 両法の発令に至らしめたのである 。この

聞の経過は「建築のルール ・大阪 100 年の歩み J ( 昭和63年、大阪府建築士会 ) に詳しく体系的に記述されてい

るが、必要な資料は 「怨築と社会」誌及び大阪市史によ っていることは申すまでもない 。

社会はめまぐるしく変わり、それに従 って建築も変わることは私共の既に実感している事実であるが、渦中に

あっては意外と変化の相は見失われがちである 。ーは渦中にあ って建築の変相を見失い、他は社会の変化を見失

ってしまう 。両者の立場を共に見失 ってしまうわけには行かない 。機関誌の命名法として「建築と社会」は何と

見事な傑作ではないだろうか / 戦局( 第二次世界大戦) も破局に近づいた昭和 19年 ( 1944年 ) 3 月号を以て「建築

と社会」は休刊となる 。 i 建築と社会を戦ひに送る 」 とその号にある、用紙統制の為、学会雑誌と統合されたの

である 。再刊は昭和22年 3 月号からであ って、再刊の辞に 「建築と社会なる名称が、現在本会の進みつつある方

向に極めてピ ッタリ 」 とあるのが甚だ印象的であ った。 i 建築と社会」 なる名称はフェニ ックスの如〈再生した

わけである 。 ( 少しばかり名存実亡の感はあるが...... )  

さて、最後に課題の通り将来の展望にふれたい 。協会が建築技術家的柔構造思考を持続する限り、たとえ再び

世界大戦のような幌市しが起 ったとしても存続すると思われるが、総合すべき分野の 「建築技術家」はいよいよ専

門分化が激しくな って米た 。建築家といっ名称も分化して広義のデザイナーの一部にな ってしまう傾向とイメー

ジ画家に化す傾向までもが起 って居る 。 ライフの長い、しかも成熟度の高い建築が要請され、また、それに応え

て来た 「建築」が逆に仮設に過ぎない建築に変 って来る現象もまた現われている 。務長に設備面では、著しいコ ン

ビューター化によるイ ンテリ ジェント ・ビルの要求によ って変貌が甚だしい 。都市集中は愈々進み土地高騰と相

{突 って深刻な住宅問題を引き起して来た 。かかる変動は創設Jt J l のそれよりも甚だしい機に思われる 。

第二次世界大 l伐の敗 li 袋、アメリカ箪の占領により、アメリカ文化の直輸入現象が各分野で急速に進み、建築も

社会も一変した 。 この為に日本の高度成長と経済大固化といっ良い面が現われたが、反面では公害の発生、都市

のスプロール化、ドl 然破壊とい った悪い面も伴 って米た 。あるイタリアのデザイナーが言っ ていたが 「自然は完

壁である 。われわれデザイナーは現代のハイテクノロジーと自然との中間にあ って、その役目を果さなければな

らない 」 と。

ここで私共は、 「挫築と社会」に着目して見れば、その果すべき役目は遠大であろうと思われる 。 もろもろの

目前の現象は一々その理があ ってこそ現象化して居るわけであるから、等| 潟に附すわけには行かない 。それを取

り上げてその理を聞くべきである 。 ただ浅見かも知れないが世紀末現象を追うことに終 っては大した意味がない 。

矢張り創立者の達 11艮を以 って、もろもろの現象を見ながら、一方では時世の大進路と建築の活路を見出して行く

べきであろう 。天地不仁と 言 う。

自然は進歩も退歩もしない。 それ自体の存在である 。ただ人聞が勝手にそれを破壊したり汚染したりする 。ハ

イテクノロジーは人聞の造るものであるから進歩するのみであろうが、それがすべて人間生活にプラスするとは

限らない 。時には人間を抗う如きふるまいをする 。チェルノブイリの原発事故やサリドマイド禍の如き例には事

欠かない 。 コンビューターにさえ人為的ヴ‘ ィールスが侵入してその信頼度を失わせる 。21世紀はどんな世紀であ

ろうかと大阪人は殊に注目している 。関西学研都市や関西国際空港に大いなる夢を託して見まも っている 。

私はただ如何なる大きい ｾ￫ が実現しようとも、その時、美しい日本 一一 殊に大阪圏の向然を失 っ ては何にもな

らないと思う 。芭蕉の不易流行の説は 300 年前の元禄期に通用した作家精神論だとするのは誤りで 、その中には

現代にも未来にも或は国際的にも通用する普遍性が存在している 。 それは自然を相手にしているからである 。

r ]建築と社会」誌の活性持続のためには 、芭蕉の 11民も忘れない様にお願いしつつ走り性きではあるが巻頭言 を

終りたい。

( うらべ しずたろう :r，併会只/i i li 辺設計相談役)
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す

る

が

如

、

去

、

差

別

的

組

織

を

以

て

す

る

こ

さ

は

甚

だ

時

勢

後

れ

で

も

ゐ

る

し

、

買

は

そ

れ

は

建

築

協

曾

に

ゐ

ら

守

し

て

、

建

築

家

協

舎

で

あ

る

、

是

等

も

一

考

す

べ

き

鈷

で

ゐ

っ

て

、

寧

ろ

英

の

差

別

的

待

泌

を

底

し

.

名

宮

相

伴

ふ

や

う

に

、

所

間

建

築

協

曾

ざ

し

τ
、

建

築

家

は

勿

論

・

務

質

業

者

、

或

は

建

築

材

料

商

、

其

の

他

苛

〈

も

建

築

に

聞

係

あ

る

者

は

悉

〈

同

じ

資

格

含

有

す

る

ん

叩

日

員

ご

し

て

・

2

を

迎

へ

、

建

築

界

全

般

の

後

展

に

努

h

u

間

違

っ

た

事

柄

で

は

あ

る

ま

い

か

、

一

無

論

曾

員

の

中

の

研

究

事

項

に

付

て

は

建

築

家

た

る

合

員

自

睡

に

有

盆

な

る

事

柄

も

多

々

あ

る

に

蓮

ひ

な

レ

の

で

あ

る

か

ら

・

き

う

云

ム

資

料

を

得

た

度

停

に

別

に

バ

ン

フ

レ

ヅ

ト

の

や

う

な

も

の

を

作

っ

て

、

合

員

に

限

h

之

そ

配

付

す

る

さ

一

玄

ふ

こ

ご

じ

し

た

な

ら

ば

、

合

員

内

の

一

部

の

希

望

も

消

す

こ

ぜ

」

が

出

来

る

の

で

は

め

る

ま

い

か

h

兎

に

角

協

舎

の

震

す

べ

き

仕

事

は

非

市

に

漆

山

ゐ

る

、

従

来

僅

に

雑

誌

を

出

す

こ

ど

〉

、

月

に

一

回

合

合

を

す

る

さ

一

玄

ふ

こ

ど

だ

り

が

合

の

事

業

の

如

〈

考

へ

ら

れ

た

傾

き

が

あ

る

が

‘

併

し

合

の

事

業

は

ぞ

れ

の

み

に

止

ま

る

も

の

で

な

い

、

費

一

位

曾

的

に

努

カ

す

べ

き

事

項

は

多

々

ゐ

る

雑

誌

の

後

行

も

葉

の

一

事

業

に

は

謹

ひ

な

い

が

、

従

来

の

如

〈

雑

誌

を

出

す

こ

ど

、

そ

れ

の

み

が

協

曾

の

全

部

の

事

業

の

如

く

考

へ

る

こ

さ

は

甚

だ

間

謹

っ

た

こ

ご

で

、

附

刑

米

是

非

改

め

な

り

れ

ば

な

ら

ぬ

貼

で

あ

る

即

ち

雑

誌

の

後

行

さ

云

ふ

'

』

さ

に

依

り

に

官

一

き

を

置

く

主

義

な

h

方

針

な

り

を

此

際

改

め

て

、

合

の

事

業

の

一

郊

で

あ

る

さ

考

へ

る

こ

ど

が

必

要

で

ゐ

ら

う

さ

思

ふ

。

更

に

も

う

一

つ

全

盟

的

に

自

分

の

希

望

す

る

鈷

を

附

加

へ

て

於

く

が

ム

寸

日

各

方

面

に

於

り

る

園

程

の

活

動

に

付

て

注

意

を

挑

っ

て

る

さ

、

ピ

う

も

日

本

で

は

其

の

首

勝

者

た

る

者

が

主

に

な

っ

て

活

動

す

る

ご

云

ふ

思

想

が

乏

し

い

や

う

に

思

は

れ

る

、

多

く

の

場

合

首

脳

者

は

喰

床

の

上

の

飾

h

物

の

如

〈

な

っ

て

居

て

、

事

質

は

誌

の

部

下

の

者

が

活

動

す

る

だ

り

で

、

首

脳

者

は

唯

単

に

t

目

剣

ぞ

押

す

か

.

或

は

善

悪

の

批

剣

を

し

て

居

る

に

過

ぎ

な

い

や

う

な

傾

き

が

あ

る

、

是

で

は

異

の

事

業

の

後

越

は

望

ま

れ

な

い

、

矢

張

h

首

脳

者

た

る

者

が

自

か

ら

英

の

事

に

専

念

努

カ

す

る

V

H

H

刊

の

犠

牲

を

抑

ひ

、

叉

そ

れ

だ

げ

の

熱

心

を

以

て

事

に

官

る

の

で

な

げ

れ

ば

、

総

て

の

圃

盟

的

事

業

の

成

杭

は

邸

中

ら

な

い

や

う

に

忠

は

れ

る

、

'
徒

に

或

は

名

血

骨

慾

ざ

か

或

は

勢

力

慾

さ

か

云

ふ

や

う

な

も

の

を

満

足

さ

せ

る

潟

の

み

に

努

カ

し

て

、

一

見

某

の

地

位

に

就

い

て

も

誕

の

努

力

生

挑

は

な

い

さ

云

ふ

や

う

な

こ

ご

は

合

会

位

を

夜

泌

さ

せ

る

上

じ

於

て

最

も

考

慮

す

ぺ

き

必

要

が

あ

る

や

う

に

、

特

に

近

頃

の

傾

向

か

ら

見

て

、

痛

威

す

る

の

で

ゐ

る

白

(

文

責

在

記

者

)



建

築

技

術

の

進

む

べ

き

み

ち

と

日

本

建

築

協

舎

の

将

来

合

員

ノ

木

幸

次

郎

社

曾

的

見

地

よ

リ

観

た

建

築

技

術

引

払

は

建

築

技

術

者

ω
一

人

さ

し

て

時

々

現

在

の

一

般

建

築

家

の

埜

ん

で

居

る

業

務

が

枇

合

的

に

考

へ

て

鈴

h

に

無

カ

に

出

来

上

っ

て

ゐ

る

こ

さ

を

w
m
成

さ

せ

ら

れ

る

も

の

で

ゐ

る

口

然

し

乍

ら

此

の

考

は

或

は

良

く

な

い

さ

考

へ

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

か

も

知

れ

ぬ

が

.

未

だ

永

久

に

此

の

考

セ

捨

て

る

m

m
気

が

出

な

い

の

は

何

故

か

さ

云

ふ

事

を

考

へ

て

見

花

。

成

税

建

築

業

務

は

人

間

の

居

る

所

必

す

必

要

紋

〈

〈

か

ら

F

る

重

要

な

る

も

の

に

相

遣

な

い

が

.

そ

の

蛍

要

さ

に

反

比

例

し

て

一

向

一

耽

合

入

じ

設

要

視

さ

れ

る

所

迄

行

っ

て

ゐ

な

い

の

は

何

故

で

ゐ

p

h

-

う

か

o

極

め

て

簡

単

明

瞭

な

例

e
mめ

げ

れ

ば

、

或

る

技

術

者

が

ゐ

っ

て

或

る

家

を

建

て

る

ご

す

る

、

家

の

建

つ

前

迄

は

多

少

室

賀

一

か

ら

れ

る

傾

向

も

見

え

る

が

、

出

来

て

仕

制

御

へ

ば

そ

れ

っ

き

b

徐

り

願

ら

れ

な

い

様

子

が

往

々

見

受

り

ら

れ

る

所

で

あ

る

さ

思

ム

。

是

は

つ

ま

り

技

術

上

の

椛

威

は

生

今

な

い

戚

が

す

る

o

尤

も

建

築

ど

一

玄

ふ

も

の

は

一

度

建

て

れ

ば

永

い

閉

そ

の

伎

ど

な

っ

て

居

て

会

〈

回

定

的

の

も

の

で

、

人

聞

の

一

号

命

の

聞

に

一

技

術

者

が

改

善

し

改

革

す

る

に

は

鈴

り

に

大

き

、

過

ぎ

る

も

の

か

も

知

れ

な

い

o

然

し

乍

ら

一枇

合

人

が

使

用

す

る

事

は

毎

日

で

め

る

。

建

て

る

事

に

常

る

の

は

一

回

だ

け

か

も

知

れ

ぬ

が

使

ム

事

は

毎

日

で

ゐ

る

か

ら

、

技

術

者

ざ

し

て

捨

て

る

事

に

重

き

を

置

く

か

、

伎

は

せ

る

容

に

宜

き

を

町

民

〈

か

熟

れ

が

重

大

問

題

で

ゐ

る

か

を

も

っ

ご

恨

霊

に

考

へ

る

事

が

帰

米

の

残

さ

れ

た

遊

で

は

ゐ

る

ま

い

か

。

何

故

に

述

築

技

術

者

の

業

務

が

現

在

の

お

き

消

お

的

な

も

の

さ

な

っ

て

ゐ

る

か

ど

云

ふ

事

は

御

互

に

考

へ

ね

ば

は

ら

ぬ

事

で

は

あ

る

ま

い

か

建

築

業

ざ

い

ふ

も

の

は

相

手

が

生

活

に

必

要

な

る

衣

食

住

の

・

中

の

一

要

素

で

ゐ

る

住

に

関

係

す

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

範

囲

が

民

〈

氷

久

不

時

の

良

職

業

で

占

の

っ

て

、

そ

の

技

術

者

ざ

し

て

生

活

す

る

に

は

飯

を

食

ふ

意

味

に

於

て

は

誠

に

結

構

な

も

の

で

.

食

ひ

は

ぐ

れ

の

な

い

も

の

か

も

知

れ

ぬ

が

、

阪

を

食

ふ

に

悶

ら

ぬ

者

に

は

現

在

の

模

慌

で

は

少

し

も

面

白

く‘

な

レ

も

の

か

も

知

れ

ぬ

o

自

分

の

怯

に

飯

も

磁

々

食

ひ

符

な

い

者

で

も

業

務

が

現

肢

の

慌

で

は

消

極

的

一

鮎

張

の

や

う

な

気

が

L

て

何

ご

な

く

物

足

h

ぬ

気

が

し

て

闘

っ

て

居

る

o

こ

ん

な

風

な

家

を

造

っ

て

く

れ

‘

へ

い

宣

政

う

ご

一

口

い

ま

す

ご

云

う

て

自

分

の

好

h

u

所

の

形

を

造

っ

て

丈

夫

な

も

の

を

建

て

技

術

の

緋

戚

斯

の

如

し

さ

大

見

得

を

切

っ

た

ぎ

て

、

相

手

は

素

人

だ

例

の

事

や

ら

さ

つ

ば

り

わ

か

ら

な

い

、

た

だ

出

来

た

か

ら

猿

定

の

報

酬

を

桃

ふ

だ

け

の

事

で

あ

る

ロ

そ

れ

に

よ

っ

て

生

活

し

こ

ん

な

こ

ご

を

繰

返

し

て

技

術

者

仲

間

に

溺

を

唱

へ

て

見

た

さ

て

素

人

に

は

少

し

も

威

張

れ

な

い

こ

ど

〉

思

ふ

。

自

分

は

こ

の

勧

を

無

味

乾

燥

さ

呼

ん

で

見

た

い

の

だ

o

家

の

形

位

〔

八

木

幸

次

郎

氏

略

歴

〕

束

京

都

出

身

、

東

京

高

等

工

業

学

校

卒

、

京

減

高

等

工

業

学

校

教

授

を

経

た

の

ち

、

大

正

日

年

大

阪

府

内

務

部

営

繕

課

の

大

阪

府

庁

舎

筏

設

主

任

と

な

り

、

現

大

阪

府

庁

舎

の

建

設

業

務

に

従

事

、

昭

.

和

4

年

I

6

年

ま

で

間

営

綿

謀

長

を

勤

め

た

。

柵

造

の

専

門

家

と

し

て

、

一

-

「

椛

造

計

算

」

の

H

N

が

あ

る

。

本

協

会

歴

と

し

て

は

大

正

均

年

1

月

1

昭

初

一

2

年

内

同

月

ま

で

理

事

と

し

て

制

集

を

州

当

、

昭

和

3

年

l

n

l

ロ

月

は

本

一

会

の

役

只

構

成

の

変

更

に

よ

り

常

務

(
倒

的
叫

て

そ

の

後

評

議

以

を

歴

任

さ

一

れ

た

。

本

制

は

、

昭

相

2

年

9

月

号

に

執

市

さ

れ

た

む

の

で

あ

る

・

る

が

舵

A

W

同

上

の

防

備

威

一

か

生

じ

な

い

こ

さ

〉

今

迄

は

思

っ

て

居

た

が

、

技

術

だ

っ

て

社

舎

に

紋

く

べ

か

ら

5

る

も

の

で

ゐ

る

か

ら

、

概

戚

な

る

も

の

が

一

方

に

あ

っ

て

一

方

に

存

在

せ

ぬ

筈

は

な

い

さ

云

ふ

事

か

ら

考

へ

て

見

る

さ

、

概

戚

を

認

め

正

い

一

枇

合

人

が

悪

い

の

か

、

椛

威

を

認

め

さ

せ

ら

れ

な

い

技

術

者

が

悪

レ

か

ど

云

ム

事

に

蹄

着

す

る

。

所

で

自

分

は

或

時

は

前

者

ご

も

考

へ

又

良

時

は

後

者

の

様

に

も

考

へ

て

見

た

が

、

-

で

う

や

ら

結

局

は

技

術

者

の

方

の

努

力

が

徐

b

に

偏

狭

消

極

的

で

、

祉

合

さ

抑

代

交

沙

な

方

面

の

み

に

カ

を

入

れ

過

ぎ

、

叉

そ

れ

で

可

な

b

ど

考

へ

て

居

ら

る

〉

現

放

が

品

川

ち

成

心

せ

ん

-

」

さ

で

は

な

い

か

さ

云

ふ

事

が

わ

か

ワ

た

o

早

い

話

一

か

枇

舎

人

に

比

較

的

交

渉

が

多

い

も

の

ご

見

ら

れ

て

居

る

震

か

際

者

、

文

士

俳

優

諮

家

の

如

き

も

の

は

一

耽

九

百

人

で

そ

の

名

撃

を

知

ら

ぬ

者

が

少

い

程

知

れ

亘

る

が

.

花

々

建

築

家

の

名

授

は

是

等

の

者

ど

比

較

す

る

さ

徐

h

に

狭

い

範

囲

に

光

っ

て

居

る

の

が

人

間

ご

し

て

物

足

b

デ

ザ

イ

ン

ご

か

何

さ

か

云

う

て

喜

ん

で

見

た

さ

て

、

出

来

上

っ

て

一
H

口

過

ぎ

れ

ば

飽

き

も

来

る

し

蕗

く

も

な

る

D

い

や

飽

き

の

家

な

い

人

は

誠

に

幸

一

服

か

も

知

れ

ね

が

、

自

分

は

同

じ

事

を

二

度

反

復

す

る

の

が

何

よ

h

面

白

く

な

く

思

ふ

性

質

だ

か

ち

、

誠

に

面

白

く

な

い

1

0

此

の

業

務

を

何

年

繰

h

返

し

た

所

で

社

合

的

約

戚

等

ご

い

ふ

も

の

は

出

来

相

に

も

思

は

れ

な

い

D

相

手

が

素

人

で

し

か

も

そ

の

教

が

多

い

。

従

っ

て

勢

カ

ざ

い

ふ

も

の

は

数

の

多

レ

方

が

ゐ

る

誇

で

ゐ

ら

う

か

ら

、

何

だ

っ

て

建

築

技

術

者

の

仕

事

が

頼

ま

れ

て

造

る

こ

と

に

限

ら

れ

て

居

る

の

で

あ

ら

う

か

。

尤

も

絡

ま

れ

な

り

れ

ば

造

る

詳

に

は

行

か

ぬ

か

も

如

れ

ぬ

が

、

何

ご

か

し

て

照

走

れ

ぬ

前

に

造

る

こ

ご

を

考

へ

ら

れ

ぬ

も

の

で

ゐ

ら

う

か

痛

ま

れ

て

か

ら

む

る

ご

云

ふ

事

で

は

氷

久

に

杭

戚

は

生

じ

な

い

v

o

何

さ

な

れ

ば

頼

な

方

が

立

場

が

一

枚

上

で

ゐ

る

こ

ど

が

普

通

だ

か

ら

o

そ

の

上

総

h

u

方

で

建

築

ご

い

ふ

も

の

に

理

仰

が

な

い

者

が

多

い

か

ら

、

-

以

い

w

も

忍

ハ

V

も

併

ら

な

い

の

が

術

更

始

末

が

悪

〈

出

来

て

応

る

つ

人

間

が

御

互

に

自

己

開

設

d

ぜ

や

る

傾

向

は

終

来

益

々

感

ご

な

h

、

他

人

の

云

ム

事

な

ん

か

鼻

で

扱

ふ

椋

に

な

る

こ

さ

は

明

か

で

あ

ら

う

か

ら

、

現

在

の

桜

に

建

て

る

事

に

の

み

立

さ

を

置

い

て

建

て

た

後

の

事

‘

そ

れ

な

ら

ま

む

し

も

だ

が

使

は

せ

る

事

迄

も

少

し

も

願

み

な

い

で

.

業

務

の

遂

行

が

出

来

る

ご

い

l

p

A

事

は

既

に

時

代

遅

れ

の

考

で

め

る

僚

に

成

品

」

ら

れ

る

。

日

本

建

築

協

曾

の

進

む

べ

き

遁

こ

ん

な

事

を

一
玄

ふ

の

は

頑

迷

そ

の

も

の

か

も

知

れ

ぬ

が

、

先

す

一

昨

れ

の

定

恕

ざ

し

て

許

さ

れ

る

さ

し

、

現

在

の

建

築

家

は

悉

く

時

代

遅

れ

の

敗

者

さ

考

へ

る

さ

、

然

ら

ば

・

如

何

に

す

れ

ば

時

代

に

リ

ー

ド

し

柏

村

る

勝

者

ご

な

れ

る

で

あ

ら

う

か

さ

一

京

ふ

事

を

考

へ

る

必

要

が

生

守

る

認

で

ゐ

る

。

そ

れ

に

は

挫

築

設

計

な

る

も

の

が

意

匠

ご

構

造

の

結

H

叫

に

通

い

さ

60年 前 の 先 達 の 提 言
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な

い

て

考

へ

て

居

る

殺

な

大

部

分

の

輿

論

は

誤

っ

て

居

る

も

の

さ

考

へ

新

時

代

の

建

築

家

の

進

む

ぺ

き

道

ざ

い

ふ

も

の

は

、

如

何

撲

に

建

物

を

社

合

人

に

使

用

せ

し

め

る

か

さ

云

ふ

一

事

が

設

計

上

の

根

本

問

題

で

あ

っ

て

、

襲

術

さ

か

構

造

さ

か

ざ

い

ふ

物

は

従

な

る

も

の

で

あ

る

さ

い

ふ

風

に

考

へ

る

事

で

あ

ら

う

か

さ

思

ふ

D

そ

う

か

さ

云

ム

て

現

在

で

も

左

様

に

考

へ

ら

れ

て

居

な

い

誇

で

は

な

い

が

、

た

だ

現

在

の

如

く

一

耽

合

入

を

無

利

な

も

の

さ

し

て

取

扱

ひ

、

建

築

は

素

人

に

解

る

か

い

乃

奈

の

建

て

た

も

の

で

な

り

れ

ば

建

築

に

は

な

ら

ん

等

ざ

い

ふ

撲

な

一

明

を

持

っ

て

居

る

事

が

無

智

頑

迷

極

ま

る

も

の

さ

云

ふ

の

で

ゐ

ら

う

ご

思

ム

。

素

人

の

奴

が

係

計

な

事

-
h

z

云

ム

怪

し

か

ら

ん

さ

云

ふ

の

は

、

尤

も

な

話

だ

が

怪

し

か

ら

ん

な

ん

て

憤

慨

さ

せ

ら

れ

る

様

に

な

る

事

.

つ

ま

り

素

人

な

ん

か

に

飴

計

な

事

を

云

は

れ

る

さ

云

ふ

事

が

、

抑

々

一

建

築

家

に

叫

作

成

が

な

い

事

を

立

詮

し

て

ゐ

る

事

を

自

確

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

さ

思

ふ

。

単

に

頼

ま

れ

て

白

山

い

ず

」

思

ふ

家

佐

治

る

事

に

の

み

苦

心

し

て

居

る

械

で

は

永

久

に

俗

計

な

事

を

云

は

れ

る

の

は

嘗

然

過

ぎ

る

程

常

然

で

、

建

築

家

の

方

が

使

ム

人

間

を

指

叫

帯

し

て

建

物

セ

使

用

さ

せ

る

様

に

な

ら

な

げ

れ

ば

駄

目

だ

さ

岡

山

ふ

o

建

物

の

精

類

は

多

い

し

霧

命

は

短

か

し

そ

ん

な

事

が

出

来

る

も

の

か

γ

さ

一

玄

へ

ば

そ

れ

で

も

演

な

か

も

知

れ

ぬ

が

.

建

築

家

の

数

三

議

命

の

年

数

を

積

分

す

れ

ば

貨

に

大

し

た

も

の

で

ゐ

る

が

o

例

互

に

短

き

書

命

を

持

っ

て

居

る

勤

物

r
、

そ

れ

が

各

自

別

々

な

方

向

に

勤

レ

て

居

れ

ば

纏

生

り

が

つ

か

な

レ

事

は

嘗

h

，
前

v

h

o

建

築

を

使

用

す

る

人

聞

は

色

々

な

種

類

な

も

の

が

色

々

の

用

途

に

使

用

し

て

ゐ

る

。

そ

れ

だ

か

ら

使

ム

方

の

人

間

で

も

纏

ま

h

が

つ

か

な

い

で

賓

の

所

同

っ

て

居

る

事

で

あ

ら

う

さ

恩

ふ

。

建

築

家

が

使

ム

方

法

を

指

導

し

て

や

ら

ね

ば

縄

ま

b

相

に

も

な

い

が

、

不

思

議

な

事

に

は

共

通

の

利

盆

ご

云

ふ

'

一

勤

で

山

り

な

り

か

も

知

れ

な

い

V

が

、

建

築

家

の

設

計

が

摂

ま

る

よ

躍

だ

が

伎

ふ

さ

い

ふ

事

は

面

倒

だ

。

建

築

は

見

る

銭

め

に

存

在

す

る

の

か

使

ふ

銭

め

に

存

在

す

る

の

か

考

へ

て

見

る

o

使

は

ぬ

物

は

先

づ

建

て

る

筈

が

な

い

さ

考

へ

て

、

使

ふ

潟

め

に

布

在

す

る

も

の

が

見

へ

る

さ

考

へ

る

方

が

人

間

ら

し

い

考

へ

ざ

す

れ

ば

見

て

得

た

値

打

よ

り

も

佼

っ

て

符

た

侃

打

の

方

が

値

打

が

あ

る

も

の

ざ

し

た

(

な

る

で

ゐ

ら

・

コ

ロ

所

が

人

間

ε
云

ふ

も

の

は

見

て

値

打

を

成

十

る

方

が

使

っ

て

威

子

る

方

よ

り

も

盗

に

鋭

敏

だ

け

に

ら

ち

が

早

い

。

殊

に

技

術

者

に

於

レ

て

然

b

で

あ

る

が

、

所

制

依

頼

者

た

る

枇

命

日

人

以

技

術

者

の

観

察

さ

は

大

分

異

っ

て

ゐ

る

様

だ

o

勿

論

使

っ

て

成

予

る

よ

り

も

見

て

威

子

る

方

が

鋭

敏

に

は

建

ひ

な

い

が

、

見

た

て

て

低

打

の

奨

慣

が

解

る

認

は

な

い

響

で

あ

る

上

仁

、

使

っ

て

得

る

所

の

経

務

的

慣

他

ご

い

ふ

も

の

は

深

刻

に

戚

壱

し

め

ら

れ

る

の

が

普

通

だ

か

ら

、

一

耽

八

百

人

殊

に

建

築

そ

建

て

ん

ざ

す

る

人

々

に

謝

し

て

活

き

ん

さ

す

る

建

築

技

術

者

は

見

て

得

る

債

依

を

云

々

す

る

よ

b

は

・

使

っ

て

得

る

債

値

を

云

b

す

る

方

が

遁

に

得

策

で

あ

る

〈

き

は

論

を

侠

た

ぬ

で

は

な

い

か

。

一

祉

合

は

宏

し

如

何

に

一

個

の

建

築

家

が

頑

張

っ

た

さ

て

ゐ

ら

ゆ

る

種

類

の

家

を

使

っ

て

見

る

こ

さ

は

愚

か

建

て

』

見

る

事

も

出

来

な

い

で

は

な

い

か

D

故

に

此

の

意

味

に

於

い

て

多

設

建

築

家

の

国

慢

で

枇

合

的

意

義

の

ゐ

る

日

本

建

築

協

舎

の

債

値

が

存

在

し

て

ゐ

る

の

で

は

ゐ

る

ま

い

か

。

協

合

の

仕

事

が

何

故

に

市

中

術

研

究

や

技

術

家

倶

楽

部

の

如

き

狭

き

範

囲

ぞ

往

来

し

つ

〉

ゐ

る

か

さ

思

っ

て

見

る

芝

、

狭

き

鈍

図

は

往

来

し

易

い

か

ら

で

は

あ

る

ま

い

か

o

然

し

乍

ら

い

く

ら

往

来

し

た

さ

て

何

等

の

牧

穫

は

あ

る

べ

き

筈

は

な

い

で

あ

ら

う

口

何

ざ

な

れ

ば

狭

い

か

ら

。

。1

、J

b

以

上

に

は

使

ふ

入

閣

の

方

が

纏

ま

っ

て

ゐ

る

。

日

本

建

築

協

合

ざ

い

ふ

立

波

な

建

築

家

の

囲

簡

が

あ

る

が

、

そ

の

目

標

を

建

築

ご

枇

ん

げ

ざ

し

て

居

る

さ

一

京

ふ

結

構

な

毛

ツ

ト

ー

に

よ

り

図

結

し

て

ゐ

る

も

の

が

、

建

築

事

合

の

如

き

聞

学

術

研

究

を

毛

ツ

ト

l

y

-

し

て

ゐ

る

回

世

よ

り

も

御

E

に

見

劣

り

が

す

る

ご

い

ふ

援

な

考

を

持

っ

て

ゐ

る

援

で

は

、

事

徒

一

か

入

聞

か

人

間

が

率

徒

か

、

枇

舎

が

率

術

か

、

準

備

が

社

合

か

さ

云

ふ

事

を

、

も

少

し

大

き

な

限

で

観

察

し

な

り

れ

ば

な

ら

ぬ

が

、

観

察

し

た

さ

て

人

間

ら

し

い

事

は

解

h

っ

こ

は

な

い

さ

思

ふ

O

問

中

術

ざ

い

ふ

も

の

は

社

合

に

必

要

な

も

の

に

は

相

違

な

レ

が

、

一

耽
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洋句集委員長より[ [ i I i ] 号記念特集に寄せて 「建築と社会J 聞 か ら 閉 ま で の 編 集 方 針 |

昭和 ＴＵ 、 ＴＶ 年度Ｈ通巻 ＵＷＷ ｾ ＶＰＱ 号Ｉ

鳥田家弘

昭相46年 2 月号表紙

昭和 ＴＷ 、 ＴＸ 年度Ｈ通巻 ＶＰＲ ｾ ＶＲＴ 号Ｉ

彦谷邦一
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昭和 ＴＹ 、 ＵＰ 年度Ｈ通巻 ＶＲＵ ｾ ＶＴＸ 号Ｉ

松村慶三

昭和50年 1 H号 点 紙

600号記念編集特別委只会( 岡田委員長ほか

7 名) は 71年 8 月に発足し、その成果は三輪

委員 ・松井編集長などの労作を中心として翌

年 2 月号の特集記事となった 。関西一日本建

築協会誌ー建築と社会と誌名が変ってゆく中

で、本誌の情報創造力や設立当時の建築人の

抱負と実力の大きさには縫いたものである 。

記事にはないが、初代理事長片岡安 ・建築科

長池町買を擁して開設された大阪工大前身校

など、教育面とあわせて感慨の深いものがあ

る。

この記念特集号前後の社会情勢は、 70年の

万博と安保を一つの到達点とする転換期に当

り、保存 ・環境問題が一部識者の苦悩から次

第に 一般人の常識に拡が ってくる時期でもあ

当H寺、私に要請されたことは、きびしい社

会情勢の中て'協会の経済的基盤の上に立 って

健全な協会誌を作って行きたいということで

あった。逝くなられた副会長の稲田さんが、

それまで主として学校の先生方がや って居ら

れた雑誌の編集をやれ、ということであ った。

お引受けしたものの一朝一 夕に解決すること

ではなか ったし、私としては在来の協会誌の

あり方にむしろ他の学会誌、や商業誌にないユ

ニークなものがあり、かねて敬意を表してい

たので大変むつかしいことであ った。然も万

博後からの経済変動のきびしい中、物価高や、

たしか第一次オイルショ ックの中でどう対応

したのか、むしろ協会誌の伝統を守る方につ

とめたのでは去・いだろうか。その点、今にし

私が担当した 49- 50年度は、加藤義明さん

の建築きり絵の表紙の時代であり、社会的に

は狂乱物iil 日後の激動の 2 年であ った。そのこ

ともあ って会誌編集に当 っては採算上の配慮

をJ比重視するよう厳命されていた 。 i建築と

社会j 誌の締やかしい伝統と会只へのサービ

スを考えるとき、内容充実とよ采t ) : の両立は容

易なことではない。いきおい発行日もおくれ

がちで、 一層隔月発行にしては、という議論

も度々であ ったが、何とか紙質イ本裁を変える

ことなく年12号発行を守り通すことが出来た

のは、全< I掲係者一同の労梓のJ l 易であ った。

各々の特集は優秀な専門家の先生方と熱心

な委只達にお任せしたが、何か後に残せるも

のをとの考えから、長期l述械の「樹の話シリ

った。

私は万1功、年の 4 月に足立名委員長のあとを

受けたが、 4告別の方針などはなく社会の激流

にただ浮んでいただけである 。思い出は色々

あるが記念特集が一番懐かしい。紋後に建築

と生命 ・都市環境へのアプローチを 7 ・8 月

各号に予定したまま交替したが、この両案は

7 ・8 月合併一般号とな って消えた 。私のH寺

は気付かなか ったが、経済変動のさなかの会

勢の苦しい中で次期の彦谷委貝長は苦労され

たこととおもう 。

(と りた いえ ひろ 神戸 大学名僧教授 )

て思えば、あまり御期待にそえなか った織な

気がする 。

血 H寺大阪で初めて超高層ビルがi ! A い大林ビ

ルと白い国際ビルとが対照的に出現した 。 こ

の二つの縫物を技術の聞や施工の jlllJ 等から 、

とりあげて大林と竹中の方途と対談等を加え

て夫々特集号をつく ったことが思い出される 。

その後15年、或はここ数年のビルラ ッシ ュ、

長11市の日層化を思うと感慨深いものがある 。

それにしてもいろんな経済的に困難な H寺をの

りこえて、然、も急速に変化する時代に対応し

ながら今日、 800号の記念誌がつくられるこ

とは大変お目出度いことであり、会員の一貝

としてお喜び申し上げます。

( ひこたに くに いち 彦 谷建築 設J十1>務 所 代ぷ 取締 役 )

ーズ」を. [ j IJ め、また 50年 6 月号には 「昭和l 50

年の御堂筋」の折込図版を集録できたのは大

きな成果であ った。保存に値する記1]¥.、j市頭

でj仮売のできる特集雑誌が夢てあ ったが、担

当最終の51年 3 月号医療施設特集では、いく

らかでもそのダに挑戦して任務を終了した 。

2 年を i凶じて、係t ) : 上の目標はそれなりに

達成することが出来たが、来して内谷の充笑

はどうであ ったか。その後 「建築と社会J 誌

も本世紀故後の 1/ 4 に突入し、 fl'l み銭した

多くの諜返j を歴代の編集委員長の方々が見事

に解決しつつ今日に到 った。誠にうれしいこ

とである 。

( まつむら けいぞう ｩ ｬｬ￬ ｩｬｬ ， 役 ， ､ Ｇ ｦ ｾ ぷ取締 役 Ｉ

建築と社会/ 1988年 11月号 53 



歴 代 編 集 委 員 長 よ 川 号 記 念 特 集 に 寄 せ て 「建築と社会1m附ら[ [ i ] 尉での編集方針 l'

昭和 ＵＱ 、 ＵＲ 年度Ｈ通巻 ＶＴＹ ｾ ＶＷＲ 号Ｉ

中村甲ー

昭和52年 l 月号表紙

昭和 ＵＳ 、 ＵＴ 年度 Ｈ 通巻 ＶＷＳ ｾ ＶＹＶ 号 Ｉ

片 倉 健雄 ( 故 ・前川陽一氏の代理)

" 10賓と参' I 重量

f  

θ79 

昭和54年 l 月号表紙

昭和54年年頭の委員長の抱負 l立、長い不況

のトンネル脱出の l曙光がようやくさしはじめ

" で始まり、次の年にはホ昨年度は国際、

昭和 ＵＵ 、 ＵＶ 年度Ｈ通巻 ＶＹＷ ｾ ＷＲＰ 号Ｉ

三輪泰司

建 築と 社会 側 1

昭和51年 4 月号より昭和53年 3 月号まで担

当致しましたが、 「建築と社会」が会員各位

の仕事と生活の松となり、建築界の指針とな

るべく求められる知識、情報、技術、動向、

等々そのニーズに答えることが編集の方針だ

ったと言えましょう。

その為に協会々員、或は編集委員、事務局

の方々の大きな御力添があって発行を続けら

れたと思います。

担当期間のパ y クナンバーを見直しまして

各号の厚みに大きな差があり、当時の建築界

の情勢が影響しているものと思ったり致しま

した。思い 出のーっとして発行の為の広告募

集に担当の方々と苦労したことでしょう。

最後になりましたが、日本建築協会と 「建

囲内的に目まぐるしい変遷があり ー " と記

されている。建築活動が東京とワンテンポず

れてはいるが、新しい展開の動きを肌で感じ

つつあった時期であったように思う。 I作品

作風」に登場する建物は一層多彩になった 。

築と社会」の益々の降臨と発展を祈ります。

( なかむら こういち 住附 !JI! Jl11株式会社チーフ デザイナ

ー技術部長)

トのひびわれ」などと共に、実務レベルでの

先行誘導的な内容を持つものであったと思う 。

また、都市の再整備につながるテーマも目立

っている。毎号掲載される技術関連の 頁の充

実にも目が向けられていたし、投稿欄 小委員

こうした中て¥編集の方針はい明日を目指す 会の手になる頁は、誌面の柔かさとパラエテ

模家の手がかりとなるよう H に意図したので、 ィを持たせるためにも重視していた。また表

これが特集の組み方に反映している 。年聞の 紙は、永田祐三氏に、次いで楠回一夫氏に依

分野別構成が、この頃から流動的になり、従 頼して新鮮なイメージを得ることヵ、できた 。

来の「計画、構造、設備 … 」といった領域か 編集体制をふりかえ ってみると、柏極的で

らはみ出すようなテーマや、 2 つ以上の分野

にまたがる特集が多くなった 。「電波障害と建

築J I C A  0  設計とコンビュータ J Iホテル

建築と情報システム」などがそれであるし、

またこれらは「新しい耐民設計JI コンクリー

初めは、まず広告料収入の状況に一喜一憂

し、次に毎月のシステマティックな分野別企

画を追い、そして、「建築と社会」誌の、由緒

ある伝統に圧倒されて、勉悠をするのに精一

杯でした 。

幸い 、収支と実務は 、渡辺副委員長と松井

さんをはじめ事務局の皆さんがしっかりと、

サポートして下さいますので、ようやく事態

をのみこめた 2年度目から、「建築と社会J の

歴史を創るーコマにのめりこみはじめました。

まず内容ですが、水中高を拡げる。ことをここ

鋭い視点を持った若い委員、これをバ y クア

ッ7 ・する形の経験の多い委員、それと編集側

の松井、吉崎両氏とが、よくかみ合って、 ｭｾ

事任期を終えることができた 。

( かたくら た け お 近 畿 大 学 助 教 綬 )

次に収入と内容の調和。これは終わり近く

でしたが、若い方々の提案で、 ホ設計者のプ

ロフィー) [ . . . " を取り上げました 。広告と 2頁ペ

アで関西で活躍している建築家を紹介しよう

という企画です。翌年度から笑行され、協会

創立70周年記念には、まとめて出版されまし

た。なりゆき上、テスト版ということで、私

もインタビューを受けるはめになりましたカ九

最後l上 、編集委員会自身を楽しく H です。

各方面の幹事さんもお招きして、賑やかに議

論しました。これからも「建築と社会J の編

昭和56年 1 月号表紙 ろがけました。本来れ建築θ の概念、は、都市も 集委員会へのご奉仕が、特に若い会員の、交

愉編集方針。らしきことを考えることができ 環境も包含した広いものです。様々な領域の 流と研鎖の場となり、素晴らしい建築家 ・建

るようになったのは、 2 年目に入ってからで 融合した、日本建築協会の役割と思いました 。 築技術者が註出されることを願うものです。

した 。 事l'戸ポートピア博は 、格好の機会でした。 (みわ ひ ろ し 地 域tl!"llhj 也 知;Jf 究所代点取締役社以 )
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戸 句 集 委 員 長 よ り3明 記 念 特 集 に 寄 せ て 「建築と社会J 600号から[ [ i ] 問での編集方針 l

昭和 ＵＷ 、 ＵＸ 年度Ｈ通巻 ＷＲＱ ｾ ＷＴＴ 号Ｉ

横山誠一

理 詰 と 社 会

ｾ墜 ｊｩ ｬｬ
十 三立 誠ｾ祷 斗 ｽ Ｑ ・

昭和58年 l 月号表紙

昭和 ＵＹ ｾ ＶＱ 年度Ｈ通巻 ＷＴＵ ｾ ＷＸＰ 号Ｉ

井 上 汲

王 室 賀 基 と 宇 土 重 量E

'軸 1 .. ; 供“ T

l昭初61年 1 月号ー表紙

日本建築協会は戦争前迄は多くの会員に支

えられて、順調に発展してきたと恩われます

が、戦後間もなくして色々な会が誕生して会

昭和62、63年度( 通巻781号~現在)

長谷部朔郎

理 築 と 社 会

..回 1

昭和63年 1 月号表紙

日本建築協会の常設委員会は、編集委只会 会誌の充実が望まれるなかで、その編集は

のほかに出版、建材 、事業、教育などの委只 苦労が多い。第一に発行は独立保%+ なので、広

会があるが、会員である「建築と社会」の読 告収入て。l !1i わなければならない。広告を集め

者の多くはそのことを知らない。 るのもたいへんだが本文の内容とかみ合わす

会員の大半は「建築と社会」を通じて協会と

つながっており、日本建築協会すなわち「建

築と社会J と思っている 。その意味ても「処

築と社会」誌の充実こそ会貝の最も期待する

ところである 。

建築専門誌は数多く出版されているが、「処

築と社会」のように建築に携わる多くの分野

のも苦労である 。第二に特集のテーマ設定が

問題だ。毎月々の特集テーマが紙面を面白く

もし、平凡にもする 。第三に毎月の発行日を

守ることである 。これも原稿の関係でなかな

かむつかしい。

歴代の経集委員はみなこのような苦労をし

ながら毎月毎月会誌を発行してきたのである 。

の人々を結びつけている雑誌は少ない。 これ 今後もその苦労は同じと思われるが、日本建

からの編集も幅の広い会員各層のニーズに令 築協会すなわち「建築と社会j と思 ってがん

ったもの、共! 必のf持られるものであ ってほし ばっていただきたい。

い。 ( よこやま せ い いち安井挫築設 ｊ ｉ ＮＡ ｊｾ 務 所 常務取締役 Ｉ

貝は分散し、更に若い人達の会離れも手仰 っ て決してお金には無縁ではなく、会只の数の

て、会只の数は減少しつつあり、従って会誌

の発行部数は減少しています。会と会只を結

ぶ唯一の手段であるだけに何とか魅力のある

内容の会誌にしたいと思い、更にこの事に依

って会只の別加がJ t J l待出来る様であればと願

って、歴代委只長の方々は頑帰ってこられた

と思います。

}祈〈 言 う私もその一人でありまして、各委

貝、事務局の方々のご指導を待ながら、カラ

ー頁のhtl 大、文章の活字の大さの見直し、良

いタイミングでの特集ものの発刊等を心掛け

て、少しでも内容が充実して魅力的であり、

且紙面が見易くなればと思いながら、努力致

しました 。然L i建築と社会J だからと 言っ

600号の記念号があ って、次が800号に飛ぶ

という車古来になりましたが、めでたい、 800 

号をイベントとして、物にする 。それは 「建

築と社会」が、慨に、こんなに刊行され、こ

れほど歴史と伝統のある建築の雑誌が関西に

減少に依る会貨の収入減と、広告収入の減少

と言うダブルパンチを受ける中で、何とか赤

字を出さない範囲で、最善のものを提供した

いと心を砕きました 。 ｾ Ｑ ］ Ｑ［｜ＧＱ こｾｴＧｻしか っ た と ｊ ｟￯Ｎは、

それ迄表紙が二色刷l りで貧相に思われた名管

会長束畑先生が、応分のご寄附をして下さい

まして、二年間に亘り来畑建築事務所の吉国

氏の、圏外と圏内の風景のスケ ッチを ;1&せて

下さいました事です。 その時の会誌の評判は

非常ーに良いものでした 。今後「建築と社会」が

社会情勢の推移に対応しつつ、改普されて内

容が充実し、再び会貝の方も mえて、多くの人

々に愛読される事を心から祈 って止みません。

( いのうえ ひろし 株式会社作本鉱工所ill 築開発宅氏)

で読んでいても、人の気をひくような、カ ッ

コイイ本でありたいものです。それには、表

紙のデザイン、作品写真、そして、読みたく

なる誌面構成が必要なのです。 盗み読みさ

れた i侍の内容は、勿論大切です。幸い、説め

も、有るということを、 P Rするチャ ンスと ば役立ち、資料性のある記 ｾ ｊＧ［Ｚで、執筆者は ー

なるし、ひいては、入会まもない会員務士に、 流である、伝統があります。 この立派な伝統

日本建築協会を、再認識していただく機会に を生かし、更に、次の特集の予告がわかり、

なるのではと、考えたからです。 さて、この その記事に関して、読者の袈望も入れられる

伝統ある雑誌の編集方針を立てることは、大 様に、せめて、半年先の企画が発表され、雑

変なことです。伝統を受けつぎながら、常に 誌の発行が待たれるような、 「建築と社会」

フレ ッシュな企画をして行くことを第ーとし に成長すること 。今そんなことを考えて、タ

ています。 でなく、現実の編集方針としての裏付けを行

最近ナウイ雑誌が増えてきました 。 i建築 っております。

と社会j も、屯卓の中て特 っていても、職場 ( はせべ さくろう 株式会社日強ハウジングシステム顧問 )
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座談会

青年技術者表彰者にみる20年の歩み

出席者

小 角 亨 ( 日 建 設 計 設 計 部 長 ) 第 四 回表 彰

井 上 良則 ( 竹 中工 務 底 設 計 部副 部長 ) 第 四 回 表 彰

藤 純 正 俊 ( 大 林 組 建 築 設 計 第一 部 部 長 ) 第 四 回 表 彰

岡 田善 弘 ( 鹿 島 建 設 開 発営 業部 長 ) 第 四 回表 彰

遠 藤剛 生 ( 遠 藤剛 生 建 築 設 計 事 務 所 所 長 ) 第20図 表 彰

司 会

東 孝 光 ( 大 阪 大 学 教 授 ) 第 11図表 彰
IIs拘63年 9 ｾ Ｑ ＲＲ 日Ｈ

沫 浴 し 、 精 励 す る

東 き ょ う は 、 「 建 築 と 社 会J の 800号 記 念 特 集 の 座 談 会 と い う

こ と で 、 前 回 の 600 号 記 念 が 出 て か ら 、 17年 ぐ ら い に な る わ け

で す が 、 そ の 頃 、 は つ ら つ と し た 青 年 建 築 家一一一当 時 は 育ー年 技

術 者 で あ り 青 年 建 築 家 だ っ た 皆 さ ん で す が 、 い ま は そ れ ぞ れ の

会 社 の 最 前 線 で 活 躍 し て お ら れ ま す 。 そ う い う 皆 さ ん が 若 い と

き に 、 ど ん な こ と を 考 え な が ら 仕 事 を し て お ら れ た か 、 そ し て

ど う い う ふ う に 「 建 築 と 社 会J に 登 場 し て こ ら れ た か 。 さらに、

そ の 後 の 20年 近 く を 、 建 築 家 と し て 、 技 術 者 と し て 、 あ る い は

専 門 家 と し て 、 ど う い う ふ う に 生 き て こ ら れ た か 、 と い う こ と

に つ い て お 話 し い た だ く こ と で 「 建 築 と 社 会 」 の こ の 20年 間 に

重 ね ら れ れ ば と 思 い 、 お よ 長 ま り い た だ き ま し た 。

ま ず 、 登 場 さ れ た 順 に 、 昭 和46年 の 小 角 さ ん か ら 、 当 H寺のエ

ピ ソ ー ド も 含 め て 、 お 話 し い た だ け ま す か 。

小 角 実 は 、 私 は 「 有 芳 図 函 館J の 仕 事 で 、 汗 年 技 術 者 に ;1返せ

て い た だ い た ん で す が 、 こ の 仕 事 は 私 に と っ て 思 い 出 の 多 い 仕

事 で し て 、 現 場 の 監 理 ま で 約 1 年 間 や ら せ て も ら っ た ん で す ね 。

従 っ て 、 こ れ は 自 分 の 子 供 の よ う な 気 が す る ん で す 。

ち ょ う ど 万博 が 行 わ れ る 前 年 で 、 世間 は 「 エ キ ス ポ '70J に 向

けて厳然、たる状況だ っ た ん で す け ど 、 私 は 、 京 都 の 住 友 本 家 の

敷地の中で、静かに、この仕ｾＺ￯Ｚを 一 心にできたという、非常に

恵 ま れ た 状 態 で し た 。 私 は 、 モ ノ を つ く る と い う の は 、 H寺の利

と い う の が あ っ て 、 は じ め て で き る と 思 う の で す が 、 20代 の 前

半に勉強した若干私立の上に、 ![f. ま れ た 条 件 、 忠 ま れ た 対 象 物 を 与

え ら れ て 、 そ の 仕 事 に 没 頭 で き る 状 態 を つ く っ て い た だ い た 。

し か も 、 そ の と き 周 り に い た 人 が 、 と き ど き 非 常 に い い ア ド バ

イ ス を し て く れ た と い う 人 の 和 で す ね。 そ う い う も の が あ っ て、

は じ め て 勇 気 づ け ら れ て 仕 事 が で き た し 、 1 年 間 現 場 に い て 、

コ ン ク リー ト 打 ち を ジ ー ッ と 見 て い ら れ る 。 柱 1 本、 一 番 長 い

の で 8 111 ぐ ら い あ る ん で す け れ ど 、 こ の 柱 を 打 つ の に 一 日か か

る わ け で す ね 。 そ の 日 は 水 を 浴 び て 休 を 泊 め て 行 き ま し て 、 い

つ も 現 場 服 の 後 ろ に は 濡 れ タ オ ル を く く り つ け て お い た 。 不 心
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得 者 が い て 、 い ま ま さ に コ ン ク リ ー ト を 打 つ と い う と き に 、 つ

ば を は く ん で す ね。 自 の 前 で や る と 、 相 手 の 気 持 ち を 筈 す る も

の で す か ら 、 労 務 者 が い な く な っ た と き に 、 サ サ ッ とタオルで、

タ イ ヤ の 跡 と か つ ば を 拭 き 取 る ぐ ら い の 気 持ーの 入 れ 方 を し ま し

た 。 あ ん な ふ う に し て つ く っ た 建 物 と い う の は 、 も う 一 生 で き

な い で し ょ う し 、 あ と で 振 り 返 っ て み る と 、 動 線 的 に も 、 椛 造

的 に も 、 い ま で も と て も こ ん な も の は で き な い 、 と い う も の が

こ の 時 代 に は で き た と 思 って い ま す 。 や は り 、 そ の 時 代 に し か

で き な い も の が 建 築 に は あ る な 、 と 。 そ れ 以 後20年 た っ て ま す

け ど 、 そ の と き の 私 自 身 を 、 は た し て い ま 越 え ら れ る か と い 7

と 、 と て も 自 信 が な い で す ね 。

東 そ れ は 、 日 建 設 計 に 入 ら れ て 何 年 ぐ ら い の と き で す か 。

小 角 昭 和 43年ですから、 7 年 目 で す ね 。

東 入 っ て か ら 7 年 I/-IJ ど ん な ス テ ッ プ で や っ て こ ら れ ま し た か 。

小 角 私 は 、 名 古 屋 に 入 り ま し た の で 、 初 め か ら 計 画 を や ら さ

れ た ん で す 。 計 画 案 ば か り を つ く っ て い た 時 代 が 4 、 5 年 続 き

ま し た 。 I有 芳 図 函 館 」 の 前 に や り ま し た の が 、 私 の 好 き な 建

物 で 、 白 浜 の 「 南 紀 白 浜 空 港 」 な ん で す 。 興 一 枚 を 滑 走 路 に そ

っ と 置 い た よ う な 雄 物 で す け ど も 、 そ の 次 の 仕 事 が こ れ な ん で

す ね 。 そ れ ま で は 、 あ ま り 私 が 担 当 し た 設 計 は し て な い ん で す 。

ですから、 何 か っ く り た い 、 と い う 気 持 ち が 高 ま っ て た と い う

状 態 だ っ た ん で し ょ う ね。 現 場 に 1 年間し、て、タイルてイ立を帰

るとなると、 一 日 中 床 tJL をili い て 座 っ て、 「こ の タ イ ル は こ こ J

「あ の タ イ ル は あ そ こ 」 と タ イ ルの 帰 り 万 ま で 全部 向 分 で 指示

して や らせ て い た だ い た 。 そ う い う こ と が で き た H寺代 の 建 物 な

ん で す ね 。

東 や は り 、 そ れ は ひ と つ に は そ う い う 時 代 だ っ た の で し ょ う

ね 。 あ る 程 度 ゆ っ くりつく っ て い く 時 期 と 、 そ う ていな い 時WJ が

あ る ん で し ょ う ね。 llti 和 47年 は 井 上 さ ん 、 岡 田 さ ん で す ね 。 ま

ず、井上さんから、学校を出られて仕- b j : i : を始められた状況か ら 、

そ の 辺 ま で ど う い う ふ う に し て こ ら れ て 、 こ の 時 期 は ど う だ っ

た か と い う 辺 り を お 話 し い た だ け ま す か 。

井 上 私 は 、 設 備 の 方 を 担 当 し て お り ま し て 、 入 り ま し た と き

か ら 会 社 自 身 が ヒ ー ト ポ ン プが 大 変 好 き な 会 社 で ご ざ い ま し て 、



屯 気 を 使 っ た 空 間 を や ろ う と い う 思 想 が ご ざ い ま し た 。 ちょう

ど 私 ど も が そ う い う も の を 開 発 し て い た と き に 、 超 高 層 ビ ル が

計 画 さ れ ま し て 、 そ の 超 高 層 ビ ル を 燃 料 を 燃 や さ な い で 、 煙 突

の な い ク リ ー ン な 、 無 公 害 の ビ ル を や ろ う と い う こ と に な り ま

して、当 H寺の 山 中設計部長が、 「煙突のない超高層ビルをつく

れ」と 言 うんですよ 。

東 大 阪 国 際 ビ J レでhす ね 。

井 上 そうです 。 そ し て 、 ど う し た ら 煙 突 の な い 建 物 に な る か

と い う こ と を 考 え た ん で す が 、 要 す る に ヒ ー ト ポ ン プ に す れ ば

いいということで、当時、 2 万坪で会苦11屯 気 で 冷 暖 房 が で き る

ビルはなか った ん で す け ど 、 建 物 が 真 っ 白 で 、 煙 突 の な い 無 公

害 の 建 物 を つ く れ 、 と い う の が 会 社 の 方 針 て ¥ ヒ ー ト ポ ン プ を

| 摘発したわけです 。 い ま か ら J 号 え ま す と 、 よ く も あ あ い う 無 謀

な こ と を や ら せ た と 思 い ま す ね。 あ と で 剖 べ た ん で す け ど 、 あ

ん な 大 き な ヒ ー ト ポ ン プ は 、 当 H寺なか った で す ね 。世 界 的 に も 。

大イ本100冷 凍 ト ン ぐ ら い が 限 度 だ った の を 、 い き な り 700冷凍ト

ン の も の を や った わ け で す か ら 。

い ろ ん な も の が す べ て 新 し い と い う 状 態 で 、 非 常 に 苦 労 い た

しました 。 当時大阪市は、 「フソレースカイ計画」とい って、 TT

2 を 取 り 戻 そ う と い う 運 動 を し て お り ま し て 、 背 い 笠 に 白 い 建

物 と い う の が 設 計 趣 旨 だ ったものですから、そういう意味で、

クリ ー ン ビルをつくろうということで「無公害ビノレJ というキ

ャ ッチ フ レ ー ズ が一 応 達 成 で き ま し た 。 そ の あ と す ぐ に 、 オ イ

ル ・ショ ッ クがありまして、ヂ? エネルギ一 時代がまいりまして、

第 1 次 、 第 2 次のオイル・ シ ョッ クがあ って 、 そ の 頃 が 建 設 会

社 と し て は 大 変 つ ら い H寺J1:J J だ った と 思 い ま す ね 。

ゆ っ くり 一 つ の 作 品 に 時 111J をかけて、じ っ く り 設 計 を さ せ て

い た だ く 、 コ ス ト も そ こ そ こ か け て 、 と い う の が な く な り つ つ

な って き た と い う 気 が す る ん で す 。 な せ' そうな った か と い う こ

と を 考 え ま す と 、 建 物 と い う の は 不 動 産 で し て 、 場 所 的 に い い

と こ ろ か ら 佳 つ わ け で す ね。 そ れ か ら 雄 物 の 寿 命 が 非 常 に 長 い 。

そういうことからすると、オイノレ ・ショ ッ ク の よ う に イ ン フ レ

に 入 り ま す と 、 古 い 挫 物 ほ ど 場 所 的 な 価 値 も 高 〈 、 し か も 減 価

似 却 も 終 わ って お り ま す か ら 、 競 争 力 が 非 常 に 高 い 。 一般 の

業 製 品 は 新 し い も の の 方 が 競 争 力 が 強 い ん で す け ど 、 建 物一一一

貸 し ビ ル の 場 合 は 、 古 い 雄 物 の 方 が 競 争 力 が 強 く て 、 新 し い 建

物は土地は高いところにp : って 建 て な い と い け ま せ ん し 、 場 所

も悪い 。建物の単価も日し、 。 こ う い う こ と が 建 築 の 特 徴 で 、 建

設 業 を 非 常 に 苦 し め た 理 由 じ ゃ な い か と い う 気 が い た し ま す 。

そ れ を 我 々 が 設 計 技 術 に お い て ど う 克 服 す る か 、 と い う の が 重

要 な 諜 題 で 、 故j丘 、 我 々 が そ れ を 凡 つ け ま し て 、 安 か ろ う 、 悪

か ろ う じ ゃ な く て 、 も う 少 し 盟 か な 、 よ い 環 境 の も の で 、 従 来

の 縫 物 に な い よ さ を 設 計 に 取 り 込 ん で く れ ば 、 背 の 競 争 力 の 強

い建物に j勝てるんじ ゃないか、と 。 そ の 辺 が 「 イ ン テ リ ジ ェ ン

トビ j レJ と か い ろ ん な 名 前 で い わ れ て お り ま す け れ ど 、 そ う い

うも の が や っ と見つか って 、 そ れ と 同 時 に 再 開 発 ブー ム と か 内

泥 の 拡 大 策 と か 、 そ う い う ブ ー ム に 釆 って 、 や っ と 建 設 業 が 上

向 き の 姿 勢 に 入 った と い う 気 が し ま す ね。 当H寺といまの建設会

社における環境を考えまして、 一 番 追 う の は 、 当 時 、 会 社 の 平

均 年 齢 が 非 常 に 若 か った わ け で す ね。 平 均 年 齢 が 多 分26、 7 歳

ぐ ら い じ ゃ な か った で し ょ っ か 。 それがいま、 37、 8 歳から 40

員長近くで、会社自身、非常に日附化しておりますね。

会 社 の 平 均 年 齢 を 維 持 で き る 新 入 社 只 を 採 用 で き る ほ ど 会 社

の業主it が例 l び て い な い ん で す ね 。 そ ん な こ と で 、 ビ ッ グプロジ

ェ ク ト を 、 我 々 の 時 代 は 、 省IJ 合 若 い 年 代 の 人 聞 が 任 せ ら れ た ん

で す け れ ど も 、 い ま は 法 規 的 な 手 続 き の 難 し さ と か あ り ま し て 、

若 い 人 が ビ y グ プ ロ ジ ェ ク ト に 参 画 で き な い と い う 気 の 識 さ が

あ る よ う な 気 が い た し ま す ね。

青 年 技 術 者 の 方 は 、 皆 さ ん 非 常 に 順 調 に 会 社 の 中 でイII Iび て お

ら れ ま す ね 。 そ う い う 意 味 で 、 協 会 は よ く 選 ん で お ら れ ま す し 、

協 会 は ぜ ひ こ れ を ず っ と や り 続 け て い た だ き た い と 思 い ま す ね。

そ の 人 た ち が 青 年 技 術 者 と し て 選 ば れ た 責 任 と 誇 り で 、 皆 さ ん

立 派 に な ら れ て ま す ね 。

燃 え 方 で 人 聞 が 成 長

東 そ れ で は 、 次 は II'針tlll さ ん で す ね 。

藤 縄 学 校 を J土l るまでは、柿i 1 t をやろうかなあと思 って い た の

ですが、何とはなしに私の心↑ !? と令わなくなってきて、たまた

ま 丹 下 さ ん の 「 香 川県 庁 令 」 を 見 て 、 構 造 、 設 備 、 建 築 主 lil j 、

そ れ が シ ン ボ ル に な る と い っ 、 全 部 が 一 本 の 糸 に 撚 り 上 って 統

ー さ れ て る の を 見 ま し て 、 建 築 ってこんなに素晴らしいものか、

と 、 あ れ を 見 て 建 築 の デ ザ イ ン をや って み よ う と 思 う よ う に な

りました 。

東 最 初 は 、 構 造 の 仕 事 を さ れ て た ん で す か。

藤 縄 会 社 に 入 る と き に デ ザ イ ンの方にさせていただきまして、

会祉 の 実 務 を や り な が ら 、 も う 一 度建築の基本からやりたいな、

と い う 気 持 ち を 強 〈 持 って た ん で す 。 たまたま干任人の初r究 所 の

設 計 の た め に ポ リ シ ェ ック と い う ア メ リ カ の 建 築 家 が 日 本 に 米

ま し て 、 そ れ に 偶 然 に 参 両 す る こ と に な り 、 私 が 、 建 築 と い う

の は 、 構 造 、 設 備 、 空 間 、 価 値 観 の一 体 化 だ と い う こ と で 追 い

求 め て い た 世 界 と 、 彼 が 我 々 の 自 の 前 で 見 せ て く れ た t世界とが

かなり 一 致 し て た の で 、 も う一度勉強し直そうということで、

米 国 に 行 った ん で す 。

東 その H寺は、会社に入 って 何 年 ぐ ら い た って い た の で す か 。

藤 縄 4 年のときに向こうに行きまして、 2 年 後 帰 ってきて、

すぐに万博凶述、市役所のが] の立山 I 1銅' ; l ! : ビノレJ の 設 計 に 参 画

しました 。 そのあと大阪「大林ビノレ」をやれということで、プ

ロジ ェクト ・チー ムを組み、主主底、設備、構造、施工、金者11入

って、{ 実は主主匠のチーフにな ったのですが、ちょうどフライノ マ

ンの 中 に 妙 ら れ た 豆 めように毎日うろうろしてたんですけど、

2 、 3 カ月するとかなり度胸も定まりまして、あの頃、 「霞が

|刻 J 1東 京 貿 易 セ ン タ ー J 1神 戸 貿 易 セ ン タ ー j が終わ った H寺則

で し て 、 次 の 超 高 層 ビ ル を ど う つ く る か と い う テ ー マ が あ り ま

した 。 そ ん な こ と で 間 々 と 初 日 を 過 ご し て い た ん で す け ど 、 で

る だ け ス ト ラ ク チ ャー と い う も の を 明 快 な 建 築 表 現 に し た い

と い う 願 望 を 持 って い た の と 、 や は り 本 社 ビ ル て"す か ら 、 そ こ

に仕・J1 - : 場としての意味令い、 空 川 的 な 価 値 と 表 現 と い う よ う な

ことを 一 生 懸 命 や っていました 。 超 高 層 で す か ら 、 工 場 で つ く

った も の を ど う 組 み 立 て て い く か 、 そ の ジ ョ イ ン トをどうする

かということに毎日| 温んでいました 。

小 角 さ ん の 先 ほ ど の お 話 で す け ど 、 テ ー ? を 与 え ら れ た と き

に 、 人 聞 が ど れ だ け 燃 え る か 。 そ の 燃 え 方 が 人 間 を 成 長 さ せ る

と 思 う ん で す 。 非 常 に 熱 中 し て 渦 の 中 に い る の で 、 自 分 が ど こ

に ポ ジ ショニングをと って い る か は 分 か ら な い け れ ど も 、 そ の

と き 、 潜 在 的 に あ って も 凡 え な か った も の が 少 し 見 え て き た 。

主主築 って こ ん な も の か な 、 と い う の が 感 じ と れ た と き で し た ね。
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あ れ は 本 社 ビ ル て ¥ 今 も 何 か あ る と メ ン テ ナ ン ス 係 を や ら さ れ

ているんですが( 笑) 、自分の青春の 1 ペ ー ジ と い う か 、 数 ペ ー

ジにな って い る と い う 感 じ で す 。

東 岡 凹 さ ん は 構 造 の ご 出 身 だ った の で す ね 。

岡 田 そ う で す 。 学 校 は 構 造 系 で し た が 、 現 夜 の仕 事 は 丸 っき

り変わ って お り ま す 。 37年 に 入 社 い た し ま し て 、 最 初 か ら 現 場

配 属 で し た 。最 初 に 配 属 さ れ ま し た の が 、 あ る 家 電 メ ー カ ー の

工 場 現 場 で 、 住 み 込 み で 行 き ま し た 。 造 成 工 事 と 並 行 し て 建 築

工 事 を や っている突貫工事でしたから、 1 カ 月 余 り は 全 然 休 み

が と れ な か った で す ね。初めてのイ木みがゴールテンウィークに

1 日 休 め た だ け で し た 。御 堂 筋 を 朝 早 〈 歩 き ま し た ら 、 ち ょ う

ど い ち ょ う の 芽 が 出始 め で そ の 緑 が 、 非 常 に 印 象 に 残 っており

ます 。 そ の 後 も 現 場 を や ってきまして、大きな現場では、 「布11

戸 f { 易センタ - J の 鉄 骨 担 当 を や り ま し た 。 あ れ は 日 建 さ ん の

設 計 で し た が、構 造 の 方 々 と 一 緒 に 、 構 造 実 験 を い ろ い ろ や ら

せ て い た だ い た こ と が 印 象 に 残 って ま す ね 。

そ れ か ら 、 昭和 47年に担当していましたのが、 三 越 の 近 く の

テナントビルて・すが、ちょうど工務主任にな って 3 つ 自 の 工4

で し た の で 、 多 少 慣 れ て き た こ ろ か と 思 い ま す ね。 設 計 ・施 工

の 工 事 で し た の で 、 設 計 の 連 中 と い ろ ん な 工 夫 ・工 法 改 善 を や

り な が ら 、 施 工 し て い ま し た 。

この 2 0年 間 を ふ り か え っ て み ま す と 、 超 高 層 建 築 を 中心に 、

構 造 や 施 工 方 法 が 飛 躍 的 に 進 歩 し ま し た が 、 そ の 後 、 来 た し て

どれだけ生産性のあがる工法がなされたか、疑問に思っています 。

最 近 、 コ ン ピ ュ ー タ ー の 活 用 と か ロ ボ ッ ト 化 等 が 進 み つ つ あ

り ま す が 、 生 産 性 の 向 上 を調べてみますと、 2 0年 間 で 約 1. 4 倍 。

これは他の産業に比べて非常に低い値て、すね。 しかし、ここ 1

- 2 年内需拡大、者[1市 開 発 等 で 建 設hl が 急 激 に byl え 、 現 場 は 大

変 な 状 況 に な って き て い ま す 。

東 ご 自 身 が 工 務 主 任 で や って お ら れ た 頃 と 、 い ま の 若 い 同 年

代 の 人 が 現 場 担 当 で 出 て お ら れ る 人 と 、 生 活 は 迩 って き て ま す

か 。 そ れ と も あ ま り 変 わ ら な い で す か 。

岡 田 伐 は 、 入 社 し て 8 年 目 で 工 務 主 任 に な った の で す が 、 現

花 は そ う は い か な い 状 況 に な って い ま す 。ヰ土貝の高齢化、平均

年 齢 の 上 弁 で 、 も っ と年のと った 人 が 工 務 主 任 の 仕 事 を し な く

て は い け な い ん で す ね。 決して若い層が能力がないのではなく、

年齢梢成からやむを得ないというのが各社の4 ] : i . .mじゃないかと

思 い ま す 。建 設 ブ ー ム の 時 代 に 、 非 常 に 多 く の 人 を 係 用 し た 。

ところが、その後、建設投資のセーロシーリ ン グが続いたため、

新 入 社 員 の 採 用 を 減 ら し ま し た 。 そ う す る と 、 社 以 の 年 齢 が ピ

ラミ γ ド 型 か ら 、 釣 り 鏡 型 へ 、 そ し て 、 逆三 角 形 に な ってきて
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い ま す 。 我 々 の 若 い l時 代 に は 、 設 計 で も 施 工 で も 若 い 層 に 責 任

あ る ポ ス トを 与 え た の て す が 、 最 近 で は 、 年 齢 の 高 い 層 を 活 用

せ ざ る を 得 な い 現 象 が 起 こ って い る の で す ね。

中 近 東 を 放 浪

東 遠 藤 さ ん 、 我 々 デ ザ イ ン 界 と い う か 、設 計 の 世 界 で も 、若

い 人 が 、 黙 っ て い る と 仕 事 が こ な い 、 無 理 を し て で も や ら な い

と 駄 目 だ 、 と い う 感 じ が あ る み た い で す ね。

遠 藤 僕 は 設 計 事 務 所 を や って い る わ け で す け ど 、 最 近 の 若 い

人 が ど う い う 意 識 を 持 って 、 建 築 の 設 計 を 見 て い る の か 、 よ く

わか りま せ ん が 、 あ ま り 汚 れ 仕 事 は や り た く な い と い う 感 じ が 、

特 に こ こ 2 、 3 年 強 く な り ま し た ね 。 以 前 か ら 建 築 が 好 き な 人

は 多 か っ た と 思 い ま す が 、 と こ と ん 建 築 に 働 けてみようという

人 は 少 な か ったのでは 7 い ま 束 先 生 お っ しゃ った よ う に 、 自 分

の仕司主を、自分の存在をかけてやらな け れ ば な ら な い の で す が 、

な か な か 難 し い こ と だ と 思 い ま す 。

東 遠 藤 さ ん の 若 い 頃 の こ と 、 非 常 に 興 味 が あ る ん で す け ど 、

そ の 頃 の お 話 を 聞 か せ て く だ さ い 。

遠 藤 20年前は、{ 菜、 27歳 で し た 。 ヨー ロ ッパ に 行 って ウ ロ ウ

ロしてた頃ですけど、その前に、学校を卒業してから、 2 つ の

事 務 所 で 仕 事 を し て た わ け で す が 、 建 築 を や って る の は 雌 か に

や って た ん で す け ど 、そ の 頃一番 興 味 が あ っ たのは絵の方て¥

油 絵 の 先 生 に つ い て 、 学 ん で い た ん で す 。エ ネ ル ギ ー は 4 分 6

ぐ ら い で 建 築 の 方 に 掛 け て い た ん で す が 、 気 持 ち は か な り 絵 の

方 に あ って、個展も 4 、 5 回 ぐ ら い や り ま し た ね。

東 か な り 醒 め た 若 者 だ った ん で す ね ( 笑 ) 。

遠 藤 醒 め た と い う よ り、 ま だ よ く 分 か ら な か っ たんです 。 ち

ょうど 27歳のとき、 外 国 の 建 築 も 見 た い と い う こ と が 3 分 ぐ ら

い と 、 そ れ よ り も 画 材 を 求 め に 行 った と い う 感 じ も 強 か っ た ん

ですけど、半年ばかりウロウロしてたんですね。そ の 頃 は 、 横 浜

から 荷台に乗って、ナホ トカ を 経由 し て 、 へ ル シ ン キ と か ウ ィ ー

ン と か に 行 く コ ー ス で す け ど 、 た し か 12万 ぐ ら い で ヨ ー ロ y ノマ

ま で 行 け る 一 番 安 い ル ー ト だ った ん で す 。 それで向こうに行き

ま し て 、 も ち ろ ん カ メ ラ は 持 つて な か ったんですけど、も っぱ

らスケッチで400 枚くらいスケ ッチ を し ま し た ね え 。l.l IJ に そ の こ

と を 建 築 と か ら め て 考 え て た わ け で は な く て 、 た だ 自 分 が そ の

と き 一 番 や り た か った こ と を た ま た ま や って た と い う 感 じ だ っ

たんですけど、 中近 東 を 通 っ て 、 い ま は 通 れ ま せ ん け ど 、 ギ リ

シア 、 トノレコの辺 りか ら 、 イ ラ ン 、ア フ ガ ニ ス タ ン 、ノマキスタ
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ン と い う 、 カ イ バ ル 峠 の 例 の ルー トを泊 って 州 って き た ん で す。

そのあと 、 時 期 的 に い い ま す と 、 万 博 の 前 の 年 で 、 独 立 す る

というのか、 何 と な く 仕 事 に ズ ル ズ ル 入 って い った 感 じ で 、 ち

ょ う ど 万 博 の 年 に 事 務 所 を 持 っ た わ け で す が 、 そ の 頃 は 、 ま と

まっ た 仕 事 な ん て い う の は 少 な か ったのですが、同じゃるなら、

きち っ と 自 分 の 納 得 で き る も の を や り た い な 、 と い う 気 持 ち が

あ り ま し た 。小 さ い 事 務 所 て"すから、 ス タ ッフの 問題 と か い ろ

んなことがありまして、会ft用から給料の段取りから、 一 通 り の

こ と は や り ま し た 。 そ の 頃 は 、 そ ん な 桂 皮 で し た ね。

東 こ う し て 伺 って み る と 、 あ の 頃 と い う の は 、 例 え ば 、アメ

リカやヨ ー ロ ッパの 大 学 に 初 学 す る に も 、 フ ル ブ ラ イ ト 奨学 金

によるぐらいしかなくて、私 Ｑ ＧＱの挫築制学なんて、至高 ｬｦ ｾ ＨＷＩ技だ

っ た で す か ら ね 。 そ の 頃 か ら ぽ つ ぽ つ 受 け 入 れ ら れ る よ う に な

って き た ん で す 。 藤 純 さ ん の よ う に 非 常 に 忠 ま れ た 方 も お ら れ

れ ば 、 貧 乏 旅 行 さ れ た 方 も お ら れ る 。仕 事 も 、 い ま み た い に チ

ー ム を 組 ん で い ろ ん な こ と を や ら な き ゃ い け な い と い う こ と が

な い か ら 、 荒 く て 大 き な 計 画 の 担 当 も さ せ て も ら え た し 、 よ か

っ たと 言 え る か も し れ ま せ ん 。 ただ、 i干はよか った、 い まのす号

い 者 は 駄 目 だ 、 と い う 話 で は な く て 、 じ ゃ あ 、 い ま は ど う し た

ら い い か 、 と い う こ と も 々 え た い と 思 うんです 。

井 上 我 々 が 持 って い な く て 、 い ま の が い 人 た ち が 持 っている

よ さ は 、 我 々 の 育 った幼少の頃は物がなくて、 何 か あ れ ば い い 。

I RI 質 は |剥係 ない 。 ス テ レ オ で あ れ ば ど ん な も の で も い い 、 そう

いう 11#代 だ ったわけですが、いまの荒い人たちは、 何 々のこう

い う ス テ レ オ で な い と い か ん 、 と い う ふ う に 非 常 に 品 質 を H今l床

す る 日 を 持 って い ま す ね。 日 本 が 泣 か に な っ て き た 時 代 に 行 っ

て お り ま す の で 、 い い も の 、 惑 い も の 、 し っか り 見 る 目 を 持 っ

て い る と い う よ さ が あ り ま す ね。 で す か ら、 今 後 、 若 い 人 た ち

が 、 有 った12か さ を 建 築 に 表 説 で き れ ば 、 い ま よ りもっ と些か

な 挫 築 が 生 ま れ る と い う 期 待 を し て い る ん で す け ど ね。 そこを

こ れ か ら の 来 い 人 た ち は 武 持 に し て 、 活 路 し て ほ し い で す 九 。

東 あまりにも知り過ぎていて、あまりにも目が} j 巴えているか

ら、かえ って や り に く い 点 も あ る ん で す よ ね 。

遠 藤 モ ノ を 分 析 し て い く 能 力 は 非 常 に 長 け て い る ん で す け ど 、

ま と め る の が 下 手 と い う か 、 そ の 辺 の トレ ー ニ ン グを徹底的に

や ら な き ゃ い か ん と い う 感 じ は し ま す ね。

東 大 学 と い う 場 に い る と 、 そ の 分 析 も 厄 り な い よ う な 気 が す

る ん で す け ど 。 直 感 と し て 全 体 を と ら え る カ は あ る ん で す け ど 、

そ れ を 技 術 に 反 映 さ せ て い くた め に は 、 そ う し た も の を分 析 し

て 、 必 裂 は 嬰索 を組み立て て い か な い とい け な い わ け で す ね。

その へ ん の非 常 に 難 し い と こ ろを 、 地 道 に 力 を つ け て 欲 し い と
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思 い ま す ね。

建 築 の 面 白 さ を 肌 身 で 知 る

議 縄 確 か に 、 た く さ ん の 情 報 を 集 め る の は 上 手 で す ね。 で す

け ど 、 建 築 と い う の は 、 実 際 、 材 料 を 選 ん だ り デ ザ イ ンすると

い う の は 、 答 え は 一 つ し か な い と い う 宿 命 を 持 ってる 。 それを

誰 が 決 め る か と い う と 、 設 計 者 が 決 め る し か な い 。 その辺 が 分

か る か 、 分 か ら な い か と い う 訴 だ ろ う と 思 う ん で す け ど 、 私 の

ところも若いスタ ッフ を 抱 え て 、 組 織 と し て ど う す れ ば い い か

というのが 、 いまの私の仕 ・ ｊ ＺｩＭの 一 つなんですけど、訟ｾＭｪＭ技術は

教 え ら れ る ん だ け ど 、 デ サr イ ンそ の も の 、 あ る い は ど うい っ ポ

リシ ー で 、 ど う い う 哲 学 で や る か と い う と こ ろ は 教 え よ う が な

い 。 実際の イ 士 ｾ ｊ ＺｩＭの 中 で い 、 ｊｕｌ でＡ替、じと っ てもらいながらや っ てい

く し か な い ん じ ゃ な い か と い う の が 、 僕 の い ま 持 って い る テ ー

マ で す 。や は り モ ノ を つ く る と い う の は 、 一 つ に 収 倣 す る ん だ 、

と。 その収数するときに、 1=1 分が忠、い込れをして、決めていく .

ん だ と い う 覚 悟 み た い な 治 じ ゃ な い か 。 そ う い う こ と を 実 感 と

し て 、 伐 は 持 って い ま す ね 。 技 術 や 技 法 と い う の は あ く ま で 手

段 で す よ 、 と い う こ と を 先 継 が 認 識 し て お く 必 要 が あ る だ ろ う

し 、 モ ノ を つ く る 楽 し み 、 そ れ が で き た と き の よ さ と い う の を

知 っ て も ら う と い う こ と が一 番 大 事 じ ゃ な い か と 思 い ま す ね 。

岡 田 最 近 の 卒 業 生 の j 了々がどこ へ 就 職 し た い か と い う と 、 銀

行、生保、損保、 ハ ウ ジ ン グ 、そういうディベロ ッパ 一 部 門 に

行 き た い 、 と い う 希 望 が 圧 倒 的 に 多 い 。 我 々 施 工 部 門 は 、 求 人

難 と い う と こ ろ な ん で す ね 。

小 角 私 が 思 い ま す の は 、 入 試 地 獄 で す ね 。 こ れ が か な り 大 き

な ウ エ ー ト を 占 め て い る と 思 う ん で す 。 つ ま り 、 挫 築 が 好 き で

好 き で 仕 方 が な い 。 絵 が陥 きたくて 仕 方 が な い 、 と い う よ う な

学 生 は 、 建 築 科 に 入 れ な い よ う な 状 態 に な って ま す ね。建 築 科

と い う の は 、 工 学 部 の '-1-'のl l l i . 数系が非常に強い学生 が 入 ってく

る と い う こ と で 、 そ れ が た ま た ま 建 築 で あ る わ け で す 。屯 気 で

あ り 、 機 械 で あ って も い い わ け で 、 建 築 で な か った ら 嫌 だ 、 と

い う よ う な 学 生 が あ ま り 入 れ な い 。 そういう 一 つ の 弊 害 が あ る

と思いますね 。 そういうも の の 延 長 で 考 え る と 、 設 計 事 務 所 に

行 か な く て も い い わ け で 、 デ ィ ベ ロ ツノf ーに q= r き、ハウ ジン グ

をつく り、 と い う よ う な こ と で も い い し 、 デ ィ ベ ロ ッパー の 鐙

設 会 社 で も 、 コ ン ビュー タ ー ばかりをいじく っ て い て も い い よ

う な 、 そ う い う 学 生 が 多 く 出 て き て し ま っている 。

井 上 私 ど も で は 、 入 社 試 験 の 面 接 を 、 入 手 は 人 'J¥- で 、 税 業 は
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現 業 で や っ て る ん で す け ど 、 私 た ち が ど う い う 人 間 を ほ し い か

と い い ま す と 、 ぎ り ぎ り で 引 っ 張 ら れ た 人 間 で は な く て 、 幾 ら

も 余 裕 を 持 っ て い る 、 潜 在 キ ャ パ シ テ ィ ー を 持 っ て い る 人 聞 を

さ が し ま す ね。 学 校 の 成 献 な ん か は 全 然 見 な い で 、 こ の 人 物 は

が ん ば り ま す よ と い う タ イ プ の 人 聞 を と ろ う と す る ん で す ね。

小 角 そ の と き に 、 人 を 選 ぶ 方 法 を ど う い う ふ う に す る か 、 こ

れ が な か な か 難 し い ん で す ね 。 一 朝 一 タ に そ の 人 物 を 見 つ け る

の は 並 大 抵 の こ と じ ゃ あ り ま せ ん か ら ね 。

遺 藤 {業もここ 4 、 5 年 、 神戸 大 学 で 、 計 画 の 一 つ の 課 題 を み

て る ん で す け ど 、 需品題 提 出 の 2 週 間 前 に な っ て も の りがお そ い

で す ね。 た だ 、 最 終 的 に の 作 品 を 提 出 す る と き に は 、 そ れ な り

の も の が 出 て く る ん で す 。 こ ち ら か ら 情 報 を ど ん ど ん イ ン プ γ

卜 し て い か な い と 、 た だ 普 通 に 課 題 だ け 与 え て 、 期 限 が 来 て 、

ハ イ 、 提 出 物 、 と や っ た ら 、 通 り 一 遍 に な っ て し ま う ん じ ゃ な

い か と 思 う ん で す 。 そ の 辺 、 教 え る と い う よ り 、 一 緒 に な っ て

計 画 し て る と い う 感 じ で な い と 、 な か な か 引 き 出 せ な い で す ね。

放 終 ま で 面 白 さ が 分 か ら な い で 、 適 当 に お 茶 を 濁 し て し ま う 人

が 3 分 の 2 は い ま す ね。

東 皆 さ ん は そ ろ そ ろ 背 年 技 術 者 を こ れ か ら 推 隠 す る お 立 場 じ

ゃ な い か と 思 う ん で す が 、 そ う い う と き に 、 ど う い う 技 術 者 像 、

建 築 者 像 を 推 薦 さ れ ま す か 。 入りたてのす干い人が変わっていく

様 を 凡 て お ら れ て 、 い か が で し ょ う か 。

小 角 あ ま り 老 婆 心 か ら 、 あ あ だ こ う だ と 言 わ な い こ と だ と 思

う ん で す ね。 会 社 自 身 が 組 織 化 し て 、 部 長 や 謀 長 や 係 長 ・・・・ 何

か と い う と ヒ エ ラ ル キ ー が ど ん ど ん で き て し ま っ て 、 若 い 人 に

と っ て み る と 、 上 を 見 る と 分 か ら ん 芸 が一 杯 あ っ て 、 い つ ま で

も 向 分 の 打 ち 込 め る 仕4Jj : が見つからないんですね。仕事が来た

と 思 っ た ら 、 途 中 で 上 の 人 が と っ て 処 理 し て し ま う 、 と い う こ

と が あ り ま す ね。 そ れ と 、 会 社 自 身 が だ ん だ ん 態 様 を 整 え て い

く と 、 絶 対 に 失 敗 し て は な ら な い 、 と い う よ う な 保 守 的 な 面 が

出 て き ま す か ら 、 若 い 人 に 冒 険 を さ せ な い よ う に 組 織 的 に 動 い

て し ま う わ け で す ね 。 で す か ら 、 い つ ま で た っ ても若い人は、

向 分 の 全 身 全 主 を も っ て チ ャ レ ン ジ す る こ と が で き な く な っ て

くる 。 そ れ が 度 重 な っ て く る と 、 初め は そ う い う 気 持 が あ っ て

も 、 次 第 に 自 主 的 に 動 け な く な っ て し ま う わ け で す ね。 例えば、

私 の 会 社 で も コ ン べ と い う と 、 「 お ま え に 任 せ た 、 何 で も や れJ

と い う よ う な こ と を 時 々 や っ て る ん で す ね 。 そ う す る と 、 チ ー

ム の 中 で は 逃 げ 回 る 人 で も 、 そ の 人 に 全 責 任 を 持 た せ て 、 少 々

う ち の 会 社 と し て 恥 を か い て も い い 、 と い う 党 悟 を し て や れ ば 、

案 外 や る ん で す ね 。

弁 上 見 て お り ま す と 、 コ ン ペ が 意 外 と 人 材 発 掘 と か 教 育 に 、
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役 立 っ て ま す ね。 で す か ら 、 必 ず一 回 ぐ ら い は コ ン ペ に 参 画 さ

せ る よ う に ロ ー テ ー シ ョ ン を 組 ん で ま す ね。

東 彼 らも 何 か 持 っ て る わ け で す か ら 、 失 敗 を 恐 れ な い で 、 思

い 切 っ て チ ャ レ ン ジ さ せ る 。 我 々 が 若 い と き は 、 入 手 が な か っ

た か ら 仕 方 な し に や ら せ て も ら っ て 、 仕 事 で た た か れ て仲 び て

き た の と 同 じ よ う な こ と を 、 我 々 は 計 画 的 に や っ ていく 中 で、

若 い 人 を 伸 ば し て い く こ と が 大 事 だ と 思 い ま す ね 。

東 開 発 的 な 仕 事 を す る と き に 、 若 い 人 は ど う で す か 。

井 上 自 分 で 見 い だ し て 、 設 定 を し て や り ま す 、 と い う な 欲 は

な い で す ね。 こ ち ら で 見 い だ し て や っ て 、 こ う い う 法 で こ う い

う も の を こ う や り な さ い 、 と 言 う と き ち っ と や り ま す 。

東 {業はよく、 「おまえたちは 、 外 国 人 み た い だ ね 」 と 言 うん

で す け ど 、 アメリカの学生たちが見予干し、にきて、しばらく 'J1-務

'jifr で 仕 事 を し て 帰 る ん で す け ど 、 日 本 的 に や ら そ う と 思 う と

ー駄 目 で す ね。 1大 休 こ う い う 方 向 で や っ と い て く れ 」 な ん て 言

っ て も 、 絶 対 や ら な い で す よ ね 。 1ここからここまでを何日/ I ¥J

で 、 こ の レ ベ ル ま で 、 こ う い う 問 題 を 解 決 し ろ J と か 、 噛 ん で

含 め る よ う に 言 わ な い と い け な い と こ ろ が あ る 。 い ま の 若 い 人

も だ ん だ ん そ う な っ て き ま し た ね。 必 ず し も 悪 い こ と で は な い

と 思 う ん で す け ど 、 む し ろ 、 こ れ か ら 国 際 化 の 中 で 外 凶 人 と 競

争していこうと思うと、 ｬｾ 必党的な伝え方とか指示の仕方になれ

ていると、 働 け な い と 思 う ん で す 。 そ う い う 意 味 も あ っ て 、 我

々 も や り 方 を 変 え て い か な き ゃ い け な い と 思 い ま す ね 。

岡 田 私 は 、 地 域 開 発 と か 都 市 附 発 、 あ る い は い ろ ん な 土 地 の

有 効 活 用 と か 、 そ う い う 分 野 の 企 画 ・開 発 の 仕 事 を 12年 前 か ら

や っ て い ま す が 、 こ の 分 lliHこ 来 た 若 い 青 年 に 仕 事 を 任 せ ま す と 、

わ りかた 自 由 な 発 泡! で ど ん ど ん や る わ け で す ね 。 それの・j¥.; 定的

な 裏付 け ど う こ う と い う の は 別 に し ま し て 、 感 性 で も っ て 企 凹

な り 提 案 は で き る と い う こ と で 、 能 力 を 発 揮 し 、 一 生 懸 命 や っ

て ま す ね。

遠 藤 { 英、若い人に対して、最近のす干し、人はこういう! 必じだと

か 、 そ う い う 感 党 は あ ま り 持 つ て な い ん で す よ 。多分、伐は鈍い

か ら 、 そ ん な ふ う に 感 じ な い と 思 う ん で す け ど 。( 笑 ) 本 当 に よ

く 分 か ら な い ん で す 。 特 に 、 故 近 の 来 い 人 が い い と か 惑 い と か 、

そ う い う 感 じ じ ゃ な く て 、 た ま た ま 伐 の 場 合 は 、 い つ ま で た っ

て も 自 分 で 手 を 動 か さ な き ゃ いかん仕事ですから、米し、人と 一

絡 に や っ て い く 機 会 が 非 常 に 多 い 。 例 え ば 、 僕 の 事 務 所 の 場 令 、

具 体 的 に 申 し ま す と 、 大 体 、 担 当 者一 人 が一 つ の 仕 ・F を百 |ー阿 か

ら 竣 工 ま で も っ て い く と い う そ う い う ロ ー テ ー シ ョ ン で や っ

て る わ け で す ね。 ですから、 常 に 、 形 と し て は マ ン ・ツ ー ・7

ン な ん で す 。 で す か ら 、 若 い 人 と ー 紡 に や る と き も あ る し 、 か
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な り キ ャ リ ア の あ る 人 と や る と き も あ る 。 そういういろんなノ マ い 中 で 、 い わ ゆ る 建 築 家 と い う 人 が ど う か か わ って い る か と い

タ ー ン が あ る わ け で す け ど 、 特 に 、 最 近 の 若 い 人 は こ う い う 感 う こ と を 見 ま す と 、 建 築 家 そ の も の も 非 常 に 専 門 化 、 分 化 し て

じ だ か ら 、 こ う い う ふ う に し よ う と か 、 そ ん な 感 じ は 全 く な く いる 。 そ う い う 中 で 、 こ れ か ら の 建 築 家 像 と い う ん で す か 、 ど

て 、 た だ一 つ 思 い ま す の は 、 若 い 人 が 育 っていくということは、

随分辛| 坊強〈待 って や る こ と だ な 、 と 思 って い る ん で す 。 10年

で一 人前とかよくいわれますが、 10年 な の か 5 年 な の か は 知 り

ま せ ん け ど も 、 と に か く 相 当 場 数 を 踏 ま な い こ と に は 、 い ろ ん

な 分 野 が 伸 び て こ な い と い う こ と は 、 は っ き り し て る わ け で す 。

それともう 一 つ は 、 若 い 人 と 一 緒 に な って 仕 事 を す る 私 自 身 が

瓦食IJに や って る と き は 、 必 死 に な って つ い て き て ま す ね 。 その

中 身 が 面 白 け れ ば 面 白 い ほ ど 、 燃 え て き ま す よ ね。 ところが、

一 般 的 に は あ ま り に も い ま の 世 の 中 が サ ラ リ と モ ノ を 流 し す ぎ

て 、 本 当 に 楽 し い こ と 、 面 白 い こ と を 心 底 か ら 教 え る 機 会 が 少

ない 。 そ こ で シ ラ ケ て る と い う の が 本 音 と 違 う の か な 、 僕 は そ

ん な 感 じ を 持 って い る ん で す 。

そ れ と 、 き ち っ と 決 め た 範 囲 の 仕 平 は や る け れ ど も 、 そ れ 以

外のことはやれない、という話ですが、 一 緒 に や っててうまく

い く と い う の は 、 方 法 と し て は 普 か ら の や り 方 で す が 笑 際 、 モ

ノ を つ く る と い う の は そ れ し か な い だ ろ う な 、 と い う 予 感 は あ

る ん で す 。 しかし、そうじゃなくて、 他 の 方 法 で や って い か な

ゃ い か ん 、 そ れ が H寺代の 中でのあり方だということになると、

そ こ の と こ ろ で 、 は た と 考 え て し ま う と い う の が 笑 感 で す ね 。

建 築 は 文 化 で あ る

東 教 育 に し て も 、 我 々 の 方 も い ろ ん な 見 直 し を し て 、 若 い 人

の 能 力 を 引 き 出 す と い う こ と を 考 え な い と い け な い と い う 気 が

し ま す ん。

こ の 辺 で 、 若 い 委 貝 の 人 た ち か ら も お 尋 ね し た い こ と を 出 し

て い た だ い て 、 そ れ も 含 め て 、 最 後 に お 一 人 づ つ お 話 し い た だ

き た い と 思 い ま す 。

委 員 1 私が感じてますのは、いわゆる建築界の仕事の流れて" す

ね。 世 の 中 の 動 き が 非 常 に 激 し い 中 で 、 従 来 の 、 設 計 し て 、 施

してという建築のノ マター ン じゃない、さ っ きアイデアといっ

話 が あ り ま し た け ど 、 そ の ア イ デ ア を 意 外 と 建 築 家 は 担 当 し て

ない 。 そういう側面をすごくＡｾじているわけです 。 特に、私は

い ま 行 政 に お り ま し て 、 神 戸 市 の 開 発 の 企 画 と か ま ち づ く り を

や って ま す け ど 、建 築 の 成 り 立 つ 前 の 話一一一商業建築て、したら、

そ こ に ど う い う も の が 成 立 す る か と か 、 あ る い は ど う い う イ ベ

ン 卜を持 って い く か と か 、 非 常 に 広 い わ け で す ね 。 そ う い う 広

うい った こ と で 情 熱 な り タ を 持 た せ る こ と が で き る の か 。社 会

の 動 き を と ら え て 、 先 を 行 〈 ア イ デ ア な り を 提言で き る か 。職

能 と し て の あ り 方 が 、 か な り 多 岐 に わ た って る よ う な 動 き に 対

応 し て 、 今 後 、 こ う い う こ と に 視 点 を 置 く べ き で あ る と い う こ

と 、 建 築 界 は 将 来 、 こ う い った こ と に 目 を 向 け る べ きであろう

と い う 点 に つ い て 、 第一 線 で ご 活 躍 さ れ て い る 皆 さ ん に お 話 し

い た だ き た い と 思 い ま す 。

委 員 2 皆 さ ん 、 大 組 織 の 中 で 重 要 な ポ ジ シ ョ ン に 杭 か れ て 、

建 築 の 作 品 を つ く る と い う 仕 事 の一 方 、 マ ネ ー ジ メ ン ト的な仕

事 を ま か せ ら れ た 地 位 に あ る /7ば か り だ と 思 う ん で す け ど も 、

建 築 作 品 を つ く る と い う こ と は 、 経 験 と 情 熱 、 バ イ タ リ テ ィ ー 、

体 力 の 要 る 仕 事 だ と 思 う ん で す が 、 建 築 家 と し て 50歳 を 過 ぎ て

か ら も ど ん ど ん 新 し い 作 品 を つ く って い き た い と い う お 気 持 ち

が あ る の か 、 そ れ と も も う 少 し 浩 い 人 が す る べ き だ と お 考 え な

の か 。 あ る い は マ ネ ージ メ ン ト 的 な 仕 事 の 間 で 何 か ジ レ ン マ を

お椅1ち な の か 。 その j l l の お 巧 え を お 聞 き し た い と 思 い ま す 。

委 員 3 皆 さ ん 、 処事長 が 好 き で た ま ら な い と い う 方 々 ば か り な

んですけど、 一 言 、何をも って、主主築がそんなに好きなのか 。

何 が 、 そ れ ほ ど ま で に 好 き に さ せ て い る の か 、 こ こ の と こ ろ を

お聞 か せ い た だ け れ ば と 思 い ま す 。

遠 藤 僕 の 場 令 で す と 、 仁|分 は こ う い う 場 所 で H寺Il¥J を 過 ご し て

い る と き が 好 き だ 、 そ ういう! 必じがいつもあるわけです 。 そ れ

で、モノをつく っ ているときに、日頃から Ｂ ｾｉｈｊｴ 采ＮｊＮｉ γ をした

も の を た く さ ん 持 って ま し て 、 そ う い う も の を 寄 せ 集 め て 好 き

な 空 間 や 環 境 を 作 り た い と い う よ う な 感 じ が あ る わ け で す 。 そ

こで係集も lji 休の建築よりも、集干名とか古い中世のまちとか、

ど こ か 島 の 斜 面 の 集 務 と か 、 そ う い う も の を つ と め て 見 る よ う

にな って き ま し た ね 。

それと先ほどのもう 一 つのお話ですが、目先の状況が変わり、

目 に 見 え て く る 現 象 が 変 わ って く る か ら 、 建 築 家 が た く さ ん 情

報 を 持 つて な い と 、 回 白 い も の が で き な い と い うことですが、

確 か に 表 面 的 に は そ う み え る ん で す け ど 、 笑 際 モ ノ を つ く って

ま す と 、 い ろ ん な 的 報 だ け 集 め た ら モ ノ がつ くれるというんじ

ゃ な く て 、 む し ろ よ り 本 質 的 な と こ ろ 、 自 分 で こ れ だ と 思 う も

の を つ か ん で 、 そ の も の の 持 って る 魅 力 を 自 分 の 言葉 と し て ド

ーンとつく って い く と い う か 、 モ ノ の 上 に 采 せ て い く 、 そ う い

うノ マワ ー が 生 ま れ な い と 、 い ま 求 め て る こ と は 多 岐 に わ た って

る ん で す が 、 か な り 上 つ い て る と 思 う ん で す 。 皆 オ リ ジ ナ リ テ
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ィ ー を 求 め て る ん だ け れ ど も 、 結 果 的 に は オ リジ ナ リ テ ィ ー が エ ア が 現 場 施 工 、 そ の 現 場 か ら 一 番 上 流 の ソ フ トウ エ ア 企画 の

な い 。 情 報 が 氾 漉 し て 、 そ れ を お 互 い に 交 換 し 合 っ て る だ け と 仕 事 に 変 わ っ て 感 じ た の で す が 、 そ こ に は 建 築 関 係 の 人 も お れ

い う 感 じ な ん で す ね。 で す か ら 、 何 を よ り 所 に や って る ん だ と は ¥ 経 済 、 法 学 、 機 械 全 く い ろ ん な 人 が 活 躍 し て い ま す 。 建 築

言 わ れ ま す と 、 僕 の 場 合 で す と 、 自 分 が 一 番 好 き だ と 思 う も の

を ど ん ど ん 煽 り 下 げ て い っ て 、 自 分 の 好 き な も の を つ く っ て い

く。 自 分 の 建 築 は こ う い う 方 法 で つ く り 、 デ ザ イ ン ソ ー ス は こ

の 辺 に あ る と い う 、 一 人 の 作 家 と し て の あ り 様 を 確 立 し て い く

こ と 以 外 に 、 い ま 求 め ら れ て い る 状 況 に 答 え る 方 法 は な い と 思

い ま す 。 ま た 、 そ う や ら な き ゃ 、 や っ て る 本 人 も 全 然 面 白 く な

い と 思 う ん で す 。 非 常 に 単 純 で す け ど 、 基 本 的 な 部 分 を カ ッチ

リゃ っ たら、十分対応できるという感、じを、僕は持 っ て る ん で す 。

特 に 、 住 宅 で あ れ ば 、 f主 文 化 そ の も の を 設 計 し て い く と か 、

商 業 空 間 で あ れ ば 、 シ ョ ッ ピ ン グ の あ り 様 と か 商 業 行 為 そ の も

の の 文 化 を デ ザ イ ン し て い く と か 、 そ う い う 「 文 化 」 を 形 に 置

き 換 え る こ と が で き な か っ た ら 、 建 築 家 の 仕 事 は 面 白 く な く な

っ てしまう 。 だ か ら 、 設 計 の 立 場 で 言 い ま す と 、 ハ ー ド 屋 だ け

で 終 わ っ て し ま う と 、 建 築 以 外 の 分 型Tの 方 に 引 っ 張り固されて、

全 然EF も 希 望 も な く な っ て く る だ ろ う 、 そ ん な 感 じ が し ま す ね 。

東 遠 藤 さ ん が 私 の 心.mも 代 弁 し て く れ た と 思 い ま す が 、 一 方

で は そ う い う こ と を や る た め に は 、 チ ー ム ワ ー ク も 必 要 で す し 、

社 会 的 な 研 究 も や っ て 、 そ う い う こ と を や っ て る だ け に 、 最 後

の よ り 所 は 「 個J だ 、 と い う こ と だ ろ う と 思 う ん で す 。

設 計 条 件 は 建 築 家 が つ く る

井 上 建 築 が な ぜ 好 き か 、 と い い ま す と 、 建 築 と い う の は 一 つ

一 つ 逃 う ん で す ね 。 一 つ 一 つ 設 計 者 が 考 え な が ら つ く っ ていく 。

そ の一 生 懸 命 考 え た も の が で き る 。 で き た も の が 自 分 の イ メ ー

ジ し た も の と ど う か 。 自 分 の 考 え た も の が で き る 場 合 も あ る し 、

ま ず い 場 合 も あ る 。 じ ゃ あ 、 そ れ は 次 の 課 題 と し て ど う 解 決 す

る か 。 常 に 自 分 自 身 に 課 題 が あ っ て 、 そ の 課 題 が 次 々 と 早 い ピ

ッチ で 笑 現 で き る 、 と い う と こ ろ が 好 き に な れ る と い う 気 が い

た し ま す ね。

建 築 家 が 建 築 を や る の に 、 企 画 、 設 計 、 施 工 、 ア フ タ ー サ ー

ビ ス と あ る と 思 う ん で す け ど 、 企 画 と い う 点 で 、 建 築 業 界 全 休

が 弱 い と い う 気 は い た し ま す 。 も う 少 し 市 場 ニ ー ズ と か 社 会 の

山 か さ を 笑 現 で き る よ う な 企 画 に 力 を 注 ぐ べ き だ と い う こ と は 、

私 自 身 実 感 し て お り ま す 。 建 築 の 企 画 を 考 え た ら 俺 は 日 本ー だ

よ 、 と い う 人 が 出 て く れ ば 而 白 い と 思 い ま す ね。 全 体 的 に そ の

辺 が 弱 い よ う な 気 が い た し ま す ね。 建築の中で由主- もハート ・ウ
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だ か ら 弱 い 、 経 営 だ か ら 強 い 、 ど の 分 野 の 出 身 だ か ら 強 い 、 強

い と い う こ と は 全 く な い と 思 い ま す 。 キ ャ リ ア も あ り ま す が 、

感 性 で す ね 。 遠 藤 さ ん が 「 文 化 を つ く る J と お っ し ゃ い ま し た

が 、 正 に そ の 通 り で す 。 企 画 の 次 の ス テ ッ プ が 建 築 設 計 、 そ し

て 現 場 へ と 流 れ 、 建 築 屋 が 担 当 す る の で す か ら 、 や は り建 築 屋

が 企 画 部 門 に も っ と 進 出 す べ き だ と 思 い ま す 。 若 い世 代 が ソ フ

ト部 門 、 デ ィ ペ ロ y パ 一 部 門 に 進 出 し て い く こ と は 良 い こ と で、

今 後 存 分 に 能 力 を 発 揮 し て く れ れ ば あ り が た い で す ね。 こ こ に

は 現 場 関 係 の 方 が 少 な い で す が 、 現 場 に は 汗 を 流 し 、 苦 労 し て

建 物 を つ く り 、 最 終 に 創 造 の 徽 ; び を 全 身 で 感 じ る ド ラ マ が あ り

ま す 。 一 番 感 動 す る の が 、 足 場 を ば ら し 、 建 物 が 全 容 を 現 わ し

たとき 。 う ま く 外 装 が 仕 上 っ て い る か ど う か 、 不 安 に か ら ま れ

な が ら 足 場 を ば ら し て 行 き 、 最 終 に 思 い 通 り の 姿 を 現 わ し た H寺

は 何 とも 言 え ま せ ん ね。 こ の 辺 が 、 現 場 を 好 き に な る と こ ろ で

す 。 ソ フ ト 分 野 で は 、 や は り 知 恵 を 絞 っ た 企 画 が 実 現 し た と き 、

建 物 の 形 よ り 、 む し ろ 事 業 と し て う ま く い っ た と き の 方 が 嬉 し

い で す ね 。

東 企 画 を や る 人 も 、 足 場 を は ら っ て 、 き あ 、 で き た 、 と い う

と こ ろ ま で 通 し て 見 て も ら い た い と い う 気 が す る ん で す ね 。 企

画 だ け 出せ 、 と 。 モ ノ の 部 分 と つ な が っ て な い と こ ろ が 嫌 な ん

で す け ど 、 実 際 に は 大 量 に 動 か し て 、 た く さ ん の 人 が 汗 水 を 流

し た り す る こ と と 、 自 分 が 出 し た 企 画 が ど う い う |刻 係 に あ る の

か と い う こ と を 実 感 す る よ う な や り 方 で 企 画 も や ら な い と い け

な い 。 こ れ は 建 築 屋 の 方 か ら 強 〈 言 え る こ と だ と 思 う ん で す ね 。

藤 縄 設 計 組 織 の 7 ネ ー ジ メ ン ト を や っ て い ま す と 、 与 え ら れ

た 条 件 だ け で デ ザ イ ン を す る と い う の は 限 度 に 来 て い る よ う な

H寺 代 だ か ら 、 む し ろ 建 物 の 経 営 者1111 J の立場に立 っ て 、 デ ザ イ ン

し や す い よ う な 条 件 に 置 き 換 え な が ら デ ザ イ ン し て い く と い う 、

条 件 整 備 に 力 を 入 れ る こ と が 、 あ と あ と の 仕 事 が ス ム ー ズ に い

く よ う な 感 じ を 持 っ て ま す け ど ね 。 若 い 人 の 教 育 も そ う で す け

ど 、 あ る 程 度 い い 環 境 で 、 い い テ ー ? を 与 え た ら 、 い い も の が

で き る ん で す け ど 、 い い 環 境 、 い い 仕 事 に た ど り つ く ま で の 条

{ 牛 が 非 常 に 厳 し い の で 、 我 々 が そ う い う 面 で 、 で き る だ け ス ム

ー ズ に ノ 、 一 ド ル を 越 え ら れ る よ う に し て あ げ る の も 、 年 を 経 た

人 間 の す る 仕 事 か な 、 と 。

岡 田 設 計 の 方 が と き た ま 、 「 設 計 条 件 を 提 示 し て く だ さ い 」

と い う よ う な 質 問 が あ る ん で す ね。 そ の 辺 、 非 常 に 残 念 で す ね 。

遠 藤 お っ し ゃ る 通 り で す ね。 そ れ を 言っ ち ゃ お し ま い よ 、 と
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通E藤剛生氏 青年技術者当時の作品

いう! 必じなんですね( 笑 )0 i 私 は ハ ー ド 屋 で ご ざ い ま す 、 和 を

つく って ま す 」 と い う こ と を 自 分 で言っ て る ん で す ね。 i 条 件

を 与 え て く だ さ い 」 じ ゃ な く て 、 そ の l時イ七の精神を形に Zf き換

え る 仕 事 を し て る わ け で す か ら 、 い ま 藤 縄 さ ん が お っ しゃ っ た

よ う に 、 自 分 た ち で こ う い う も の を つ く っていくんだという、

条 件 設 定 を 肉 分 た ち で す る 、 そ の 作 業 が で き な い と モ ノ は つ く

れ な い と 思 い ま す ね 。 向 分 が こ う だ と 信 じ る と こ ろ を や って い

く し か な い わ け で 、 設 計 冥 利 に 尽 き る 部 分 が あ る と す れ ば 、 ま

さ に そ の 辺 だ と 思 い ま す ね。

岡 因 企 画 屋 は 極 端 に 言 え ば 、 用 途 と あ る 程 度 の も の を 設 定 す

れ ば 、 あ と は 設 計 の 方 々 が 「 こ の 企 画 で あ れ ば 、 こ ん な 挫 物

にするべきだ」とか、 「この企画はおかしい 。 こうすべきだ」

と い う 意 見 が ほ し い で す ね。 も ち ろ ん 、 そ う い う 方 々 も お ら れ

ま す が 、 え て し て 先 ほ ど の よ う な ケ ー ス が あ り ま す 。

鳥 が 待 っ て い た 枝

枝 が 待 っ て い た 鳥

小角 何 が 滋 き 動 か し て い る か と い う こ と で す け れ ど 、 私 の 場

令 で す と 、 私 自 身 が 持 って る 少 が あ り ま す ね 。 そ れ を 何 と か 笑

現 し た い と い う こ と が 設 計 を 駆 り 立 て て い る と い う こ と に 尽 き

る ん じ ゃ な い か と 思 う ん で す 。私 が 「有 芳 園 西 館J を設計ーさせ

て い た だ い て か ら あ と 十 何 年 IllJ 寸: 之品にど っぷ り 授 か った ん で

す 。 i 日 本 銀 行 大 阪 支 庖 J i 大 阪 市 庁 舎J と 、 大 阪 の ど 点ーん中

で 2 つ 仕 事 を さ せ て い た だ い た わ け で す が 、 中 之 島一一一大 阪 の

郎 を ど う い う よ う に 描 く か と い う こ と で 、 ト何年間毎日頭から

離 れ な か っ た で す ね 。 そ れ 以 後 、 こ の 4 、 5 年 は 斡 固 め 仕-Lj';を

しておりまして、 9 月 7 日に竣工式があ って、 i  *" " ，国貿易セ ン

タ ー 」 が 無 事 に で き 上 が る わ け で す が 、 私 が 株 固 と 関 わ り だ し

たのは、 20年 ほ ど 前 に 初 め て 緋 国 に 行 って、 一 つ プ ロ ジ ェ ク ト

を 出 し た ん で す け れ ど も 、 話 は こ わ れ て し ま った。 けれども、

何 と か ソ ウ ル の 笠 に 我 々 が 設 計 し た 建 物 を そ び え 建 た せ た い 、

こ う い う 気 持 ち が20年 間 ず っ とあ って 、 た ま た ま 国 際 コ ン ペが

あ って 、 我 々 の 案 が 通 り 、 そ れ が や っ と実現できたわけですが、

そうした必Zが 我 々 を 脊 い 立 た せ た わ け で す 。

そ う い う つ な が り で言 うと、設計とか設計の成果というのは、

能 力 掛 け る H寺間だと思 って い る ん で す が 、 自 分 の 能 力 な ん て た

い し た こ と な い わ け で す か ら 、 よ い 設 計 を す る た め に は 、 と に

かく H射 日j をかけること 。! 時間でカノ〈ーしないと、どうしようも

ない 。 こ う い う ふ う に 私 自 身 思 って い る わ け で す 。 ですから、

雄山荘地築工事 最近の作品 六甲アイランドイーストコースト 5 番街

全 く 仕:bf，.と l掲係のないことでも、ふと，思いついては、それをあ

た た め て 、 心 の 中 で こ ろ が し て 、 い つ か 、 こ ん な 仕 'J1 . が来ない

か な と か 、 い つ も 思 っ て い る ん で す ね。

私 の一 番 好 き な 言楽 に 、 陶 芸 家 の 河 井 克 次 郎 さ ん の 言葉で、

「烏が待 って い た 校 、 伎 が 待 って い た 鳥J と い う の が あ る ん で

すけれど、 Ｎｲｾ は、こういう校があ っ たら止まりたいなと思い、

校 は 、 こ う い う お が 米 て く れ た ら 止 ま って ほ し い な と 思 って い

る。 つ ま り 、 和 令一 致 と い う ん で し ょ う か 、 こ ち ら は こ う い う

仕・J>; が 来 た ら い い な と 思 って 、 い つ も あ た た め て い る 。 そうし

て い る と 、 た ま た ま 一 生 に 一 回の仕事がめぐ っ てくる 。 こうい

う と き に い い も の が で き る と 思 う ん で す 。 そ う い う あ た た め て

い る も の を い か に た く さ ん 持 って い る か 。 つまり、 引 き出しを

で き る だ け た く さ ん 円分 の 中 に 用 意 し て い る こ と じ ゃ な い か な

と 思 う ん で す ね 。 ぷ、会中 1:でイ上' l¥の こ と で チ ー ム メ ー 卜 に 訴 を

す る ん で す が 、 こ こ は お か し い ぞ 、 何 か い い 案 は な い か 、 と い

って 問 題 を 投 げ か け る 。 その H寺、本11手に全書111
1切 符 を 委 ね て し ま

うんじ ゃな く て 、 こ ち ら も ど れ だ け 巧 え る か を 続 け る 。 また、

そうい った 問 題 の投 げ か け を n分 で 多 く す る こ と が 楽 し く て 仕

) j が な い 。 問題が多けi L ば多いほど、いい仕・J'; が で き る な と い

う-f! 惑 が す る ん で す け れ ど 、 そ う い う 気 持 ち で や っ てますから、

処 築 し な が ら 勾 FI 遊 ば し て も ら って い る よ う な も の な ん で す ね 。

そ れ は 結 局 、 何 と か が を 実 現 し た い 、 と い うこ と に 尽 き る ん じ

ゃな い か と 思 って い ま す 。

東 小 角 さ ん に 見 'J"¥. に締めくく って い た だ い た よ う な 気 も し ま

す 。 務 い と き は 一 つ の こ と に 集 中 し て 、 十 分 貯 金 が で き て く る

と、今度は持続し、1 ! ! : を持ち続けるということでしょうか 。 こ

れ は シ ン プ ル な こ と だ け れ ど も 、 大 切 な こ と で し ょ う ね。

井 上 そ れ か ら 、 先 ほ ど 我 々 は 今 後 ど う 考 え て い る か と い う ご

質 問 が あ り ま し た け ど 、 我 々 、 や は り こ の 業 界 に J19わ っ て い る

以上、最後まで! 守分で鉛1it を 持 ち 続 け な い と い け な い と 思 って

お り ま す。 そ れ と 同 時 に 、 業 界 の 7I < 続性、企業の永続性という

ことを与ーえ ま す と 、 教 育 を し て 、 育 て て い か な け れ ば い け ま せ

ん の で 、 自 分 の 鉛 唱 を 持 ち つ つ 後 続 を リ ー ド し 、 教 育 す る と い

うことを、我々先殺がやらないといけないでしょうね 。

東 そ れ は 重 要 な こ と で す ね。処 築 家 が 自 立 的 な 倫 理 を 持 つ こ

と。 そ れ か ら 、 そ の 業 界 の 内 部 で 教 育 の シ ス テ ム を つ く る 。 後

i 1 主を指導するということ 。 そ し て 、 自 分 で l守分のやり ) j を決め

るということ 。 そ れ を 持 って い る こ と が あ る と プ ロ フ ェ ッショ

ンな 職 能 な ん だ そ う で す ね。 本 日 は 大 変 い い お 話 を あ り が と う

こ。さ' いました 。

( 傍聴制 !t 委μ Imi長 ) ).  111' 1' ，([ 入、1I! 1 1'1' 犬 J
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. エッセイ

「建築と社会」の編集をふりかえって

松井昭光

「建築と社会j の編集にたずさわって、 35

年間、いろいろなことがあった。 i建築と社

会」誌の変遊については、協会50周年記念号

( 1967年 ・昭和42年 3 月号) にのせたので、

松近20年間にかぎっていえば、編集方針検討

委貝会が設置されて新しい方針が採用され具

体化してい ったことが一番大きい必柄てあっ

た( 昭和48 ・49年頃) と思う 。 600 号記念号

が昭和 47年 2 月号に出されているので、およ

そ、その 2 年後である 。

協会が、建築家( 設計) 、設備、椛造、施工、

官公庁などの個人ならびに団体を含む総合団

体であるという性絡上、編集もそれを反映し

たものとしてっさのごとく決定された 。

「本文特集」については、年 12回のうち、

計画系年 4 回、構造系年 2 園、設備系年 2 図、

脇工系年 2 園、法令系年 1 回、青年技術者年

l 固と; 判付けられ、その後、特別企画がl時折

入って多少の変更はあ っても、だいたいこの

方針で進んできている 。

「作品作風」については、これは j甫辺鋲太

郎氏が編集委員長のとき、昭和30年頃提 II L¥さ

れて、今日まできているグラビア頁の新建築

作品の机 Ｑ であるが、当初はｾＡ県料Ｎｪｬｬ ｬ ｬ 誕であ っ た 。

それが次第に、雑誌収入をはかるために、有

料WJ ，I車とな った。有料についてはいろいろと

批判もあろうが、雑誌経営上、どうしても必

要となり、有力な財源とな っているので、や

めるわけにはいかない 。 その代り、小作品と

して、 「ギャラリー」の欄を最近にな って設け

ている 。無料品hl 主である 。

「笑務の頁」については、それまでの「技

術の_; : t J がl I i H日49年頃より「精進の頁 J i 設備

の頁 J i地工材料の頁」とな った。

そのほか、シリーズものについては投稿を

うながす 「会員の頁 j などの新しい企阿をつ

ぎつ ぎと立ててきている 。最近、数年前から

つけ加えられたものに、 「大先輩に聞く J i{!} 

評」、i beingJ 等がある 。

以上のような頁椛成にしたが って、編集委

以会の桃成も、作品作風小委 jニi 会、特集小委

只会 ( 計画分科会、設備分科会、f Ilf 造分科会、

施工材料分科会、法令分科会 ) 、広告企画小委

只会、投稿欄小委員会 (最ー近、会貝企画小委
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員会に改称) に分れ、それぞれ企画を立て、

全体のまとめを親委員会である編集委員会で

とりしきってきた 。 ( 計画分科会も最近、計

画系、建築計画系、インテリア ・住宅系と三

つに分かれた) 。

*  *  *  

委貝が実力を発揮するのは半年後である 。

委員になりたての当初はとまどいながら黙 っ

ておられるが、半年もたつと 、がぜん、企画

に実力をふるわれる方が多いのに驚かされる 。

さすが、各企業組織から選ばれた人たちだけ

のことはあり、昔でいえば青年将校ともいえ

る優秀な人が多い。

そんななかで、新しい知恵が生まれ、話題

がふえていく 。 テーマに応じたフリートーキ

ンクのときはその感が強い。会議は、 言築を

かえていえば、 一胞のシンクタンクのような

ものである 。委員同士、お互に各社の事情も

わかり、交流を深めて、勉強にな っておられ

ることと推察する 。

各小委員会、各分科会 lこ事務局として出席

して感じることは、発泡! が豊かなのは計画系

である 。 しかし、時間的にはきちんとしない。

定刻どおりはじまることは比較的少ない 。 こ

の点、構造系、設備系、施工材料系は、 11寺|制

的にきちんと定刻からはじめることが多い。

専門分野の性絡がにじみでているようで面白

し、。

総論 ・各論のテーマが決まっても、執筆者

がなかなか決まらない。 いいテーマが選定さ

れるが執筆者には苦労する 。 これはと思う幾

人かの執筆者をあげる 。内諾をとれたら良し

とせねばならない 。内諾がとれぬままに原稿

依頼をする場合がある 。 もちろん、取材や間

接をしてお願いすれば、たいていは引き受け

てくれるが、そうでない場合もままある 。 そ

れで没にな ったテーマがいくつかあるわけだ。

たとえば、集合住宅の特集で、当時まだijii 芥

的テーマであ った 「計画修繕j も依頼したが

結局ダメだ った。

なかには、執筆承諾の返事をもらいながら、

期日が大幅にすきても原稿が到新しなくてイ

ライラする 。 こういう H寺は、どうしてだろう、

半は、反省もこめて、ポヤくこともある 。

発行日がおくれたりした号が多いが、おく

れる主要な原因は、以上のような原稿入手段

階のズレと、広告収入をはかるために広告原

稿を故後までまたざるを得ないことにある 。

発行日遅延は、商業雑誌なら許きれないこと

なのだが、それがどうしてもズレ込んでしま

い、会員や読者の方々にご迷惑をかけてばか

りいて、申しわけないと思 っている 。

*  *  *  

編集とは設計と施工みたいなものだと思う 。

企画一一 テーマ ・執筆者選定一一原稿依頼( 取

材、直接面接依頼 ・催促 ) 一一原稿入手一一

原稿手入れ一一割 付 ( レイアウト ) 一一印刷

屍へ出杭一一校正 ( 初校 ・再校 ・錐者校正 ・

三校了 ) 一一印席トー一製本一一一発送という順

序で工程がすすむ。 この過松は、建築の設計

過むと施工過程とに似ている 。企画から書IJ 付

( レイアウト ) までが設計段階で、あとは施

工段階である 。故後の発送は、地主に引波し

とでもい うべ きも のか。

編集委只会の任務は設計段階にある 。すな

わち、企画から原稿依頼の一部までである 。

あとの原稿依頼 ・割付ーから施工段階は事務局

編集部があたる 。

それで、設計。がよければ施工もよいし、

出来上りも良い。設計が悪ければ、悪戦苦闘

して出来ばえもあまり良くない。 このような

繰り返しをや ってきた 。



*  *  *  

雑誌の特質は記録性にあることは論をまた

ない 。建築のそれぞれの分野で、現在、話題

になりき っているテーマを中心とするか、 3

年ぐらい先を見越したテーマを中心とするか、

それとも、遠い将来を夢みる特集とするかは、

論議の分れるところだと思う 。けれど、基ム

的には、現在 jjjj 芽的ではあるが、数年後には

一般化するであろうそれぞれの分野のテー7

を中心にする方がよいと思う 。現在進行中で

も明日にでも古くなるものは、あまりにも週

刊誌的である 。かとい って、あまり数十年先

のことを論ずる ( それも内容によ っては大切

なことかも知れないが) のも、雑誌としては

宙に浮いたようでどうかと思う 。

そうい った意味で、昭和53年 9 月号に、設

計とコンビューターの特集をとりあげたとき、

当時まだ目新しい i C A  DJ という名称を特

集テ ーマにも ってきたのは意義があ った。そ

の後、 C A Dは一般化してきたからである 。

*  *  *  

パ ックナ ンバーの注文の多い特集を拾って

みると、昭和47年では、 「インテリアデザイ

ンJ ( 3 月号) 、「都市住環境へのア プローチJ

(  9 月号 ) 、「都市防災 J ( 10月号) があり、昭

和48年では、 「老人コミ ュニティ J ( 6 月号) 、

「新用途地域性と環境J ( 8 月号 ) 等がある 。

昭和49年では、 「みどり J ( 9 月号 ) 、「屋根防

水工事の失敗例とその対策J (10月号 ) 、 「ビ

子ｾ 1'2.. 0 ち

ル防災に l期する 12章 J (12月号) がある 。昭

和50年では、「都市の最観と施設J ( 6 月号) 、

「人間環境としてのターミナルJ ( 9 月号) 、

「集合住宅の設備」があり、昭和51年では、

「証言，76ー建築デザインの動向 J ( 1 月号 ) 、

「医療施設J ( 3 月号) 、 「結露防止対策と断

熱材料J ( 10月号) がある 。

昭和52年では、 「デザイ ンの動向一部分と

全体J ( 1 月号) 、 「ミ ニ乱開発から計画的ミ

ニ開発へJ (10月号 ) 、 「建築における省エネ

ルギー化 ) ( 11月号) があり、昭和53年では、

「デザインの動向一新旧のコ ン トラスト J (  1  

月号) 、「水J ( 2 月号) 、 「医 療 施 設 病 院 建

築と情報システム J ( 3 月号) 、 「組合方式に

の関西一魅力あるまち づ くりを問う - J  ( 1  

月号 ) 、「関西の超高層ビノレJ (  2 月号) 、 「住

環境と法規制J ( 5 月号) 、「床の椛工法J (10  

月号) 、「ディテールの思想J ( 11 月号) がある 。

昭和60年にいた っては、 「大板湾物語J ( 1  

月号 ) 、「建築と水の演出 J ( 8 月号) 、「村監f

藤吾のー断章J ( 11月号)等があり、昭和61年

では、 ￭ ｬｾ 日発、ツイ ン ＲＱｊ ( 8 月号) 等がある 。

こうしてみると、パ ックナ ンバーの注文の

多い特集には、構造系、設備系、施工材料系

もあるが、圧倒的に計閥系 ( デザイ ン系) の

ものが多い。やはり若干、現状から将来を見

越したテーマが喜ばれるのであろうか。 また、

それぞれの時期の特徴を反映した特集カ、見ら

よる集合住宅計画J ( 6 月号 ) がある 。 れるのも面白い。たとえば、都市やビルの防

昭和 ＵＴ 年では、 ￭ ｩｬｾ 換 ｊｕｊ の再開発 ｊ (  1 月号) 、 災 ( 昭和47年 - 49年 ) 、都市の紫観 ( Uf':l tD50年

「商業空間 J ( 3 月号) があり、昭和55年では、

「今後の省エネルギーJ ( 2 月号) 、 「最近の

銀行建築J ( 3 月号) 、「最A 近の防水工法J ( 6  

月号 ) 、「都市長観とアメニテ ィJ ( 7 月号) 、

「水ぎわの まち づく りJ ( 9 月号) がある 。

つづいて昭和56年では、 「ポートピア '81 J  

(  3 月号 ) があり、昭和57年では、 「医療施

設一地域医療と 設備計画J ( 3 月号) 、 「都市

景観ー まちなみ美観への誘い J ( 5 月号) 、「絵

本にみるすまいとまちづ くり J ( 10月号) がある 。

昭和58年では、i J 銅西の建築文化を考える 」

(  1 月号) 、「大阪城国際文化スポー ツホール」

( 11月号) がある 。昭和59年では、 i 21世 紀へ

. 55年 ・57年 ) 、デザイ ンの動向 ( U召和51年 ~

53年) 、関西の文化もの ( 昭和58年 - 60年 ) 、

水とまちづく り ( 昭和53年 ・55年 ・60年 ) 等

がそれに 当るのであろ うか。

*  *  *  

以上のほ か、 「青年技術者特集」の こと や、

雑誌の Ift l{立 ・相とい ったことな ど、記 したい

'JT柄もあるが、紙数も つ きた ので、故後に、

歴代の会長 ・副会長 ・編集主f 1: j¥・編集委只長

. 委員な らびに執筆者 ・会員 ・読者の皆係方

の ご指導 をえたこ とに対し感謝申しあげて、

杭 を終え たい。

( まつい あさみつ 前 日本ill 築協会制1住民)
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建物はいま、光のオフ‘ジ工。

光をカタチにするサンノレックスは、

時代のニーズを適確にとらえた

旭硝子の高性能熱線反射 yゲラス。

これまでにない多彩な色調と輝く

ミラー効果で、刻々と変化 し、躍

動する都市の新鮮な表情と動き

をキャ ッチ、新しい時代の空気を

発信 します。高感度に時代を反映

するインテリジェントビルのフェ

イス ・マテ リアル。サンノレックスは、

かラス面にコーティングした特殊

金属! 慌の働きていミラー効果と省

エ ネ ル ギ ー 効 果 も 向 上。美 しさと

機能性を兼ね備えたこれからの

素材 で す。色も、豊富なバリエー

ションからお i韮びいただけます。

アーテイストのデザインマインドを

刺激する高感度ガラス ・サンノレッ

クスが都市空 間に鮮やかなイン

テリジェン トゾーンを創造します。

- E誕 車 率 溢 盗 醤 量 k &

ＡｦＺｊ ｊｌｾ ヲ又

- 嶋 田 センタービル ( 設計 施 工 竹 中 工 務 庖 )

旭硝子株寸。社 本社干 l ∞ 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 一 町 田 ビ ル) 支 庖 札 幌肘 n 011刷(ω加2引l 仰 8邸6. j仙山台g剖 m似2包2 附 7305初 叫0邸5 東献京含剖飢ω削3凶附附3幻)川94

I ¥E1 関 東 賠含 0似3沢( 283削3ω引) 川9幻3却54. 名 古 屋含剖052 (同83) 285臼4ψ吋 .吠大蛾級合剖倒0凶 附6(印幻373卵)



K OK UY O 

新機構レールレイアウト方式の採用で、

すっきりフラットなインテリジ‘エントオフィスつ‘くりが、さらに簡単に、ハイクオリティになりました。

オフィスのインテリジ‘工ント機能を高めるスピーディーな2重床、コクヨ( プランニングフロアー〉。

コヲヨ株式会社

プランニングフロアーで、

より早く、よりインテリジェンスU P

したワイヤリンク、計画。

/  

/  

/  

- 配線かスムース‘包フレキシフ] レ

床高が75-150' %まで自由に設定できます

から、オフィスの事情に合わせて、未来のレ

イアウト変更に対応して、フレキシブルな配

線スペースをつくります。また、レールレイア

ウト方式だから、強電・弱電の分離ができる

等、すっきりスムーズな計画的な配線か可能

で昔、

- オフィス環境かU P。

保温性、吸音性、歩行感、安全性にすぐれて

おり、オフィスの環境を高めます。また、カー

ペットには豊富なカラーパリ工ーションか揃

っていますので、それぞれのオフィスにぴっ

たりのカラーコーディネートができますh

- 施工がスピーディー。

レールレイアウト方式だから、レベル調整か

簡単。正確で、クオリティの高いインテリジェン

トフロアーがスピーデイーにつくれます。

- 本 社 ・大阪統括本部 ・ショールーム 干537 大阪市東成区大今豊南6 T El 1番 l号 宮 (06)976- 1221( 大代)

・東京統括本部ーショールーム 干 108 東京都港区港南 l丁目 8番35号 宮 ( 03)450・5111 (大代)

・主庖/ 仙台 合 (022) 266-0594附 名 古 屋 台 (052)95ト67111ffi . 九州 n (092) 715-2041附 ・お問い合わせは 本社家具車聾本部施段用品部まで
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時代は、いま、最合タイプ。

折版F-200
ボルトレス工法・特許実用新案出願

sa融局

大 阪 支 J吉 〒 54 1 大 阪 市 東 区 大 川 町27番 地 ( 佳 生 淀 屋 橋 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 23 1) 8571 - 8 番

神 戸 営 操 所 n 0 7 8 ( 732)  7272 奈 良 出 張 所 n0 7 4 4 2 ( 4 ) 1  034 

大 湾 出 張 所 窓口775 ( 24 ) 7572 高 松 営 業 所 念日 878 (22) 4451

福 知 山 出 張 所 n 0773 ( 2 7) 2372 松 山 出 張 所 n0899( 33 ) 6055

泉 南 出 張 所 n 0724 ( 66 ) 4763- 4

折 版の関Yi生と機能美を、最合

工法によって、大幅に向上さ

せた、ニ ュータイプの折版で

すD ボル トの接合や、馳締め

の工程が省略でき、屋根上か

らキャ ップを はめ込むだけで、

シンプルな屋根 が完成します。

本 社 干 104 東 京 都 中 央 区 京 橋 2- 9- 2 第 一 ぬ り 彦 ピ ル

・ 長 尺 営 業 部 n 03 ( 567 ) 3558( 直 通 )

東 京 支 J吉 n0 3 ( 5 6 7 ) 5 1 0 1 - 4 札 幌 支 I吉 n 0 1 1 ( 241 ) 4271 

機 浜 支 I高 台045( 681) 1235- 7 名 古屋 支庖 f i 052( 582 ) 0311

広 島 支 庖 窓 口 92( 248) 1576 仙 台 支 l吉 f i 022 ( 22 5 ) 7591

福 岡 支 I苫 n 092 ( 44 1) 3551 金 沢 支 l苫 窓 口 762( 23 ) 4980- 2



C ON工法

[ シ ー オ ー エ ヌ 工 法]

囚工法名称

CON工 法 Cpp- 2; el - j gJ J qn

〔星座〕 数 個 の 星 を 一 つ に ま と め た も の .

図パケット名称 よ 59PJ Ml  Epi g碍b

七 つ の 星 を 支 配 す る 特 種 カ ニ パ ケ y ト。

星 座 七 つ の 星 と は CONを 頭 文 字 と す る 震 要 な 司 王 柄

① C on  - ［ｴｾｬ ，，Ｑ［ τ ［ ぞ Ｑ ＳＧ - t i on ( 星 座 )

② Con.ti _ 七 'l e.n tal  ( 大 陸 }

③ Con J;4吋A t Z J a t m ( 連 続 )

③ ￇｾ Ｇｬ ｬり ｆ 旬、て号 ｾｉ ( コンクリート壁)

⑤ con-;ZJiE1tt10n ( 組立建造)

⑥ Con ァー vi c ti on ( 信 念 )

⑦ Co仁三斗; 百 ut e ( 貫献する)

当 社 の 目 標 と す る 地 下 連 続E創 立 上 位 の 七 つ の CONを 満 足 さ す

こ と に よ り 社 会 に 貢 献 出 来 る 事 を 確 信 し ま す.

固 C O N掘削機の特長

1 掘 削 ， < ケ ッ ト は 油 圧 式 で 、 玉 石 l圃 も 強 力 に 掘 削 す る .

2  . パ ケ ン ト { 立 、 数 段 の 伸 縮 式 ケ リ ー パ ー に 連 結 し 3 点武ノ マイ

ル ド ラ イ パ ー の リ ー ダ に 添 っ て 上 下 す る .

3  . 油 圧 ホ ー ス 巻 き 取 り 装 置 ・ 排 土 装 置 等 は 自 動 制 御 方 式 で あ

る.

4  目立・P D 7・P D 9・PD100. . . KH100. . . KH180 を使用してL ゆ .

5  能 力 は 、 鐙 厚 4 5 0 MM . . . . . 1. 500 . M M  姻削深度・ G L-

60 . 000Mで あ る .

6 . 管 理 方 式 は 、 コ ン ビ ュ ー タ ー を 導 入 し 各 種 の 紀 鍬 裟 lil 等 を

開 発 し精 度の向上を官十る .

7  . 掘 削 精 度 は 1/ 500" ，1/ 1 .000 で あ り 、 各 種 装置 停は特宮午又は

申 府 中 で あ る .

8  掘 削 能 力 ・ 施 工 精 度 ・安 全 性 ・ 経 済 性 は 、 高 木 織 で あ る .

9  ベ ー ス マ シ ン 以 外 は す べ て 、 自 社 開 発 ・ 自 社製 作 で あ リ 、

管 理 方 式 の 開 発 製 作 も 自 社 製 で あ り 、 す で に 開 発 し て いる

泥 水 分離 械 と 共 に 、 お お く の 実績 が あ る .

泥水介離徴 M S Mの段2十製作販売

ｾ大容基功工業株式会社
無銭動 無騒音による基礎工法の政計施工

本社/ 高知市塩田町 l の 6 T E L  ( 0888) 72- 3810 F A X  ( 0888) 72- 6278 

地下連続壁 CON掘削機の

掘削精度・掘削能力向上等のため

コンピューターを導入した ( Gレ3 0 M以上{ 削J )
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光をあらゆる伝達のバワーとして活用し、

空気をミクロの限界まで、追い求め、* のクオリティをさらに磨〈

総合設備企業タ可ダンは21世紀の環境クリエーター。

ヒ卜に、技術に、よ 1) 快適な理想の空間をトータルシステムで自IJ 造します。

ヲイヲ: J 械式会社
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T OS HI B A  

東芝の統合インテリジェントヒ、J レシステムf l S- Fi veJ の一翼を担う昇降機設備。

人間中心の快適なビル内交通を実現しますユ

東芝のインテリジェン卜ビルの新思想 ' IB- Fi veJ は、通信 ・OA. ビル管理 ・セキュリ

ティ ・環境設備といった5つのシステムを統合。ビルで働く人々がその能力を

フルに発揮できるような、理想的環境の提供を目的としています。そして、この

コンセプトの一翼を担うのが、ビル内の主要交通機関であるインテリジェン 卜ビル

対応エレベーター。その中枢部とも言えるエレベーター全自動群管理システム

Command-6000シリーズは、インバーター制御エレベ ーター との コンビネー

ションにより、快適性、省エネ性、経済性、信頼性などにすぐれた効果を発揮しますL

人問中心をテーマに開発された東芝インテリジヱン 卜ビル対応エレベーターは、

創造的で快適な居住性と、効率的な空間移動を提供しますL

[  芝インテリジェントビル対応エレベーター l

- ぉ|日I ｾ、介せ Ｇ ｦ ｴＺｦＧｉのご ｾ ＱＱ ｦＮ ［ Ｑ と ＯｪＮＮ 株式会社 東芝 関 西 支 社 昇 降 機 部 〒541 大阪市東区本町4- 29( 東芝大阪ビル) 公 ダイヤルイン06(244)2290

先端技術をくらしの中に… . E&Eの東芝
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ヘ二ベノレ

先進のイン刊ジェントビJ l / y、ィテクD 碁…- を創る

世界初 ｾａｌｃ 一体成型大型壁ノサ ｊ レ

本
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東京03( 507) 7855 札幌011 ( 221) 0805 仙台022( 223) 5155 名古屋052( 212) 2233

大阪06( 347) 3847 広島082(247) 6131 高松0878(22) 0305 福 岡092(752) 3974

干530 大阪市北区堂島浜 1丁目 2 番 6 号( 新大ピル) TEL06- 347- 3847 

写真は、グランデ使用たまプラーザ放送センター 設計/ 東急設計コンサルタント施工/東急建設
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ｾｊｯＭ ノレスクリーンが、沖縄コンベンションセンターに採用されました 。

光と空間の、

快適環境を創造します;

OA化、 H A化が進む中、オフィスで、住宅で、より快適な環境が求め られてし、

ます。窓装飾と間仕切りの専門メーカー・ニチベイは、光と空聞を通して、

そのお手伝いをしたいと考えています。マイコン内蔵の電子フゃラインド「テク

ニスト」をはじめ、 最先端のテクノ ロジーを生かした製品ラインナップ。高感度

なインテリアソフトから生まれた、機種・色柄・フオノレムの豊富なノザエー

ション。ニチベイは、確かな技術とソフトて¥理想の空間づくりを目指します二

株式会社ニチベイ本社 〒103 東京都中央区日本橋3- 15-4 TEL.  (03)272-20日間

大阪営業所 干550 大|坂rli西区靭本町ト6- 10 本町内弁ヒツレ TEL. (06)448-5441  他全国 59事業所

主な製品 ・ ょ こ 型 ・ たて型フーラインド ・ 司ｾ￮ｬＡｉＩ・ ｬ 培幕フ ｯ ラインド‘ ・ 傾斜窓 ｊ ｉＧｬ ・ 天窓用ブラインド ・ロー ルスクリ ー ン ・ フ 。 リ ー

ツスクリーン. スライドスクリーン・ローマンシェード・アコーデイオンド- ァ・スライデ、インクeワオーノレ. ノf ーテインヨン 他

制 品 川
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建築空間にソフトで豊かな環境を創造

ｖｾＷｾ ｀ の特殊金属天井 ｊ ＺｉＭ ヨ Ｂ｢ｒ
マ凶手当ｾ ｀ の特殊金属天井は装飾・照明効果を高めるとともに、建築物

の表情を一層豊かなものにします。

金属装飾パネル

ノンータレアA

ノンータレア L

ノンータレアG

ノンータレアM

ノンークレアB

ルクサロン

アルキャスト

アレンブ

優雅で格調高い雰囲気を創造し、建築物の表情を豊かにします。

アンプリメッシュの波の曲面が独特の光の効果をかもし出します。

流麗なリーフか装飾・照明効果をファッショナブルに表現します。

シンプルな格子が美しい光の効果を創ります。

シンプルなメッシュ模様が斬新なムードを創造しますo

美しい直線か装飾・照明効果を一層高めます。

自由なデザインで装飾効果と機能性を発揮します。

アルミダイキャストの模様か豪華な雰囲気をかもし出します。

杉皮模様が豪華さと格調を一層高めます。

k

l
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銅製天井下地材

ネ ー ル ロ ッ ク シ ス テ ム

銅製床下地材

ネ 夕 、 コ ー シ ス テ ム

宥珂l戸誠淵意晶醤長 創一訪 本 社 …配問時一良腿駆悶速甑悶区回一日本楠橋願東H川川明…日か日町-屯引6引T E乱 叫L

ｉｊｾｉ＠ 京 干 l悶36 策京都江東区亀戸 2 一3 一17 TEUω日3)683日閃3屯引15

川川勺 ｾ ｉ 守ｾ、、ｾ］］、 礼 幌 T凹 )  削 66 ω  (011 )783-8669 名古措塵 TEL( 05川 -9弧咽9邸町馴5引叩1川1… 刷 防 刷 伽 附 山 … …4小刊州叫叩-0叩制側日凹剛鵬日凶附4相日

川 |車鎌象式会封d‘ ＮＮｾ画ＮＭ，ＮＮ ⑧ 福 岡 TEL(ω仰0ωg位叩蜘馴E引m削)沌川B引1トE引l川自附悩附廿 F削A似X(ω慨日閃即9舵2)622殴悶E白2-2引叩叩E包2278苅B 憤 浜 T乱E乱L (ω側0例附4絹5) 酔 36781ft1 FAX (045)324-3679 

」ームー. . . . J ....-r_...._ ._.... _ _  ｾ＠ 園 圃 圃F 高 岡 TEL (0766)24-5506d世FAX( 日766)2ト3941
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〈耐酸被覆鋼板〉

. ケ ミカラーオー シマメタル

(COM・S)不燃(個) 第1326号

・エパ ープラ イト メタル

( E 8 M)不燃( 個) 第1880号

. ケ ミカラー オーシマ

メタ J レSUS

(COM-SUS)  

不燃( 個) 第1326号

( 粉体樹脂被覆鋼板〉

・オ ーシマポ リメタ ル

(ORPM)不燃( 個) 第1123号

@ 大 島 施 用 化 掌 工 業 株 式 塞 社

本 社干535 大阪市旭区太子橋1- 15- 22 電話06-954- 6521 Fax 06- 954- 6480 

・支 底/ 東 京 ・名古屋 ・新居浜 ・工 場/ 新 居 浜 ・寝屋川

・営業所/ 四日市 ・岡 山 ・広 島 ・字 部 ・福 岡

製造販，e1 l E 現場資任施工防US¥耐椴被積金属板

近畿日本鉄道株式会社

大久保駅防音壁、谷樋工1J'; 御探用

OA時代のニューオヌィスづ、くり

タイルカーペットuシーサ' - M

- アンダーカーペ ット配線システム に最適です。

・寸法安定性がすぐれていますL

・簡単に施工、敷替えができますL

・メンテナンスが容易です。

・雰囲気に合わせて、フロアデザインが，寅出できま抗日

・耐久性、吸音性にも富んでいま太一

・静電気防止対策も万全でた

・防炎認定を受けています。

・省エネルギー効果は抜群でるす。

ｬ￫ｾ［［ 玩
ゆたか♀イ ンテリアラ イフをお届けするｾ 何 回 Ｗ ラント

住江織物株式会社

本 社 ・大阪市南区南船場3・11-20 TEL. 06 (251  )  0698 

大阪支庖 ・大阪市南区南船場3-11-20 TEL. 06(251) ∞86 

東京支広 ・東京都港区三国3-13-16第43森ビル8F TEL.Q3(456) 1171 

営 業 所 ・札幌/ 仙台/ 静岡/ 新渇/ 千葉/l 黄浜/ 金沢/ 名古屋/ 京都

神戸/ 岡 山/ 広島/ 福岡

連 絡 所 ・盛岡/ 大宮/ 佳山

ーーーーー~
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建築を読む

来はし1¥つ
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高 積 算 株 式 会 社

干540 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 20 番 地 山 内 ビ ル2階

T E L  06 - 2 32 - 0655 附 F AX 06 - 232 - 0657 

匂 ｃｾＮ
Ne w fl oo r  and New  ｏｦｦｩ ｣ ｾ＠

EXTILE 

東 京 営 ，随 所 宮 (03) 503- 6231 仙 台 曾 醒 所 含 ( 022) 284- 3505 

八 王 子宮 裡 踊 官 ( 0426) 26- 114  1  名 古 車 宮揮 所 n (052)  733- 3471 

惜 湛 宮 県 南 宮 ( 045) 民 4- 5810 大 甑 宮 需 用 n (06) 943- 1641 

千 草 宮 哩 所 宮 (0472) 42- 5419 京 剖 曾 県 所 含 ( 075) 3  14- 6222 

大 宮 曾 輯 所 宮 ( 0486) 43- 2135 神 戸 営 瞳 所 含 ( 078) 37ト 5445

惜 坦 宮 聾 雨 宮 ( 025) 241 - 1596 広 島 曾 聾 所 n ( 082) 2咽 - 4616

札 幌 宮 県 所 古 (011 ) 271- 2561 高 陪 官 需 所 包 ( 0878) 22- 2∞8

北 高 温 東 リ 醐 宮 ( 011) 214ー8311 福 岡 曾 醒 所 含 (092) 41 1- 9076 



営業品目・1 . 土木工事一式

2. 拡底杭工法 ( OMR/ A・OMR/ B)

3. 耐震場所打杭工法 ( NKTB)

丸 五 基 礎 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 石 島 正 康

- 本 社 干530 大 阪 市 北 区 東 天 満2丁目 6番 2号 ( 南 森 町 中 央 ビ ル7F)

・ 技 術 研 究 所 〒530 大 阪 市 北 区 東 天 満2丁目 6番 2号 ( 南 森 町 中 央 ピ ル7F)

・ 関 西 支 底 干530 大 阪 市 北 区 東 天 満2丁目 6悉 2号 ( 南 森 町 中 央 ピ ル7F)

・ 東 京 支 庖 干135 東 京 都 江 東 区 東 陽 町6丁目 3番 30号

・ 名 古 屋 支 庖 干451 名 古 屋 市 西 区 域 西 1丁目 4番 12号( 石田ビル6F)

. 広 島 支 庖 〒730 広 島 市 中 区 大 手 町1丁目 1番 20号 ( ニ ュ ー 大 手 町 ピ ル4F)

・ 福 岡 支 l吉 〒812 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 南 1丁目 3番 11 号( 博多南ビル7F)

・ 高 松 営 業 所 〒 761 高 松 市 香 西 南 町490- 1  ( 香西グランドマンシヨン 301 号)

. 大 阪 商 営 業 所 〒 590 大 阪 市 堺 市 中 向 陽 町1丁目 2番 14号

・ 阪 神 営 業 所 干661 尼 崎 市 塚 口 町6丁目 18番 6号

. 兵 庫 営 喋 所 干673- 07 兵庫県三木市加佐字草荷聖子 1251- 18

企画: 日本建築協会

T  E  L  06 ( 358)  3601附

T  E  L  06 ( 358)  2301骨也

T  E  L  06 ( 358)  3601骨。

T  E  L  03( 649) 5131附

T  E  L  052( 524) 6181府也

T E L  082( 246) 3211府。

T  E  L  092( 472) 4392附

T  E  L  0878 (81) 2257 

T  E  L  0722 (27)  8808 

T E L  06( 427) 4614 

T E L  07948( 6) 2101骨り

F AX :  354- 2690 

F AX :  354- 2690 

F AX :  354- 2690 

F AX :  649- 5244 

F AX :  524- 6184 

F AX :  246- 3769 

F AX :  472- 4393 

F AX :  81 - 2257 

F AX : 6- 2328 

寸フイデアマンになれる

現場マンのアイデア発想

四六・ 224頁・定価1800円

戸田建設株式会社 合 原 一 夫 著

厳 し い 時 代 を 生 き ぬ く 原 動 力 は ア イ デ ア だ グ

マンシヨンバルコニー手すりを

売伺けでき宅よいか・

2 認

金属工事ではコストを大きく左右するアイデアテーマが多い

| 好評発売中 |

・どうしたら施工のコストが下げられるのだろう?

・どこを改善したら現場がスムーズに動くか?

厳しい不況からの脱出を目指し，各社ともコスト・品質競争に必死である . 本

，1Hま，そうした現場で生かせる施工のアイデアや，吉点にな って いる改善テー

マなどを数多く集めた. また，どうすれば役立つアイデアが得られるのかなど，

日常生活や職場でのアイデア発想、法などを提案. 即実行に移せるアイデアの本

• 
T QCから見た建設業問題解決の決め手 建物の値打ちの高め方ビルマンションの新しい評価法

小林清周蕃・四六・ 208頁・定価 17∞円
荒木隆彦著 / 四六・ 192頁・定価16∞円

躯体工事監理のチェックポイント 100

須賀好富著 / 四六・ 224頁・定価1800円

パソコン会計術設計事務所編

西部明郎著 / 四六・ 224頁・定価1800内

空調設備のトラフル50 建築に燐わる人へのヒント

建築段備トラブル研究会著・四六・ 224頁・定価1800円

衛生設備のトラフル50 建築に燐わる人へのヒント

建築段備トラブル研究会著・四六・ 224頁・定価1800円

〈目録進呈〉 6 学芸出版社

〒 600 京都市下 JI ' : 区木津屋橋通商洞院東入

T E L  075( 343)  0 8 1  1  

a 婦と社会/ 19飽 年11月号 77 
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地盤調査そのポイント

大 瀧 紘 一

地盤調査を依頼する前

， ) 調査 目的の分節化

計画の立案は、問題を整理することから始まる。

地盤と締造物の関係を「変形・安定性 - 荷重 ・地

下水」のキイワードを用いて見直すのも 一つの方

法である 。 ｲ 変形・安定性 ・ 荷重地下ノ Ｇｾｊ は、

地盤工学のテーマを大きく分けたもので、これら

によ って調査の目的を分節化すれば、構造物の機

能も意識され、全体の見通しがよくなると忠われ

る。より細分化 した調査目的( たとえば支持カ)

を拾いとげる方法よりも、見落としを防ぐことが

できる 。 とくに「地下'*J が独立項として扱われ

ている点に注意していただきたい。

鋼矢板による根切り山留め工事を例にとると、

変 形: 矢板の変位、リバウンド

安定性 : 恨入れ長、ヒーピング

荷 量 : 土 庄 、 水 圧

地下水: 水庄、ヒーピング、排水対策

等の問題点を洗い出すことができる 。

細分化した目的は、調査項目に密着しすぎてい

て、目 的= 圧密枕; 下、項目= 圧密試験というよう

な具合であり、知らぬ附に庄密試験を行うことが

目的にすり仔わるおそれがある 。変形のー現象と

して圧密沈下を従えれば、 一次元圧密でよいのか、

それとも 三次元なのか l吟味が行われ、試験方法と

して通常ーの圧密試験でよいのかどうかの判断を働

かせることができる 。 このような過程で問題を広

い視野から提えれば、新しい技術導入の契機とし

て生かすことができる 。

最近は、安定的: 一辺倒でなく、変形についての

検討が不可欠になりつつあり、現場および室内で

の新しい試験が行われるようになっている 。

2  ) 情報の吟味

調査H的の分節化は、解析法 ・設計法を確認す

る作業でもある 。 そして、たとえば「変形」につ

いて探 っていで矢板に行き当たれば、解析法を考

え、そこで用いられる土質常数が決まる 。矢板の

例を続けると、変形係数とポアソン比が必要とな

78 姐 集 と社 会/ 19邸 年 I I H号

る場合、これらの常数が「必要情報」である 。 こ つぎに荷重( 外力) として地盤を考えると 、地

れに対して、調査の方で答えるのが「提供情報」 下水圧と 地震カについて調べる必要がある 。地下

である 。 r必要情報」と「提供情報」が完全にー 水では、帯水層だけでなくそれを制限するｩＡｬｦＯｾ層

致していれば問題はない。 しかし、 「提供情報」 との関係を知る必要がある 。人工の及ぶ範囲とそ

は試験方法によ って条件づけられている 。試験方 の直下 2 廓について調べておきたい。地復力は地

法で、機造物と地盤の応答を直接的に明らかにす 下深部に起因し、 地域の地盤特性を反映 するもの

るものは少なく、土の性質を一定条件( 調べやす である 。基盤面の深さと表府の1 [OJ 力学特性を調べ

い形で) のもとに、土に即して調べるものが多い 。 なければならない。基盤は表層に比べて俗段に悶

したがって、解析法にふさわしい調査方法を選 〈、また、 地域全体に広がるものと定義されてい

ぶことが重要となる 。変形係数を与える試験とし る。 このため、かなり深い 100 m前後 の調査も党

では 、孔内水平総務試験 ・ー州三制圧縮試験・ 4号、 情しなければならない。

滋賀入試験等がある 。ポアソン比のために定絡化 3  ) 工学的性質

された試験はない。三紬試験で工夫して測定する 工学的性質は 、組成 ・生成H幸代 ・出現深度で変

か、または工学的判断による推定値が、 「提供'h'i 化する 。 したがって 、同一地層であ っても、変化

報」となる 。 について分析的な立場から先取り的に議論するこ

このように、 「必一安情報」と「提供必報」には とはできない 。経験的に、消極的な表現しかでき

一対ーの対応はないと考えるべきであり、どのよ ないが、同一地層においても深度方向に 3 m、地

うな方法で情報を得るか明確にしておかなければ 層の方向に 100 m離れれば、工学的性質は変わつ

ならない。 ていると見なすべきである 。

3 ) 予備調査が重要 変化を詳しく調べるときは 、上記の間隔より密

目的・項目 ・方法の関連づけと、情報の対応づ

けの霊安性は、先に述べたとおりである 。

関連づけと対応づけの作業には、地盤について

の予備知識が必要である 。 これが予備調査である 。

予備調査では、既存資料の読み取りや現地の踏査

により、地形I也氏の概要 (地質織成と硬軟) 、問題

地形地質 (軟弱地盤、崖錐、断層) 、災害 ( 地す べ

り、土石流、山留め崩壊) 等について調べ る。 そ

して、その結果を総合して、地盤のイメー ジを作

ることが目的である 。

イメージを作るには、基礎知識と経験が必Ａｾで

あり 、 しかるべき専門家の助言 を受けるべきであ

る。

どの程度調べるべきか

， ) 地盤の構成: ポーリング配置

一番大事な調査項同である 。失敗した場合は、

地層のつながりが分からず、地質断面図が主421 けな

い。分からないことの意味は、地質学的な関係が

推定できず、そのi也府がどのように形成され、そ

して、そこにあることについてのｾｊｬ明治 ｦ できない

ということである 。予備調査で地域の地質を詳し

く調べ、予: l l1される複雑さに応じた調査を行うべ

きで、ある 。

調査対象が表層地質だけのときは、ボーリング

間隔を 30mとして全体に配置した後で、 f' liiI i調査

の梢度を考慮して修正する 。ただし、 2 級類以上

の表層地質が分布している場合は、その接合音11 を

調べるポーリ ングを追加した方がよい。

表層とさらに下位の地層を調べ るときは、両者

の組み合わせにより対応が異なる 。境界面の被維

なことを氾! 定して、より 2むな配置をr I f 画すること

が多い。

2 ) 調査深度: ポ ーリンク深度

支持肘のj奈さが目安となる 。支持Mの機能は、

構造物を支えることと、人為による地盤の［ｪＡｾ斡を

受け止め、下位の地層を護ることである 。 したが

って、下位にどのようなI也層が分布しているかを

俗かめておかなければならない。支持層上面より

10m もしくは精造物の脇. 程度が目安である 。

にし、それほどでない場合は、 Nfi I T. や合水比 を指

僚に用いて判断することになる 。

結果をいかに利用するか

， ) 地盤イメー ジ

地盤のイメージを再精築するための資料である 。

ここに至れば、工学的性質を割り付け問題点を皇室

理した地盤モデルに内容が高められていなければ

ならない。モデルに構造物を勇ね、. f ，' 1 I 造物が十分

に機能するかどうかを確かめ、必要ならば構造物

の規模・型式を変更する 。機能させて見る上で不

碓かな点や不明なことがあれば、追 JJ II 調査を計画

する 。

2  ) 土質常数

地盤は按維で個性が焼く、分析11':] な埋論だけで

は、その全貌をつかまえることはできない。土1' (

常数は、コンクリート等のそれとは1 ' i ' 絡を巽にす

る。同じ土質常数であ っても、試験方法が巽なれ

ば、意味が違うと認識すべきである 。いたずらに

用論上の操作を重ねることは悼むべ きであろう 。

一個のデータにおいても、同様な J主怠がいる 。た

とえば、 三事Ih試験で得た C ・1[) は、試験時の応力

範ItNで有効である 。

結論的に述べると 、内 Ｎｦ， ｦ￭ 的惟定 Ｑ ［ｉＺｾＧｦされても、

外川により拡大解釈- 拡大適用することには問題

がある 。

3  ) シミュ レー ション ・ケースヒストリー

分析的アプローチの限界は、古 くから指摘され

続けている 。経験的なア プローチを欠いては、非

呪' : #; 的である 。情報化施工は、施工中の経験を生

かそうとするものである 。シ ミュレー ションは、

現実ではないが、少なくとも「変形 ・安定性 ・ィ荷

重 ・地 下ノ Ｇｾｊ を総合することができ、データの働

きを実感させてくれる 。 ケースヒストリーは 、 ま

るごとの現実をうかがわせてくれる 。調査結果を

{ 悶々 の椛造物設，nに{ 史うだけでなく、これらの形

で般得的に利用することが、今後の地盤工学の発

展につながる 。

( おおきた こ ういち )  

Ｊ越地質調査株式会社大阪支 ｊ ， ｬｦ 技術 ＯｾｉＩ 点長Ｏ
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S S G構法

小野 正

デザイン的特徴

S  S  G f ，'lI i去と t;!: 、S tr actural Sea lanl  Glaz ing  

Sy s tem の略称であり、建築物の内 ・外装に板ガ

ラスを取り付ける椛法の名称、である。

この榊法は、シリコーンゴム系のJ安心剤で、板

ガラス( f C j 性能熱線反射ガラス) をサ y シに面合

わせに按必接合し、外部i!!l J からはサッシが見えな

いようにするものである。したがって、一般の外

喧椛法に比べるとフ 7 サード全体が巨大な鋭面を

j形成したり、 t民連窓の窓昔日がリング状の鏡面を椛

成したりする特徴的な建物 j止観の表現ができる 。

S  S  Gfl l l 法を採用するのであれば、このような

S S G構法のディテールがもたらすデザインの表

現力を存分に活用できる怠匠設，11であることが大

切と考える 。

S S G 構法を用いた事例を 写 真一 1 、 2 に示す。

写真ー1 2 辺 S S G構 写真ー2 4 辺 S S G構

j去の事例 法の事例

(ダラ ス Ll NCOL N PL AZ A)  
( ' 1ラス A LLl E D B/K)  

精法の基本

一般の榊法が、建築物の窓や外壁を村I成する板

ガラスをサ y シの滋に呑み込ませて支持回定する

のに対して、 S S G構法は、 図ー 1 に示すように、

室内側に設けたサッシと板ガラスの| 昔l にシリコー

ンコ' t ，系J長.(f 斉IJ を充填して両省を一体に後. ( 1 接合

した椛造f産省系を作り、板ガラスに作用するさま

ざまな外力をサッシに伝えて安全に支持| 司定する

ことを犯ったものである。

表一 1 設計画で考慮すべき項目と内容

I!l 11 

S S Gの辺数

i1ぇ t見 ;和l

li )j 火 1'1: 

建 物 1") さ

安 全 対 策

S  S  G の

ユ ニ ッ ト 化

面I 渓 11 

由t 1，且.l 1E 1' 1  

複仲f ガラス

板 ガ ラ ス の

I I  主

取 り 組l み

/ ! ; I . &すべき内苓

• 2 辺 S S G締法をt ! <閉し、 4 辺 S S  GNl l i土の軽挙なmnは、縫える。

• ｩｬｬＮ［ｾｲ￬ｾ 守示 ＱＰＹ i j・への合法性に留忍: する。i I ! 築 1: '}i が当榊法をどのように処怨するのか判ら

ない

- 乙純 li ) j ・火戸の犯'.Aがi号られていi J : ぃ。また、当例法にあI して、消防庁がどのような判断を下

すか不 11月である。

- 延焼の恐れのある郎分には問いない )J が良い。

• Ｇ｜ＺＱ さ ＳＱｭ を越える建築物ではＱＯ ＱＵＰ の ＱＰｭｬ 変似の ｩｾ ュ ｭ で ＱＱ 見務しない耐磁性と ｊ 且ｬｊ ｊ 係数ＱＮ Ｕ の

f l 1Eに耐える耐J i UE1 ' I : i J : どのように、当然ながら厳しい要求がある。

Ｍ 状況に応じて安全 ｴｈ 在 ｦｾ の配 ＱＮＦＨ 庇、他殺、秘下 ｾｊｪ 止袋 ￼￯ｬ が必要である。

- ユニ y 卜化を進め、できる限り板ガラスやサ y シ製造会社の工場内で S S  Gj 妾，{1系の胞工が

できるようにするのが良い

- 免i様相サ y シ機仰を検討し、 M/l ll j [ 伎がS S  G j 安打系のJ午答変形唱を下 1111 るようにする 。

• f足カ' ラスは 4 辺支侍として強度設，1 I を行い、その M1，およびデータは、板ガラスおよびシリ

コーン系f主将剤の製造会社の技術資料による。

Ｍ 被 ｾＱ ガラ λ をＡ日いた ｓｓｇ 締法は、あまり勧められるものではないが、さまざまな理由から探
! T I する場合には、つぎの点に留意する 。( 1) 彼附ガ ラスの .N ，{I"告sにも、 S S  ｇｪ韮 ｾ＼ｦ 系と問機に

強Il f . や耐久1' 1: が要求される。 (2) 主t m刊の気街 水浴シールには、シリコーン系をl f I いる。

- 板ガラスの1 ' 1.'ltは、 S S G彼，{ ( 系にi ' 111l させない。すなわち、 f前述懇ではセツティングプロ

ツタ( テ 7 ロン H きが望ましも、) で受け、縦述窓では1 ' 1ill を受ける部品を取り付ける。

• S  S  Gfi司法の特徴を建築主および閃述会社に周知徹底させ、設計 ・胞工の一貫した述燐をイI

機的に行うとともに、建物の生涯にわたって状態監視保全を行うようにしなければならない。

て、板ガラスの厚さは J亨くなる。 図- 2は、板が

ラスの支持耐力と接」雪印lの故防との関係を示した

コーソ系接着剤 ものである。したがって、 2 辺をサ y シで支持す

tッウアップ材

J  シーリング材 る S S G椛法と一自針。も法のように、同じようなデ

主72; 摘 剤 ザ イ ン の 外 肝 得 ら れ て も 、 強 度 設 計 の れ 付

ガラス 巡っている。このような重要な相違点を 卜分に玉虫

解して設，l I 、施工および維持f呆全を進めなければ

安全を磯保することが錐しい構法である。

構法の種類

S S G  締法には、構造接着系で支持する辺数に

よって I 辺 S S G桃法、 2 辺 S S  G .HII 法、 3 辺 S

S  Gf持法および 4 辺 S S G構泌があるが、圧倒的

に多いのは 2 辺 S S G締法である。この 2 辺 S S

G  締法でさまざまな経験を椴み、信頼性の線認お

よび安全怜確保の伐術硲立を進めてから 4 辺 S S

ｇ 柿法制 ｾｭ すべきと考える 。しかし 、 Ｔ 辺 ｓｓ

Gm法も、特別の体制を組み、さまざまな配感を

行いながら探附する例も見られる。

設計画で考慮すべき内容

安全性のおい S S G締法の外壁を生成し使閉し

ていくには、実紛の乏しいことを念頭に置いた上

で ｉｾ 引ｼ、純工および保全の面から検討し、その検

討結果を i，1i!TI することが必要である 。ここでは 、

とくに設計面からの考慮事項を表ー 1 にまとめた。

なお、外壁としての耐; ; l i t' J を篠保するためには

免渓型サ y シのディテールにする 必要がある 。 免

浪型サ γ シの概念は、図ー l に示した通りである。

おわりに

S S G  椛 i1 ; は、わが国での実績が乏しく、まだ

まだ不安の多い外壁構法である。経'4せな採用は、

この S S G締 法 で は 、 陥T) .(1-* 1: t  ｾｲＧ ［ｉ シに !  ?"'" +  )  当締法の4税 制 い も の に す る こ と に な る 。 こ れ

よる支持と等しく仰をれ抱させて、 4 辺支持m l  i  l  ;  3  5 党 議 着 系 を避けるためには、万全の準備をし、万全の体制

法として強度計算をするために、椛造銭_ ( ( 系の辺 構造接着系による支持辺数 ー で臨むことであり、そして一物件ずつ実紛を悩み

数に係わりなく板ガラスの厚さは一 定 で あ る 。 - 4 3 2  1  0  ill ねて、 卜分な信頼性および安全1 ' 1 : を削呆できる

方 、一般締法では、サッシによる支侍辺数により サッシによる支持辺数 ( b )  S S G構法 ようにしていかねばならない。

強度計算が呉なり、支持辺数が少なくなるに従 つ 図ー 2 一般構法と S S G構法の支持耐力の概念 ( おのたどし消水i M株式会社技術研究所)

処怒と祉会/ 1988年 1111 ザ 79 
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ビルの排水槽の計画

二 関 勝 則

ビルピットと悪臭

建築物から排出される雨水と汚水は 、本来、自

然流下によっで下水道に排出 されることが望まし

い。 しかし建築物の高層化と有効利用の観点から、

ピルには当然地下階が築かれることが多く、地下

階からの排出では、下水道との高低差から自然排

水が不可能となる 。 このため 、一時的に貯留した

あと排出するための槽や、あるいはピルからの多

盆の排出が予怨される場合には行政指導に基づい

て下水道への排出を調書室するための槽などを設け

ることになる 。 これらを大別して以下に掲げる 。

①敷地内の雨ぷを - 11キ的に調整するための貯留排

水機

②厨房その他の施設から排出( 水洗便所からの排

出は除く) される雑排水糟

③水洗便所からのし尿、厨房その他の施設から排

出される汚; J < を貯留する合併排水槽

このうち、雑排水槽、合併排水槽からとくに多

くの悪臭が発生する 。 これら悪臭の発生原因は、

ピルの各階から排出される汚水が排水槽内に貯留

されているうちに、汚水中に含まれる固形物が腐

敗することによる 。 このように、腐敗した汚泥混

じりの汚水をポンプ排水で下水道へ排出する際に、

雨水桝や人孔護の穴などから、アンモニア臭や硫

化 水 紫 臭 が 漏 洩 す る ( 図ー 1 ) 。 これを一般的に

ピルピット排水に伴う悪臭といっている 。

図- 1

ビルピット排水の悪臭の主な原因

悪臭の発生原因としては、地下排水槽の械造的

な面と維持管辺面、それに、排水槽に流入する汚

水の性状の三点が考えられる 。

①地下排水憾の椛造的な面からの原因( 図ー 2 )

(a)ポンプの吸い込み口がおいと、残存する汚水が

80 他策 と社会/ 1蜘 年 11 月号

表- 1 排水惜の構造と維持管理を規定した法律

- 排水槽の構造の技術的基準

建築基準法施行令第129条の 2 ( 給水、排水その他

の配管設備の設置及び精進) 第 3t頁

建築物に設ける釧水のための配管設備の設置及

び構造は、 m1墳の規定によるほか、次の各号に

定めるところによらなければならない。

1  . 排出すべき雨水文は汚水の盆及び水質に応じ

有効な容量、傾斜及び材質を有すること 。

2  配管設備には、排水トラ ップ、通気管等を設

置する等衛生上必要な措置を講ずること 。

3  配管設備の末端は、公共下水道、都市下水路

その他の排水施設に排水上有効に連絡すること 。

4  汚水に接する部分は、不浸透質の耐水材料で

造ること 。

5  前各号に定めるもののほか、建設大臣の定め

る基準に従って安全上及び衛生上支障のない椛造

とすること 。

昭和50年建設省告示第1597号( 改正、昭和57年建

設省告示第1674号) 第 3

排水のための配管設備の構造は、第 1 によるほ

か、次に定めるところによらなければならない。

1  . 排水管 ーイ省略)

2  排水タンク・・・(イ)iffi 気のための装置以外の部分

(a) 

ム4

?、〈

ｾ＠

5E 

から臭気が洩れない構造とすること 。加) 内部の保

守点検を容易かつ安全に行うことができる位置に

マンホール( 直後60センチメート Jレ以上の円が内

接することができるものに限る 。) を設けること 。

(ノ湖l'水タンクの底にはl吸い込みピットを設けるこ

と。( ニ湖水タンクの底の勾配は吸い込みピットに

陶か つて15分の l 以上10分の l 以下とする等内部

の保守点検を容易かつ安全に行うことができる椛

造とすること( 図- 3) 。休)通気のための装置を設

け、かつ当該装置は、直接外気に衛生上有効に開

放すること 。

3  - 5 . 排水トラ y プ、阻集器、通気管 ・・(省略)

- 排水槽の維持管理

建築物における衛生的環境の確保に関する法律( 通

称「ビ〕レ管理法j ) 施行規則

第 4 条の 2 ( 排水に関する設備の掃除等トー特定

建築物維持管理権原者は、排水に関する設備の婦

除を 6 月以内ごとにー凶、定期に、行わなければ

ならない。第 4 条の 3 ( 清掃等及びねずみ、こん

虫等の防除) 一一特定建築物維持管理権原者は、

日常行う消婦のほか、消掃及びねずみ、こん虫等

のi妨除を、それぞれ 6 月以内ごとに一回、定期に、

統一的に行わなければならない。

(b)  ( c)  

しJ ' U

図- 3
2∞mm以上 200mm以上

排水一ー

ー一流入汚水

図- 2

多い。

(b)ポンプの吸い込み口から遠' くに沈澱した汚泥な

どがうまく排出 されない。

①地下排水惜の維持管理面からの原因

(a) t J ド水量に比べて憎の容積が大きく、汲み出し回

数が少ない。

(b)排水槽内を定期的に消帰していない。

@ 汚水の性状面からの原因

(a)残飯などの厨芥を排出すると沈澱物が多い 。

(b)排水の温度が高いと腐敗しやすい。

(c)厨房でディスポーザ( 生ごみ粉砕機) を使用す

ると砕かれた生ごみが枕降しやすく、腐敗の速度

を早める 。

排水槽の構造と維持管理

ピルピ ッ ト排Ｏｾに伴う悪臭の起きる要因は、と

くに排水槽の梢造による欠陥、維持管理の不徹底

による場合に多く兄られる 。 これら惑臭の発生要

因の防止対策として、排水糟の構造、並びに維持

管理に関する法律等の一昔1I を抜粋する 。

大阪市においても、 表ー 1 に示すこれら法律に

基づいて「大阪市給排水設備の桃造と維持管理に

関する指滋基準」を定め 、新設ピルに対しては、

排水設備計画確認申請( 大阪市下水道条例第 4 条

の規定) によ って、悪臭の発生しないような装置、

精 進 等 ( 図- 4) について指導基準に豊富合するよ

う指導を行 っている 。

真実( 屋上へJ

¥ 鼻水ピγ トを設ける

図- 4

ーー流入汚水

コンクリートなど

で傾斜 をつける

既設ピルについては、排水憾の構造上の欠陥な

どを指摘し、改良や改造等の指導を行っているが、

改良や改造は建築物の構造上非常に困難で、構造

上あまり支障の起こらないポンプ吸い込み口の改

普ーや排水槽内をばっき、撹梓等の装置を取り付け

る、あるいは定期的な消婦やポンプ稼働H寺聞の短

絢日化を ｾｩ るなどの指導を行っている 。

しかしながらいずれの場合においても悪臭の起

こらない椛造や維持管理の徹底については、ピル

の管理者、所有者の協力が不可欠であり、読者諸

氏のご理解によ って悪臭がなくなることを願う次

第である 。

( にせき かっのり 大阪市下水道局管辺部管理課主主主)



ピルの地下排水に活躍する

「閉塞ゼロ」のセントルクポンプ

セントルクポンプ

セントリヒューガル( 遠心) と、 トルクフロー

( うず流れ) の両ポンプの特長を最大限に結合さ

せた当社独自の附発品で、汚物排ノhポンプの新し

い歴史を創造したと内 :t'! する製品です。

実絞は 16年 に及び、「閉塞しない」良好な性能に

よ って、ピル排水はもちろん、し尿処理場におけ

る投入附破砕ポンプ{ こ多数採用されているほか、

下水処理場のサンドポンプにも威力を発陣し、各

方面で確固とした信頼を築いています。

特長

囚| 羽根車と作用

固

写真1

セントルク羽綴車

尖端部がないの

で、せんいが引

っかからない。

図 1

作用鋭明

セントルク羽f艮

111の強力なうず

作用で巣物も日[J

t MHする 。

- うず流れと強力な述心流れをミックスさせた強 もっている)

い異物送り出し機能をも っている 。( 図， )  ・ピル排水のうち、と くに公衆便所など爽雑物の

・ トルクフローポンプに比べ、権段に効率が高い。 非常に多い汚物排水や、厨房の雑排水用には、多

・羽恨車両I方の空間が大きく、せんいなど多盆の 年にわた って「閉塞ゼロ」の威力を発揮する 。

爽雑物を楽に通過させる 。( 図 2 の A) このようなきわめて優れた機能が発嫁できるの

・カ γ ター付きセントルクポンプは、築物を破右手 は、つぎのような榊造をもたせてあるからです。

; " - - 7: ' - ドシー

するほか、送出を速やかにさせる C & G機柿の働 0 羽恨車に尖端部がなく、築物がからみつかない

きがあり 、流 入、破砕したものは、すべで rl羽m 精進とな っている 。(写 真 1 、図， )  

ゼロ」で吐出する 。( 写真 5 、 7 ) 0 カ y ターは、切断と、水流をガイドする C &G

・カ y ター付きで、羽線車i I Il )J の広い精 進は当社 機構として、 二重の効果がある 。(図 2 、写真 5 )

独得のものであり、カ ッターの狽粍が進んでも、 0 カッターの有無にかかわらず、羽恨lj I の 前方 空

i走路が広いため、ゆ ったりと通過し、閉塞し難い。 間やその他の流路は、ゆ っ たりと広〈榊目立されて

( ピル排 水 では、カ ッターは 7 年を趨える寿命を いるから 、爽雑物のr1Jmが生じない。

固| ユニークで優れた機構

カッターは、築物

の切断とガイドの

両作用。

ピス 2 本で、カ ッ

ターの交換ができ

19 

20 

(a) 開放型羽横車 (c)  1枚羽根 (e) 2枚羽根

ヰ

19 7  羽似

18  : 羽似尖端

19  : からみついたせんいて平

18  20 : スキ 7 にかみ込んだせ

んい

(b) 閉鎖型羽線車 (d) 1枚羽根 図3

図| 多様な型式

水中セントルク

着脱装置付

セントルク fA¥t' I  I  I  t  

伽 定 置 型 =  L J 力17ーと:

固| ふつうの汚物用羽根車の閉塞

写真 6 切断前

C&G力ッヲープレート

写真 5

カッター付書セントル

クポンプのケーシンク

とカッタープレート

図 2 水中セントル

ク車構造図

羽恨車内lijJJ スキマ@

が広々としている 。

写真 7 切断後

カッターの強い破砕力

によりパンストも寸断

される。 1 ＮＮｉｕ｟ｉＭ［ 云三オマ ιｾ 竜岬 ｦ ・ ｉＱ 尖端のあるふつうの汚物用羽榔の閉齢制。セントルクでは、酬上発生しない。

営業品目 単段・多段うず巻ポン プ。 消火ポン プ。 セントルク ポ ンプ。 リニヤタ ンクレス給水装置。

空調リニヤポンプ。空調節j 力回収装置。その他ポ ンプの設計・製造・販売。

③話相互ポンコ製作所

本 社 ⑥533 大阪市東淀川区小松 1丁目 18番 19号 TE L  (06)  328- 5780- 4 F AX (06)  328- 5840 

東京営業所 ｾＱＰＱ :東京都千代田区岩本町2丁目 l番l号(福永ビル) TE L  (03)  863-5751 F AX (03)  863- 5752 

広 島 営 業 所 ⑮730 広島市中区光商 3丁目 3番3J 号( 安芸ピル) TE L  (082) 244-3671 F AX (082)  244- 3672 

住 策 と社会/ 19飽年 11 fl サ 81



| 住みよい町づくりに I  。目宜雌軍

IJIII. 組zm置 自 息3・L J ‘ 四 ー-E

' -fVl 副V / a実可t ;ll'ソrJ' 7r!

r
v
 におわないf

ビ. ルビットの清掃経費を節減ノ

|悪 臭 の 原 因 | ヒ川封や下水マンホールからの J出μ 発生以

IJ.: Iの大部分は， ヒワレヒへy トから下ぶ竹に排 1'1'，される! 側役した

汚水にあります。

|シャットアウトの方法 | 忠良を防止するためには，ビノレ

ピット内汚水を腐敗させないことが必要ですL そのためには

ｏ ｩ Ｇ ｪ ぶに階ぷをうえ ＨＱ 爆気Ｉ ｾ 水流により汚泌の雌加を

|リj ぎ( 1削乍) @ 本面 t のスカムを蹴昨( スカム叫仲) する

ことを同時に行う必須があります。

|クサイと感じたら | 日立機電にご一報ください。

11 也機屯のどJ レピットエースは， 1台で l曝気. -t覚作 ・スカム

l波昨を同時に行える l 台 3 役のはたらき千? です。車rr 設の

ヒりレはもちろん，既設ヒワレでもマンホールより搬入し，簡単

に1. 1 片付けることができますL

1  スカム破砕・悪臭防止装置 I  

ビルビγ トエース

自 主 機 電Z 業株式曾祉

- お問い合わせは= 東部支庖 〒 ＱＰＱ 東京都千代田区内神田二丁目 ＱＱ 番 Ｖ 号Ｈ共同ビ ｊｾ Ｉ T  E L  (03)  256-5971 

西部支庖 干661 尼崎市下坂部三丁目 11番1号 TE L  (06)  499-4951 

営業所・仙台 (022)262-1245・名古屋 (052)251-9516・大阪 (06)227-0232・広島ω82)228-6191 ・高松 (0878)61-0893・福岡 (092) 714-3871

出張所・盛岡 (0196)24-0712・富山 (0764)33-8511 ・京都 (075)34卜2531 ・岡山 (0862)23・9659・熊本ω96)353-2339

82 也 築と 社会/ 19鎚年 1I J1号



新明和『ヒ、ルピットレータ』のおすすめ
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⑪ 新 明 和 Z 業械式奮赤土

大 阪 営 業 所

干 532 大阪市淀川区宮原 3 丁目 5 番24号

新大阪第一生命ビルディング 7 階

電 信 (06) 3  9  9  - 0  0  8  6  

新しい 公害 として

ビル ピットの悪臭 が

社 会問題 化

しています/

ｉｾｉ ＺＺｬＮｬＺ ｬｾｾ ｉ｛ Ｎｈｊ＠ お知らせ|

r A D & Aギャラリー」オープン

建築と現代アートの融合めざす。

呪 代アー 卜と建築の融合をめぎす新しいタイフ lnlt 凪1t! li の今後の! 必i I ¥f' 定は、つぎのとおり。

の画廊 f A D&Aギャラリー J ( 主宰 竹村.fhl {- 氏) ・llJ 130 11 まで f ，' よ川てつ雛j長J ( タベストリー)

が、大阪市 凶区のピルの地下にオープンした。 アメリカ フランプルック大学を拠点に活断i し、

この幽廊は、同ピルの 3 階 に 事務所を椛える竹 ' 87インターナショナル テキスタイルフェア一俊

村 さんが、 ピルの地 F の機械室だったスベースを JI11。

1主年がかりで改造したもの。盟主面と床はコンクリ ・12J 1  5  11- 2411 f 吉111，fLl 犬版J ( 欽一立体) 欽を

ー卜の打ち放しでロフト調のデザイン。むきだし 繰る脱術師といわれ、そのディテールは、繊細で

のコンクリー卜の抗感は、現代アー卜の泌示物を 洗練され、作品全体は }J 'jrrl さを感じる。

よりヴィヴィッドに表現している。また、立体{乍 f A D&A ギャラリー」の 問 い合わせは、

hl ，は床面に埋めこみ、空間の広がりを笠かにして、 〒 550 大阪市阿11.{ 1河本町1- 8- 15 ナニワピル

展示物をゆったりと鑑賞- できるような工夫もされ 地 F1 附

ている。 T E L 06- 541- 8993 ( II IIM、祝 日は休み)

10月のオーフン記念展は、画家の架|尚孝於氏の

illJ 彩trll 貌作r171。タテ 1. 8m ｘ ヨコ ＲＮ Ｗ ｭ の大 作 ＳｬｾＮ

を合む10点の平面作品と 60センチ大の立体作，' I ! '， 3

点が展示。幾何学的な j杉をモチーフに、 I段色系 、

寒色系の色の{安い ) J があざやかな現代感党にあふ

れたもの。

竹村 さんは f R A P A l S TJ や最近では、 f L A  

Rotor】da 一 日 光臼 動車学校」など、主として、関

西の建築作品に新進気鋭の作家の絵画や彫刻など

を、 プロデユースしている意欲的な現代9 . - t' l : であ

‘、

る。

D- WAL L  

SERI ES MOL L US K  

篠原一男講演会

テーマ 令|制寺から郎 市機械まで

と き 1988年12日3 DW P M3:00- 6 :00 

ところ n本イタリア京都会館

;r t 占fl rl i 左京区古111'ドの' ，":'; ｾｉｊ＠ 4  r  Id 

T  E  L  075一761- 4356)

入場 料 1. 800円 ( 飲物代込み

主 催 京 市1建築フォーラム

後 媛 京 郎 府 池 築 上 会

京都木材 ，' 1 ' 年経営者協議会( 未定)

問い合 京市1悠築 7 ｾーラム事務局

わせ 京都市中京医河原町 通メL太田J jJj 入ル一筋

日 Fル 2 r日大総2主的苫内

T  E  L  075- 231- 3036 

也怨と社会 Ｏ Ｑ ＹＸＸｩｾ Ｑ Ｑ ) )叩 83 
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第 1回公共建築賞決定一一「兵庫県公館」が行政施設部門で受賞

公共建築t l : ・は、社団法人営絡協会が設立20周年

を迎えた今年、新しく設けた表彰制度です。この

賞は、優れた公共辿築を表彰することにより、公

共建築の総合的 な水準の向上に干寄与することを目

的としています。

具体的には、次の視点から評価されます。

1  ) 企画、設計、施工が俊れていること。

2) 地域社会への貢献が手干しく、文化性が高いこ

と。

3  ) 施設管理、保全が良好に行われていること。

賞の対象とする建築物は、国家機関、地方公共

団体文は政府関係機関、もしくはこれに準ずる機

関が実鈍した建築物、並びにその他公共性の高い

建築物で、昭和60年 3 月以前に竣工したものとな

っています。

この賞には、「行政施設告III"JJ 、「文化施設部門」、

「生活施設告III"JJ の各部門ごとに、総合的に最も

優れた建築物として、長I ! 設大臣が表彰する「公共

建築1 t ・」が設定されています。その他「公共建築

賞特別賞」 、「優秀賞」などがあります。

第 1@] 同の今年 4 月、全匝l を 9 つのブロ y クに

分け、地区ごとに募集が行なわれました 。当近畿

地区では、合計 21作品も の応募がありました。

審査は、第 l 次審査及び第 2 次審査の 2 段階に

よって行われ、地区ごとに行なわれる第 1 次帯査

の結果、近畿地区では次の 3 作品が選ばれました。

・兵庫県公館

・国立民族学博物館

・サンパレスひらかた

その後各地区から選ばれた作品を対象に、第 2

次審査が行なわれ、各部門のt l : ・が決定しました 。

0 公共建築賞

行 政 施 設 部 門 兵 庫 県 公 館

文化施設部門 岡山市立オリエント美術館

生活施設部門 局玉県立加須汗年の家

0 公共建築賞・特別賞

土佐和紙伝統産業会館

。優秀賞

幕別町立門人小学校、札幌高速電車車両基地、

福島ホール、聖書材i町中央公民館、つくばセンタ

ーピル、- * 京都埋成文化財調査センター、神奈

川県立近代文学館、新潟県庁舎、石川県立美術

館、静岡市立芹沢佐介美術館、問 nr打市文化会

館、国立民族学博物館、サンパレスひらかた、

広島県民文化センタ一 、瀬戸内海歴史民膝資料

館、中小企業大学直方校、熊本県立美術館

これら各賞の表彰の対象者は、建築主、設計省、

施工者の 3 者で、それぞれ賞状カ勺憎られる{ 也、公

共建築賞、公共建築t l : ・ . 特別t l : ・の受賞' 建物には、

建物に取付けられる銘板がJ 1 ' 自られます。

今回受賞した近畿の 3 作品の特徴は、先ず兵庫

県の公館は、明治35年に建設された旧県庁舎を改

築保存し、迎賓館機能と県政資料館の 2 つの機能

を兼備えた「兵庫県公館」として整備したもので、

明治の代表的なレ ンガ造建築を、現代に生かして

84 控築と社会/ 19飽年 11 月号

国立民族学博物館

積筏的に活用している点が高〈評価されたもので

す。

国立民族学博物館は、ご存知のように千里の万

博会場跡地に建てられたもので、その知名度、内

容、企画の素晴らしさが評価されました 。

サンパレスひらかたは、大阪府主I ! 築昔日営総室が、

内部設計によって建築した、勤労者のための厚生

施設です。 この内部設計における努力が、完成し

た方包設の 11の高さに笑っている点を再利面されたも

のです。

施設概要

・兵庫県公館

i I ! 築主兵庫県

設計者 兵庫県郡市住宅部営繕諜

施 工 者 側 竹 中 工 務 底

・国立民族学博物館

建築主 国立民族学博物館

設計者 側黒川紀章建築都市計画事務所

施 工 者 側 竹 中 工 務 底

・サンパレスひらかた

建 築 主 大 阪 府

設計者 大阪府建築部営繕室

施 工 者 側 青 木 建 設 ほ か

0 近畿地区審査委員会委員

委 員 長 足 立 孝

委 員 太田隆信、平井三代チ、山田平日賀、石

波由紀

0 公共建築賞審査委員会委員

委t : l . 長芦原義{ 言

兵庫県公館

サンパレスひらかた

委 rl. fkJ 弁H百歳、近江 栄、木村治美 、高階

秀爾 、米 回 修 、 永 井 浩 一

受賞のことぱ一 一 一 兵庫県都市住宅部

「兵庫県公館」は、旧兵庫県南庁舎を迎賓館部門

と県政資料館部門の 2 つの機能を備える建物とし

て現在地での再利用を行ない、これまで通り都市

空間の中で機能させていくことによって周辺環境

の整備を図るものです。建物外観は創設当時の姿

に近いかたちで復元すべく、施工に於ても「限り

なく l明治を」を合言葉に努力をはらいました。

完成後は内外の賓客の接遇、県政の重要な会議

や式典、レセプションを開催する場所として活用

され、また、週末の夕刻には県の文化事業としての

「のじぎくコンサー卜」と銘打って開催される音

楽会に、多くの県民が周囲の喧騒とは無縁の静か

な世界で耳をかたむけております。

さらに多くの美術品で飾られた館内は小さな美

術館の雰囲気が醸し出され、春、秋の一般公開に

は館内のすべての室を公開して、県民に親しまれ

る「兵庫県公館」として積極的に利用されていま

すが、このような H寺期に「公共建築賞」を頂いた

ことは大きな励みとなり、大変うれしく思ってい

ます。



国際花と緑の博覧会メイン催事会場( 仮称) 着工

( 財) 国際花と緑の博覧会協会( 斎藤英四郎会長)

では博覧会の主要施設である、メイン俄l J J 会場( 仮

称) の建設に若手しました。会場の南西宮11 ( 街の

エリア南) に位置し、昭和64年 11月完成予定です。

メイン催事会場は、開会式、閉会式、各国ナショナ

ルデーなどの公式行事をはじめとする各積のイベ

ン卜を行うほか、観客の憩いの場となるものです。

この施設は、鉄骨・造、地上 2 階・地下 l 階延べ

面積 8，317m' で大屋被をもった rm主主的な( 盗事会均

です。観客席は舞台と観客が一体感をはかれるよ

うに半円形に配置し、4，0∞人が観覧できます。

正面入口中央には、来場者にやすらぎの士おとな

るように、池( 幅42mX 奥行 8 m、水深 30cm) を

配置するとともに、一点fHl J に高さ 40mのメイン催事

会場のシンボルタワー( 立体トラス 4 mX 4 m)

を設置します。

建設のイメージは、日本の伝統的な祭事空間で

あれ東大寺などの廻廊と劇場の原点である、ギリ

シャ ・ローマの円形劇J坊を造形的に組合せ、世界

の来と酋の綴々なイベントに相応しい演出が可能

な空間としています。

国際花と緑の博覧会メイン催事会場建築概要

1. 名 称メイン催事会均( 仮称)

2. 構造・規模鉄骨造( 一部鉄筋コンクリート造)

地上 2 階、地下 l 階

ヲグタ/

大屋恨立体トラス構造

建築面積 6  ，166m'  

延 面 積 8 ，317m'  

工

工

設

施

E

J

n

h

u

円

/

R

V

期 昭 和63年 9 月~昭和64年 11月

'O( 約 20億円

計 川 崎 消 + 環 境 建 築 研 究 所

工 建 築 大 林 組 、 三 井 建 設、大

末建設共同企業体

電気設備菜原工業、八千代電設

工業、大栄電気共同企

業体

機械設備東洋熱工業、西原衛生

工業所大阪底、料i研共

同企業体

23 さ 17m

メイン催事会場シンボルタワー

立体トラス高さ 40m、 4 mX  4 m 

池一幅42mX 奥行 8 m、水深30cm

3 用 途開会式、閉会式、各国ナショナル

デーなどの公式行事や各種イベン

トの会場

4. 収 容 人 工 ¥ 4，∞0人( 固定席 2，500)

芙蓉グループ花の万博 ' 90建 築 構 想一 一緑と光のメルヘン・コロシアム

芙蓉グループの建物は、未来的なグラス ・タワ

ーとシアターの原型であるコロシアム( 円形劇場) 、

そして緑のプロローグパス( 前庭) からなり、祝

祭空間と緑を取り込んだ新しい" 都市" をイメー

ジしています。

高さ 30mのらせん状のガラスの塔は都市の象徴

であり、夜間は照明により光の大樹が浮かび上が

り、メルヘン的な雰囲気を会場全体にもたらしま

す。

博覧会につねに斬新な建物を実現させてきた芙

蓉グループは、花の万博 ' 90においてもグループの

力を結集して、“ 祝祭 ・都市 ・自然" を一体化した

博覧会にふさわしい拶のある建物づくりに挑戦し

ます。

コロシアム風のシアターの中では、人と花のキi ' l

とロボッ卜途による軍事胞で楽しいミュージカルシ

ョー“ 花咲く皐のファンタジー " を通じて人と自

然のあるべき調和を訴えます。

そして空間とショーとが一体となって観客をや

品

し、博覧会来場者にダイナミックな造形を楽しん シアター収容人只約800名

でいただきます。 構 造 鉄 骨 造

③快適な緑のプロローグパス 外 部 仕 上 屋 根 : ! ! E 鉛 鍍 金 カ ラ ー 鉄 板

さしく包み込み、未来への拶を育てるメルヘンの パピリオンへ誘う緑の道は、機々な仕掛けを用

世界へ誘います。 意して快適で、楽しい待ち空間を提供すると共に、

設計の特徴 会場全体との調和に留意しています。

① イ メ ー ジ コ ラ ー ジ ュ に 挑 戦 芙蓉クループ・シアター建築織委 設

この建物は、“ 祝祭 ・都市・自然" をテーマとし 出 展 位 誼 街 の エ リ ア 中 央 施

て、これらが持つイメージを重ね合わせ、その調 敷 地 面 積 3，000m'

和する世界を表現します。 建 築 面 積 1，500m'

② 視 点 に よ り 多 織 に 変化する造形 延 床 面 積 2，900m'

外壁 : フレキシプルボード、吹

付けタイル

グラスタワー : 熱線反射ガラス

計 大 成 建 設

工大成建設、五洋建設、西松建設、

鉄迷惑設、東亜建設工業、飛島

建設、前回建設工業

以上 7 社 J. V. 
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故 伴 一 郎 さ ん を 悼 む

伴 一 郎 氏 略 歴

大 正10年 1 月 9 日生

昭 和 19年 9 月日本大学工学部卒業

昭 和 24年 1 月西原衛生工業所大阪庖入社

取締役、専務を経て昭和40年 2 月より社長

本会理事をはじめ建築設備業界諸団体の理事長ほ

か役員を歴任

昭 和 63年 9 月16 日逝去

伴一郎さんが急逝された 。 今年の 5 月18 日大阪

空調衛生工業協会の総会で、私が会長を退任し、

あとを伴さんにやってもらうよう婆諮しであった。

その 2 、 3 目前よりの慈で伴さんは欠席されたが、

総会は予定通り進んで役員改選が行われた 。

その後、検査ということで入院され、手術のあ

との経過は良いと聞いていたので、間もなく退院

されるであろうし、退院されたら賞緩袈章受章の

祝賀会もやらねばと、話 しあっていたやさきの 9

月16 日急逝の報に接し、がくぜんとしたのであっ

た。

思えばこの 10年間、彼が大阪府管工事業協同組

合の理事長、そして私が大阪空待rth J ，の会長として、

2 人であたかも車の両輪のごとく、相談って大阪

業界の方向づけに、誤りないよう努力をつづけて

きた。 又、本会をはじめ日本空調術生工事業協会、

空気調和・衛生工学会、日本空調衛生設備士協会、

大阪高等配管職業訓練校、大阪府管工事業健康保

険組合等々に役員として席を同じくしてきた結果、

大阪業界の世話役の後事を托すには、この人を措

いてないと思っていた私にとっては、全く晴天の

へきれきであった。

伴さんは性、温厚篤笑にして清廉笑直、西原衛

生工業所大阪庖の社長を 20年以上も勤め、人格益

々円熟の経営者として建設業界、設{ 商業界から愈

h 信頼を得て、その将来を隠目されている現状で

あった。

この忙しい聞を縫うようにしてのご趣味は、写

経と鉄道であると聞いていた 。 ある日私が俳句会

で京都東福寺に吟行をしたとき、山内で偶然彼に

会った。丁度その日は筆供養の日であった。 毎 朝

未明に起床しての写経の古筆を収めにきておられ

たのである。写経で思い出すのは般若心経262文字

を直径 2 糎位の小石に細字で舎き、出来上ったも

のを次々と皆さんに差し上げておられたことであ

る。私もその l 箇を頂いでずっとお守りとして、

肌身につけて今日に至 っている。

鉄道についての趣味の詳細は知らないが、マニ

86 独禁と社会/ 19鉛 年 11 月号

アと自称しておられた。旅行もよくされたらしい。 7 日 5 時 - 711キ半 於本会会議室

全国各プロック持廻りで毎年聞かれている日本空 出 席 者 燐 副 委 員 長 ほ か 7 名

術協の総会には、いつも夫人同伴で参加された 。 殺事( 1 ) 最近の縄 ;1現状況 ・予定の報告

しかし総会後のエキスカーションには参加せず、

一寸会釈の上いつも夫人と 2 人で、自分の計画し

た旅を楽しんでおられたようであった。

私は大阪空待汁11 ，の会長を 10年 勤 め た が、 あとは

伴さんに 10年位やってもらえると忠つで膳立てを

したのであったが、甚だ残念なことになった 。し

かし大阪の業界も大正生れがそろそろ退陣して、

昭和生れの人達にや ってもらう時期がきたと思っ

て、これを機会に若い人達の奮起を大いに期待し

ているところである。

伴さんの冥福をお祈りして筆を榔lく。 合掌;

日 本 建 築 協 会 監 事 尾 亀 清 四 郎

日本建築協会

月間の動き

昭和63年 9 月分

理

第 2 回常任理事会

事

A .  

=  

28日 41侍- 5 時 於 本 会 会 議 室

出席者 市川副会長ほか 11名

議事( 1 ) 定時評議只会開催のf牛

(2) S OM最新建築作品展協賛の件

(3) レム ・コールハース氏講演会後援の件

(4) 入退会者承認の件

(5) 報 告 事 項

編 集 委 員 会

「大 阪 府 営繕」特集座談会

1 日 21侍45分 - 3 時45分 於 コ ク サ イ ホ テ ル

出席者 岸畠氏( 大阪府知事) 、佐治敬三氏( 大

阪商工会議所会頭) 、佐野正一氏( 本会

会長)

第 3 回計画系分科会 一 計 画 系ー

2 日 6 時 - 8  H寺 於 本 会 会 議 室

出席者 田中幹事ほか 3 名

殺 事 64年正月号「リゾート」特集の企画

「東 海 支 部」特 集 第 1 回編集委員会

5 日 5 時 半 - 7 時 半 於 東 海 支 部 会 議 室

出席者 中島支部長ほか 8 名

議 事 64年 3 月号東海支部特集の企画ほか

第 6 回会員企画小委員会

6 日 6 H寺- 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 高田副委員長ほか 10名

議 事 (1川、委員会の活動内容について

(2) 新しい企画について

第 6 回作品作風小委員会

(2) r新建築調査表」の作品選定

(3) r Call er y J 内容報告と今後の検討

第 6 回編集委員会

8 日 411寺- 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 長谷部委員長ほか 5 名

議 事 (1) 9 月号「超高層住宅を考える」特集経過

報告

(2)10月号「大阪府営繕I 集合住宅のリフレ

y シユ」特集経過報告

(3)12月号「夢をのせる輸送設備」特集報告、

「; 資氏テレビ」小特集の件

(4 )正 月 号 「 リ ゾー卜」特集の企画

(5) 2 月号特集の件 -.flIi 造特集の企画、「竹中

工務庖創立90周年」特集の企画

(6) 3月号インテリア・住宅系分科会の特集

企画、「東海」特集の企画

第 4 回構造分科会

9 日 411寺- 7 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 外 図 幹 事 ほ か 4 名

議事( 1 ) r構 造 の 頁 」 の 企 画

(2)  2 月号構造特集の企画

第 3 回計画系分科会一 インテリア・住宅系-

12日 6時 半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 7 名

議 事 昭 和64年 3 月号インテリア特集企画

第 2 図書評委員会

13日 6 時 半 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 治 泌j委 員 ほ か 3 名

議 事 (1) r建 築 と 社 会 J 63年 11 月号以降の企画と

検 討

(2)  r企業誌」の紹介について

会員企画小委員会ワーキンググループ打合せ会

20日 6 時 - 9 時半 於住友中之島ピル

出 席 者 今 井 委 員 ほ か 4 名

議 事 「女性を対象とした新しい誌商づくり」に

ついて

第 35回青年技術者選衡委員会

20日 3 時 - 5 時 於 本 会 会 議 室

出席者 長谷部i 1 ! 衡委員長ほか 8名

殺 事 第35回青年抜術者選衡の件

21 日 6時 半 - 8 時

出 席 者 構 造 昔11門選衡委貝 2 名

第 4 固法令委員会

21 日 2 時 - 4  H寺 於 本 会 会 議 室

出 席 者 笠 弁 幹 事 ほ か 2 名

議 事 (1) r法令コーナー」の企画

(2)64年 5 月号法令特集の企画

f 800号記念」特 集 座 談 会

22日 6 時 - 9 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 東孝光氏、小角亨氏、藤純正俊氏、井

上 良 則 氏、岡田善弘氏、遠藤剛生氏、

加藤幹事、田中幹事、機副委員長

第 4 回計画系分科会一計 画 系一

26日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 吉 村 委 貝 ほ か 4 名

議 事 64年正月号計画特集「リゾー卜」のアンケ

ート対象者



第 6 回広告企画小委員会

27日 411キ- 511; ' f 半於本会会滋室

出席者 iJ J f . 辺副委員長ほか 4 名

議事( 1 ) 9 月号「趨高層住宅を考える」特集広告

収入報告

(2) 収支状況報告

事 業 委 員 会

第 4 回見学会小委員会

1 日 611キ- 8 1時於本会会議室-

出 席 者 伊 * 副 委 只 長 ほ か 7 名

議事( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2) 7 、 8 月の兄学会の報特

( 3) 9 n号以降の見学会の予定について

(4) 新企画について

第 4 回若い会員の集い小委員会

6 日 ＶＱＱ ［Ｇｦ Ｇ Ｑ ｾＭ 911寺15分 於 本 会 会 議 室

出席者 富野副委員長ほか 8*，

議事( 1 ) 前団 事業委員会の報告

(2) rみどり学習会」経過報告

(3) 企画分科会について

( 州事業委H会総会について

第 4 回広報小委員会

7 日 611年- 8  Hキ 於 本 会 会 議 室

出 席 者 寺 j ド、川村両幹事ほか 6 名

議事( 1 ) 前同事業委員会の報告

(2) 研修分科会からの報告と今後の企画

(3) 教室・分科会からの報特と今後の企画

第 4 回事業委員会

8 日 l  時、|主 - 211寺、ド 於本会会議室

出席者 鶴田 - 伊東 - 原兄 ・富里子各副委員長 11.

か l 名

議 事 各 小 委 只 会 か ら の 報 告

第 1 回若い会員の集い企画分科会( 仮称)

19日 611キ半 - 9 時15分 於 本 会 会 議 室

出席者 宮野副委員長ほか 4 名

ｪ 轟 ｾ ｊ ｽ 企画分科会( 仮称、) の活動について

「みどり学習会」企画分科会

20日 6 時 半 - 8  B寺 於 本 会 会 議 室

出席者 田中委員ほか l 名

議事 「みどり学予司会」会告原稿について

教 育 委 員 会

工高生教育小委員会(1)

26日 5 時- 8 1侍 於 本 会 会 議 室

出席者 中里子副委員長ほか 6 名

議事 訴 ｾＳＴ 同工高生デザインコンクール応募作品

の予備審査

建 材 委 員 会

14 日 3 時、|主- 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 金井委員長ほか 14名

材料説明 : デピロン( 人工芝生) 他当/ 西川委員

議 事 今 後 の 検 討 建 材

出 版 委 員 会

20日 51"' 1' - 6時 於 本 会 会 議 室

出席者 須賀委員長ほか 4 名

議事 (1) r プロのノウハウ」と持装本の経過報告

(2) 今後のテーマと執筆者選定

見 学

ム

冨

京都府公館・京都府立府民ホール見学会

17 日 2 時 - 4 時半

参加 者 28名

話 題 建 築 を 聞 く 会

オーク江坂ビル一 一三谷幸司氏

3 日 2 11寺- 4 時45分 於 オ ー ク 江 坂 ピ ル 4 階

参加 者 48名

建 築 ク ラ ブ

朝食会

13 日 8 時 - 10時 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

演題「日本34年の経験」

講師 プリューネ ・アンドレ氏( 立命館大学教

授)

出席者 62名

9 月の入会者 ( 敬称略)

〔団体会員 l 社〕

塩田工業側

〔個人会員 2 名〕

中 尾 好112 中村 貞夫

( 広島工章太学) ( 島村建築事暗所)

〔准会員 l 名〕

吉 積 俊 二

( 大阪工葉大学)

Ifpi 建築技能唱|
建築構造問題快筈集 11巻

構造設計の日常業務の中で

出会うさまざまな疑問に、

。 各 分 野 の専問家が明快に答える、 。

シリーズの第11巻。

監修・石黒徳衛 A  5 判 339頁 ￥3. 800 

[ 鉄 骨 講 座'日日]

1 健闘を考えa

・柱脚の歴史的展開

・最近の問題点と最新の研究

・実施設計データの調査結果

2  ［ｾｊ｜ｊ スト・ココク υ ート
女ワンポイン トの読み切りスタイルで、 簡潔にわかりやすく 解説/

・高強度コンクリート編

4雪、鉄筋コレワリート構造物の

歪歯 J 劣化補修技術

ｾ、 女建築技術者のための建築設備講座食

望書〉建築と設備め接点をITヒ:"Lに探3

・" 勾第 1回目はF 「fff 里T11
の技術動同について、ヲ俊の 2. セキュリテイ

十，. . . _， .1.... -1- . . 6 . . 凶- ，. . ( 1 ，刀引 l 十 十 3.  省 エ ネ

222副 主790 日言語ーシ二」

保

建築技術者の ための

水 平 耐 力 入 門 圃

、

J A S S 5 改訂後初の本格的な

。鉄筋コンクリート 工事の参考書。 。

監修・加賀秀治 B  5 判 232頁 ￥3. 800 
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電気・空調・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

e > > ヲイヲシ械式会社

本/6-大幅志社 〒550 大阪市西区江戸堀1丁目9番 25号 電 話 ( 佃)441-8231

E 京 本 社 守 104 車京邸中央区銀座2丁目 2番 17号 電 話 (03)535-5251

支 社名古哩・福岡

主 底 札 幌 仙 台 ・ 新 潟 ー大 宮 千 業 情 浜 ・ 金 沢 神 戸 ・ 天 理 問 山 ・ 広 島

高松・熊本

営 拠 所 帯 広 函 館 青 森 ・ 秋 回 ・ 盛 岡 前 借 畳 野 ー 静 岡 ・ 畳 回 ・ 浄 ・ 富 山 ー

福 # 京 都 徳 山 ・ 松 山 高 知 北 九 州 ・ 鹿 児 島 邦 刷

出 張 所 旭 川 ・ 福 島 ・ 松江 ・徳島長崎・宮崎

海 外 宝 庫 シノガポール・ホンコン・スリランカ

按 補 研 究 所 守 354 埼玉県入 IIII f t 1 I 三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492)58・15日

空気調和設備 / " X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 ( / 冨¥J 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マーー"' v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

取締役大阪支庖長

白 谷 清 二

堀 亀久治

大阪支J吉 大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 22 電話 06(202) 3071( 代表)

本 庖 東京都千代田区有楽町1- 4- 1 電話03(502)  6111 (大代)

支 唐 名 古 屋 ・九 州 ・ 北 海 道 中 国 東 北 ・北 陸 - 四 国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 ， i計十地工

令 三 建 設 備 工 業 株 ま 審 社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 田J 3  11¥: 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1 刊

本 社 東京都中央区日本紙蝋殻町 2 - 2 2 電 話 ( 667) 3431 (大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 償 浜

。
本 社

東京本庖

大阪本底

支 底

営 業 所

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

格式会社 三 晃 空 調

大阪市東区域見ツイン 2 1 MI D タワー

東京都新宿区西新宿新宿住友ピル

大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 番 18号

仙 台 市 大 田r 2 丁 目 2 番 10 号

名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 南2丁目 14番 19号

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番 22号

札幌・機浜・京都・神戸・松江

官ｉｴｾ舌 ＰＶ ＭＹＴＹ ー ＱＳＷＱ

話 03- 344ー 1911

1苫 06- 363ー 1371

1舌0222- 61- 3002 

j 1i 052- 581- 8571 

電話082- 247- 4535

包 括092- 761- 3795

i ' 1 森秋田 ・盛 岡 宇 都 宮 大 宮 千 三 薩 ・ 川 崎 ・ 宮 山 福井・

偽 取 高 松 ・ 下 関 熊 本 ・ 鹿 児 島 沖 縄

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

官 切 よりよき環境へ技術で挑む一一一一

c+x; ) 株 式 会 社 糧 研

倒防 E ーー一

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンヂーピル1 . 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

ル テ ナ ノ ス 部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1 代表

東 京 支 底 東京都千代田区九段南2丁目 2番5号( 九段ピル2- 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

商昂は空気です。¥! r -

，. .. 熱と空気のエンジニア町ーーー-

L 丈/ J 55R註
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空 気 調 和 ｾ＠ 搬送機設備

給排水衛生 『てつ7 設 計 施 工

第ーエ索抹式会社

大阪支庖

大 阪 支J吉 干 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 111= 1  4 号

本 社 〒 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 111= 1 号

電 話 o  3 ー 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代表)

「個旭町鯛" " : : ) 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 熊 工 緩 織 式 会 総 大 阪 安 直

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 l苫 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪カスイ主設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市北区西天満 5 - 11-12 電 06- 313ー1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚方市甲斐聞東町 9 - 3 電0720- 49- 2128

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

3522 西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀[ ，{rl'ilt 6  r 円 8 待 4 け 電 話 大 阪 (458) 3628番

支r，Ii --; : : ' -$所 福岡・京( ! j S - 天 理 ・ 川 内 ・1111) i  

⑧議誕蹴雄式会本土

締役社長 依 藤 孝 蔵

， 



2舎町震屍聖書13:'+'1&. ⑨日本管工業株式会社

設計並施工

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 . . . . . 可 : 1 : I U: .1

唱 F電・ー....

③両端主主信事荘

J j { 郡 市 南 区 西 九 条 盟 問 町 2 0  liI'}也 の 1

11U孟( 681) 5  1  0  1  - 5 ・ 夜 間 専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 ト5幹 20 11!:.1l;( 06 ) 352- 3501(向

精 市 栄 町 2 ー 1 1  1  電 信 ( 0592) 26- 361倒的

四 日 市 市 西 末 広 町 電3l; (0593)  53- 7431(的

大 海 rli 中 央 2 r 円 4- 28 電 結 ( 0775) 22- 973別匂

本社耳京都支底

大 阪 支 l苫

三 . 支 唐

四 日 市 営 難 所

滋 賀 営 業 所

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電 気 ・言十装工事

6を
社

ム一

A
式電陽朝

士

本 社大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385) 1361 ( 代)

大阪営難所 T E L Jc阪06(385) 1361 (代 京範営業所 T E L 車1il 075(311 1185((¥:) 

東京営黛所 T E L 点京03(574) 0  6  6  5  11岡出張所 T E L 福岡ω2( 771) 6168

食本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1 - 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 3 1 3- 11 01 

支 底 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・ 京 都 ・天 理

大 阪 南 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・九 州

信原菜取締役社長

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

常務取締役支社長

大阪市東区高関崎五丁目二八番地電話大阪 ( 202) 0325- 9  Iff 

本 社 東 京 郎 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・ 新 宿 ・繍 浜 ・名 古 屋 ・ 九 州

常業所・出狼所 全国主要都市32ヶ所

キ土

底

本

支

出 張 所

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る グ

電 気 般f精 ・ヲ リ ー ン ル ー ム ・ 冷 暖 房 敵 情

給排水衛生量生側・ E十 被 制 御 殴 備 ・立 体 自 動 倉 庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 渇

段 富 十 絡 エ

一 一誠実と技術でお応えする一 一

。 住 友 電 設
ーＭｲＭＢＭｉｾ商品“品些］ｴ］ . . 1' - " "  ｾ＠
］ニヨＺｩｅｬ重唱ｾ有車ｾ、 ｾＢＢｉ
取 締 役 社 長 務 車 内 f云 三

本 社 干530 k  阪市北1 > ( 同 K 咽 2 - 6 - 8 ( 堂 ピ ル ) T E L  06(364) 1  4  7  )  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

車京宣底干 ＩＰ Ｕ 城市都港 ｬ え軒 構 ＲＭＩＶ Ｈ ニｾＭ軒 憎ピル Ｉ T E L  03(504) 0  2  3  )  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

名 古 鹿 支 底 〒462 名 古 制 ，1; ｾｴ＠ f ; { 世城: . r 日 12 - 14 T E L  052(991) 5  1  3  1  

神戸支庖干 Ｖ ＵＷ 神戸市曜ｲ＾＼Ｚ ｾｉ ￭［Ａ中町 ＱＭＲＭＹ Ｈ エピスピルＩ T E L  078(881)  5  5  7  1  

&  リ1

2制v 〒泊3 大幅市福島E 福島7丁目22-8 . . (06) 4史 - 115) ( 大代}

軍軍/ 〒 IIli ] ( 軍属地区芝2丁目 2-17 . . 仰3)4剖ー乃11( 大代}

0111備工・ ・プラント工・

ピル電量目帽工" !l! OI 工 "  ot・e事システム工事

工唱竃置圏構工事 時鼎水< I i 生工事 社缶逼システム工 司区

防欄l Ul 曲咽工・ 柑 獄 記 菅 工 事 C A T Vシステム工事

肘 彊 I  "  ; l i 筒箆泊油備工夢 畠唱アンテナ苗圃工事

住友電設株式会社

型司 .警告話

St andard 

タイル工事施工

⑩ 25 川 岸 窯 業 商 唐

帯 ' 550 大 阪 市 州1><: 州 本 町 1 - 1 3 - 3 3  

路 大 阪 06( 532) 代 0461 e 5 5 0  

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

ヰ土本

5858{(¥) 

⑮日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

天 理営 業所

骨 06 似渇) 1111代

雷 使冶2 ( 26)  4371 

. 0ぉ82 (4) 1771 

' 制 8 (55)  61∞ 

代 表 取 締 役

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30

干892 鹿児島市名山田J 4-7 三宝ビル

干7ω ，霊山市大手町8番S号 機i eI 6会館

〒筑氾荷風原村嫌減 沖縄印刷団地

本 社

日本写樋セン 9 -

，霊山写樋セン 9 -

沖縄写幡セン 9 -

あ T

b ・ア 叩

ゆこーさ

z _ 阪 7

雇門事Rt

恨 4- i 量 う

工.l!L 区 ス

古株主実

現式E77

12会話志

社 三一五
1  号 六 四

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 掌ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

点 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 111= 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 . J!fI. . 滋 賀

89 



特殊壁装材製造販売和室に最適

回一:!:;;!?)(株)目 J!I: J ! ]C い

場

一

二

工

第

第

。Ｎ￞Ｑ｟｟ ｜ｶｾＮＭ 鴨代の断熱用シｾ人
1あラーJ ヤ' . - ， .... ..J-d(み

8n/¥11イナ11ーシート P

自主電線株式曾祉制問刊田区肌Ｒｔ目 ＱＮＲｾｻ

営 業 種 目

・防 水 工 事 己主布防水・ シート防ボ ・モルタ Jレ防水

・樹脂注入簸着工法 各樋鮒脂; 主人f喪主子補修工事

・ 亀 裂 補 修 工 事 各 樋 樹 脂 注 入 ・充 泊 ・コ ー キ ン グ

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコール・ウレタ ン ・7 7 リJ レ

・吹 付 工 事 7 7 リJレ・リシン ・弾性タイル・その他

。建 Z貴 重 量 許 可 大 阪 府 知 事 杵 可 ( 般 ー 53) 第 51225号

。 日 本 シ ー リ ン グ 工 事 業 箇 会 々 員

大阪市北区末広町 3 - 2 1  /.J.ι 、品. : 1: . Ｇｄ ι 晶画ｾ ' I"' IT 

星組地所用町ピル201s  14' 彊口; . r - r +守ヨ11: " ' " τ 7 4 1 T T

T E L  06(315)0701 ，..・.， .  マ.. #-・・"..，、 r#・

デンカC S Aファミリー製品

-安二J nCSA ( 膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・子ニＮｉ ｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ グラウ ト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二 ｊｮ 守 Ｓ ーデ Ｎｊｉｊｾ Ｈ 建造 ､･ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に

・安二J nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・雪ニ.I nI I OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

TEL 本社 ・京都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞 鶴 ( 0773) 7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

玄式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

A

曾式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 06) 4 4 3 - 6 1 8 1  
T EL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T EL 東京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社
コト

式

社

棒

会

-ー-
ネ土

ふ

玄式株産物3羊光

TEL 滋賀 ・守 山( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  (0 6)  T E L 大 阪
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「建築と社会」ノミックナンノミー総目次得別) V o1. 7 No.7 - " VoI. 8No. 4(大 正 即 月 ~ 大 正 問 月 発 行 )

. 建築と社会 ( Vo1. 7 No. 7) 大正13年7月1日発行

口絵・ー一大阪i I t 策部 大脇I l f l

巻 頭 創 造

1宙J見 帝 都 復 興 の1見状に就いて ー ー ー ー ＢＧｬｾ 里 ｷＺ Ｍｮｬｬ

注築界の新運動 ." ..... . .... ...・ e ・....・ H ・....・ H ・. . . . . . . . . 伊藤正文

学J見 「コンデリートプロ y クJ より「鉄筋コンクリートプロ

ック J まで( 砂) ・ ・ ・・・ ・. . . . " ..・ H ・-… ・中 村 鎖

研究 i1H疑よ施工能率の鉄筋混凝土結構の強度に及ぼす影轡

(  2)  ・・ 口 ・ ・・・ ・・ ー・ 八木幸次郎

正設の監生と建築 口 ・ ・・ ・・ ・・ ー …ー・山崎瓜舟失

建築物の耐震{ 面他一一地震と耐震建築( り ー…. ." . . . 無漏林術

住宅 日本に於ける住宅の変遷と ｊｾ 将来

工 学 問 土 武 田 五 一

住宅内部の線に就いて. " ......・ H ・...・…・・・ ・ 三島波虚

自 ｾｉｲｬｬ r国際rllj の実現 ( 2 ) ............ ・H ・... ... 太田寛吾

テベス凶作の一日一一統波及遊ｾ￨Ｈ 6  ) .....・ H ・....・ H ・- 天沼俊一

様録 平而{ 内側担より立体的創造一一雄築叙情篇 ( 5 )・

. . ・・・・・広岡崎太郎

パラ 1 Ｇｬ に光る初夏の ｾｦ，Ｈ Ｎ Ｎ ＮＮＮＮ ＮＮＮ ・ ｍ ・ＮＮ…在東京摘原祖 Ｍ ｮｬｬ

生命表現としての挫築の相・ 一ー …  .. . . . ・・・別所悌一

. 建築と社会 ( Vo1. 7 No. 8) 大正13年 間 1日発行

口絵 ・ 側竹11 . 商底宝塚新刷局

巻 頭 接 飾 芸 術 始 原

治J見 郎 市 防 備 論 一 … ・ ・ ＮＮ ＮＮ ・ＮＮＮＮＮ 工予土薬師寺主 ｾｴ

A! I ! 昧の雄策・ υ ... " . 村s戸高等工業学校教綬小字悶 :JJ; 

主主Z臨時台・ ・ ・・ ・ ・ ・・・ - 古備岡IJ :;I L

科学的価値に立脚せる徹底的産業愛国連動の拠出・・-

ー工学I噂上 大河内正敏

住宅 婦人に必要な住宅の符織・ ・・・・ t J 野4士一目11

m市 「国際市J の実現 ( 3 ) …  ........ .....・・ H ・H ・…ー太回覧吾

資料 テベス西伴の一日一一統校及遊 ｾ･ (  7  ) …  

工 3合 同 士 天m俊一

中央市場に就いて・ ・ ・ ・・ 工学士 x y 生

史伝 チヤールス・パリー郷ー -憂茶維社同人 池凹谷久吉

溢録恨来の火構. . ". .... ・ ・・ ・・・ ・ - 溢谷五郎

建築覚書・・・ ・ ・・ ・ ・ ・・・・・ ・沼島1;1房

笠置に遊ぶ一一 ｈｉ 例会参加 Ｑｾ 己 ・ ・・・ ・・ ..." 一 幹 事

11キ報 建築法令一部改正

. 建築と社会 ( Vo1. 7 No. 9) 大正13年 間 1日発行

円絵・ ・・震災 の回顧 新しき試みの簡易住宅

巻頭歴史は自らを創る

「建築と社会 ｊ 表紙図案懸賞募集ＨＱ［符 ＱＰＰ 円、 Ｒ 等 ＵＰ 円、 Ｓｾ

20門)

論説 l関東震火 災の一周年に際して我国民の自覚を望む

・・ u ・本会mlJ 会 頭 工 学 博 士 片 岡 安

r光は) . jUJ から J 一一震災の所産たる建築様式 e ・e・.........

…・工学陣士 武回五一

復興東広の般本ml 魁! と震災の追憶 リ ・在来 ;;f 繍原祖-J"l ll

国民は覚めたるか ー … ー ー ー ー 法 学 士 大 須 賀 綴

ｾ災を予恕して、街路の拡策と惨害の緩和

大 阪 市 長 関 一

大阪市防火計幽弘案・… … … ーー ・大阪市水道部長 島崎孝彦

変災と救療設備・ H ・H ・H ・. .…・・ …日大阪府衛生課長 上村行彰

大火災の危機を伏厳する 3拡大阪市… ・・

..."...... ........ 大阪府消防課長土井末吉

住宅 南フランスリヴイラ地方の農家. ........・ H ・- …・伊雌正文

新しき試みの簡易住宅ぃ .. .... ... .... .. .. .. .... .... .. . . …江村郊郎

資料 「るくそる」から「こむ・おんぼう」へ一一統桟及遊!e

( 8 )・ ・ ・・ぃ…・ ーー ー ー 工 学 博 士 天 沼 俊 一

漫録雲尚石{ 弗寺. . . . ... ............ .. . . . 京町i臨 i7 i 教妓大屋徳城

都市計画備考… ... ..・ e ・・・・ e ・・ 0 ・……. t' 1山しげき

光りの窓 ・ーーー・・ ・・・ ー・.. .. . ・ .•. ・一. . . . . ・! I< 緑郎

創作 ノオトに古かれた遺舎 ・ ・ ・・ ー・ー・別所悌一

i時司王 組立住宅u与、中央市場設計成る 防火主l ! 築補助他

紹介 7 ープル大岩山発見 ...・ H ・..…・・工学問土 紺l木松之助

. 建築と社会 ( Vol. 7  No. l 0) 大正13年 10月1日発行

口絵・・・大阪肝村銀行堂島支底 須磨指針教会堂

巻 頭 葉 き 残 る

論 説 破t費は建設のk全一一帝郎復興の曙光

- 文学士 f ! . ¥印刷心

都市計画に於ける地域制 ...・ H ・. . …. ....・ H ・. . 工学士 宮本長治

研究 建築設計 と希膿鐙築に於ける対称、及び均勢の「ハンピ

y ヂ J 氏法f l IJ.... …...・ H ・..・ e・..............・・ ... ・.... ・伊藤正文

住 宅 住 宅 数 百 一・ ー .. .... ... ... ...... ... .. . 大庭1. ' f.太郎

都市 大阪市及按統町村に於ける術生地区の乳児死亡に及ぼ

す影響に就いての一身祭 ( 1) ・・ ・・・ 補原祖一郎

資 料 虚 無 ・御幼から明日崎へ一一統峻及 m3c ( 9) …. . . ". . . .

ー・天沼俊一

弘仁J I J j の美術「室生寺の研究J .....".. . ・・ ・ 池田谷久吉

史伝 フラノタ ピンギ Jレプレス氏の死を悼む ・波辺_E菩

漫鉱雲尚石{ 串寺 ( 2 )  京都臨済大学教綬 大度倍以i  

ｦ｡ｲｩ る、 ｾￋ 一一建築叙 ｍ 篇 ＨＶ ) ・ ・ ・ 広 岡 崎 太 郎

戯助漫鍛 ・ ー・ ・・・. . .. . 足立問次郎

郊外に住んでの雑談 ・・・............・・ ・・ ・ 阿里子二見亭

創 作 蝿 ・ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ Ｎ ＮＮ Ｎ Ｎ ＮＮＮ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮ Ｎ ＮＮ ＮＮＮ ＮＮＮｾｉｉ 所悌 一

時事帝都の本建築促成策 ー小学校建築貨統一 町村編入と

公園計画{ 血

. 建築と社会 ( Vol. 7  No. l l ) 大正13年11 月1日発行

口絵. . . ・ H ・.. 懸賞当選 大阪市淀屋総及大江楠設計図案

巻 頭 生 く る と は

論説 営絡事務統一に就いで・・・・ - ー ... tJ 野壮一郎

建築設計に於ける強度計算の報酬. ! J I . 定に就いて… ...J I'! III i舟

研究建築設計と希線建築に於ける対材、及均勢の「ハ ンピッ

ヂ J 氏法J l I J ・・・・ ・ ・ ・ iJ' tii 正文

献米の都市計画法制 ・ ・ ・ ・ ・ 田中清志

郎市 大阪市及接続町村に於ける衛生地区の乳児死亡に及ぽ

す影容に就いてのー丹察 ( 2 ) ー ー ・揃J京祖- nJ l

都市計画展覧会出品 大阪三越に於ける ・…・大展望E城

資料 持札晶一大石極縫ー溜幕Ｍｾ島一 ＭＪ＾ｈ 主及遊記 ＨＱＰＩ …

・0 ・・工学陣士 夫沼俊一

大江橋及淀虚構懸賞図書臣概評・ 審査委 Q G  T 氏

漫 録 古 寺 巡η..... ...... ........ .. 関 西 光 蛾 会 宮 飼 克二

欧米の牧場を紡ふて ー ーー建 築 士 法 悶 撃

それからそれへ一一建築春秋 ・- ・ ・ -='.Ci，i賀1I

創作踊る女の耳・ ー... ..."・ H ・ ・ ・ … υ … u 柿の舎主人

時 事 坪1301"1で立派な家 出lil十と土地J l ' ! i両税法他

. 建築と社会 ( Vol. 7  No.12) 大正13年12月6 日発行

口絵・・ H ・H ・- 日本建築協会及建築学会の神戸市に於ける講繍会

の状張、日本池築協会主催鉄筋混凝土工J博開会に於ける修7

2正答綬与式の光);r

巻 頭 峨 此 ー 邪

論 説 rf:主j " ・・ ・・・・・・・・・ ・・・工学問土 佐藤功一

郊外の土地区画想理に就いて ・ー .."..・ ・ ・・・加雌善吉

建築と社会 一 ー...... ...... ... . . . .ー・工 学 土 中 If 保

研究 大阪源流考一一都市計画の見地より・・・・ 問中消志

住 宅 主として婦人の立場より似たる住宅ー .. .・ H ・. tJ 聖子壮一自11

住宅雑考 ー・・ ー ー ーーーー 大庭I正太郎

資料 怠島見物一一 ｬ 閉路市 Ｑ 席者一一統 ｴ 主及遊 ｾ｣ (11)  

ーー ・・・・ヲミt召俊一

溢 銭 帝 展 維 感...・ H ・. .. .… ・………. . . . . ・ H ・- …・… 背山居. i . 入

比叡山・ ・ ・ ー ......... .... . ・文学士黒悶鵬心

建築餓舌・・・・ - ・・ ・・ ・ ・ ・泉緑自11

古11作 都 会 の 黄 昏 ・ . . . ・ ・ ・別 所 悌 -

H寺報 市街地建築物法改正煤煙防止迷令改正他

. 建築と社会 ( Vo1. 8 No. 1 ) 大正14年1月1日発行

表紙 懸賞募集に係る第一等当選

口絵 タレセントピ Jレディング外観・明治屋大阪支庖 ・同平

面図( 4  )  

我建築界の逃絡に就いて ーー・・ ー・- … - ー・片岡 安

大正13年の建築界・。 .....・ ・・・・・・・ 0 ・・・・・。..・・・・・・ 0 ・・ 0 ・・..・ 0 ・. . . . J J . I回鵬心

都市美観の生産的価値 ・ーー -ーー ・一…・ー西村健吉

倫理的認織対鼻として似たる現代建築・・・・ - 山崎蔵野夫

或青年建築家の手 lc'目白"....回 目・目白目・・・・ e ・........"・・・・・ a ・・・・ .1罪t是正文

希目臨時代の彫刻論 ( 1 )  ー ー ・ ・・ーー・・ ・… ・古塚正治

貯蔵と建築・・ H ・H ・.........・ H ・. . . . …. .... ...........・ H ・- … 舷 j ド消足

大原三千院本堂， ー ..... .. .. ....... .. .. ..... .. 池田谷久吉

機太の事ども一一国境近き東海岸附近・ー…. ... ..・ a ・- 中村殺線

高徳寺と明通寺・ ・ ・ ・6 ・ー .... . . . ・富銅克二

板硝子の今昔 ・ - ・・ ・・ ・・・・ ・・・ ・・ 機回次郎

太陽の村に就いて・ ・ υ  ・ 一… … …・安野二位夢

時事 耐震家屋が三 千円、新織院の偉容、大阪駅改築

俳11.. ー ー … ・ … ・. .... ，...・.."..... .. 渓 舟 選

創作 街灯と路る・ ・・・・ ・ ・・・ ・・・ ・・・別所悌一

主要建築材料値段

. 建築と社会 ( Vo1. 8 No. 2) 大正1時 間 1日発行

口絵・ ・・木水栄太郎氏の新邸外観、客間及居I l I l J喜三寝室と

台所、居1111 より食堂を笠む、間平面図及外観側面

住の問題ー. . . . . ... ....... .. .... ー… ー ーーー ''' 1者問 撃

家族を含む自画像 ( 1) … ............. ..・ H ・... . ...... ..・ H ・- 本野精吾

住居問題の統計的研究 ー・ ー・一 -・ . . . ・楠原祖一郎

都市奨学・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・稲r君主之

剛節架摘の湾曲力率解法考察と其研究 ・ ・・大野区平

木 材 利 用 の 研 究 ・ ・ ・・ ・・ ・・・・泌 閣

誤まられたる文化生活・・ 一 ・ー ー 中ｾ保

希機時代の彫刻論 ( 2 )  ・ ・・ ・・ ー一 ー ・古塚正治

加茂遺跡君主雀ケ丘の石榔と其追憶 ー ー… ＮＮｾ軍部実之介

友人木本君の住宅設計に就いて・・・・ ・e ・e・- … ... ・H ・- ・小川安一郎

都市計画展覧会追%e( 上)・ H ・H ・.... ・ …・・…・・ 大屋鍍械

回数寺院と陣物館… … … ・ H ・a・.. " . ー・ 一八戸成虫fl

炉辺雑:e.. ................ ・ー・ーー ・・一 ・ ・広問調正太郎

創作 喫茶庖ロダン・ ・ー・ー -・. . . . . . ... .... 三，烏淡虚

俳壇・・・・・ ・・ ・ ・・・・ ・ーー ・・ ・・・ ・ 渓 舟 選

俳 句 と は ー ・ ・ ・ ー ー ーー ー ・・・ 渓 舟

時事 帝部復興の現状、住宅過剰の珍現息、京大図書館再建

他

= 婆述築材料値段

. 建築と社会 ( Vo1. 8 No. 3) 大正14年3月1日発行

口 絵 … ー宝悔閣土地合資会社事務所透続図、同外観( 写真)

問平面図及客室と食堂

家族を含む自画像 ( 2 ) ー ・・ ・ .. . ........ 本野梢吾

Ａｾ、者からの註文一一サナトリアムの摘造に就いで日間戸武平

剛節架憎の脊幽カ率解法考案と其研究 ( 2 ) .. .・ H ・. . . . . 大野直平

木材の利用 ( 2 ) ・ ............・ H ・........... .. …・…雌 聞

希蝋時代の彫刻概論 ( 3 )・....................... ... .. ... .. . ー古塚正治

l湖路市一一披西土一一暴夜墓地ーー解帯電 υ ・ー.. .. .・・・八戸成虫 fl

r コンクリート J 塗料の性質に就いてー ・・・大島1I i 殺

「建築家 J の宮ひl ，y.. .... .... .. ......... . . .. ・ ・・加藤善吉

住宅のよさといふこと ・・ ・ ・…・…. . ・ e ・. . 御牧邦生

古社寺建築に就いて・ ・・ ー.. .........・・ H ・H ・.. 天沼俊一

家屋移転用「ローラ ・ジャッキ J に就いて ・......・ ・復興局建築部

栄山寺 ・ ・・ ・・・ ...... ... .. .."・ H ・. ....・ H ・- 池悶谷久吉

建築の真実と虚偽其他・ - …・一………ー. . . ・ H ・- 縦木 浩

建築随惣記・ ・・ ・ ・ ー・ー…. . . . . . . . . . . . . . . .…… M H 生

創作 小さき刺戟 日中.. . . . . . . .・・ 0 ・H ・a・- … ーーー一 八畑幸二

浮世録茶級3e" ・H ・. ...・ M ・.. ... ......... .. . .. ....・・・ ・池田谷久吉

俳壇・・…・".. . . . . . .・ H ・- …ー ー ・・・ ・. .. . . 渓 舟

時事 月賦質住宅市営貸家新築のI曽加他

. 建築と社会 (Vo1. 8 No. 4) 大正14年4月1日発行

口絵 ・ ・メ ックマイタ繕の外観と玄関の迷望、ユ 7 1レの繕

とパレイ・アラブの中庭、ナランジオの中庭、アルハンフラ

殿堂用水の取入口

借家賃昂成原因としての粗造家屋 ー ー..... .. .. . 一波辺鉄蔵

愛なき都市計画 ・・ ....... .... .. ・・....・ H ・. . …大展望E城

借家足並 ・・ - ー .....・ H …"". . . . . . .・ H ・- 訪 問 撃

剛節架構のも年幽力率解法考案と其研究 ( 3 )・H ・H ・-… ・大野直平

セメントの製造並に使用の際に起る変化に就いて ーー

細木位之介

木材利用の研究 ( 3 ) ・ーーー ・・・ ・・・ ・藤 園

阪堺電鉄田掴住宅懸賞応募図案慨評・ ・一・ ー武田五一

家族を含む自画像( 3)  ・ ・ ・ ・ ・・・・・ 本野精吾

冬の家. . . … ーーー .". . . . ". .  …. .  …ー・… S  ・ T  

我が家建築の後や先 ー ・ -・・・ ・御影本水栄太郎

都市惑の矩否 ・ ・・ - …  …・ υ ・ ｾｉｉ 所悌 一

禦明 ｉｬｾ を兄たま、 …ＮＮＮ・ ｈ ・ＮＮＮＮＮ・ ｈ ・ ＮＮ …ＮＮＮＮＮＮＮＮ ー ・ー ・ ・・池田谷久吉

希縁日幸代の彫刻概論 ( 4 ) ............. ー ー一ー 古原正治

俳壇. ........................... .... . . ・" ・・ ・・・ ・ j果 舟 選

illJ 作 春の夜のお二組・ 目・...."・ o ・-…....・ M ・... ・H ・春日野f主人

時事 白日閣の文化村、安価に手にはいる見本家屋他
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「建築と社会」バックナンノミー総目次( 号別) V oI. 8No. 5- . ， V o1. 9 No.3 (大正 問月~大正問月発行)

主要建築材料値段

. 建築と社会( 出1. 8 No.5) 大正14年 間 1日発行

口絵 ・自自国文化村一一 第 7 号住宅の居間、食堂内部の

一例とー坪の台所、球戯場外観と琢戯室の内部、第 7 号住宅

の外観と平面図、第 8 号住宅の外観と平面図

建築の活路・ー…・ー ー・・・ー ・. .. ......・ e ・・ H ・H ・.. . .・ H ・-・・伊東忠太

都市計画思怨の推移 ・ ーー 大阪府都市計画課 回中消志

耐震t構造に対する一考察・・ー …. . ......................... 内藤多仲

汚物処理法と其栴成に就いて ( 1 ) ・…一ーー t畢部実之助

磁酸と石灰との化学反応 ( 2 ) .. . .......・.....・- 網目木松之介

市』或変更と 地械制の実施 ・ ・ ・ ・・・ 岡崎早太郎

剛節架榊の背幽カ率解法考案と其研究 ( 4 ) ・ ー ・大野区平

白日閣簡易住宅に就いて ー .• •.• .••. •• ••• … ...・ H ・... 松本{緩八

春闘僻路面最 ......... .......... . ... . . 一 ・・ ・口! 日 比呂阿伽

都市を巡る風と音と匂口 .... ・....... .. …. . . . . . . . … 青山しげき

愛と投げられた石…. . . . . . " …. ..・a ・". ... ..ーー・ ＮＮＮＮＮ Ｎ Ｎ ｾｉｊ 所悌 一

喜劇 もう一つ寝台が欲しい ー ・・ーー・ ・ヒ サ γ

俳壇… 一 … ・ … ・ ー ・ー ーーー 一ー・ ー・ 渓 舟

主要建築材料値段

. 建築と社会 ( Vo1. 8 No. 6) 大正14年 間 1日発行

口絵 ・本野精吾氏新邸外鋭、問内部の一端、同平面図、

宇治に於ける協会大会一行の記念録映、同一行電気トロ y コ

にで題提参観、宇治川水力電気会社発電所を山版より術敵

木材の餓餓と其対政策。.."......・ e ・. .....…..・ e・..... 市川三線

市民の理解を基鯛とする都市計画 ー… い. ...." ー伊藤俊雄

文化本来の意義に就いて ...・ a ・-・.，.，・ H ・・・ . K.  S 生

水洗1' 2 所と汚物処理槽の関係及精進に就いて ・..i事部実之介

新らしき建築奨・ ・ ・・ ・・ ・・・ ・・・・山崎潟県子夫

セメントの凝結及び硬化を生ずる変化 ー一… ・細木総之介

剛節架摘の湾曲力率解法考案と其研究 ( 5 ) … ...... . .. 大里子直平

兵庫県下の古建築に就いで ( 1) " ・e ・-…...・ H ・.......・管問登美雄

建築家の個性と時代ー. ..・ a ・.. . ーー ー ーー ・沼品Z正房

日本建築協会春季大会参加記一一於山械閤宇治匝T

会員 R .  S 生

首IJ 作 湿った土地・・ ・・ ・ ・・・ ・ あのにいむ

俳塩・・・・・・・・ 目...... ..... ..... . .. . .. .. .. . . .. .. . ... ...... . .・ 0 ・・・・ ・0 ・・渓 舟

時事 資本利子税新設、市設の納骨堂、 1，500戸分の大アパー

ト他

主要建築材料値段

. 建築と社会 ( Vo1. 8 No. 7) 大正14年7月1日発行

口絵 ・ ・北f旦震災地巡り一一豊岡町駅前通 ・盛岡田T小田T附

近、畳間町京橋通、総崎町震災後の惨状、津居山港の海辺、

津居山町の焼跡、久美浜港、久美浜町小学校、( 附) 北但震火

災一覧 (地図) 、近成震災小史

家の存亡と震火災の応対策… ......... . . .. . .... . . .. .・H ・... 片岡 安

震 災 と 地 . ....…・・・・.... ・H ・.. ....... . .... . ......・ H ・...・ a ・-… 須悶院次

段れぬ先の用意.... .. ... . . ……・・e ・e ・.... ..... ..… ・・・・…・・- 古塚正治

但馬地方の震災 …・ H ・a ・... … … e ・e ・..・ー

本協会北{ 旦震災関査委員 松本儀八、篠原太郎、斉藤立実

i旦同地方の震災による建築物の被害状況 ・・・・・・ -田辺平学

創生の悦ひ」一大毎より一一

家庭と道路に就いで( 協会 6 月例会の講演) ー・

チャー Jレス ・H ' タJレポ γ ト

病院建築… ・・・雑感一一息者からの註文... ・H ・........... 岡戸武平

セメ ン トの凝結緩徐法 ・・ー ー・・・・ 細木総之介

建築に現はれたる悲劇美・・ ・ ・ ・・・・ ・ ・ 水町与志雄

富IJ 作海辺の彼女と彼等・ ・ ... ... . .. ... .... .. .  ー … ｾｉｊ 所悌 一

俳埋. ...・ H ・... ・・... .." ..." ・H ・.. ...・ H ・..・. ....・ M ・-… H ・H ・- 渓 舟

主要建築材料値段

. 建築と社会 ( Vo1. 8 No. 8) 大正14年 間 1日発行

口絵 ・大阪市立産業奨励館内部、同外鋭、同平面図 ( m)

建築概要

地震と大阪市 .. .. ..... " .. .. . . ... . ...... .・ … ・ ー…ー・松山基範

都市計画施行都市と其区域間組 口 ・・・加藤善吉

吾人に家無し安ぞ祖国あらu ' - 一一都市計画に就いて e・e・..…

...... 白井和夫

街路鮒に就いての研究… 0 ・....... . . . . . . . .".... . . . . . ..... 方 米 治 郎

舞台と変遷と其周期 ・ ・ ・・・ ・ ・・ - ・ ・ 池悶谷久吉

西班牙の室内装飾と家具 ・ - ・ ・ ・・ ・・ ・・山崎高舟夫

t主及古墳の顔料・ …. . . .・H ・・・ "..".・ H ・....・ H ・......... 細木松之介

古建築としての浄土寺一一兵庫県下の古建築… ・・菅田登美雄

病院建築は斯うありたい ・ ・・・・・・ ソl、幡白血舟

92 強築と社会/ 1988年 11月号

創作 食卓を超えた人生……. . . ・ H ・. . . 一…. . . ・ H ・目雑草舎主人

俳壇 e ・H ・H ・...... .....・ e・- … . ... .. . . . .... …・渓 舟

主要建築材料値段

. 建築と社会 ( Vo1. 8 No. 9) 大正14年 間 1日発行

口絵・ーー ・・大阪市立市民病院玄関口、同外観及内庭、同怠者

控室、同一階 ~三階、地階平面図、同建物配位図、建築概要

建築物と国民教育の交渉 ー ー ー・ーー ・ー ・ー ー ・松田 捻

コロ ・ハウス ……. . . . ・ H ・........・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..... 大展望E械

誤解されたる都市計画と理解されざる其の法制 ー 田中消志

英国に於ける都市経営・ ・・ ......................K S  

市営苗闘の必要と苗木の育成一一街路樹研究( 統)

方 米 治 郎

アス 7 7 1レトに就いて ....・ e・..・・............... .. ..・ H ・- 田和! 木松之介

建築と汚物処理の関係........ ・H ・. ...・ H ・....・ H ・-…・ 0 ・得制i実之介

鶴林寺の建築一一兵庫県下の古建築 ( 3 )・ ..... ... 管回登美雄

詩のある建築 ・ ・ ・・ ・・・・ 北山垣廃国

農民住宅の考察 ・・・ ・・ ・ ・・ ・・・・ ・ ・・淡路紫元

創作 「親子」兄弟 ・- ・・- ・- ・・- ・. . . ・・. . . ..."... 八畑幸二

俳型阻 … …・・ ・ー・ … … … … ・ … ・ … ー ・ … 渓 舟

世相の動き 全国都計の近況、各省を1島中建築他

主要建築材料値段

. 建築と社会 ( Vo1. 8 No.l0) 大正14年10月 旧 発 行

口絵…・…・回生病院の遠望、同新館側望、同廊下、同 1 - 4

階平面図、問屋階平面図

何処 1: 行くべきか ・・ H ・H ・-…. . . ・ H ・.....・ H ・. . …・…・・・ 大須賀 巌

都市計画に対する市民の理解に就いて問中氏に答ふ ……. . . .

..・ 0 ・・伊藤俊綾

地震の予防と震災の軽減. . . . . . . . ....・ a ・.. ... .... .... .・ ・須田院次

明治大正に於ける建築量) 1.................................... 111山新平

都市経営の実際的純設一一英国に於ける都市経営 ( 2 ) ー

. . K .  S  

鍬及び鋼等のlお蝕に就いてー ・・ー・・・・H ・H ・- …… 細木松之介

汚物処理槽及び其他 ・一 ・ー ・ … … 海部実之介

「太山寺」建築一一 兵庫県の古建築 ( 4 )・. ". . . "・ H ・菅凹登美雄

人生のための建築一一生活されたる建築・…. . . ". . . 加須賀 澄

建築界は好況でな い ー ... ........... .. .. ..... .. .. ...... Q Q 生

創 作 菊 と 嫉 妬・ ...... ・-・........・ ・・・ ・ 竿房主人

骨下型W.. ーーー一一日一 一… ー… … ーーーー …ー・・ー…・ ・渓 舟

t¥l; f自の動き 共同建築組合法他

主要建築材料値段

会 報 法 人 組 織 委 員 会 他

. 建築と社会 ( Vo1. 8 No. l l) 大正14年11 月1日発行

口絵 ー 大阪ビルディ ング玄関口詳細、同外観、問倶楽部、

同特別食堂及休憩室、同地階- 8階平面図

数字の物語る景気と住宅問題 ・ ・・ ・ ・ ・・ 宇治伊之助

続、誤解されたる都市計画..........・ -・・ ・・ 回中清志

紙 、 借 家 難 .........・・ ......................... 浄田 撃

白ペ ンキの材料なる鉛自に就いて ・ ーー ー.. .. 細木松之介

明治前中期の建築一一明治大正に於ける建築鋭 ( 2 ) …  

.. ・0 ・0 ・I世山新平

国宝「一乗寺」一一兵庫県下の古建築… υ . . . . .  菅回登美雄

貧者のー燈 .... .. .. ...・ ・ .. .. .  ・・ 広岡峰太郎

舞台! ! 賢明に就いて ・・・・ 0 ・・.. ............ .. ・ ・ 池田谷久吉

建築を享楽として ・ ・ ・ ・ ・ー 田中幸一

都市から郊外へ郊外から田園へ一一ー来るべき時代の住宅田e ・e・-

ーー大! 逗1; [ ，太郎

創 作 子 供 の 世 界 ・・ーー ーー ・ ・・ ・八畑幸二

俳 坦 …. . . . . ・・・・・・ ・・… ・・… … ・・...... ... . …一渓 舟

大阪ピ Jレディング新築工事慨要

時報市街地建築法緩和規定 機院本建築完成を繰上げf自

主要建築材料値段

. 建築と社会 ( Vo1. 8 No. 12) 大正14年12月1日発行

口絵 長谷川l $ ol量氏の新邸外観、同日本間よりヴ ェラン

ダを望む、問手f共室と台所、: J . ¥国松之助氏新邸外観と玄関、

同応接室と子供室、同日本間! と台所、同邸平面図

奈良湖の文化............・ H ・.....・ H ・........................・佐藤小吉

住宅問題の相関関係一一数字の鰭る景気と不景気 ( 2 ) ・

ー宇治伊之助

明治後期の建築一一明治大正に於ける建築観 ( 3 ) … 噌山新平

路材科学片 ….. . . . . . . .…. . . . . . . . . . .・ H ・.... ・H ・..... … 調ij 木松之介

大都市は斯〈膨脹すべきである ・6 ・H ・ ... ..・方 米治郎

大阪の風力に就いて ・ ・ ・ ー・・ー ・ー・ ー池田宮彦

事楽 !c ...................... ... ・・ ・・ ・・ それがし

柊会の作品展覧会を覧で ・ ・・- ・ 江村恒一

法隆寺雑感 ーー ・・ ...... .... .・ 菅田登美雄

大阪及び大阪人 ー ・・ ・ー ・・ ー ・ ー・ ー ー北村1草子

K.  H 両氏の住宅… ・・・・ぃ.. . . . . . . .・・…. . . . . .…. . . . .・ H ・・・・紙本自主八

創作 枯れゆく向日葵・ ...........・・ 0 ・.. ............・・・ 0 ・・・・和倉 泰

俳J f l .. .....・ M ・.....・ a・-… .  • • • • • • .  • • • .・ 0 ・・・・ ・・ ・・ 0 ・・ 6 ・ ・渓 舟

主要建築材料値段

. 建築と社会 ( VoI. 9No. l ) ビルディング号 話 1品行

口絵.-:-:-:7・ ー近代亜米本1J 加に於けるオフィス ・ピJレディング精

進様式の傾向一一紐育市に於ける銀行建築、スタンダード石

油会社ピル、総背市プロードウェイ 1440番街、エクイダブル

生命保険会社ピル、 市 ｦｉｾ古市ミシガン通

三都に於けるオフィス ピJレディング

近代都市の発展と事務室建築の勃興 ・ーー ・ー. . .. 片岡 安

事務所建築の経済的考察 ・ ・ ・・ ・・・・ - 竹腰健造

建築の経済的環境 ー ー .... ... .... .. .. ー ・・・村野藤吾

オフィス ・ビルディング経蛍に就いて経験の二三 … 栗山寛一

ピル卓三ィング両面量) 1....... ... . ... ... ..・ .... ー …・・池四富彦

ピJレディングの構 造とプランニングに就いて ...・ e ・... 1曽田 iI1 

恵まれぬ設が高層建築…. . . . . い .. ... ..... .. .. .. ... ... .1.蹟 浜 勉

高層建築の奨観……・…. . . . . ・・…. . . . .. .. .. . .. … .14野壮一郎

米国現代のピルデイング......... ・a ・-・・ 0 ・・ ・・ ・・ 0 ・・...... 福永佐和吉

ピJレディングの内部設備

温度の自動部] 節装置に就いで ・・・ 三ini 勉

「エレベーター」の製作及び使用に就いて ・ 堀 覚 太 郎

建築と防火設備に就いて ー ・ 須賀灘五ms

誰にでも能る簡易且つ実用的 な室内! 照明法 ー 今沢敏ms

m造上 より兄たる高層建築の変遷 ー ........ 田辺平学

阪神地方に於ける所矧ピルヂングの械評..... ..・ H ・- … 古塚正治

ピルヂング段々 ・ ー ー 一 一 無 名 氏

かくある べ き明日の建築殊にオフィス ピルのそれ

矢尻徳三郎

富IJ 作 速 い 空....・ H ・....・ H ・.. .. . . ー・一 ー .... ・・ 別所悌ー

俳壇目... . . .…. . . .・ H ・. . . ・. . . . . . . . ーーーー ーーー 渓 舟

時報 十大放射路線吏正案九大の各学部建築美を発郷{ 也

主要建築材料値段

会報 建築物構造強度計算の標準風圧力に関する建議他

‘  

. 建築と社会 ( Vo1. 9 No.2) 大正15年2月 旧 発 行

口絵 ・ ・中間邸 Ｈ 玄 関 口、客 Ａ日 ｩ 、 ， ｾ斉、食堂、 一 階ホール、

東 . r + - i 正面図、階下平面図、階上及屋階平面図)

支那古代の民家に就いて

土地区画務理の施行と特殊銀行法改正の必要 ・岡崎平太郎

都市生活の動的考察一一数字の語る景気と住宅問題 ( 3 )  

ー.. .. ........ .宇治伊之助

飛鳥時代の寺院建築 ( 1 ) ・ .. .. .  .. .... .一 一伴 熊 吉

大正前期の建築一一明治大正に於ける建築鋭 ( 4 ) … I廿山新平

白色ペ イント製造の材料 ....... ... ... ・…一細木松之介

妙奇I起と室寺 ・・・・・ ・ ・ .... ーー 池回谷久吉

郎市観念の訂正 .....・ ・- ・ ・・・ー 小野因究作

劇の民衆化…. . . .... ー ー…・ー ・ ・ ・ 中尾 ｦｾ

創作 ぬかるみ ...・ H ・H ・H ・...... . ... .. . .. ・・・・ 文之. ! l l 人

俳句rJ. .... ・e ・..............・ a ・.... ・H ・... .. ・H ・・ ・・・ 渓 舟

主嬰建築材料値段紹介

. 建築と社会 ( Vo1. 9 No1. 3) 大正15年3月1日発行

，
d

a

-

-

h  

口絵 ・ ー電気大博覧会の建築物 (電 気 協 会 主 催 於 大 阪 市

港区八幡庄町mil l 3 月20日- ) 8 頁

共問建築に就いで …  ー ・ー ・ー…・・・・波辺鉄蔵

地方高等女学校に於ける r(主J の教育に就いて ー 佐藤功一

巴里工芸1呼と日本建築

都市計画事業は何故進まないか ー・ー・・・- ・・ ・西村健音

建築路¥'，紗 ( 1 )… H ・a ・-……. . . ・ H ・- …・・・一・ - 広問的太郎

建築に於ける容貌以上のもの ・ ｈ ・ ｈ ・Ｍ・ ・ ・ Ｐ ・ＮＮＮＮＮＮＮＮ・ ｈ ・ ＮＮ ｪ￬､ｾ 篤次郎

新聞記者の似た大阪の建物

統計の上から見た住宅ill 築の傾向 … ・・・.......…・絵本儀八

飛鳥時代の寺院長I ! 築 ( 2 )  ・ ・ ・-・.. . . . . . . ＮＮＮＮ ｊｾＡ 自 民音

挫築の本質に就いて……. • • • .  .  • • .  • • • .  .・ e ー 本野村再

建築踏1'1紗 (2 )・ •. • .. . ••••• .....・ a ・...... ・H ・..・ e ・..…・広岡崎太郎

純占Ａｉｾ車事 ・ ... ... ........................ ・南 f;'i 

木造最後の大劇場ト一一飢編劇場の新築に際しで池田谷久者

郊外住宅の窓より ー ... .. . . ・ ・・・・・ 郊外f主人

本円から開場の電気大↑ 1草覧会とその建築 . •• . 訟室m光

俳t盟.. …・・ …・・・・ …… … … … … … H ・M ・…. . . ・H ・..… … ・斉藤T主針

会 報 建 築 士 法 案 調 査 委u会 他
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最 新 の 技 術

東洋シャッタ一株式会社

本 社 : 大 阪 di Ｉ ｾＮ｛ｩ 元同作 Ｑ ＱＱ ｛Ｑ Ｍ Ｑ Ｒ 11 乍 ビ ル 宮 (943) 6571 代 表

東京・横浜・盛岡・仙台 .;J( 戸 ・静岡- 岡崎・名古屋 ・宮 111 ・大津 ・京 都 ・神 戸 ・広品・尚松 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

話久建言語平安欝 ｾｬｦｉｊｉ Ａｊ Ｙｊ 乱暴 Ｙｊｬ

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 色 彩
屋主 唱主唱
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責 任 施 工

ア フ タ ー ケ ア ー /

品 種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

- オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

ｩｴ 主 ｴ 反ｽ［Ｎｬ ｕｾ S ノj、i!主 . S 大 11主' Y if.主 ，1-<' " ; クス it主. W ジ ャ ン ボ it主. y デ ッ キ

S Y ジ ャ ン ボj皮 ・ボ ル ト レ ス ル ー フ BL . J Cのf也

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーバー・エキゾスター (強制) )  

ポ一口イド( 断熱材) O. G.K. ※ カタログをｻ 的 ｉｉ ｾｉ Ｇ Ｎ沫ドさい

感 市I J I !J-9J l J 9J l 製造跡式会祖
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東 京 本 社 及 工 場 干 335 厳 di 塚 舷 5 r 日 6 得 32 J ，} Ｂ江 ｾｬￎ 最長 Ｈ ＰＴＸＴ Ｉ ＴＲ Ｍ Ｓ ＱＱ Ｕ Ｈ 代 Ｉ

支 庖 及 工 場 JlUじ・点以・| 民. J J . k ・熊谷
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技術を力サねた、安心の防水システム。

雨を防寸傘。直射日光を|坊ぐ日傘。|り1] *材には、このよ

うな傘の役割が要求されます二つまり、問に IJ虫〈、紫外

線 ・熱にも強 L 、防水材。もちろん耐久性も万全ですエロ

ンシ ール工業は、信頼t実絞で t音われた防水技術を

駆使し、完袋ぞ追求した|り'j* システムを1m発。安心の

1! 1 i * 材なら、おまかせくださ l 'o

; z¥¥主と二卜
露 出 シ ー ト 防 水 工 法 非露出シート防水工法

ロンブルーフ ベストブワレーフ ベストフルーフHG ロンフ' レン

接 着 ・一般 工 法

歩 行
。 。 。

非歩行
。 。

接 着 ・断 熱 工 法

歩 行 。 。

非歩行
。 。

絶 縁・一 般 工 法

歩 行
。 。

非歩行
。

絶 縁 ・断 熱 工 法

歩 行
。 。

非歩行 O  

ロンシールの

シート防水工法システム。
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